
    

           巻 頭 言 

 

                福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 校長 郡司 完  
 

 

 

 東日本大震災からの教育復興のシンボルとして開校した本校は、今年度で高等学校が８年目、
中学校が４年目を迎えました。原子力災害からの復興を果たし、新たな地域社会を創造するグロ
ーバル・リーダーを育成するため、高校開校時に文部科学省から５年間、スーパー・グローバ
ル・ハイスクール事業の指定を受け、その後、現在のグローカル型の事業に３年間取り組んでき
ました。自治体や大学、ＮＰＯ法人などを巻き込んだコンソーシアムの構築、地域課題の解決を
図る探究活動を核としたカリキュラムの開発、グローバルな視野を育み福島の今を発信する海外
研修を柱として、本校の建学の精神である変革者の育成を目指し、特色ある教育活動を展開して
まいりました。 
 事業最終年度となる令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の流行が収束には至らないもの
の感染症対策の強化と緩和により、活動の範囲を大きく拡大することができました。ニュージー
ランド・ドイツ・アメリカの他、宮城県・広島県・沖縄県など、国内外でのたくさんの研修を実
施できたのは、大変意義深いことと思っております。加えて、北は青森、南は九州、さらにはベ
トナムなど、国内外の方が本校において研修を行い、さらに今年２月３日に開催しました事業報
告会では、１５０名を超える多くの方にご参加いただき、事業成果の発表や参加者との交流など
を行い、充実した時間と空間を共有することができました。コロナ禍での事業推進ではありまし
たが、多くの皆様のご支援とご協力のお陰で、特色ある取組を数多く実施し、無事に事業を締め
括ることができました。 
 本事業において生徒たちは、地元の双葉郡を始め様々な地域に出向いて課題を見出し、解決に
向けて３００以上のプロジェクトに一人一人が思いを持って取り組みました。チアダンスで子ど
もと地域を元気にする取組や、プラスチックによる海洋汚染を地域から防ぐ取組など、その内容
は様々です。これら生徒たちの主体的な学びは、学校生活にも良い変革をもたらし、今年度、生
徒会が中心となって校則の見直しを行ったり、紛争で苦しむウクライナの子どもたちに手紙を届
ける企画なども実施しました。震災から１３年目に入っても、この地域には福島第一原子力発電
所の燃料デブリの取り出しや処理水の海洋放出など、重く大きな課題が残されていますが、避難
指示の解除や地元での学校再開、福島国際研究教育機構の開設など、復興の歩みは着実に進んで
います。ふたば未来学園では、それらに真摯に向き合いながら、地域課題に立ち向かう志と困難
に負けないレジリエンス、社会をより良く変えていく変革者としての資質・能力の育成に取り組
み、引き続き、生徒の学びと地域復興の相乗効果を目指して、これまでの実践を深化させ、新た
な取組にも果敢に挑戦してまいります。 
 結びに、本書には事業の推進に臆することなく挑み続けた本校生徒と教職員の、活動の軌跡と
成果や課題を包み隠すことなく掲載しています。事業を進めるに当たりご尽力を賜りました全て
の皆様に、この場をお借りしまして心から感謝申し上げますとともに、本書が皆様のこれからの
活動に少しでも役立ち、日本の教育の発展に僅かでも寄与できましたら幸いに存じます。 



１．１ 研究開発概要（事業構想） 

 

１ 教育目標 

① 管理機関における教育目標 

ふたば未来学園中学校・高等学校は東日本大震災、福島第一原子力発電所の事故を受け、福島県双葉

郡に平成 27年に高等学校、平成 31年に中学校が開校した。現在、双葉郡では原発の廃炉、地域コミ

ュニティの再生、風評との闘いなど地域を分断する困難な課題が山積している。世界と協働しながら

これからの復興・地方創生を進めていく人材の育成が、この地域にとって喫緊の課題である。このた

め、グローバルな課題である原子力災害からの復興をテーマとして設定し、地域との協働による地域

の課題解決に向けた探究・実践と海外研修を体系的に位置づけたカリキュラムを開発する。 

 

② 学校の教育目標  

本校は震災と原発事故により休校となった 5校の伝統を引き継ぎ開校した。世界が経験したことのな

い困難な課題に直面した本地域の課題は、極端な少子高齢化や人口減少が進行する未来の全国の地域

や、異なる立場や価値観を排斥する世界の分断と重なり合っている。本校は、こうした地域と世界の

課題解決に貢献する人材を育成し、全国の学校や地域の変革を牽引する強い決意のもと、「新しい生

き方、新しい社会の建設を目指し、地域や社会を舞台にして、これまでの価値観、社会のあり方と根

本から見直し、自らを変革し、地域を変革し、社会を変革する『変革者』を育成する。」  【補足１】 

【補足１】学校概要 

東日本大震災及び福島第一原子力発電所の事故は、福島県、特に双葉郡とその近隣市町村に深刻な影

響をもたらした。地域住民の避難が長期化するなか、教育環境の整備と震災を踏まえた諸課題に対応で

きる人材育成のため、「福島県双葉郡教育復興ビジョン」のもと、本校は平成 27 年４月に新設された。 

 本校は、募集停止となった双葉郡内の５つの高等学校の歴史と伝統、教育内容や特色を踏まえた幅広

い学びを可能とした総合学科高校として、以下の３つの系列の科目群を設けている。 

◇「アカデミック」系列：大学等上級学校に進学するために必要とされる主要教科を中心とした科目群 

◇「トップアスリート」系列： トップアスリートや生涯スポーツ社会のリーダーとして活躍することを

目指し、バドミントン、サッカー、野球、レスリングで高度な技術・理論を習得することを目的とし

た科目群 

◇「スペシャリスト」系列：農業、工業、商業、福祉の分野において地域を支える職業人として将来活 

躍するために必要な知識・技能を習得することを目的とした科目群 

 

 本校はふたば未来学園中学校も併設している。中学校は６年間を通した最先端のカリキュラムの中で、

主体的・対話的で深い学び、グローバル教育、シティズンシップ教育の３つを中高一貫教育の柱に掲げ

平成 31年４月に開校した。 

  

平成 27年の開校当初、校舎は、広野町の本校舎、猪苗代町の猪苗代校舎（「トップアスリート」系列

バドミントン生徒が在籍）、静岡県三島市の三島長陵校舎（JFA（日本サッカー協会）アカデミー福島生

徒が在籍）の３つに分かれていた。平成 31 年４月に中学校が併設されると同時に広野町に新校舎が完

成し、猪苗代校舎は閉鎖となった。現在は本校舎と三島長陵校舎の２校舎に生徒が在籍している。 

在籍生徒数 
(令和５年 1月) 

中学 
1年 

中学 
２年 

中学 
３年 

中学 
合計 

高校 
1年 

高校 
２年 

高校 
３年 

高校 
合計 

本校舎（広野町） 60 60 60 180 133 93 125 351 

三島長陵校舎 - - - - 5 23 20 48 



２ 構想の目的等 

① 構想の目的  

「原子力災害からの復興を果たすグローバル・リーダーの育成」として、これまで SGH で行ってきた

研究成果の分析を生かしつつ発展させ、目的として以下を設定する。【補足２】 

Ａ 地域での課題解決の探究と海外研修を体系的に位置づけ、地域と世界の課題解決に貢献する資

質・能力を育成し、自己の在り方生き方を見出すカリキュラムの開発 

Ｂ 原子力災害特有の課題に加え、全国・世界の課題が先行して生じている地域の特性を理解し、新

たなコミュニティや産業を創造し、課題解決に貢献する人材の育成 

Ｃ 双葉郡との広域連携による教育と復興の相乗効果の創出、及び全国の高校への波及 

【補足２】 構想の目的と背景、求める地域人材 

 本校は平成２７年の開校と同時にスーパーグローバルハイスクール（SGH）に指定され、「原子力災害

からの復興を果たすグローバル・リーダーの育成」という構想のもと、これまで５年間研究開発を行っ

てきた。東日本大震災、福島第一原子力発電所事故が起きた地域に立地していることから、原子力災害

からの地域復興に関する様々な活動を行ってきた。また通常教科・科目においてはアクティブラーニン

グの手法を積極的に導入し、グループワークやディスカッションなど生徒の主体的な取組を導入してき

た。開校当初から SGH 指定となり、学校文化を作りながら研究開発も同時に進め、これまで以下のよ

うな成果が得られた。 

〇「総合的な学習の時間」において地域の課題に向き合う活動を行い、課題の発見、課題の解決に向け

た取組を学校全体で推進するような学校文化が形成された。 

〇本校の教育活動全体で育成すべき資質能力をまとめたルーブリックを作成し、これに基づいて評価を

行うシステムの礎ができた。 

〇海外との連携先として、ドイツ、ニューヨークを選定し、現地の同世代の生徒と交流する場の形成、

世界の課題を捉える取組づくりをすることができた。 

一方で、以下の点が課題として明らかになってきた。 

〇「総合的な学習の時間」は２年生から始まり、探究活動という視点からは１年生での取組が手薄とな

っている。１年生では、関連する教科・科目として「地域創造と人間生活」を履修している。ここで

は学習指導要領に基づき職業観の育成や進路選択等を行い、さらに表現力育成のための演劇等を取

り入れているものの、探究的な視点が欠けており、課題があった。 

〇探究活動における教員の指導方法について整理されておらず、教員個人の力量に任される部分が多か

った。研究開発校として汎用的な指導法の開発を目指してきたところであるが、現在も道半ばである。 

〇海外研修について試行錯誤をしながら実りのある研修先や研修方法について検討してきたが、地域と

世界の関係を深く考察するまでには至らなかった。 

〇福島県双葉郡復興ビジョンのもと、地域との緊密な連携を行いながら教育を行ってきたが、これまで

は学校の開校が重視され、広域の地域連携については課題があった。 

上記のような課題も踏まえ、また地域課題の解決に向けてさらに発展的な取組を加え、今回、「地域と

の協働による高等学校教育改革推進事業」（グローカル型）に申請することとした。構想の目的として、

以降に示す達成目標と紐づけて、以下の３点を設定した。 

 

Ａ 地域での課題解決の探究と海外研修を体系的に位置づけ、地域と世界の課題解決に貢献する資質・

能力を育成し、在り方生き方を見出すカリキュラムの開発（３年間を通して切れ目なく地域探究活

動に取り組むカリキュラム、また地域課題とグローバル課題を効果的に往還するカリキュラムに関

する研究開発） 

Ｂ 原子力災害特有の課題に加え、全国・世界の課題が先行して生じている地域の特性を理解し、新た



なコミュニティや産業を創造し、課題解決に貢献する人材の育成（調査研究ではなく、真の意味で

の課題解決に向けた実践を行うことのできる人材の育成を特に重視。また定量的評価に基づいた目

標の設定を実施。） 

Ｃ 双葉郡との広域連携による教育と復興の相乗効果の創出、及び全国の高校への波及（学校と地域の

協働による、学びと地域活性化の相乗効果を創出、高校での探究活動を核とした学校文化と新たな

地域の創造、探究活動における生徒と教員の関わり方に関する提案などを実施。） 

 

② 求める地域人材像  

本校は双葉地区教育長会が中心となってまとめた「福島県双葉郡教育復興ビジョン（25 年 7 月）」が

建学の礎となっており、同ビジョンにおいて地域が提起した求める人材像を踏まえつつ、本校開校後

にルーブリックで人材像を具体化してきた。今後本ルーブリックを地域とのコンソーシアムにおいて

主に下記の視点を重視し改訂していく。 【巻末のルーブリック参照】 

○ 地域や世界の課題と自己の将来の夢とを重ね合わせ、当事者として行動する市民性 

○ 立場・価値観の違いによる深刻な分断や対立を止揚する、協働的ネットワーク構築力 

○ 地域の資源を見出した上で、知識や想像力を発揮し、地域に新たな価値を創造する力 

 

 

３ 達成目標（関連資料：「目標設定シート」） 

① 定量的目標 ※卒業までに生徒に習得させる具体的能力を含む。 

本構想の目的Ｂ，Ｃに関する達成の判断材料として、以下の定量的な目標を設定する。 

○ 本校では育成したい具体的な知識・スキル・人間性等をルーブリックにまとめ、10項目０(低)～

５(高)のレベルで規定している。目標の最重要項目として「３年生最後のルーブリックレベル平

均値で３．５以上」を掲げる。これまでレベル平均値は上がっているが、３．５という値は、挑

戦的なレベルである。           【巻末のルーブリック参照】 

○ 地域社会への還流を見据え、地域に貢献していく在り方生き方の目標として「卒業時における、

将来的な地域への貢献意識（社会との関わり）や、本事業による自身の価値観への影響の肯定的

意見の割合で 70％以上」という項目を掲げる。 

○ その他、最終年度で「地域と協働した課題探究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 50 件以上」「協働する地域の方延べ 200

件以上」「来校する教育関係者等 250名以上」を目標とする。【補足３】 

 

② 定性的目標 ※卒業までに生徒に習得させる具体的能力を含む。 

本構想の目的Ｂに関する、生徒に習得させる具体的能力は①定量的目標記載の通り。 

目的Ａ、Ｃに関する達成の判断材料としては、以下の目標を設定する。    【補足３】 

○ 総合学科の入学年次必履修科目「産業社会と人間」を学校設定科目「地域創造と人間生活（令和

３年度より）」に代替し、困難な地域社会の現状と Society5.0 時代の変化を踏まえた能力と態度

を養い自己の在り方生き方を見出すカリキュラムを開発する。 

○ 地域とグローバルな視点を重ね合わせた地域課題解決探究・学習モデルを構築する。 

○ 地域復興・創生における高校の役割と、「教育と復興の相乗効果創出」の必要性を踏まえ、双葉郡

8 町村との広域的・組織的・実働的な協働体制をコンソーシアムで確立し 8 町村を面的にカバー

するとともに、地域協働の場・機会として校舎や探究発表会を活用し、生徒の探究を通じて地域

住民主体のウェルビーイング実現を後押しする。 

【補足３】 本構想の目的Ａ、Ｂ、Ｃに紐づけて達成目標を以下の通り設定した。目的の内容を踏まえ

て、目的Ａについては定性的目標を、目的Ｂについては定量的目標を、目標Ｃについては定量的目標と



定性的目標を設定した。また定量的目標については関連資料：「目標設定シート」に記載した。 

総合学科の入学年次必履修科目「産業社会と人間」を学校設定科目「地域創造と人間生活（令和３年

度より）」に代替し、困難な地域社会の現状と Society5.0時代の変化を踏まえた能力と態度を養い、在

り方生き方を見出すカリキュラムを開発する。また、２，３年次に履修する「総合的な探究の時間」に

おいて地域課題に向けた探究活動を行い、探究活動の効果的な進め方について整理する。探究活動を効

果的に進めるための方策、例えば、探究活動ルーブリックの開発、探究段階に応じた教員の関わり方に

ついての整理、探究段階に応じた発表会の設定等についてモデルを構築する。 

また、地域とグローバルな視点を重ね合わせた地域課題解決探究・学習モデルを構築する。海外研修

などを通じて生徒による地域探究活動と世界の課題事例との共通点を探り、本質的な課題解決に向けた

取組を行う。また最近特に注目されている SDGs を紐付けたマップやエッセイの蓄積、海外来校者やア

ジア高校生架け橋プロジェクトによる留学生の視点を生かした新たなアイディア創出等を行う。なお、

アジア高校生架け橋プロジェクトによる留学生について、本校は平成 30年度から受入れを行っており、

令和４年度は２名の留学生が滞在している（これまで過去５年で６か国７名の実績）。 

 

本校では教育活動を通じて育成したい具体的な資質能力をルーブリック（添付資料３）にまとめてい

る。本校のルーブリックは知識、技能、人格、メタ認知といった学力概念のもと１０項目あり、定性的

に表現しているが、それをレベル０（低い）～５（高い）の数値で規定している。「０」は全く達成でき

ていないレベル、「３」は教員が求める学校で達成してほしいレベル、「５」は「変革者」を達成できる

ことが想定される極めて高いレベルである。ルーブリック評価は入学直後から卒業まで数回実施し、生

徒の資質能力の伸長度合いを測定している。今回、定量的目標の最も重要な項目として、「３年生最後の

ルーブリック１０項目（令和４年度より１１項目）のレベル平均値で３．５以上」を掲げることとした。

これまでの推移では年を経るごとにレベル平均値は上がっている（一期生（平成２９年度卒業生）：１．

９９、二期生：２．６３）が、３．５という値は実現できておらず、挑戦的なレベルである。なお、ル

ーブリック評価は自己評価であるが、客観性を高めるため、生徒同士によるピアレビューや教員との面

談を試験的に実施しつつあり、本事業ではこの評価システムを確立する。 

また地域社会への貢献についての目標として、「卒業時における、将来的な地域への貢献意識（社会と

の関わり）や、本事業による自身の価値観への影響の肯定的意見の割合で 70％以上」という項目を掲げ

る。本校では、高校卒業後、就職希望が 30％程度、進学希望が 70％程度である。就職希望の生徒はほと

んどが地元に就職するのに対し、進学希望の生徒のほとんどは地域外の大学等へ進学する。これはこの

地域に高等教育機関がほぼないことが大きく影響している。そこで地域への貢献の指標として将来的な

地域貢献への期待度を示すアンケートを取り上げることとした。地域に根差した探究活動を行うことに

より地域の魅力を発掘し、将来、この地元に関わりたいと感じる生徒の割合は高くなることを確信して

いる。 

 

本校は、「福島県双葉郡教育復興ビジョン」のもと、地域との連携を重視して開校したが、これまでの

ネットワークを一層拡充し、教育と復興の相乗効果の創出のための地域協働体制を確立する。そのため

目的Ａ「地域での課題解決の探究と海外研修を体系的に位置づけ、地域と世界の課題解決に貢献する

資質・能力を育成し、在り方生き方を見出すカリキュラムの開発」に対する目標 

目的Ｂ「原子力災害特有の課題に加え、全国・世界の課題が先行して生じている地域の特性を理解し、

新たなコミュニティや産業を創造し、課題解決に貢献する人材の育成」に対する目標 

目的Ｃ「双葉郡との広域連携による教育と復興の相乗効果の創出、及び全国の高校への波及」に対す 

る目標 



にコンソーシアムを組織的かつ実働的なネットワークとして機能させる仕組みを構築する。コンソーシ

アムでは８町村という広域での連携をカバーし、行政、民間、教育界といった幅広い業種による連携を

目指す。本校が行う活動に協力をいただくだけでなく、連携側も本校の校舎を積極的に活用する等、学

校を核とした多方向の連携、ネットワークの構築を目指す。 

また、モデル校としての高等学校教育改革推進への波及に対する達成目標としては、多面的な定量的

目標として、「保護者アンケートによる本事業への 70％以上の肯定的評価」、事業への外部からの関心の

度合いとして「視察、研修、発表会、聴講等で来校する教育関係者、地域関係者等の人数 250 人以上」

等を掲げることとした。さらに地域と連携を測る指標として「地域の個人、団体との協働による課題探

究プロジェクト数 50 件以上」、「本校の活動に関わっていただく地域の活動団体または個人の年間のべ

件数 200件以上」を掲げることとした。 

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

地域との協働による高等学校教育改革推進事業　目標設定シート

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値( 令和４年度)

目標設定の考え方：アンケートは生徒の自己評価であるが、理由も書かせるため信頼性は高い。進学する生徒もおり、定着状況は

長期的な視点で地元への還流を見据えた指標として取り上げることとする。

a

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：　なし

本校で規定する人材育成要件・ルーブリックレベルの3年次最終調査における平均値

本事業対象生徒： 本校舎全校生 本校舎全校生 本校舎全校生 3.5

本事業対象生徒以外：

目標設定の考え方：ルーブリック評価は年に2回程度定期的に実施する。生徒の自己評価であるが、生徒同士のピアレビューや教

員との面談などで客観性を高める。途中経過のチェックも可能であり、定量的評価として好適である。

c

（その他本構想における取組の達成目標）
単位：　％

本事業に関する保護者アンケートによる肯定的意見の割合

本事業対象生徒： 本校舎全校生 本校舎全校生 本校舎全校生

本事業対象生徒以外：

b

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：　％卒業時における、将来的な地域への貢献意識（社会との関わり）や、本事業による自身の価値観への影響の肯定

的意見の割合で70％以上

本事業対象生徒： 本校舎全校生 本校舎全校生 本校舎全校生 70

目標設定の考え方：保護者を対象とした学校評価アンケートの中に本事業に関する項目を加えて、保護者による本事業に対する意

識調査を行う。

70

本事業対象生徒以外：

 

２．地域人材を育成する高校としての活動指標（アウトプット）

３．地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞

１．生徒を対象とした調査について

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値(令和4年度)

目標設定の考え方：本件数は、地域の方々との連携の度合いを示す指標として好適である。全校生の1年間を対象とする

b

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　人

視察、研修、発表会聴講等で来校する教育関係者、地域関係者等の人数

調査なし 200（見込み） 200 230 250

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　件

地域の個人、団体との協働による課題探究プロジェクト数

22 31 40 45 50 50

250

目標設定の考え方：来校者数は本校の注目度を表す指標となる。

c

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：　件

生徒の外部発表、コンテスト応募件数

調査なし 30（見込み） 35 40 45 45

目標設定の考え方：外部発表、コンテスト応募件数は、本校の完成度の高いプロジェクト数の指標となる。

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値(  年度)

目標設定の考え方：関わっていただく地域の団体の数はそのまま活動状況を表す指標となる。

d

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：

a

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　件

本校の活動に関わっていただく地域の活動団体または個人の年間のべ件数

133 150（見込み） 165 180 200 200

全校生徒数（人） 421 440 463 480

目標設定の考え方：

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

本事業対象外生徒数 59 60 60

本事業対象生徒数 381 403 420

 



２．地域人材を育成する高校としての活動指標（アウトプット）

３．地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞

１．生徒を対象とした調査について

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値(令和4年度)

目標設定の考え方：本件数は、地域の方々との連携の度合いを示す指標として好適である。全校生の1年間を対象とする

b

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　人

視察、研修、発表会聴講等で来校する教育関係者、地域関係者等の人数

調査なし 200（見込み） 200 230 250

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　件

地域の個人、団体との協働による課題探究プロジェクト数

22 31 40 45 50 50

250

目標設定の考え方：来校者数は本校の注目度を表す指標となる。

c

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：　件

生徒の外部発表、コンテスト応募件数

調査なし 30（見込み） 35 40 45 45

目標設定の考え方：外部発表、コンテスト応募件数は、本校の完成度の高いプロジェクト数の指標となる。

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 目標値(  年度)

目標設定の考え方：関わっていただく地域の団体の数はそのまま活動状況を表す指標となる。

d

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：

a

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　件

本校の活動に関わっていただく地域の活動団体または個人の年間のべ件数

133 150（見込み） 165 180 200 200

全校生徒数（人） 421 440 463 480

目標設定の考え方：

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

本事業対象外生徒数 59 60 60

本事業対象生徒数 381 403 420

 

 

４ 実施体制 

（１）管理機関及びコンソーシアムの実施体制 

① 管理機関における実施体制や事業の管理方法 

 双葉地区の未来を創造するリーダーの育成を具現化するために、双葉郡８町村、高等教育機関、地

域、産業界、ＮＰＯ等がコンソーシアムを構築し、協働して双葉郡ならではの教育を推進するととも

に、子どもたちの実践的な学びで地域を活性化し、教育と地域復興の相乗効果を生み出すことで、地

域ならではの新しい価値を創造できる人材を育成する。また、管理機関独自の予算措置を行うととも

に、事業をきめ細かく実施できるように教員の配置等の人的支援を行い、定期的に学校を訪問し事業

の進捗を確認し、必要に応じ指導助言を行う。 

 

② 運営指導員会の構成（令和２年度より継続） 

氏名 所属・職 備考 

飯盛 義徳  慶應義塾大学総合政策学部教授 プラットフォームデザイン、地域イノ

ベーション 

田熊 美保  経済開発協力機構（OECD）教育局教育

訓練政策課シニア政策アナリスト 

教育政策国際比較、教育政策評価、

Education2030 

田村  学  國學院大學人間開発学部初等教育学

科教授 

総合的な探究の時間の指導、カリキュ

ラム研究 

 

③ コンソーシアムの体制（令和３年度の体制） 

機関名 機関の代表者名 

双葉郡教育復興ビジョン推進協議会（双葉郡浪江町教育長、双葉郡教育復興ビジ

ョン推進協議会及び双葉地区教育長会 代表） 

笠井 淳一  

福島大学人間発達文化学類教授 中田 スウラ  

公益社団法人福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム） 専務理事 桜町 道雄  



公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構 教育・人材育成部長 山内 正之  

認定 NPO法人カタリバ 双葉みらいラボ拠点長 横山 和毅  

福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校長 柳沼 英樹  

福島県教育委員会 教育次長 丹野 純一  

 

④ コンソーシアムにおける実施体制や事業の管理方法  

本校建学の礎である「福島県双葉郡教育復興ビジョン」推進のための「福島県双葉郡教育復興ビジョ

ン推進協議会」がこれまで定期的に開催され、管理機関及びふたば未来学園も参画している。同会議

における全体ビジョンの検討と、学校における地域協働による個別の探究実践との間をつなぐ実働的

な枠組みが求められており、コンソーシアムはこの役割を果たす。コンソーシアムは管理機関が統括

し、本事業の方向性や人材育成要件の確認、カリキュラムへの助言、参画各機関の特性を活かした生

徒の探究活動の支援を行う。 

 

⑤ カリキュラム開発等専門家及び地域協働学習実施支援員の配置や活用に関する計画 

カリキュラム開発等専門家：長谷川勇紀氏（NPO 法人カタリバ双葉みらいラボ拠点長） 探究活動の

カリキュラム策定や地域探究活動の効果的な進め方について助言をいただく。 

海外交流アドバイザー：島田智里氏（ニューヨーク市役所公園局都市計画＆GISスペシャリスト） 海

外との連携について国際協働と地域開発の専門的観点から助言をいただく。 

地域協働学習支援員：平山勉氏（双葉郡未来会議 代表） 双葉郡 8町村の住民主体の復興活動のハ

ブとしての立場から、地域探究活動における連携先について助言をいただく。 

 

⑥ 管理機関及びコンソーシアムにおける活動計画 

 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 

管理 

機関 

〇活動計画の実施や

教育課程特例取得に

向けた指導助言 

〇第 1 回コンソーシ

アム協議会の開催（事

業の進捗確認） 

〇第 1 回運営指導委

員会の開催 

〇教育課程特例の申

請 

〇学校訪問による指

導助言 

〇第 2回コンソ-シア

ム協議会の開催（成

果の検証） 

〇第 2 回運営指導委

員会の開催 

ｺﾝｿｰ 

ｼｱﾑ 

〇事業構想、人材育成

要件、役割等の確認、

共有 

〇ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・探究活

動への人的支援 

〇生徒探究発表会へ

の参加、広報、助言等 

〇ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・探究活

動への人的支援 

〇ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・探究活

動への人的支援 

〇地域協働における

学校校舎の活用 

〇生徒中間発表会へ

の参加、広報、助言等 

〇ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・探究活

動への人的支援 

〇地域協働における

学校校舎の活用 

〇１年間の総括 

 

⑦ 事業終了後の取組計画（カリキュラム開発等専門家及び地域協働学習実施支援員の配置・活用計

画やコンソーシアムのコミュニティースクール化等を含む。） 

本事業終了後についても、地域参画でカリキュラムの改善や地域協働の深化を継続するため、コンソ

ーシアムの枠組みを維持することを検討する。また、カリキュラム開発等専門家や地域協働学習支援



員の協力を仰ぎながら、同様の事業を継続するとともに、両者の役割を一部でも教員が担えるよう、

本事業実施期間内にノウハウの伝達を行い、地域協働の取組の持続可能性を高める。費用については

引き続きの事業継続が可能となるよう管理機関において支援するとともに、地域から持続可能な体制

の構築について助言をいただき、各種団体の助成金等を活用し自走できるようにしていく。 

 

⑧ 学校と地域団体・大学等との連携協定の概要 

〇双葉地区教育長会（双葉郡８町村）がまとめた「双葉郡教育復興ビジョン（25 年）」に教育復興の

方向性と本校開校の方向性が示され、現在も同会と継続的に協働している。 

〇ふたば未来学園と関係機関による協働コンソーシアム連携協定（令和２年度締結予定） 

 

（２）学校の実施体制 

① 学校における研究体制、教職員の役割、事業実施への支援体制等 

〇本事業の企画運営を専門的に行う校務分掌として「企画研究開発部」を設置し、本校高校教員の１

割程度を配置する。同部では、探究カリキュラム全体の企画立案および運営、地域との接続、国内研

修、海外研修、外部講師との交渉、教員研修等を所管する。 

〇地域との協働による探究活動は「全教員が担当」しつつ「数名のチーム」体制で指導にあたる。学

校全体の探究活動の指導力を向上し教員意識を変革していくため、チーム内での週次会や、担当教員

同士が課題を共有し解決策を検討する月次会を設定するとともに、全教員参加の研修会「未来研究会」

を年間 10回程度開催し、組織的な研究開発を進める。 

 

 ➁ カリキュラム開発等専門家及び地域協働学習実施支援員の学校内における位置付け・役割、活用方法 

〇各専門家・支援員を教職員の重要なパートナーとして位置づけ、校内にも専用の机を確保し、いつ

でも来校して担当教員と密接な連携・議論ができる環境を整える。 

〇カリキュラム開発専門家は企画研究開発部と週次の会合を行い、学校設定科目「地域創造と人間生

活」、「総合的な探究の時間」、各教科における指導法等について検討する。 

〇地域協働学習実施支援員は年間フィールドワーク計画や生徒の探究課題の方向性を共有し、地域の

団体等との協働計画を協議するとともにコーディネートする。 

〇海外交流アドバイザーは海外との連携に関して教員、生徒共に助言を行う。 

 

③ 定期的な確認や成果の検証・評価等を通じた、究開発の進捗管理や改善の仕組み 

〇各取組の際には生徒の「振り返り」を設定し、記述内容から成果・効果を検証する。 

〇各学年で年２回、資質・能力のレベルを自己評価する「ルーブリック評価」を行い、能力伸長を測

る。評価では自己評価の他に、生徒同士のピアレビューや教員とのルーブリック面談を実施する。こ

れにより多面的な評価を実現するとともに、形成的評価として生徒自身が次の目標設定に向かう成長

の機会とする。面談は全教員が担当する。 

〇卒業時に「将来的な地域への貢献意識（社会との関わり）」のアンケートを行い、地域社会への還流

を見据えたカリキュラムの効果と課題を検証する。R2 年度入学生以降は入学時にもアンケートを行

い、卒業時との意識変化も測定する。 

〇全体の検証、評価は「企画研究開発部」が中心となって進め、全職員への報告・協議の機会を設け

るとともに、コンソーシアム、運営指導委員会に報告し助言を頂く。 

 

 

 



④ 学校における外部有識者等の支援・活用体制 

〇運営指導委員：定期的に本事業に対する意見交換や指導をいただく。委員の専門性を活かして、カ

リキュラムの方向性、地域との協働における指導方法、有効な評価方法など、多面的な視点からの指

導を仰ぐ。特に、世界的な教育の方向性、日本における探究活動やその評価方法等の議論を深める。 

〇アクセンチュア・次世代教育・産官学民連携機構：人材育成に関する豊富なデータを必要に応じて

提供いただきながら、ルーブリックをはじめとする本校の評価について、評価軸の立て方、データの

見方考え方、評価のフィードバックと形成的評価への活用の在り方等について支援いただく。 

〇発表会審査員：生徒の発表について大学、企業、NPO 等の視点から意見をいただく。結果に対する

意見やアドバイスだけでなく、その先の活動の進め方についても伴走者的な立場で協力をいただく。 

 

⑤ これまでの教育課程等の研究開発の実績 

年度 研究開発実績 

平成 27～31年度 スーパーグローバルハイスクール 

 

５ 研究開発計画及び内容 

 ※関連資料：別紙様式３（前掲：ビジュアル資料） 

① 研究開発構想名 

原子力災害からの復興を果たし、新たな地域社会を創造するグローバル・リーダーの育成 

 

② 研究開発の概要 

○カリキュラム開発：全体の柱として学校設定科目「地域創造と人間生活」と「未来創造探究（総合

的な探究の時間）」で 3 年間を貫き、地域課題解決の探究と海外研修を体系的に位置づけ、地域と世

界の課題解決に貢献する資質・能力を育成するとともに地域に貢献する人材としての在り方生き方を

涵養するカリキュラムを開発する。 

○地域課題解決に貢献する人材育成：地域・世界が直面する困難な課題を理解し、自らの在り方生き

方を考え、また実践を重視した地域課題解決の探究を行い、その解決に貢献できる人材を育成する。 

○双葉郡との広域連携による教育と復興の相乗効果を創出し、全国へ発信する。【補足５】 

 

③ 研究開発計画に対する仮説の分析及び事業実施より期待される効果 

〇３年間を通じた「地域課題解決の探究カリキュラム」を構築することで、資質・能力の育成と、地

域に根ざした在り方生き方の涵養をより深化することができる。これを一般化し、全国の高校の探究

活動の活性化に繋げることが期待できる。 

〇地域の課題と自らの在り方生き方を重ね合わせて思考しつつ、世界の課題に向き合う経験により、

地域と世界の課題の共通性を見出し本質的な解決策を見出すことに繋がる。その上で課題解決の実践

を行うことで、地域で新たな価値を創造する力が育成される。 

〇高校と地域の広域連携モデルによって、生徒の姿が住民にも影響を与え、地域全体の課題意識や行

動力が喚起され、創造的な地域を実現することが期待できる。 【補足５】 

【補足５】 研究開発の内容、仮説の分析、期待される効果 

○カリキュラム開発の内容 

 地域課題解決の探究活動を本校の教育活動の核とする。そのため教育課程の特例により「産業社会と

人間」（１年次２単位）を新たな学校設定教科・科目「地域創造と人間生活」に代替した上で、「総合的

な探究の時間」（２・３年次各３単位）と３年間を貫き、地域課題解決の探究活動を実施する。その際、



探究と各教科を意図的に往還させ、教科で身に付いたものの見方・考え方、知識・技能等が発揮され、

汎用的な能力に高まっていくようカリキュラムを構造化する。 

 

〇カリキュラム開発における仮説の分析、期待される効果 

・学校設定教科・科目の設置と教育課程の特例の活用 

本校では現在、1年生で「地域創造と人間生活」（学校設定科目）（２単位）、２・３年生で「総合的な

探究（学習）の時間」（各学年３単位）を実施している。これまで地域探究活動は主に「総合的な探究（学

習）の時間」において実施しており、探究活動も年を経るごとに活発になっている。しかしながら１年

次と２・３年次の間の接続に課題があった。具体的には、１年生で履修する「産業社会と人間」におい

ては「高等学校教育の改革の推進に関する会議の第四次報告（H5）」に示された通り「職業と生活」「我

が国の産業と社会の変化」「進路と自己実現」の３項目で構成し、特に「職業と生活」の指導事項として

求められる「各種企業等の見学及び職業人等との対話を通して、職業の種類や特徴、職業生活などにつ

いて理解するとともに必要とされる能力・態度、望ましい勤労観、職業観を養うための学習」も実施し

てきた。一方で、２年次からの「総合的な探究の時間」では時代の変化を踏まえ、地域社会の課題解決

に取り組む中から自らの在り方生き方を見出していく学習を行っている。H5年の報告ではある面で職業

の種類や特徴は所与の固定的なものとして捉えられている一方、地域課題解決の探究においては産業や

職業も自らが地域において創造していく対象の一部である。そのため、「産業社会と人間」では職業につ

いて学ぶ他に、新たな地域創造の活動を行っている先人に学ぶ単元を別途設定するなど重複も生じてい

る上、実施してきたものが２・３年生の地域探究活動にあまり活かされていないという課題がある。こ

の課題を解決するために時代の変化に適合させた形で「産業社会と人間」を再編成して「地域創造と人

間生活」に代替することとし、地域での活動をより重視することとした。このようなカリキュラム編成

にすることにより、３年間を通して地域課題に切れ目なく取り組むことができ、地域探究活動を現状以

上に活性化させることができる（仮説）。さらに探究活動が活性化することにより、生徒の地域や実社会

の課題に向かう意欲や行動力が喚起され、地域に根差した在り方生き方が涵養されることが期待できる

（期待効果）。 

・探究プロセスの確立 

一般に探究活動は「調査」「課題発見」「テーマ設定」「課題解決」の各プロセスが挙げられ、これらを、

PDCAサイクルを回して進めていくことが言われている。多くの探究プロセスで活用できるものの、実践

しようとすると漠然としているあまり、指導教員は戸惑うことが多かった。また「課題解決」の段階に

おいては単なる調査研究で終わってしまうケースが多く、真に解決に至るケースは少なかった。また探

究活動のステージに応じた生徒と教員の関わり方についても、これまでそれほど多くの関心を持たれて

こなかった。そこで本事業では下表に示すような本校独自の探究プロセスや指導方法を構築する。 

表 本事業で構築していく探究プロセスの概要（◎はその時期における主要な姿勢、関わり） 

具体的には探究の大枠として「調査のためのアクション」と「解決のためのアクション」を明確に分

時期 1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 

探究段階 系列選択、職業観

育成（産業社会と

人間の内容） 

調査のためのアクション 解決のためのアクションと考察 まとめ 

地域の 

現状分析 

問題発見 

課題設定 

アクション－

考察サイクル 

アクション－

考察サイクル 

論文作成 

生徒の 

探究姿勢 

守(受容的) ◎守(受容的） 

破(生成的) 

守(受容的) 

◎破(生成的) 

守(受容的) 

破(生成的) 

◎離(自走的) 

守(受容的) 

破(生成的) 

◎離(自走的) 

守(受容的) 

破(生成的) 

◎離(自走的) 

教員の 

関わり方 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

◎ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

◎ﾒﾝﾀｰ 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

◎ﾒﾝﾀｰ 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

◎ﾒﾝﾀｰ 



けるプロセスである。いずれの段階も重要であるが、特に本事業では「解決のためのアクション」を重

点化していく。また、これらの段階を明確に生徒に意識させるため、区切りとなる時期に発表会を実施

し、対象生徒全員がそのステージをクリアしながら探究活動を進めていくようにする。また、生徒と教

員の関わり方について、上記のステージに応じて、インストラクター的、ファシリテーター的、メンタ

ー的役割を担うことができるよう、整理をしていく。このような探究プロセスの明確化、特に「解決の

ためのアクションの重視」により、生徒が地域の課題としっかり向き合い課題解決にむけて着実に取り

組むことができるようになる。また教員の関わり方を明確にすることにより教員の指導力向上や生徒の

主体的な探究活動の質的な向上につながることを確信している（仮説）。さらにこの取組を一般化する

ことにより、地域探究活動の進め方の先駆的事例として広く活用していただくことができれば、全国の

地域探究活動の活性化につながることが期待できる。 

 

○地域課題解決の探究の内容 

1年生の学校設定教科・科目「地域創造と人間生活」では、「産業社会と人間」としての内容を実施し

ながら地域課題解決の探究の導入を行う。「産業社会と人間」の内容として具体的にフューチャーマッ

ピングによるライフプラン作成、系列選択等を行い、職業観の育成、進路意識の高揚を図る。また地域

課題解決の探究活動の導入として双葉郡の現状を知るフィールドワーク、マインドマップ等によるスキ

ル学習、地域調査と演劇、グローバル課題に関するワーク等を実施する。 

２、３年生では「総合的な探究（学習）の時間」において地域に関する課題探究活動を行う。地域の

特性や特に重視すべき領域に焦点をあて、以下に示す６つのゼミを設置し、生徒の希望により振り分け

る。その際、本校の系列（アカデミック系列、トップアスリート系列、スペシャリスト系列）について

も考慮する。 

 
これらのゼミで扱う課題は双葉郡で特に重視するべき課題であるが、同時に世界的にも共通する課題

である。地域に焦点をあてる一方で、世界でこれらの課題にどう向き合っているかという視点も加えな

がら、実践を進める。 

ゼミでは生徒の探究ステージに応じて柔軟に指導し、生徒の主体性や行動力を育む。また探究ステー

ジを明示し、調査研究に留まらず、課題解決のための実践を重視した取組を行う。 

地域課題解決の探究活動については、本校舎（福島県広野町）の生徒全員を対象とする。本校には系

原子力防災探究ゼミ
メディア・コミュニケーション

探究ゼミ
再生可能エネルギー

探究ゼミ

原子力発電所事故後の地域社会のあり方
について探究する。廃炉の進め方や汚染

水の処理方法等、事故後の様々な処理に
ついて地域がどのように関わるべきなの
か、避難や帰還の過程で生じた対立や分
断をどのように解決するのか、避難により断
絶してしまった地域コミュニティーをどう復

活させるべきか、といった課題に取り組
み、解決に向けて実践する。

地域におけるメディア・コミュニケーション
のあり方について探究する。誤解或いは

意図的に加速させられている分断・対立を
止揚する情報発信やコミュニケーション、
災害時のメディアの効果的な活用方法、
災害と厄災の教訓の発信と伝承などに向
けて、メディアが果たす役割等について課

題を設定し、その解決に向けて実践を行
う。

歴史的に全国のエネルギー供給地であ
り、原発事故以降、特に再生可能エネル

ギーの研究開発拠点が集中する本地域の
特性を活かし、再生可能エネルギーを中
心としてエネルギー全般について探究す
る。科学的なアプローチのみならず社会
的なアプローチでも考察し、望ましい人間

社会と、地球環境やエネルギーの関係性
について探究し、実践を行う。

アグリ・ビジネス探究ゼミ スポーツと健康探究ゼミ 健康と福祉探究ゼミ

地域の復興を農業、商業の観点から探究
する。地域資源を活用した新たな産業の

創出、農山漁村の6次産業化など、ビジネ
スや生業の観点から探究し、実践を行う。
特に地域の農水産物や商品について、風
評の実態調査、その解決策、地域の食を
活用したコミュニティー形成等について課

題を設定し、その解決に向けて実践を行
う。

Jビレッジが所在しスポーツが身近な環境
を活かし、スポーツを通じて地域を豊かに

する方策を探究する。総合型地域クラブに
よる地域活性化、健康増進、子供のス
ポーツ環境支援、五輪を契機とした復興、
スポーツビジネスによる持続可能で豊かな
地域の実現や、アスリートとしての技術や

体力向上に関する科学的見地からの探究
と実践を行う。

少子高齢化や人口減少が一段と加速した
福島の地域を全国の課題先進地域として

捉え、健康長寿の実現の方策を探究す
る。中核病院・地域医療・介護・福祉が結
びついた地域包括ケア、地域の高齢者・
大人・子供などの多様な世代の共助による
生きがいのある生活の創造等の課題を設

定し、解決に向けて探究と実践を行う。



列が３つあり、多様な生徒がいるが、それぞれの系列の特徴を生かした活動が可能になるように工夫す

る。系列と関連したゼミを選択する場合、自分の専門分野を地域の課題と関連させ深く学ぶことができ

る。一方、系列に縛られず自由な発想でゼミを選択した場合においても、系列とゼミテーマを関連させ

ながら、多様な見方考え方を獲得することが期待される。 

 

〇地域課題解決の探究における仮説の分析、期待される効果 

震災、原発事故に見舞われた福島県双葉郡には復興に向けた意欲の高い方々や団体が多く、探究活動

においてもこれらの方々と連携して取り組むことが多かった。また連携先は本校の位置する広野町が中

心であった。しかし連携の在り方についてはいくつか課題が残った。具体的には、双葉郡 8町村とは「双

葉郡教育復興ビジョン推進協議会」における年複数回の協議の場でビジョンについては共有しているも

のの、具体的な地域協働については本校に委ねられており、連携の糸口が教員個人の繋がりに依存して

きた点、連携が単発で一方的な依頼になりがちな点、連携先との意思疎通が低い点（学校教育について

の理解不足）、地域が近隣町村に偏りがちである点等である。これらを解決するために本事業ではコン

ソーシアムや地域協働学習実施支援員の活用、連携先の特性に応じた連携の在り方の整理をしていく。

コンソーシアムは、連携の在り方についての議論を深めることを主目的とする。またコンソーシアムに

は双葉郡８町村に関わるメンバーにも加わっていただき、これまで以上に広域での活動を促進する。地

域協働学習実施支援員については個々の取組についての適切な連携先についての情報提供をしていた

だく。これにより学校と連携先の組織的な繋がりが可能となり、また双方向の意思疎通がよりスムーズ

に運ぶようになり連携事業をより深化させることができる（仮説）。さらに地域連携が進展することに

より、本校が目指している地域と学校の一体化が実現できると期待される（期待効果）。また、広域市町

村を「地元＝立地」と捉えた高校を核とした地域活性化のモデルは、今後学校統廃合が進む全国の地域

にとって、統廃合を契機として地域の活性化に繋げるモデルともなることが期待される。 

 

○海外研修等の内容 

 原子力災害からの復興や持続可能な地域づくりを主要テーマとしたドイツ研修、ニューヨーク研修を

行う。ドイツ研修では地域住民のまちづくりへの参画やエネルギーに対する考え方、ニューヨーク研修

では持続可能な社会づくりと若者の役割について学ぶ。これらのテーマは地域的にも国際的にも共通す

る課題であり、同年代の生徒と深く議論する機会を設定する。なお、これらの研修は希望者を対象とす

るが、研修の成果は全生徒に波及するように工夫する。具体的には発表会の開催、ＳＮＳを通じた海外

高校生との連携企画、地域課題解決の探究活動のテーマによる意見交換の機会の設定などが挙げられる。 

 また本校で受け入れている「アジア高校生架け橋プロジェクト」留学生やＡＬＴも活用し、異なる価

値観の人たちと日常的に協働して探究活動を進めていく。 

 

〇海外研修等における仮説の分析、期待される効果 

本校ではこれまでいくつかの海外研修を実施し、グローバルな視点をもち行動力の高い生徒の育成に

繋げてきた。海外研修にあたり、従来の位置づけ（グローバルな視点の獲得、外国語コミュニケーショ

ン力の育成、福島の現状報告）をより具体化、深化させ、以下のように位置付ける。 

・地域課題と世界的な課題との共通性の発見から本質的な課題解決へ 

本校で実施する地域課題解決の探究活動は６つのゼミに分かれて実施する。各テーマは地域に根差し

たものであるが、本質的には世界でも共通する課題である。例えば原子力防災探究ゼミでは原子力災害

からの復興課題を掲げているが、天災人災を問わず、災害に対する適切な対応は、東日本大震災以降、

特に注目されているところである。またメディアコミュニケーション探究ゼミで実施する課題には教訓

を次世代に活かすことが大きなテーマとなっている。世界を揺るがす多くの事案の後には必ずこの課題



が伴っており、世界から学ぶところも大きい。生徒自身が自身のテーマを持って海外研修を行うことに

より、自身のテーマの普遍性を学び、本質的な解決策への足がかりを得ることができる。また、単発の

研修に終わらず、海外研修後の継続的な実践や議論に接続することが可能である。 

・社会の構造的な課題 

双葉郡は震災、原発事故により避難を余儀なくされ、一時は住民が誰もいなくなった地域であり、地

域を初めから構築し直す経験をしてきた。この経験から住民のまちづくりへの参画の在り方については

特に注目すべき点がある。ここには日本が抱える「少子高齢化」はもちろんのこと、多くの課題が山積

している。一方で「一から」地域社会をつくるという観点からは、従来の施策に縛られない創造性豊か

な未来を描くことも可能である。このような観点から世界の先進的な地域社会を学ぶことは非常に意味

が大きい。海外では、住民と行政が一体でまちづくりを進めている事例が多く、これを学ぶことで自分

たちが住む地においても、住民と行政が深く関わりながら課題に向かう取組に発展させることができる。 

・異質からの学び 

福島県は健康被害、食、観光等において未だに風評被害や差別に苦しんでいる。これらの本質の一つ

は、異質なものに対する違和感やイメージ先行の見方考え方にある。多民族が共存する海外は異質なも

のの宝庫であり、偏見・差別等の共通の課題をどう乗り越えていくのか多くを学ぶことができる。 

・主体性の育成 

これまでの海外研修経験者の様子から、研修実施後には主体性が大きく育まれていることが伺えた。

この能力をさらに育成するために海外研修の在り方を再検討する。これまで教員側が様々な指示を与え

ながら実施してきたが、教員が担ってきた役割を極力生徒側に委譲し、生徒中心の研修運営を促進する。

具体的には研修先の選定、事前研修、事後研修といった計画策定等が挙げられる。教員はファシリテー

ターとして生徒の運営をサポートする。また海外研修アドバイザーに生徒と積極的に関わっていただく。 

 

④ 研究開発のスケジュール 

ア ３か年の計画 

年度 １年目 ２年目 ３年目 

内容 

【本事業の整備、運用】 

〇ｺﾝｿｰｼｱﾑの立上と運営 

〇ｶﾘｷｭﾗﾑ整備 

〇人材育成ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ改定 

〇探究ﾙｰﾌﾞﾘｯｸの新たな策定

と運用 

【本事業の本格運用】 

〇ｶﾘｷｭﾗﾑの確立 

〇探究活動の定常化 

〇ﾙｰﾌﾞﾘｯｸを活用した評価方

法の確立 

〇本事業の普及拡大 

【本事業の総括と継承】 

〇本事業の課題の抽出と対

策の検討 

〇継続的、発展的な活動に向

けての環境整備 

○本事業の普及拡大 

 イ 令和４年度の計画 

 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 

内容 

1年：進路、職業選択、

人間関係形成に関す

る活動 

 

2 年：地域探究の導

入、ｾﾞﾐ､ﾃｰﾏ探索 

 

3年：地域探究（解決

ｱｸｼｮﾝ）《全学年ﾙｰﾌﾞﾘ

ｯｸ評価》 

1年：地域を知るため

のﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ、演劇に

よる地域の表現 

 

2 年：地域探究（ｾﾞﾐ

配属、ﾃｰﾏ探索） 

 

3年：地域探究（まと

め、発表）、ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評

価 

1年：国際理解活動、

地域探究の導入、ﾃｰﾏ

探索 

 

2 年：地域探究（ﾃｰﾏ

決定、調査ｱｸｼｮﾝ）、ﾙ

ｰﾌﾞﾘｯｸ評価 

3年：論文執筆 

《全学年学校評価》 

1 年：地域探究（ｾﾞﾐ

配属、ﾃｰﾏ探索）、ﾄﾞｲ

ﾂ研修(希望者)、ﾙｰﾌﾞ

ﾘｯｸ評価 

2年：地域探究（解決

ｱｸｼｮﾝ）、ﾆｭｰﾖｰｸ研修

（希望者） 

3年：論文完成 



⑤ 地域との協働により実施する学習内容と教科・科目における位置付け、相互の関係 

学校設定科目「地域創造と人間生活」と「総合的な探究の時間」で地域との協働による探究活動を行

う際、探究と各教科を意図的に往還させ、教科で身に付いたものの見方・考え方、知識・技能等が発

揮され、汎用的な能力に高まっていくことを目指し、教科の視点から知識を学ぶ単元も設ける。一方、

各教科においても下記のように探究と接続した内容を取り扱い、教科を学ぶ意欲を喚起し発展的な知

識の学習に繋げていく。【補足７】 

例）理科、数学：一次エネルギーのとらえ方、放射線とその減衰、地球温暖化、廃炉技術 

  地歴公民：エネルギー供給地としての地域の歴史と背景、原子力災害と地域の未来 

【補足７】地域との協働により実施する学習は主に学校設定教科・科目「地域創造と人間生活」と「総

合的な探究（学習）の時間」の探究活動で実施する。その際、学校全体の意識を統一するルーブリック

の設定を始点としたカリキュラムマネジメントを重視していく。 

いずれの探究においても、各教科で身に付いた、ものの見方・考え方、知識・技能、思考力・判断力・

表現力、主体性・多様性・協働性、学びに向かう力や人間性などが発揮され、本校がルーブリックで定

義した汎用的な能力に高まっていくことを目指す。逆に、カリキュラム全体の軸となる探究があるから

こそ、実社会での探究を通じて知識の必要性を痛感する体験等から各教科の学習の意欲が喚起され、各

教科の学習活動が確かに下支えされていく。また、内容面に関する知識も、各教科において発展的に学

習し、深められていく。 

同時に、下記のように本校の全教科においても、

地域と関連したテーマを扱っていく。 

「地域創造と人間生活」と「総合的な探究（学習）

の時間」における探究と各教科のつながりを意図的

に生み出し、通常の各教科・科目を探究活動と組み

合わせることにより、各教科の学習も表面的な知識

や技能の習得にとどまらない、より深い学習となる

相互作用が期待できる。 

 

 また通常教科・科目において地域のテーマを扱う

場合、複数の教科が連携して行う教科連携がより効

果的である。教科連携を本校の教員研修「未来研究

会」の重点的な取組の一つとして位置づけ、また強

化期間を設定することにより、その推進を図る。 

 

⑥ 他校や他地域への事業成果の普及方策 

〇管理機関主催で全県立学校の教員が本校で研修を行い、各校への取組の普及を図る。 

〇学校公開日を毎月設定し、本校への視察を積極的に受け入れ発信する。 

〇学校ホームページに事業に関する報告や成果を掲載する。 

〇生徒の地域課題解決の探究発表会を公開し、成果を発信する。 

〇最終年度には教員による成果報告会を実施し、成果を総括し、その普及を図る。 

 

６ 学校設定教科・科目，教育課程の特例を活用した取組 

① 学校設定教科・科目を設定 〇 

② 教育課程の特例を活用 〇 

 



学校設定教科・科目の設定に関する説明資料 

学校設定教科・科目を適用する学校の管理機関 福島県教育委員会 

学校設定教科・科目を設定する学校 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

 

設定する学校設定教科・科目の内容 

教科・科目名 地域創造と人間生活 

単位数 ２単位 

対象学科・学年 １年次 

必履修・選択の別 必履修 

設定する教科・科目

の内容 

１ 目標 

地域や社会の変化を見通しながら、自己の在り方生き方を考える活動を通し

て、主体的に地域に参画し、新たな価値を創造するための資質・能力を次の通

り育成することを目指す。 

ア 社会の変化の中で、主体的に新たな地域社会の創造に参画していく自覚と

態度を養う。 

イ 地域や世界における産業の発展とそれがもたらした社会の変化を理解す

るとともに、多面的かつ協働的に考察し、望ましい地域社会と生活を創造して

いく能力を養う。 

ウ 自己の能力・適性、興味・関心等と地域や社会の未来を創造する上で求め

られる資質・能力を踏まえ、自己の夢と地域の課題を重ね合わせ、将来の生き

方や進路について考察し、主体的に学び続ける能力と態度を養う。 

 

２ 内容 

（１）地域社会の創造へ参画していく自覚と態度の涵養 

地域を知る学習（双葉郡フィールドワーク）、地域人材インタビュー、国際理

解講座等を通して、地域や世界で困難な課題解決に取り組んできた先人の生き

方に触れる。 

（２）地域社会を創造する力 

コミュニケーションワークショップ、スキル学習、地域課題の取材と演劇表現

の創造を通して、複雑な地域課題を多面的に理解し、新たな地域を創造してい

く協働力や想像力等の基本的な技能や態度を養う。 

（３）生き方と進路 

自己理解から職業人インタビューを通して、自己・地域・世界の未来を重ね合

わせたライフプランを作成し、次年度の系列選択に繋げる。 

その他 

特記事項 

教育課程の特例を活用して本科目を設定し、総合学科の原則履修科目として入

学年次に履修させるものとされている「産業社会と人間」を代替する。 

 

  



教育課程の特例に関する説明資料 

教育課程の特例を適用する学校の管理機関 福島県教育委員会 

教育課程の特例を活用する学校 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

 

教育課程の特例を活用して設定する科目の内容 

科目名 地域創造と人間生活 

単位数 ２ 

対象学科・学年 総合学科・１年次 

必履修・選択の別 必履修 

特例を活用して設定

する科目の内容 

（１）目標 

地域や社会の変化を見通しながら、自己の在り方生き方を考える活動を通し

て、主体的に地域に参画し、新たな価値を創造するための資質・能力を育成

することを目指す。 

（２）内容 

ア 地域でのフィールドワークやインタビュー等を通して、困難な課題解決

に取り組んできた先人の生き方に触れ、社会の変化の中で主体的に新た

な地域社会の創造に参画する自覚と態度を養う。 

イ 各種スキル学習や地域課題の取材と演劇表現の創造を通して、地域や世

界における産業の発展とそれがもたらした社会の変化を理解するととも

に、多面的かつ協働的に考察し、望ましい地域社会と生活を創造してい

く能力を養う。 

ウ 自己の能力・適性、興味・関心等と、地域や社会の未来を創造する上で

求められる資質・能力を踏まえ、自己の夢と地域の課題を重ね合わせ、

自己の将来の生き方や進路について考察し、主体的に学び続ける能力と

態度を養う。 

代替措置 総合学科の原則履修科目として入学年次に履修させるものとされている「産

業社会と人間」を本科目に代替する。 

特例が必要な 

理由 

○「産業社会と人間」は総合学科の原則履修科目として入学年次に履修させ

るものとされ、高等学校教育の改革の推進に関する会議の第四次報告（H5）

において具体的指導内容が提言され、各校にはこの内容に十分配慮した指導

が求められているが、職業の種類や特徴、職業生活の理解等において、固定

的な産業や職業が想定されている。 

〇一方本校では Society5.0の社会像と求められる人材像を踏まえ、地域社会

において新たな価値を創造する人材の育成を構想しており、産業や職業は創

造の対象の一部である。時代の変化に適合させた形で「産業社会と人間」を

再編成することで、狙いを損なうことなく人材の育成がより確かになるため、

代替が適当であると判断する。 

特例の適用範囲 令和３年度入学生から適用する。 

 



1

目的

〇 地域探究と海外研修を体系的に位置づけたｶﾘｷｭﾗﾑ開発

〇 地域や世界の課題解決に挑戦する人材の育成

〇 教育と復興の相乗効果の創出、全国の高校への波及

〇地域や世界の課題と自己の夢とを重ね合わせ、当事者として行動する市民性

〇立場・価値観の違いによる分断や対立を止揚する協働的ネットワーク構築力

〇地域の資源を見出し、地域に新たな価値を創造する力

育成
人材像

3年間を通じた「地域課題解決の探究カリキュラム」の構築
✓ 学校設定科目「地域創造と人間生活」の設置。
✓ 課題解決のためのアクションを重視。
✓ 教員の関わりを含めた、汎用性のある探究活動指導方法の確立。
✓ 地域の特性を考慮した6つの探究ゼミでの実践。

スポーツと健康探究ゼミ

原子力防災探究ゼミ

再生可能エネルギー探究ゼミ

ﾒﾃﾞｨｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ

アグリ・ビジネス探究ゼミ

福祉と健康探究ゼミ

エネルギー供給地としての福島県の特性を踏まえ、エネルギ
ーについて科学的、社会的なアプローチで探究する。

地域におけるメディア・コミュニケーションの効果的な活用
方法、教訓を継承していくための方策について探究する。

地域の現状をビジネスや生業の観点から調査し、風評払拭や
新たな地域活性化の方策について探究する。

Jヴィレッジの近隣という立地を活かし、スポーツを通した地
域活性化策や地域の健康増進策等について探究する。

少子高齢化の先進地域となっている双葉郡の地域性を活かし、
地域の方が生きがいのある人生を送る方策について探究する。

原子力発電所事故後の地域社会のあり方、廃炉と住民の関わり、
地域コミュニティーの復活について探究する。

海外研修等による地域と世界の課題解決

✓ 自身が取り組む地域課題解決の探究内容について、海外の同世代と議論。
✓ 地域課題とグローバル課題の往還による本質的な課題解決策の模索。
✓ 事前、事後研修も含めて、生徒が主体となった海外研修構築プロセスの確立。

１年次：ドイツ研修
フライブルク・ミュンヘン

２年次：米国研修
ニューヨーク、国連本部

住民の積極的な参画・関与によるまちづくりや再生可能エネルギーの
活用について学び、今後の地域の在り方について考察する。
演劇やプレゼンによる福島の現状報告を行い、地域の理解を促進する。

「持続可能な社会づくり」をテーマに地球規模での課題について国際
機関や世界の同世代と意見交換、議論を行う。
差別や対立・分断について米国の現状を学び乗り越える方策を探る。

福島県
教育委員会

NPO法人
カタリバ

◆ 県、ふたば未来学園中学校・高等学校と双葉郡８町村を
中心とする広域コンソーシアムを構築。

◆ 生徒の実践的な学びで地域を活性化し、教育と地域復興
の相乗効果を創出。

ふたば未来学園と双葉郡による広域協働コンソーシアム

福島大学

✓ 将来の地域ビジョン、ふたば未来学園で育成していく人材像の共有
✓ 上記に基づきふたば未来学園で展開する教育活動の企画・立案 等

福島相双
復興推進
機構

福島イノベー
ション・コースト
構想推進機構

双葉郡教育
復興ビジョン
推進協議会

福島県教育委員会、福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 令和2年度 地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル型）

研究
開発
構想名

原子力災害からの復興を果たし、新たな地域社会を創造する
グローバル・リーダーの育成



２．１．１ 課題を知る学習 
 
本校の地域創造と人間生活は、➀自分を知る、➁地域を知る、➂世界を知るという３つの柱でカリキュラム開

発を行ってきた。➀については自分史やマインドマップを用いた自己理解を通して、将来を見据えてありたい自

分を考え、➁では演劇を通して地域の課題を知る学習を行い、➂ではイラクでエイドワーカーとして活躍する高

遠菜穂子氏などの協力で、世界の課題を知り、自分、地域、世界をつなげ、２年次後半からの未来創造探究に繋

げてきた。今年度は中高一貫生と高入生が合わさる初めての学年ということで、学びのバージョンアップを目指

し、これまで高校２年次から実施していた探究を１年次の11月から実施し、演劇と探究の接続を丁寧に行った。 
 

（１）実施内容 

➀ 地域創造と人間生活 オリエンテーション  

 入学者への課題として「自分史」を実施し、これから

地域やそこで生きる人々と出会う前に自分のこれまでの

人生を振り返った。覚えていないことについては家族に

聞きながら記入することでせることで、家族との対話の

時間を持つことができたという感想があった。オリエン

テーションでは改めてこの学校が設立された経緯や、こ

れから地域と出会う前のイントロダクションとして、双

葉郡の紹介を丁寧に行った。 

 
 

➁ 双葉郡８町村バスツアー 

日 時：６月１４日（火） 

講 師： 

１号車 広野町 

磯辺吉彦（広野わいわいプロジェクト） 

青木裕介（広野ぷらっとあっと） 

新妻良市（新妻有機農園） 

正木里奈（ワークショップ講師） 

２号車 楢葉町 
中井俊郎（JAEA） 
青木隆宏（一般社団法人ならはみらい） 

３号車 富岡町 
青木淑子（富岡町3.11を語る会） 

平山 勉（ふたばいんふぉ） 

４号車 川内村 
三瓶義浩（一般社団法人かわうちラボ） 

井出寿一（一般社団法人かわうちラボ） 

５号車 

双葉町 
小泉良空 

（一般社団法人ふたばプロジェクト） 

大熊町 

佐藤真喜子（一般社団法人まちづくりお

おくま） 

武内一司（喫茶レインボー） 

松永秀篤（熊川稚児鹿舞保存会） 

６号車 浪江町 佐藤秀三 

７号車 葛尾村 下枝浩徳（一般社団法人葛力創造舎） 

 

 

 

行 程： 

１号車 広野町  

学校 ～ ぷらっとあっと ～ 新妻有機農園～ 箒平

地区にて移住者との対話 ～ ひろの未来館（海洋ゴミ

でアクセサリーをつくるWS） ～ 学校 
 

２号車 楢葉町 

 学校 ～ 楢葉遠隔技術開発センター ～ レストラン

岬 ～ みるーる天神 ～ 木戸川漁協 ～ J ヴィレ

ッジ ～ 道の駅ならは ～ みんなの交流館ならは

CANvas 〜 学校 
 

３号車 富岡町 

学校 ～ ふたばいんふぉ ～ 富岡高校 ～ 富岡沿

岸部ツアー ～ さくらモール ～ とみおかアーカイ

ブミュージアム ～ 学校 
 

４号車 川内村 

学校 ～ 川内村役場 ～ いわなの郷 ～ 草野心平

記念館（天山文庫） ～ 幻魚亭 ～ 上川内諏訪神社・

長福寺 ～ 完全密封型野菜向上 KiMiDoRi ～ いち

ご工場 〜 複合施設「ゆふね」 〜 学校 
 

５号車 双葉町・大熊町 

学校 ～ 双葉高校 ～ 双葉郡内ツアー ～ 双葉町

産業交流センター ～ 大熊町内ツアー ～ おおくま

ーと・喫茶レインボー ～ Linkる大熊〜 学校 
 

６号車 浪江町 

学校 ～ 福島ロボットテストフィールド ～ 道の駅

なみえ ～ なりわい館工房（大堀相馬焼絵付け体験） 

～ 浪江町周辺 〜学校 
 

７号車 葛尾村 

学校 ～ ZICCA ～ かつらおヤギ広場がらがらどん 

～ 葛尾大尽屋敷跡公園 ～ 葛尾村郷土文化保存伝習

館〜学校 

 

概要： 
 双葉郡の現状と課題を実際に自分の目で見て、この地

で学ぶ意味を考えるとともに今後の演劇及び探究活動に

つなげることを目的として、双葉郡８町村バスツアーを



毎年実施している。今回、８町村それぞれのバスツアー

（大熊・双葉のみ１つにまとめて計７コース）を企画し、

１日かけて双葉郡を歩いた。浪江高校、双葉高校、富岡

高校を訪問した生徒達の中には、大震災から１０年以上

経つ現在でも、時がとまったままの校舎を見て言葉を失

っている生徒もいた。 

また、地域で生きる方々や、地域を盛り上げるために

活動している方々とも直接交流ができたことで、今後の

演劇創作や未来創造探究につながる学びとなった。本校

には、福島県外出身者も多数在学している。事前に調べ

学習を行い、実際に自分の足でその地を訪れた際に得る

学びが深化したと考えられる。また、双葉郡出身者で、

震災後避難して以来初めて故郷を訪れる生徒も一定数お

り、バスの中から自分の家のあたりを必死で探す様子も

みられた。震災以前とは様子の変わった町に驚く生徒も

いたが、11年振りに故郷を見て様々なことを感じたよう

だ。バスツアー振り返りでは、こちらが想像したよりも

生徒は多くの学びを得ていたようだ。 
 
③夏休みプチ探究 

夏休みの宿題として、

プチ探究を実施した。右

上の３つのコースから自

分に合ったものを選んで

もらった。成果物として、

ア ク シ ョ ン 結 果 を

Google Form に入力する

ことと、短い動画にまとめて提出してもらった。提出先

は、生徒達でも携帯電話から簡単にアップできるよう、

Flipgridを使用した。バスツアーを経て、双葉郡の気に

なる所について調べる者もいれば、純粋な自分の興味関

心についてひたすら深掘りする者もいた。生徒達の得意

とする動画を使った表現にしたことで、楽しみながら取

り組むことができたようである。提出された動画はどれ

もクオリティが高く、生徒同士の知的好奇心をくすぐる

ものばかりとなった。夏休み明けには表彰式を実施し、

ベストアクション賞、ベストクリエイター賞、ベストリ

サーチ賞、ファーストペンギン賞として１４名の生徒を

表彰し、景品として知育菓子を贈呈した。 

 

◆ベストアクション賞 

「県内・寿都高校生との交流を通して」 

「宮城研修で震災遺構を訪れて」 

「医療の仕事１日体験デー2022に参加して」 

「福島の放射能問題や課題に対する取り組みについて」 

◆ベストクリエイター賞 

「ひとりバンド」 

◆ベストリサーチ賞 

「同調圧力について」 

「テクノポップの歴史と音楽ジャンルの傾向の変化」 

「夢日記からわかるわたしの真理」 

「地域医療について」 

「ドイツから学ぶ日本が多様性を受け入れる社会づくり

を行うにあたって」 

「海外と日本の色彩感覚の差」 

「人体への影響から考える 1000万ボルトの本当の威力」 

◆ファーストペンギン賞 

「児童クラブボランティアに参加して」 
 

「宮城県の震災遺構」    「医療の仕事１日体験」 
 

 
 

↓「ドイツから学ぶ多様性を受け入れる社会づくり」   
  

 
「福島の放射能問題や課題に対する取り組みについて」↑   
 

生徒感想より 

「プチ探究をやってみて調べてくる時に出てくる数々の記
事が印象的でした。僕はプチ探究をやることは新しいこと
を知ることに加えて自分で何かをすることやどんどん気に
なることを調べたくなることだと気付きました。沢山のこ
とを知ることによって自ら行動する気力を起こす事ができ
ました。何かを調べることはとてもワクワクするので、他に
も何か調べてみようかなぁという気持ちに変わりました。」 
「自分の好きなことや気になったことについて細かく調べ
てアクションを起こしたり、まとめられる時間を学校の課
題として設けてもらえるのが嬉しく、楽しかったです。」 
 

（２）成果  

 昨年度と比較すれば、今年度はコロナ前のような活動

ができた。同時にコロナ禍に普及した ICTを活用して学

びの共有を有効に行うこともできた。また、今年度はす

既に探究で取り組みたい分野がハッキリしている生徒が

多く、プチ探究で生徒たちの興味・関心を知ることがで

きたことで、後半の未来創造探究のスタートアップでの

面談等に大いに役立った。 
 

（３）課題と展望 

１日かけてバスツアーを実施するようになり、１つの

町村をじっくり体験することができるようになった。コ

ースの打ち合わせなどの事前準備が大変ではあるが、そ

の分生徒たちの学びは大きいので、引き続きそれぞれの

地域をより深く学ぶ機会としていきたい。 

 



２．２．１ 探究オリエンテーション 

 
 ２～３年次の「総合的な探究の時間」では、地域の問題の解決に向けた実践プロジェクトを創出する。本校で

「未来創造探究」と呼ぶその授業において、生徒は自らの興味関心に従い、「原子力防災探究ゼミ」、「メディア・

コミュニケーション探究ゼミ」、「再生可能エネルギー探究ゼミ」、「アグリ・ビジネス探究ゼミ」、「スポーツと健

康探究ゼミ」、「健康と福祉探究ゼミ」の６つからひとつのゼミに所属して探究活動を行う。オリエンテーション

では自分の興味・関心（Will）や地域の課題（Need）について考えたうえで、ゼミ選択を行った。 
 

（１）はじめに 

 本年度は「未来創造探究」の授業とは何か、目的は何

かを入念に確認するところから始めた。そのうえで、探

究テーマを決めるためのステップとして、「マインドマッ

プ」「マンダラート」「50の問いづくり」のワークを実施

した。テーマの決定とゼミ選択をスムーズに行うために、

ゼミ担当者が作成した「ゼミマップ」を公開し、ゼミ決

定前に探究担当者と生徒で面談を実施した。 

 

（２）実施内容 

 「未来創造探究」の授業に入るにあたり、まずは高校

1 年次 1 年間の「地域創造と人間生活」の取り組みを振

り返り、自分の考えを整理するところから始めた。探究

活動はどのように進めていくのか、考えるべき地域社会

とはどの範囲を指すのかを説明し、地域社会の課題探究

とはすなわちそこにいる人間の課題探究であること、課

題を解決することよりも課題を発見することが重要であ

ることを確認した。これは探究テーマを支える「問いづ

くり」が今後のゼミ選択・探究活動に大きく関わってく

るからである。 

 自分の興味・関心（Will）や地域の課題（Need）をう

まく掛け合わせたマイキーワードを絞るために、まずは

「マインドマップ」の手法を取った。そこから気になる

いくつかのキーワードを選び「マンダラート」を用いて

キーワードの解像度を上げていく。最後に問いを深めら

れそうなキーワードから「50 の問いづくり」を実施し、

探究テーマにふさわしい課題設定を試みた。問いづくり

はWhat（何を）やHow（どうやって）という疑問詞の

視点だけでなく、定義説明（〇〇はどういう意味？）や

事例（〇〇とは例えば？）という問いの視点、あるいは

キーワード×学問分野など広い視点から問いを作るよ

う促した。 

 生徒の適切なゼミ選択のために、探究担当教員による

「ゼミマップ」の作成を試みた。生徒が実施するマイン

ドマップの活動への理解を深めつつ、担当教員各個人の

個性を踏まえてゼミ内で展開できる活動のテーマやその

幅をキーワードで端的に示すことができた。生徒は自分

のマイキーワードや問い、探究テーマと各ゼミマップの

共通点を探しながらゼミ選択について考えることができ

た。そののち、自分の興味関心に基づき、６ゼミ（「原子

力防災探究ゼミ」、「メディア・コミュニケーション探究

ゼミ」、「再生可能エネルギー探究ゼミ」、「アグリ・ビジ

ネス探究ゼミ」、「健康と福祉探究ゼミ」、「スポーツと健

康探究ゼミ」）の担当者と面談し、所属ゼミを決定してい

くという流れになる。 

 

（３）成果 

 オリエンテーションとして未来創造探究の授業の意義、

課題発見・問いづくりの重要性を確認したことで、問い

づくりワークショップ、そしてゼミ選択へと円滑に進め

ることができた。また、担当者月次会での「ゼミマップ」

作成は、生徒のゼミ選択に大きく貢献しただけでなく、

生徒の探究活動に「教員も参加していく」という意識づ

けに大きな効果を発揮したと言える。 

  

（４）課題と展望 

 ゴールデンウィーク期間中に「50の問いづくり」を完

成させることを宿題とした結果、生徒によって出来具合

がバラバラになってしまったが、ゼミ選択までのスケジ

ュール上全体で十分なフォローができなかったこと、ま

た、一度ワークシートに記入した50の問いを記録のため

に再度 Googleフォームに入力させたことが、一部の生徒

にとって問いづくりをより煩雑な作業と感じさせてしま

い、重要性を伝えるためのオリエンテーションと逆効果

になってしまった点があげられる。実際、ゼミ選択後も

自分が決めたテーマに自信や展望が持てず面談を繰り返

した生徒や、ゼミ移動を希望する生徒が出た。 

 加えて、今後は探究活動が行き詰まった時やテーマ設

定に悩んだ時に振り替えることができる蓄積という側面

でも、自分が過去に作成した「マインドマップ」や「問

いづくり」ワークシートを有効活用できるような方法を

確立できると良いのではないだろうか。



２．２．２ 進路探究 キャリア学習 

 
本校の「未来創造探究」は、火曜日の６・７校時と金曜日の３校時に設定されている。本年度の金曜日の授業

は、進路に関する学習を中心に行われた。外部講師による入試・進路選択についての講話、志望理由書に関する

講演会と作成、奨学金制度とは何か、といった講演、さらに次年度に行う予定のセルフエッセイ作成を通じ、自

分の進路について深く考える時間とした。 

 
（１）はじめに 

 今年度は火曜探究２時間と金曜探究１時間の連携・往

還を深め、探究と進路ひいては教科学習の意欲が高まる

よう、関係部署による連携を綿密に行った。 

 

（２）実施内容 

 前期（４月～９月）の前半は、まだゼミの所属や探究

内容も明確ではないため、自らの興味関心と、それが地

域・社会にどうかかわっていけるかという視点を中心に、

テーマ設定・問い設定の助けとなるよう、授業内容を設

定した。 

 例えば、社会科学的な視点からは、処理水の問題、メ

ディア報道のあり方、過疎化・高齢化問題、自然科学的

な視点からは主に放射線について理解を深め、それにつ

いて簡単な議論も行った。 

 また、前期の後半においては、探究に行き詰まる生徒

も散見されたタイミングを見計らい、SDGsという観点で、

全世界的な課題を復習しつつ、日本の課題の特徴を捉え、

また、課題は独立して存在するのではなく、様々な問題

と関連を持ちながら存在することに目を向けることで、

視野を広く持たせ、より自分の興味関心のある課題につ

いて理解を深めるきっかけを作った。 

 後期（１０月～）になると、生徒の探究テーマ・問い

もある程度決まり始め、解決のためのアクションも少し

ずつ実践されるようになり、各生徒が自分なりの目標・

方針を定めて進み始めた。そこで進路探究では、生徒の

進路意識の向上を目指し、まずは志望理由書作成の講座

受講、模試受験およびリライトによる文書作成を行った。

四年制大学・専門学校進学希望者、就職希望者の全員が

まず講演会を受講し、志望理由書がなぜ必要なのか、ど

のような書き方をすればよいか、と言った入門期の指導

をした頂いた。その後、志望理由書の作成に入るが志望

校を作成までに絞り、パンフレットなどの資料を取り寄

せる等の事前準備を生徒に行わせ、進路意識を自らに引

き寄せられるようにした。また業者が提供する自己診断

適性検査の結果も参考にし、自分の適性（コンピテンシ

ー）・長所等を客観的に見つめることで、深い自己理解に 

努めさせた。 

 同時期に「奨学金制度」に関する講演会も開催し、奨

学金制度についての理解を深めさせるのと同時に、自ら

の進路が決定しなければ奨学金も志望理由書も動き出せ

ない、ということを生徒に周知した。 

今後、前年度は後期の後半（１・２月）に取り組んで

いたセルフ・エッセイを３年次の前期に取り組む予定で

ある。これまでの進路についての知識をベースとしつつ、

より明確にしていくことを目的としている。セルフエッ

セイとは主に探究活動を通じた自分なりの生き方・在り

方について、「書き手自身の個人的な知識や体験を基にし、

読み手を説得するような、自分なりの意見を所定の書式

に従って書くもの」である。進路意識の向上と、３年次

４月の中間発表会を終え進路も含めた探究活動への本格

的始動に位置付け、この時期の実施とした。 

 

（３）成果 

火曜日６・７校時との連動を毎回意識したカリキュラ

ム・マネージメントができた。また、進路探究の一つ一

つの行事（講演等）を集中的に行ったため、各分野の講

演が生徒の中で結びつき、継続的に進路について考える

機会となった。 

  

（４）課題と展望 

 探究活動と進路活動の連携は、これまで通りの課題と

言える。探究の内容と進路が必ずしも合致するとは言え

ないため、それぞれの担当者が情報を共有し、金曜日３

校時と火曜日６・７校時の取り組みが、より進路に向け

て効果的になされることが望ましいだろう。進路希望を

把握している担任と、専門的な観点から探究内容を把握

しているゼミ担当者とが、縦と横で紡ぐ網の目のように

生徒理解に努めていくことは、大きな化学変化をもたら

す可能性に満ちているため、このつながりを多く作るこ

とができるような戦略を様々な場面で考えていくことが

重要であろう。 

 



２．４．３ 原子力防災ゼミ 

 

 原子力防災探究ゼミ（以下原防ゼミ）は原子力発電所事故によって毀損された地域コミュニティの再生や、3.11
の経験の伝承を考察することを目的としている。しかし近年は生徒の直接的な震災の記憶が薄くなっているため
か、ゼミを選択してきた生徒の興味・関心、課題の捉え方は必ずしもゼミ本来の目的とは合致せず、直接的に原
発事故をテーマとする者は少なくなってきている。 
 

（１）はじめに 
 七期生は2011 年３月の段階で彼らは幼稚園の年中に
在籍していた世代である。本ゼミには11名（女子５名、
男子６名）が参加し、７プロジェクトが進行している。 
 
（２）実施内容 
 生徒個々の興味関心に基づいてテーマを設定したため
教員側からの一斉講義形式でのインプットはあまり行わ
ず、基本的に生徒の活動に対する教員のフォローは個別
に行っている。生徒ごとの担当教員も設定していない。
毎回授業のはじめに全体で各プロジェクトの進捗とその
時間の活動を確認する時間をとっている。 
  
（３）生徒のプロジェクトと活動内容 
「なぜ海洋放出に反対運動が起こるのか？」 
 アカデミック理系女子の単独プロジェクトである。
昨年度、放射線ワークショップを受けて。廃炉と海
洋放出の問題について関心を持った。広島研修（詳
細は本誌2.4.3を参考）にも参加し、事前研修の１F
地域塾で廃炉の諸問題と未来の展望について考察し
た。 

 
福島大学前川直哉先生の「東日本大震災の心理的な
影響」について講義受講、松谷彰夫『裁かれなかった
原発神話』読了をへて、処理水放出に住民が納得して
いないという問題に関心を持ち、海洋放出反対運動と
過去の原発建設反対運動の比較を試みた。数字の面と
気持ちの面との乖離が見られるトランス・サイエンス
の問題を考察するべく、いわき市久之浜で漁師をされ
ている新妻竹彦さんにインタビューを行った。 

 
インタビューの内容は右のＱＲ
コード先に書き起こしをしている。
今後の予定として茨城県の漁師さ
んへのインタビューを考えている。 
 
「フードロスをなくすためには？」 
トップアスリートの男子３名、商
業系列の男子１名による共同プロジェクトである。当初
はテレビ番組の企画を参考に「捨てられる野菜を集め
て０円食堂」をテーマに掲げていたが、より深化させ
てフードロスをテーマに掲げた。町内の「お食事処ふ
たば」を訪問し、フードロスを押さえるための工夫を
聞くとともに食事動画を撮影、担
当教員のつてにより福島放送「シ
ェア」のコーナーで自分たちの活
動を放送してもらった。動画は番
組の YouTube チャンネルにアッ
プロードされている。リンクは右
のＱＲコードより。 

 
 



「古着を利用してなにができるか？」 
 ファストファッションはなぜ安いのか？ という
関心から古着のアップサイクルについて考えるとも
に2022 年８月27日の朝日新聞記事「古着の山 先
進国がおしつけ」を読んでリサイクルの偽善性という
視点にも気づけた。身近な古着である「クラスＴシャ
ツ」に着目し、過去のクラスＴシャツがどうなってい
るか、今後のクラスＴシャツをどうするか高２・３に
アンケートをおこなった。現在は海洋後についても関
心を広げている。 
 
「多頭飼育崩壊について」 
 女子による単独プロジェクトである。自身もネコを飼
っており、広野町にノラネコが多いことからに関心を持
った。2022年９月11日朝日新聞で広野と富岡のノラ
ネコの記事をもとに広野町社会福祉協議会の根本さ
んに取材をおこなった。これにより広野町のノラネコ
問題の背景にも震災の影響が
あることを知った（詳細はＱＲ
コードのリンクへ）。その後多
頭飼いに至った広野町のＨさ
ん（昭和16年生まれ、81才）
に話を聞いた。 

 
「3.11は僕らにどんな問いを投げかけたのか？」 
社会科教師を目指す男子の単独プロジェクトであ
る。震災の記憶がない中学生に震災のことを伝える授
業をしたいと考え、母校である小名浜二中の教員との
やり取りで授業をさせてもらえるよう交渉した。立命
館大学産業社会学部現代社会学科の丹波史紀先生の
ミニ講義「原子力災害は地域に何をもたらしたか」を
視聴して授業案を練っている。 
中学生の政治的関心を高めたいとも考えており、10
月18日に県の選挙管理委員の依頼を受け町内のイオ
ンに赴き、お客さんに投票呼びかけグッズを配布した。

現在は授業案をつくり、ゼミ仲間へまず授業してみる
ことを目指す。 
 
「富岡に写真を通じて何が出来るか？」 
 女子二人によるプロジェクト。3.11 前後の写真を
集めて比較し、問題点を読みとっていくプロジェクト
である。とみおかアーカイブミュージアムを訪れ過去
の写真を入手しようとしたが挫折。テーマを子どもの
貧困に方針転換し、広野町のこども家庭課の職員に話
を聞いた。 

 
「神社ではどのような交流が行われ、生活にどのよ
うに影響を与えているか？」 
 女子による単独プロジェクト。双葉町の交流人口を
増やすために、地域の中心にあった初發神社を核とし
た交流を起案した。宮司さんや町議員の山根さんに取
材をし、町のイベントに参加した。 

 
2022 年に町に人が住めるよう
になり、駅西住宅が建設された。
入居者の半数は以前住んでなか
った人なので、情報を発信する必
要を感じ、双葉町を紹介するホー
ムページも作成した（右ＱＲコー
ド）。 
 

 



２．２．３ メディア・コミュニケーション探究ゼミ 

 
 メディア・コミュニケーション探究ゼミ（以下メディアゼミ）は、双葉郡を中心とした地域が抱える課題を
踏まえ、海外を含めた特定の地域社会に属する人々への情報の発信や、コミュニケーションの有効な方策につ
いて探究し、その解決に寄与することを目的としている。 
 メディアゼミを構成するメンバーは2022年2月現在22名（女子11名、男子11名）となっている。一人
で活動に取り組む15のプロジェクトと、テーマの近いもの同士でグループを形成して活動に取り組む3つの
プロジェクトが、各々のペースで探究活動に励んでいる。 
 

（１）はじめに 
 ７期生は震災当時 4～5 歳の未就学児であり、震災に
関する記憶も定かでなく、被害状況や震災に関わる諸問
題については本校入学後に初めて知ったという生徒も少
なくない。生徒のテーマ設定は震災に関する直接的な課
題にとどまらず、世界的な課題（海洋ゴミやフードロス）
や、身の回りの課題（学校生活、自己表現）への関心も
高く、これまで以上に多岐に渡っていると言える。 
 メディアゼミに所属する生徒の探究テーマも、震災・
原発事故からの復興
や風評被害の払拭と
いったテーマを始
め、福島の魅力の開
発・発信や、他地域も
抱える課題に対し双
葉郡を活用して解決
に取り組むなど、多様なテーマが設定されている。 
 今年度もコロナウイルスによる活動の制限が懸念され
たが、例年と比較すると感染状況は落ち着きを見せてお
り、実際に現場に足を運び、様々な人間と関わりあう機
会にも恵まれた。地域社会と関わる貴重な体験を通して、
探究テーマについて深く考察・分析し、活動の質を高め
ていくことが目下の目標となっている。 
 
（２）実施内容 
 担当者間で作成したゼミマップを提示することで、生
徒のマイキーワード・問いを関連付けやすくした。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 調査のアクションについては、夏季休暇明けまでに必
ず一度以上一次情報を集めることを目標に指導を行った。
一部の生徒は全校生あるいは同学年の生徒を対象とした
Google Formによるアンケートの手法を取ったが、オン
ラインイベントへの参加や現地での取材を試みる生徒も
見られた。２名の生徒が海外への短期留学の機会があり、
探究に関連する質問を現地で調査した。夏季休業明けの
ゼミ内報告会では４人程度の小グループを編成し、調査
のアクションの取り組みや結果について共有し合った。 
 
 
 
 
 
 
 調査のアクションの段階で生徒ごとの探究活動の進度
の差が顕著に出始めたことで、担当教員による毎週の定
例ミーティングでの情報共有・進捗確認を通して、生徒
を複数のグループに分割して指導する方針をとった。「ア
クションの進捗」と「一人で活動を進めるスキルがどの
程度あるか（活動が一人で進めやすい段階であるか）」の
２つの軸で生徒を分け、１グループに一人教員を配置し
て指導にあたった。この手法は改良を加えながら現在も
継続して採用している。 
 10月25日のプレ発表会に向けて、生徒の探究テーマ
と調査内容から「地域社会のあるべき姿」を想定し解決
すべき課題を見出すワークを通して、「課題解決のための
アクション」に取り掛かる生徒が少しずつ出始めた。具
体的なアクションとしては、校内で小規模のイベントや
ワークショップを開催する、自分で作品を制作する、実
験を繰り返す、実際に他者とコミュニケーションを取る、
双葉郡の施設と協働しイベントの手伝いをしようとする、
などが見られた。プレ発表会での発表とアドバイスを通
して、多くの生徒が課題解決のためのアクションを進め
ている。 



（３）成果 
【Ａ：社会的課題に関する知識・理解】 
 調査のアクションとして施設を訪れたり、アンケート
を取ったりする活動を通して、多くの生徒が社会的課題
に関する知識がまだまだ足りていない、想像と実際が異
なるということを学ぶことができたようだ。 
【Ｄ：表現・発信力】 
 特筆すべき成果の一つとして、メディアゼミからは４
人の生徒がマイプロジェクトアワード福島県 Summit
（オンライン）へ出場した。自らの探究の内容を他校の
生徒やアドバイザーに向けて発表し、対話を通して考察
を深めた。このような外部での発表の機会は、発表の仕
方やスライドの見せ方を工夫する契機となるだけでなく、
普段はなかなか話せない相手とコミュニケーションを取
ることにつながるため、今後も機会を逃さず挑戦し続け
てほしい。 
【Ｆ：マネージメント力】 
 普段の教科の授業等ではなかなか発揮状況を確認した
り評価したりする機会が少ないのが、マネージメント力
（自己管理能力）である。１人で進めているプロジェク
トと複数人で進めているプロジェクトでは、マネージメ
ント力として求められる要素に多少の違いはあるが、教
員やカタリバスタッフの助けがないとなかなか活動を進
められない者もいれば、一度やり方を覚えてしまえばど
んどん活動を進められる者もいる。本ゼミ担当者間では
このマネージメント力をひとつの軸として生徒の伴走方
法を考えていたこともあり、生徒が今指示を必要として
いるのか、何をすべきかを一緒に考えたり意見を聞き出
したりする必要があるか、という点には特に注意を払っ
て指導を行ってきた。実際、７期生の２年次１１月時点
のルーブリック自己評価では、６月時と比べてC-1思考
力、Fマネージメント力、G前向き・責任感・チャレン
ジが大きく伸びていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Ｇ：前向き・責任感・チャレンジ】 
 探究活動を進める中で、前述のルーブリックの結果の
通り、生徒の前向きな態度やチャレンジ精神にも大きな
成長が見られたと言える。数々の発表や対話の機会を通
して、自分の考えを他者に伝えることへの抵抗感が薄れ、
地域の方々と積極的に関わろうとする態度が育まれた。 
 
 
 
 
 
 
 
（４）課題と展望 
【Ｃ－１：思考力】 
 ルーブリック評価では高い数値の伸びを見せているの
がこの思考力であるが、ゼミ活動を通してみると、アク
ションの結果に対する考察や分析がまだ十分でないと思
われる。一度出た結果や自分にとって都合の良いデータ
を疑ってみる批判的思考力に欠ける部分が見られ、今後
の指導が肝要である。 
【Ｊ：自分を変える力】 
活動に全力で取り組んだり、あきらめずに遂行する前
向きさは認められるが、自分の将来の目標や進路に関連
付けて活動を進め、目標と
現実の差を見つめたり、自
省するということにかけ
てはまだ成長の余地があ
るように感じる。来年度は
高校３年次になり、探究活
動もいよいよ後半に差し掛かってくるからこそ、現状維
持ではなく、自分に足りない部分に真摯に向き合って振
り返り、自分を変えていく力が養われていくよう、生徒
に寄り添って探究活動を進めていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2年6月 2年11月

A 1.43 1.60
B 1.02 1.15
C -1 1.35 1.79
C -2 1.38 1.72
D 1.22 1.51
E 1.61 1.68
F 1.37 1.74
G 1.11 1.62
H 1.77 1.92
I 1.28 1.55
J 1.56 1.79
平均 1.37 1.64



２.  ２.  ３    再生可能エネルギー探究ゼミ 

 

福島県では、2011年 3月に「福島県再生可能エネルギー推進ビジョン」を策定したまさにそのとき、

東日本大震災とそれに伴う東京電力第一原子力発電所事故によって再生可能エネルギーを取り巻く情

勢が激変した。そこで福島県では新たな再生可能エネルギー推進ビジョンとして震災以降の社会情勢

も反映させた「再生可能エネルギーの飛躍的な推進による新たな社会づくり」を 2012 年 3 月に策定し、

復興の主要施策の 1つとした。このビジョンには原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能

な社会を目指した福島の再生可能エネルギー産業の未来像が描かれている。 

本校の再生可能エネルギー探究ゼミでは、「福島県再生可能エネルギー推進ビジョン」をもとに福

島県や双葉郡の現状を把握し、課題を見いだすことで解決の糸口を探究することが一般的な進め方で

あるが、私達は探究の動機付けとして学校周辺の産業や自然環境に着目し、フィールドワークや基礎

実験などの演習を全員で行い、基礎知識や体験の共有化を行った。

 

（１）はじめに 

 再生可能エネルギー探究ゼミでは生徒 10 名が協力

しながら探究活動を進めてきた。全体の活動として

は、広野海岸の清掃活動、浅見川の清掃活動・水質

調査、請戸漁協訪問など、様々な取り組みを行って

きた。また、グループごとに 7 つの探究テーマを設

定し、探究活動を進めてきた。 

 

（２）実施内容 

①テーマ：色素電池 

 地元である川内村の自然を壊さずに発電できる方

法はないかという考えからこの探究活動を始めた。

「色素増感太陽電池」という発電方法を使って実験

をしている。電気の循環発電の可能性があること、

デザインによってはインテリアとして活用できる可

能性があることに着目している。 

 本格的な実験の準備として、2 つの活動を行った。

1 つ目は、専用キットを用いた色素実験である。実

際に電気が流れているか確認するためにオルゴール

を使用し、小音ではあったが音を確認することがで

きた。2 つ目は、川内村へのフィールドワークであ

る。色素を抽出するためにどのような野菜等を用い

るとよいかをインタビューしたり、実際に野菜等を

いただけないか交渉したりした。 

 今後は、野菜等から色素を抽出し、実験を本格的

に進めていく。 

 

 

 

 

②テーマ：川内村の魅力を発信！ 

 幼い頃から川内村の自然に囲まれて生活してきた。

村の自然に親しみを持ち、どのようにして守られて

いるのかを調べ、その魅力を広めたいと考えている。

また、川内村で感じることのできる人と人の繋がり

や温かさをもっと広めていきたい、とも考えている。

「川内村の自然に触れて楽しむエコツーリズムを通

して村の人と出会い交流し、そこから村は活性化す

るのか？」という仮説を立てて活動している。 

 具体的には、自然環境保全について調べたり、川

内村出身の天山文庫管理人をしている志賀風夏さん

に話を伺いに行ったりした。また、ツアーで実際に

訪れたい場所の下見をし、川内村で活動される方 

の話を伺ったり、実際にツアーをする上での注意点

を確認したりすることができた。 

 今後は、川内村の地図におすすめスポットなどを

書き込む活動を計画している。そのために、村でお

店を営んでいる方に話を伺い、おすすめスポットを

調査する予定である。 

 

③テーマ：人と海の関わり 

 津波が社会や自然に与える影響について調べてい

くなかで、海洋教育・防災教育という言葉を知った。

もともと海に興味を持っていたこともあり、今はそ

れらについて調べている。 

 現在まで行った活動は 4 つ。1 つ目は、施設見学

である。請戸小学校、コミュタン福島、伝承館等を

訪れ、震災や放射線に関する基礎的な知識を身につ

けた。2 つ目は、寮の指導員の方へのインタビュー

である。寮における災害時マニュアルを見せていた

だき、避難経路のパターンや過去の災害時の対応に

ついて詳しくお聞きした。3 つ目は、アクアマリン

ふくしまの岩田雅光さんへのインタビューである。

海に恐怖心を持っている人の特徴についてお話を伺

った。最後に、日本科学未来館のサイエンスコミュ

ニケーターである中野夏海さんへのインタビューで

ある。日本科学未来館での取り組みや海洋教育につ

いて教えていただいた。 

 今後は「子どもへの海洋教育」を主軸にイベント



等の実施を検討している。また、いわき市で海洋教

育に力を入れている方にもインタビューの依頼を予

定している。 

 

④テーマ：福島の魚 

 釣り好きな仲間が集まったので、テーマを「福島

の魚」とし、処理水問題と関連して探究している。

漁業の状況が急激に悪化した。2018 年に漁業が再開

されたものの、ネット上では｢危険｣｢命が危ない｣

「食べる気がしない」など、否定的な意見も少なか

らず見受けられる。こうした状況を払拭するため福

島の魚の知名度と安全性を発信したい。 

 その第一歩として、福島の魚を皮膚感覚でとらえ

るために、富岡漁港と請戸漁港を訪問した。幸運に

も富岡漁港では釣り船でヒラメ釣りをするという貴

重な体験をした。結果は衝撃的なものであった。な

ぜこんなにも巨大なヒラメが入れ食い状態で釣れる

のか。海底は震災後どのような状態になっているの

だろうか。船長さんのインタビューからたくさんの

ヒントを頂いた。さらに偶然乗船していたアクアマ

リンの職員の方より科学的な視点からの海洋汚染の

現状と未来についてのお話を聞き、自分ごととして

「福島の魚」を考えるきっかけとなった。請戸漁港

では魚市場の見学と漁協の職員の方とのディスカッ

ションを通して「福島の魚」の話はもちろん、ウニ

の磯焼けや海洋ゴミ、未利用魚問題、そして処理水

問題など様々なテーマを深く掘り下げることができ

た。これらの学びをさらに発展させて次のアクショ

ンへと向かうことが私たちの使命である。 

 
 

⑤テーマ：「海藻を呼び戻すために」 

2009 年に国連環境計画（UNEP）が出した、ここ十

数年の比較的新しい概念「ブルーカーボン」を知っ

ているだろうか。地球温暖化の原因といわれる温室

効果ガス、その中でも最も存在量の多い二酸化炭素

を陸地にある植物が光合成によって減らしてくれて

いる「グリーンカーボン」ということは広く知られ

ているが、それに対し海が減らしてくれるというの

が「ブルーカーボン」で、海草藻場、海藻藻場、干

潟、湿地、マングローブ林などのことである。これ

らは世界中の海の面積のたった 0.2％しかないが、

海全体で吸収する二酸化炭素の 50％を占めている。

ウニで磯焼け（ウニが異常繁殖し海藻を食べつくし

た状態）して藻場がなくなってしまうと、ブルーカ

ーボンによる二酸化炭素の吸収もなくなってしまう

ので、地球環境に深刻な影響をもたらす。では、解

決策としてウニを捕獲して食べればよいと考えるだ

ろうが、実は内臓がスカスカの瀕死状態のものばか

りで食用にもならない。 

 私たちは、「ブルーカーボン」の再生を目指すと

いう高い目標を掲げ、ウニの生態を調べ始めたが、

長期的な観察が必要になるのでぜひこの研究を引き

継いでほしい。 

 

⑥テーマ：スポ GOMI 

体を動かしながら街をきれいにすることをテーマ

に活動している。その中で制限時間内にごみを拾い、

その重さや種類でポイントを競う「スポ GOMI」とい

うスポーツに出会った。自分もスポGOMIを企画・運

営することを目的として活動した。 

大会を開催するためのルールと必要な道具の確認、

会場の選定を行った。広野町内のゴミが落ちている

状況を調査したが、ゴミが落ちているような所はな

く、打ち上げられたゴミがある広野海岸に設定した。

プレ大会としてゼミのメンバー10 名で実施した結果、

大量のゴミを回収することができ、課題も明確にな

った。スポ GOMI を行っている NPO 法人に連絡を取

り、運営するためのポイントを再確認することがで

きた。今後は、もう少し規模を大きくしたスポ GOMI

を開催したいと考えている。 

 

⑦テーマ：葛尾村に人を呼ぶために 

 過疎化と高齢化の進んだ葛尾村に対して、多くの

人に村の存在を知ってもらい魅力を発信したいと考

えている。そのための活動として、ゼミ生を対象に

葛尾村キャンプを実施した。参加者からは葛尾村の

魅力に触れることができたとの感想をもらっていた。

今後は、バイクのツーリングツアー実施のため、イ

ンタビューや動画撮影を予定している。 

 

（３）課題と展望 

 今後もお互いが協力して、各グループの探究活動

を進めていきたい。また、「再生可能エネルギーの

飛躍的な推進による新たな社会づくり」を実現でき

るように継続的に努力していきたい。 

 



2.  2.  3     アグリビジネス探究ゼミ 
「地域の現状をビジネスや生業の観点から調査し、風評払拭や新たな地域活性化の方策について探究する。」を

目標に活動している。 
 

（１）はじめに 

  メンバーは６名で、スペシャリスト系列農業が５名

（男子１名、女子４名）で、残り１名（女子）は、スペ

シャリスト系列商業の生徒で構成されている。テーマに

ついては、個人または、グループで自由に設定させた。  

（２）実施内容 

テーマ及びキーワードは、次の通り。 
テーマ キーワード 編成 

楢葉の特産品をつくる 
 

楢葉町、六次化産品、

地域の活性化、風評

払拭、さつまいも、ゆ

ず 

個人 

オリーブを使って町おこし 六次化産品 
オリーブ 

個人 

大熊町を応援しよう 
～いちごやキウイを使ったス

ィーツ開発～ 
 

大熊町、六次化産品、

地域の活性化、風評

払拭、いちご、キウイ 

個人 

小麦アレルギーの人でも食べ

ることができるお菓子作り 
～米粉を使った食べ物～ 

小麦アレルギー、六

次化産品、風評払拭、

米 

個人 

美容を活かして食品廃棄物を

減らそう 
～おからの有効利用～ 

美容、六次化産品お

から 
 

グルー

プ 

（２）成果 

 ①楢葉の特産品をつくる 
 楢葉町の特産品である「さつまいも」を使用して商品

開発を行った。株式会社マルト商事と連携し「さつまい

もパン」を商品化し、市内のマルトで販売を行った。 
 今後は、楢葉町特産の「ゆず」を使用したお菓子の商

品開発の予定である。 
 
 
 

 

 

 

 

②オリーブを使って町おこし 

広野中学校の御協力で、広野中学校グラウンドで栽培

しているオリーブを収穫し、「オリーブを使ったラスク」

を製造した。出来上がったラスクを広野中学校教頭やい

わきオリーブプロジェクト代表松崎康弘氏に試食をして

いただきアドバイスを受けた。今後、商品化に向けて継

続研究中である。 

 

 

 

 

 

 

③大熊町を応援しよう 
 ネクサスファームおおくま徳田辰吾氏の御協力で、大熊

町産のいちごをいただき、フルーズドライに加工して「いち

ごマドレーヌ」を製造した。「いちごマドレーヌ」は、大熊

町で開催された「標葉祭」で販売し、アンケートを実施した。  

また、ＨＡＭＡＤＯＲＩ１３の佐藤亜紀氏の御協力で、大

熊町産のキウイをいただき、フリーズドライに加工した。今

後、キウイを使用したマドレーヌを製造する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

④小麦アレルギーの人でも食べることができるお菓子作り 
 フロンティア広野芳賀吉幸氏の御協力で、広野町産の

米をいただき、煎餅を試作した。今後、商品化に向けて

継続研究中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤美容を活かして食品廃棄物を減らそう 
 「おから」が美容に良いことを調べ、「おから」を使用

したスィーツづくりを行った。今後試作を継続し、いわ 

き内の豆腐店の店主にアドバイスをうけ、商品化を目指

す。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）課題と展望 

 自分で商品を企画し試作を行っているが、どうしてもレ

シピの完成度および製造技術が不十分で思うように進んで

いないのが現状である。しかし、自分自身、失敗を繰り返し

学んでいく姿勢が探究活動であると考える。 

少しずつではあるが、見た目や味について改善されてき

ており、確実に商品化に前進している。 

これまでの活動を通して、自ら地域の方々とコミュニケ

ーションを取り、原料を入手し、イベントに参加するなど、

多くの経験を通して深い学びができたと考える。



２．２．３.  スポーツと健康探究ゼミ 

 東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故から 12年を迎えようとしている。この 12年の間には、避難指示区
域の解除や常磐自動車道と JR 常磐線の全面開通、ふたば未来学園高校と小高産業技術高校の開校、J-village の機
能再開、浪江町や富岡町、大熊町の居住制限区域の減少など、復興が進み、明るい話題が増えてきた。 
一方で、震災や原発問題の余波もいまだに残り、不自由な環境で生活を送っている人々がまだたくさんいる。ま
た、新地高校と相馬東高校が合併し、相馬総合高校になるなど、人口の減少には歯止めがかからない。さらに、未
だ新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、震災からの復興を目指すスピード感に影響を与えた。 
これらの地域課題に対して、スポーツを通して何ができるのか、について昨年までのスポーツと健康ゼミではア
クションを行ってきた。しかし、ここ数年新型コロナウイルス感染症の影響で多くの人と触れ合ったり、一緒に活
動するなどのアクションができず、思い描いていた探究活動ができていなかった。また、自分の得意とするスポー
ツを地域課題の解決のアクションとどのようにつなげていくかを考えていくと、活動の幅が狭くなり、充実した探
究活動がやりくいことも課題となった。そのため、今年度から地域課題とスポーツを結びつけることの他に、自分
自身の競技力向上にも目を向けた探究活動も可能ということとした。 
 
（１）はじめに 
 スポーツを通して持続可能で豊かな地域の実現を探
る他、競技力向上、障害の予防などトップアスリートと
しての技術や体力向上に関する科学的見地からの探究
と実践を行い、グローバルリーダーの育成を目指す。 
 
（２）実施内容 
① 自分と向き合うためのアクション 
 自分は何に興味があるのか、「マイキーワード」を探
るため、マンダラート、問いづくり、担当教員との座談
会などを通して、自分の興味に合ったゼミを決める活
動を行った。その中で、同じテーマに興味を持つ者同士
でグループになったりしながら、自分の探究活動のテ
ーマを決定していった。 
➁ 調査、アクション 
テーマ決定後も担当教員と対話を繰り返し、「このテ
ーマのゴールは何か」「そのための仮説は何か」「どのよ
うなアクションが必要か」など、探究の内容を深めてい
った。対話を繰り返す中で、テーマやグループが変わっ
た生徒もいたが、それを否定せず、生徒の自主性を尊重
して活動を進めた。 
その後もアクションが思うように進まない生徒に対
してはこちらから寄り添い、できる限り生徒主体にな
るような支援を心掛けてきた。 
腰のケガを減らそう 

腰痛に悩むバドミントン選手が多いこ
とから、腰痛を減らすにはどのようなトレ
ーニングやストレッチを行ったらよいの
かについて、アンケートやインタビューを
行った。 

This is footboll 
 広野町にサッカーを広める
ための活動を様々な方向から
考えた。まずは男子サッカー部
の活動や本校のサッカー場に
ついてより多くの町民に知ってもらうためのアクションを立
案した。 

パフォーマンス向上とケガ防止のためのトレーニング 
野球選手の投げる、打つ、などのパ
フォーマンス向上及びケガ予防のた
めのトレーニングについて、様々な
文献や動画を元に検証を深めた。 
 
SKA メソッド 
 ロングキックの飛距離を伸ばす為
には、どのような要素が必要なのか
を探り、どんなサッカー選手でもロ
ングキックの飛距離が伸びるための
メソッドの開発を目指して活動し
た。 
メンタルの状況はスポーツにどう影響する？ 

 自分の体験から、メンタルの状況が
トレーニングやゲームにどのような
影響を及ぼすのかについて探求を深
めた。アプリを使用して自分の精神状
況をグラフ化したり、専門家から話を

聞いたりしたことをまとめた。 
サッカー選手の補食づくり 
 サッカー選手に必要な栄養素が含ま
れた補食はどのようなものがふさわし
いか、というテーマについて研究した。
ゲームやトレーニング前に、何を、どれ
くらいとるとパフォーマンスを落とさ
ずにプレーできるかなど、様々な文献を元に検証した。 
日本選手と海外選手のバドミントンへの取り組みの違い 
海外のバドミントン選手がなぜ強いのか、について興味を持
ち、日本選手が海外選手に勝利するためには何を向上するべ

きか、日本選手と海外選手のバドミ
ントンへの取り組みで何が違うか、
インタビューやアンケートを通して
検証した。 
 

 
 



女性アスリートの貧血と月経について 
 自分のように、貧血に悩むアスリートを少しでも減らした
いと思い、女性アスリートの貧血と
月経の諸問題について解決のための
アクションを立案した。 
障がい者と交流する場所を作る 
 障がい者と触れ合う場所が少ない
ことに注目し、スポーツを通して誰
もが楽しく触れ合える場を作ることを目指した。アンケート
を元に調査を進め、まずはプレイベントを実施し、その後さ
らに大きなイベントの計画を実施するための計画を立案した。 
高校生アスリートが求める食事とは 
 寮生活を送る中で、普段食べている寮
食がアスリートにとって望ましい味付け
や栄養素が含まれているのか疑問を持
ち、寮生にアンケートを実施したり、栄養
士や医師にインタビューをしたりして、望ましい食事の実現
を目指して活動した。 
スポーツブランドを通して地域を盛
り上げる 
 双葉郡の魅力をスポーツを通して広
めたい、と考え、本校を会場にしたイ
ベントの立案をした。いわき市にある
アウトドアブランドと連携し、実際に
会社に赴き、様々な製品に触れる中で、
このブランドの良さを広めること、ス
ポーツの楽しさを味わうことを中心と
したイベントの実現を目指して活動し
た。  
アスリートの障害の再発予防プロジェクト 
 アスリートに多い靭帯損傷
を防ぐためのトレーニング立
案を進めていく中で、靭帯損
傷だけではなく、アスリート
のためのケガをしない、又は
再発しないためのトレーニン
グや運動の研究を進めた。 
野球の楽しさを広めたい 

 野球の歴史を調べ、なぜ野球が
日本で受け入れられたのか、また、
野球選手のパフォーマンス向上の
ためにはどのようなトレーニング

が必要か、などについてそれぞれで調査した。探究を進める
中で、「野球を多くの人に楽しんでほしい」という思いが強ま
り、協力して活動を進めることになり、小学生に野球に親し
んでもらうための活動を考え、実践した。 
アスリートに必要な栄養素が含
まれた手軽に作れる副菜作り 
 アスリートがトレーニング後
の疲れた状態でも、手軽な調理
で簡単に必要な栄養を補給でき
る副菜について研究を進めた。

できるだけ調理器具を使わず、短時間でできる料理を様々な
文献や動画を参考に調べ、実際に簡単に調理できるかを検証
した。 
 
（３）成果 
 本ゼミに所属する生徒は、トップアスリート系列とし
て日頃からスポーツに真摯に取り組んでいる。そのた
め、地域課題と自分の専門種目を結びつけるより、競技
力向上や障害予防、スポーツを広める、などの方がより
自分事として捉えられるため、昨年度よりも自分で考
えて行動する生徒が増えてきた。また、外部のどのよう
な人材と連携して探究を進めればよいか、今までの自
分のスポーツ活動の中で知り合った人が身近にいる場
合もあり、より調査が進めやすくなった。アンケートの
対象も自分が所属する部員や寮生など、立案してすぐ
に実施できるような環境であったため、一人ひとりが
自分の役割に責任を持って取り組む姿勢も感じられた。
その結果、本ゼミからマイプロに応募し、受賞した生徒
もいた。また、地域課題とスポーツを結びつけたグルー
プに関しても、身近に地域型スポーツクラブがあった
り、Jヴィレッジでたくさんのスポーツイベントを手掛
けてきた方から助言をいただいたりすることができ、
アクションが起こしやすい環境にあることも意欲的な
活動につながった。 
 
（４）課題と展望 
 一方で、「競技力向上」「ケガの予防」「アスリートの
食事」など、すでに多くの専門家が検証し、実証してい
るテーマでもあるので、自分たちのアクションをどの
ように仮説を立て、実証していくか、で悩み、なかなか
進展しない生徒やグループもあった。科学的なデータ
を取るためにはより専門的な知識と施設が必要になり、
探究活動で実践するには限度がある。教員もそれぞれ
の探究活動のゴールから逆算して考えるように何度も
対話を繰り返し、アドバイスをしてきた。本当にこのテ
ーマで探究活動を進めてよいのか、活動を進めていく
中でゴールからずれて不安になり、何から手を付けて
よいか悩んでいるグループも多かった。また、トップア
スリート系列の生徒は、長期休業中の練習日程や試合
などの関係で、思うようにアクションに取り組めない
ことも多い。さらにグループ活動になると、グループ内
で積極的に活動する生徒と、それに依存してしまう生
徒もいる。「まずはアクションに取り組んでみよう。」と
生徒に寄り添いながら生徒の活動を見守ってきたが、
アクションを実施しなければゴールには近づかない。
以前よりもトップアスリート系列が取り組みやすい状
況にはなったが、より担当教員で連携して進捗状況を
確認し、見守り、声掛けのバランスを考えながら支援し
ていきたい。この活動が、競技力向上に役立つことのほ
か、アスリートのセカンドキャリアにも役立つもので
あることは間違いない。その意味でもトップアスリー
トの探究活動の在り方を今後も試行錯誤していく。 



２．２．３   健康と福祉探究ゼミ 
健康と福祉ゼミは、「健康」や「福祉」に興味のある生徒や高校卒業後の進路に福祉系を考えてい
る生徒が選択している。自ら興味関心のある事柄と「健康」や「福祉」の分野を関連させ、地域の課
題解決に向けて探究活動を行っている。今年度本ゼミに所属しているのは、アカデミック系列７名、
スペシャリスト系列５名（福祉１名、農業４名）、トップアスリート２名（野球１名、レスリング１
名）の計１４名で、系列を超えグループで探究を行っているチームもあり、全部で９プロジェクトが
進行している。 
 
（１）はじめに 
 探究テーマやゼミの選択がしやすいよう、「健康と福祉」に関するワードをマインドマップにて紹
介した。（図１）探究テーマは生徒それぞれの興味関心に基づいたテーマであるため、教員側からの
一斉講義形式の授業はほとんど行わず、毎回各自で計画を立てさせ、活動後に評価反省をさせるよう
にしている。（図２）基本的に生徒からの相談や活動に関するフォローは生徒個別に行っている。生
徒ごとの担当教員も設定していない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
（図１）                       （図２） 

（２）実施内容 
今年度は、４，５月にテーマ設定をした後、６～８月は
調査のためのアクションを実施する。（写真１）夏季休業
明け８月末の授業にてゼミ内発表を行う。（写真２）「テ
ーマ」と「テーマ設定の理由」、「４月から行った調査の
ためのアクション」をそれぞれパワーポイントにて発表し
た。９月からは調査のためのアクションと並行して解決の
ためのアクションをそれぞれ行い、１０月２５日にプレ発
表を行う。（写真３） 
 

（写真１） 
ここで外部審査員の方々から今後どのようにアクションをしていけばよいか等、貴重なアドバイス
をいただいた。実態調査をしただけで、今後その実態をどうしたいのか、どのように進めていけばよ
いか等悩んでいた生徒にとっては貴重な経験であった。プレ発表後は振り返りやルーブリック面談を
通して、担当教員と生徒とで探究の進め方について見直し、調査や解決のためのアクションを継続し
て行っていった。（写真４） 
 

 
（写真２）           （写真３）          （写真４） 
 



 
（３）生徒のプロジェクトと活動内容

「LGBTQ を身近に感じよう」 
演劇部で LGBTQ の要素が入った内容を演じたこ
とで興味を持ち探究を始めた。いわき市役所職員猪
狩僚さんの紹介で「さんかく交流会」のメンバーと
交流し地域の「LGBTQ」の状況について知った。
今後は LGBTQ を認知してもらうためにパンフレッ
トを作成する予定。 

 
「パラスポーツの認知度を上げるためには」 
パラスポーツに興味があったことと、オリンピッ
クで認知度が上がったパラスポーツではあるが高校
生の認知度はあるのか等の疑問から探究が始まった。
福島パラ陸上競技会事務局齋藤さんのご協力のもと
実際に田村市陸上競技場に行き、パラスポーツで使
用する車椅子体験をしたり、本校にてボッチャ体験
を行ったりした。今後は「高校生のパラスポーツに
対する認知度調査」を通してパラスポーツの認知度
を上げるアクションを考える予定。 
 
「HSP を知ろう」 
自分自身がHSPであり、この症状の生きづらさを
知ってもらいたいということから探究が始まった。
自分と同じ悩みを持つ人のために HSP 診断表を
Google フォームで作り、高校生の認知度を上げよ
うとしている。今後はSNSのコミュニティを作り話
し合い予定。 
 
「私たちにできること～子供のために～」 
 子供好きな女子生徒２名が、コロナ禍で好きなこ
とができず子供の自律神経が乱れていることに着目
し、 
認定こども園「ひろのパーク」にて保護者へ大規模
なアンケートを実施。食事の好き嫌い困っている保
護者が多く、これが自律神経に関係あるのではない
かと子供の好き嫌いが減る食事メニューを試作する。
ピーマンのレシピを考案中。 
 
「よりよいメンタルヘルスを」 
 職場や学校など環境が原因で心の病を発症する現
代に着目し、心の病にならない優しい社会にするに

はどうしたら良いか、という疑問から始まった。学
校カウンセラーや養護教諭へのインタビュー、スト
レスチェックシートの作成、アンケートを実施し、
それらの分析を通して現代のストレスについて考え
る。今後は 
メンタルヘルスについて座談会を行う予定。 
 
「運動が苦手な子供はどうすれば動くことを好ん
でくれるのか」 
 自分自身が子供の頃運動が嫌いであったため子供
が運動を好み自分から運動を始めるにはどうしたら
よいか？という問いから探究を始めた。自身の通っ
ていた保育園への聞き込みや富岡わんぱくパークを
見学した。 
 
「双葉郡と愛」 
 将来ブライダルプランナーを志望している生徒と
「愛」について考えてみたいという生徒が集まり３
人に行っている探究である。高校生や教員に「愛に
関するアンケート」を実施し実態を調査する。ララ
シャンスいわき、ベルヴィ郡山館にてインタビュー
を実施し、今後は葛尾村の祝言式を運営する予定。 
 
「嫌われがちな食材はどうやったら食べてもらえ
るのか」 
 福島県の肥満率がワースト上位であることを知り、
偏った食生活を少しでも直し健康になってもらいた
いということで探究が始まった。水口栄養教諭にイ
ンタビューし栄養について学び、子供が苦手とする
野菜を使ったレシピを考案する。 
 
「この世はカラフルだ！」 
 言語や年齢関係なく性的マイノリティについて多
くの人に伝えるために私ができることとは？という
探究目標でスタートする。本校生に対して LGBTQ
に関する大規模なアンケートを実施し、さんかく交
流会や磐梯山観光職の金光弦太さんとの対話を通し
て、言語や年齢関係なく性的マイノリティを理解し
てもらえる方法を探す。今後も性的マイノリティの
方や支援団体の方々との対話を大切にしながら絵本
を製作していく予定である。 
 
  



２．２．４   探究活動整理のための発表会 

 10月25日に２年次の探究のプレ発表会を行った。目的は以下の４つである。①これまでの活動を通しての学
びや今後の課題を振り返り、発表という形で表現することにより、他の班の探究班の生徒たちと共有し、探究活
動の意識の高揚を図る、②探究テーマ（問い）を明らかにした先にある、自らが考える「地域・社会のあるべき
姿」と課題解決に向けて実践したアクションや、構想中のアイディアを報告する、③地域の方から意見やアドバ
イスを受けることにより、今後の実践を具体的に落とし込む機会や個別に地域の方から協力を得る足がかりとす
ること。④まとめに入っている３年次生や教員からの意見やアドバイスを受けることにより探究ゼミの縦のつな
がりを強くする機会とする。地域のアドバイザーとしては、以下の方々にお越しいただいた。 

氏名 所属 地域 関連領域 
岩田 雅光 アクアマリンふくしま いわき 再エネ 

山根 辰洋 一般社団法人双葉郡地域観光研究協会 双葉町 メディア、原子力 

猪狩 琉依 富岡わんぱくパーク 富岡町 スポーツ、福祉 

平山 勉 双葉郡未来会議 代表 富岡町 メディア 

日比 賢二 
新國 宏樹 

廃炉資料館 富岡町 原子力 

佐藤 亜紀 HAMADOORI 13 事務局 大熊 アグリ 

猪狩 僚 いわき市役所、Igoku編集長 いわき メディア、福祉 

秋元 菜々美 一般社団法人双葉郡地域観光研究協会 富岡町 メディア、福祉 

（１）発表準備 
 発表時間とアドバイザーからのコメント、対話に多く
時間を割けるように、Zoom接続による全体での開会を
やめ、各会場ごとに最初から最後まで進行する形で計画
を立てた。３年次生徒は最終発表を終え、論文作成に取
り掛かる段階だったため、希望を取ったうえで自由参加
とした。 
発表の項目として以下の７つの点を示した。 
①探究テーマ、そこに至った経緯 
②どんなアクションをしてきたか 
（調査のためのアクション、課題解決のためのアクショ
ン）     
③自分が考える「地域・社会のあるべき姿」 
④アクションする前後でわかったこと、気づいたこと、 
  学んだこと、新たな仮説 
⑤自分の考え方や姿勢にどのような変化があったか 
⑥今後の「課題解決のためのアクション」の内容、計画 
⑦現在の悩み、壁、相談したいこと 
 
（２）実施内容 
発表件数は原子力防災ゼミ７件、メディアコミュニケ
ーションゼミ１８件、再生可能エネルギーゼミ７件、ア
グリビジネスゼミ５件、スポーツと健康ゼミ１５件、健
康と福祉ゼミ１１件。合計６３件となった。 

発表者をプロジェクト内容に基づきゼミを横断して
１１会場（A～K グループ、１グループにつき５～６プ
ロジェクト）に分け、発表を行った。１プロジェクトの
発表につき１０分（６グループ会場：発表５分、ディス
カッション５分）、または１２分の時間を取った（５グル
ープ会場：発表５分、ディスカッション７分）。 

 
（発表の様子） 

（３）成果 
発表会が探究のマイルストーンとなり、生徒の刺激と
なったとともに、アドバイスによって探究のブラッシュ
アップがされた。アドバイザーの提案で、発表者全員を
後日引率して外部接続をさせる機会を設定する会場もあ
った。また早稲田大学の山田研究員にもアドバイザーと
して入っていただき、資料提供・外部接続の機会をいた
だけた。 



2.  2.  5    コラボ・スクール 双葉みらいラボ 
 

 コラボ・スクール双葉みらいラボは、生徒たちが放課後に集うコミュニティスペースである。学校
と地域の「潮目」の場所として大学生や社会人、地域の大人たちとのナナメの関係に溢れた生徒にと
っての学びの場となっている。そこは生徒たちの安心・安全な「居場所」であり、様々なことを挑戦
できる「ステージ」でもある。 

2019 年の新校舎移転と共にプレハブ校舎から学校内へ移って 4 年目を迎え、様々な法人・個人のご
寄付に支えられながら、認定 NPO 法人カタリバのスタッフが常駐、運営。学校と協働しながら地域協
働スペース、協働学習ルームを使用し、平日の放課後から 20 時まで運営が行われている。 
 

(1) はじめに 
コラボ・スクール双葉みらいラボは、校内の地域

協働スペース内に設置。生徒が自学自習に取り組む
協働学習ルーム、生徒が交流の場や居場所として用
いる地域協働スペースがある。 
また施設内には「カフェふぅ」が併設されてお

り、地域交流の起点として、卒業生や地域の大人な
ど年間延べ 500 名以上が来館し、多様な人材が生徒
に関わる場所となっている。 

 
(2) 取り組み内容 
◯居場所支援 
 カタリバのスタッフがユースワーカーとして常駐
することで、コミュニケーションを通して意欲喚起
の土台となる「安心安全なセーフプレイス」をつく
っており、生徒の日常や進路に至るまで、思春期世
代特有の複雑な悩みを相談できる場となっている。 
また、探究学習におけるアクションの個別相談、

定期考査前の福島大学と連携した大学生ボランティ
アによる学習支援なども行っており、生徒の主体的
な学びをサポートする場としても機能している。 

～双葉みらいラボでの居場所支援・学習支援の様子～ 
 
◯地域との連携・協働 
新型コロナウイルス感染症による活動の制限も緩
和されつつある中で、生徒主体で地域の方と打ち合
わせやイベントをともに実施する姿が再び多く見ら
れるようになった。そのような機会によって生徒と
地域の方が出会い、活動の場が地域へと広がってい
く事例も多く見られた。また、「生涯学習施設」と
しての観点から、今年度は地域向けに映画上映会
や、芸術・建築・科学・まちづくりなどの様々な分
野で活躍されているゲストを招いた対談イベントな
ど、これまで学校や生徒とはつながりがなかった方
も参加できるコンテンツを多く実施した。中高生だ
けでなく大人も探究し学び、そしてつながる場とし
ての役割を強化することで、結果的に生徒にとって
の「学びの土壌」を耕すこととなると確信してい
る。また、このような機会に来館された地域の方

が、学校の探究発表会の審査員等の教育課程内の活
動に参画してくださるなどの事例も生まれている。 

～地域協働スペースを通じた地域の方々との交流の様子～ 
 
◯未来創造探究のサポート 
全学年で取り組まれる「未来創造探究」のサポー

トを行っており、カタリバのスタッフが「未来創造
探究」の授業にアドバイザーとして教員とともにゼ
ミ運営を行っている。具体的には、地域の大人や外
部の機会へのコーディネート、生徒同士の議論のフ
ァシリテート等を通して、生徒の多様な学びを作る
サポートを行っている。 
また、生徒が活動に対するフィードバックを受け

る場として、「社会貢献活動コンテスト」「ベネッ
セ STEAM フェスタ」「全国高校生マイプロジェク
トアワード」 などの外部機会に生徒を送り出す支援
もしている。 
加えて、今年度は県内外から総合的な探究の時間

のカリキュラム作りに取り組む高校の教員研修の受
け入れも行った。今年度はトライアルながら 4度実
施し、5 校 16 名の教員・役場職員・コーディネー
ターが参加し、本校の取り組みを現場で視察した
後、次年度の探究カリキュラム作りをワークショッ
プ等も交えながら行った。 
 
(3) 今後の展望 
 双葉みらいラボには、今年度約 7,800 名の生徒が
来館している。今後は、今年度に引き続き、地域の
方や多様な分野で活躍される方が学校に来るきっか
けを作り、生徒と大人、大人同士の出会いの機会を
創出していく。またその中で生まれる生徒の学び、
地域の変化について、定量的なモニタリング等も行
うことを通して、「学校」という施設やその教育活
動における存在意義を深めていきたい。 



２．３.   1     未来創造探究の概要 
 
総合的な学習の時間の中で、３単位を未来創造探究として実施した。そのうち１時間は主として自
らを見つめ、進路実現のための時間として、残りの２時間を探究活動として実施した。２年次に引き
続き、３年次においても６つの探究ゼミに分かれ、グループや個人でテーマを設定し、実践を行った。
昨年までと比較して、最終発表会後の論文作成に力を入れ、論文作成を通じて自分の探究の理解を深
めることを重視した。 

（１）３年次の探究活動概要 
   ４月２６日 中間発表 

５月～９月 各班、グループに分かれて探究
活動 
     ９月２４日  未来創造探究生徒研究発表会 
   10 月～１月  論文作成 
 
（２）実施内容 
① 中間発表 
  ３年次の探究の進捗状況を確認することも踏ま
え、まず４月に中間発表会を行った。今年度は発
表というよりはむしろ、聴衆と議論をしながら、
今後の探究のヒントを得ることを重視した。また、
新２年次を招き、２年次がこれから取り組む未来
創造探究のイメージがつきやすくなったともに、
新たに赴任して探究担当となった教員にとっても、
概要を伝えられるようになった。 
 ② 探究活動 
  ６つのゼミに分かれて探究活動を行った。各ゼ
ミの構成は以下のとおりである。 

探究ゼミ プロジェ
クト数 

担当教員
人数 

原子力防災 18 4 
メディア・コミュニケーシ

ョン 18 4 

再生可能エネルギ
ー 

5 3 

アグリ・ビジネス 4 3 

スポーツと健康 17 4 

健康と福祉 8 2 

③ 未来創造探究発表会 
 「未来創造探究」の集大成の場として「未来創造
探究生徒研究発表会」を開催した。各分野の第一
線で活躍されている方（専門知を持つ方）、地域
の課題に取り組んでいる方（地域知を持つ方）を
審査員兼コメンテーターとしてお呼びし、各賞を
設定した。 
  今年度は高校 70PJ、中学 15PJ とプロジェクト
数が増加した。昨年度の反省もあり、発表会は
「８分程度の発表時間」「高校はコンテスト部門
と審査部門に分ける」等の改善を行った。特に、
コンテスト部門と審査部門に分けたのは、賞のた
めの発表会ではなく、あくまで探究を深めるため
の発表会という位置づけにし、審査委員も教員も
余裕をもって内容を吟味するのが狙いだった。ま
た、生徒にとっても自主性を高めるきっかけとし
た。 
全体会においては審査員の松岡俊二先生と田村
学先生から講評を頂き、コロナ渦での探究活動に

一定の評価を頂きつつも、問いの更新、考察、文
献調査等において更に探究を深めていく手法につ
いて課題をご指摘頂いた。 
④ 論文作成  
発表会終了後は、探究内容を深めるため論文の
形でまとめていった。今年度は論文指導を強化し、
全体での論文作成ガイダンス、ゼミ担当者月次会
（数回）、中間締切のリマインド（数回）、論文
作成進捗確認シートの作成等、生徒が論文作成を
するに当たってのゼミ担当者の指導方法に関する
情報共有を強化した。 
構成は目次・要旨（アブストラクト）・内容
（動機・目的・仮説・検証方法・解決アクショ
ン・結果）・考察・探究で得た成長・謝辞・参考
資料、とし、特に考察および参考資料の提示を促
し、先行研究に基づいた自分なりの分析をするこ
とで、探究の深化を狙った。分量は 6,000 字～
10,000 字とし、一定量を書きつつも、冗長にな
らないよう、各項目についてコンパクトにまとめ
させた。12月中旬を一次締め切り、ゼミ担当者の
フィードバックを経て１月下旬を最終締め切りと
定めた。 
  
（３）評価と課題 
感染症の影響による大きな制約の中でも、多く
の生徒が地域や実社会の課題を「他人事」ではな
く「我がこと」として捉え、主体的に取り組んで
いた。実践に踏み出し、地域で新たな価値を創造
した事例や、探究を通じて自身の生き方を見出し、
進路へと向かう姿勢は高く評価できる。 
一方で、課題設定、調査やデータ、考察の言及
が少なく、「活動報告」と見受けられる探究が依
然と多い。「やってみた」だけでは探究とはなら
ない。自身の実践を、書籍や教科から得た知識と
結び付け、抽象化して全国・世界の課題とも重ね
合わせて考察を行い、地域や社会を揺り動かす新
たな知の創出や、未来に向けた提言へと至るよう
な活動を今後は期待したい。 



２．２．２   原子力防災探究ゼミ 

23名の生徒が原子力防災探究ゼミとして活動を行なった。２年次に設定したテーマについて、今年度は更なる
調査や課題解決に向けた実践を重ねた。設定時には、地域コミュニティの再生を中心に、原子力発電所事故後の
地域社会のあり方について探究するというゼミ全体テーマと合致しないテーマが一定数あったが、それらについ
ても、活動する中で地域住民・団体との協働などが多く見られ、結果的に地域社会のあり方を考える機会が得ら
れた。 
 
（１）はじめに 
 昨年度の原子力防災探究ゼミ発足時、生徒個々の興
味・関心を出発点としたテーマ設定を重視した。それ
ぞれの生徒が、自らの興味・関心が地域の抱える課題
の解決にどのように生かせるのかという視点でテー
マ設定を行なった。その結果として、例年以上にテー
マは細かく分かれ、全て個人または２名によるプロジ
ェクトとなっている。 
（２）実施内容 
 基本的には２年次の段階で設定したテーマで引き
続き探究活動を進めた。テーマについて軌道修正する
者や再検討する者もいたが、それらの生徒についても
２年次でテーマを設定する際に行った自身の興味・関
心の検討や、そこまでに行ってきた前テーマでの活動
が生かされる形でテーマの再設定が行われた。ある程
度探究活動が進んだ状態で迎えた今年度は、各プロジ
ェクト（個人・チーム）の進捗状況に応じて、教員が
個別にフォローする体制がとられた。年度の前半は、
積極的に外へ出て調査や実践を重ねる姿が見られた。
そうしたアクションについては、ほとんどの生徒が夏
休み明け頃までに一区切りをつけ、その後は多角的に
考察したり、表現したりする段階に入った。９月の未
来創造探究発表会、そして論文執筆を通し、２年にわ
たる探究活動をまとめた。 
（３）成果 
 ３年次になると、各プロジェクトともこれまで以上
に考えながら行動する姿が見られた。２年次から積極
的に地域へと活動の場を広げていった生徒たちであ
り、その積極性こそ彼らの強みであるが、一方で、十
分な検討や準備が不足していた面もあった。それが３
年次では経験の積み重ねや反省から、調査や実践の前
後でしっかりと思考する姿勢が伴ってきた。また、仮
説通りに活動が進まなかったときでも諦めずに新た
な方策を検討するしなやかさ（レジリエンス）が備わ
ってきた。試行錯誤こそ探究の醍醐味であると考える
が、生徒らは活動を通してそれを堪能したと思う。 
 
【主なテーマ・プロジェクト】 
①子どもの社会参画の場を創出することをテーマと

したプロジェクトは、双葉郡８町村小学生交流イベン
トの開催を中心に探究活動を展開した。この交流イベ
ントはこれまで郡内小学校教員を中心に企画・運営が
なされてきた。本プロジェクトでは、教員らで構成す
る実行委員会に対し、中学生を企画・運営側に加える
よう提案し、中学生実行委員会を組織することに成功
した。中学生らは、小学生時代に交流会へ参加してお
り、その経験を生かし今回は企画側として参画するこ
ととなった。これは、中学生が企画実行による達成感
を味わうことと、社会に参画することへのハードルが
下がることを期待して行われた。新型コロナ感染症の
拡大により、交流イベントは実施直前で中止となって
しまったが、新たな体制を次年度以降へ引き継ぐこと
ができた。本プロジェクトに取り組んだ生徒は、学校
内外の様々な場面で一貫して子どもの参画を重視し
た活動を行い、生徒会活動においても生徒主導の校則
改正に大きく貢献した。 
 
 
 
②アレルギーに対応し
たスイーツを地元企業

と共同開発したプロジェ
クトの出発点は、原発事故以降苦境に立たされた地元
の農産品販売に貢献したいという思いだった。南相馬
市出身の生徒2名が、地元産品を使った商品開発を目
指し、調査や試作に取り組んだ。災害用非常食に、地
元産品を取り入れることはできないかと考え、非常食
に関するアンケート調査を実施したところ、調査結果
からは、被災者自身がなかなか選ぶことができない非
常食にアレルギーへの配慮を求める意見が一定数あ
ることが分かった。そこで、アレルギーに対応した非
常食、なかでも非常時に精神的な安らぎを与えられる
ものとして甘味（スイーツ）の開発に取り組んだ。非



常食という性質上、長期保存が基本とされるため、ど
ういった食材が、またどのように加工するのが適して

いるのかというところで、
大きな壁にぶつかることとなった。活動が停滞気味に
なったところで、地元スーパーに相談する機会を得ら
れた。非常食の開発は難しいものの、アレルギーに対
応したスイーツを共同で開発するというのであれば、
スーパーとしても協力できるという申し出をいただ
いたことで、テーマの修正を図った。その後、スーパ
ーの担当者に加え、地元洋菓子店の協力を得て、数回
にわたる検討会と試作会を繰り返し、完成したスイー
ツを一週間にわたってスーパーの店頭で販売した。最
終的に、いわき市や双葉郡の地元産品を使用すること、
アレルギーに対応した商品を一般のお客様に提供す
ることまで実現できたのは、活動の途中においてぶつ
かった課題にしなやかに対応できるチームワークが
あったからと評価できる。 
 
③将来医師を志す生徒が、医師不足という問題を抱え
た地域医療の現状を、AED（自動体外式除細動器）の
普及によって改善していくというプロジェクトにと
りくんだ。前半は、医師との対話等を繰り返し、日本
の医療、地方の医療が抱える課題について、考えを深
める機会を得た。一方で、地方の抱える医師不足とい
った問題が、福島県で顕著になっている問題ではある
ものの、全国のどの地方でも見られる構造的な問題で
もあり、その解決のためには国や地方公共団体、そし
て医学部をはじめとする医療従事者を養成する大学
等が中心となって取り組まなければ、解決の難しい大
きなテーマであることを再確認させられた。そこで、
現在の一住民の立場から、少しでも地域医療に貢献で
きないかと考えた際に、AED の可能性を探っていく
こととなった。日本は、人口あたりのAED 設置率こ
そ世界トップクラスであるものの、実際にAED が使
用されているのは必要な事態の５％に過ぎないとさ
れている。そこでAED の意義、設置箇所、使用方法
について、多くの人に広めていく活動に取り組んだ。
校内に設置されているAED についても、アンケート
の結果、設置箇所を正確に把握している者は少なく、

いざという時に使用できる状況でなかったため、校内
各所に最寄りのAED 設置箇所とそこまでの経路を矢
印で示す表示を掲示した。これにより、教員・生徒だ
けでなく、校舎を利用する全ての人にとってAED の
場所が明らかになった。また、防災避難訓練の機会を
利用して全校生徒に対しAED 活用の意義を説いたり、
AED 製造企業や救急救命士を目指す本校 OB の大学
生らと協働してAED 講習会を催したりするなど、校
内において積極的な啓発活動を展開した。一方、校外
においても、各種発表会で本テーマでの活動を紹介す
ることでAED の啓発活動に努めるとともに、見てく
ださった方々からは多様な視点でのフィードバック
をいただき、それをまた活動へと反映させていった。
本探究は、自身の将来の夢につながるテーマであり、
本人にとっては高校卒業後も継続していく探究とな
っている。探究が自分自身の夢や目標を深く考える機
会になったり、一生かけてやり続けたいと思えるテー
マに出会える機会になったりする、好事例であったと
言える。 

 

（４）課題と展望 
 生徒の興味・関心を出発点としてテーマを設定して
いるため多様なテーマ設定となったが、これまで一定
数あった廃炉や事故後の処理についてのテーマが生
徒らの関心と結びつかない現状は、事故からの時間の
経過が一因としてあるだろう。一方で、どういったテ
ーマであれ、この地域においてこの地域に暮らす人た
ちと協働したり、この地域の他の課題について考えを
深めたりすることは、どこかで震災や原発事故との関
わりを持っている。震災や原発事故が出発点でなくて
も、そこと繋がった時にどう考えを深めていくことが
できるのかが、今後のゼミ運営の課題かと考える。 
 今年度は、順調に活動が進まなかったときの生徒の
頑張り（踏ん張り）が目立った。簡単に解決しない課
題だからこそテーマとしたわけではあるが、昨年度ま
では一度行き詰まると活動がそのまま停滞し続ける
ことが多く見られた。今年度は、実践の形を変えて再
度挑戦したり、テーマの修正を図ったりと、試行錯誤
しながらも前へ進もうとする姿勢を見せ、その点は大
きな成長であった。

  



２．３．２   メディア・コミュニケーション探究ゼミ 

 
メディア・コミュニケーション探究ゼミ（以下メディアゼミ）は、双葉郡を中心とした地域が抱える課題に対し、
情報の発信や過去の記録（アーカイブ）といった手法を通して、その解決に向けた活動を行っている。メディア・
コミュニケーションという枠を超えたテーマを設定し探究活動に取り組む生徒も多く、25名（男子５名、女子２
０名）が在籍している。 

（１）はじめに 
 震災について「ほとんど覚えていない」と本ゼミ生の
大半が語る。これは、震災当時彼らが未就学児であった
ことに起因する。これまでの探求では、自身の経験した
「ストーリー」に基づいたテーマ設定が主であったが、
これまで家庭や学校で得た学び・双葉郡の地域課題につ
いて考察した高校１年次での活動などによる、客観的知
識に基づいたテーマ設定が顕著となる。伴って、彼らに
寄り添う我々アドバイザーの関わり方も、柔軟な変容が
求められる。 
 前述のことに由来して、震災・原発事故からの復興や
風評被害の払拭といったテーマが減少し、双葉郡の魅力
の開発・発信や、他地域も抱える課題に対し双葉郡を活
用して解決に取り組むなど、多様なテーマが設定されて
いる。  
（２）実施内容 
①話せばわかる、話せば変わる～いわきを越えた学び
を通して～ 
  震災と原発事故で様変わりした双葉郡を知るた
めに、様々な活動に参加した。特に大学のシンポジ
ウムに参加して、交流する中で、固定観念に捕らわ
れず、世代を超えた交流をすることができた。そし
て新たな目標・課題が見つかった。 
②ふるさとを大切に 
ふるさとを大切にしたいという思いから、多くの
人がふるさとに誇りを持ち、貢献したいと思えるよ
うな活動を行った。出身中学校の生徒を対象にアン
ケートやワークショップを行
い、ふるさとについて考えるき
っかけ作りをすることができ
た。 
③絵本を作って、東日本大震災を伝承する 
オリジナル絵本を作り、たくさんの人に東日本大
震災の知識や記憶などを伝承した
いと考えた。完成した絵本を本校図
書館、相馬市立図書館、南相馬市立
図書館の３カ所に展示し、読んでい

ただいた方にアンケート調査を行った。 
④生理によりそう探究 
生理の貧困をテーマとし、問題を解決するため、
アンケートを行い、関係する教員と協議しながら、
本校のトイレに生理用品を設置するアクションを行
った。活動の中で、トイレに生理用品
を置く活動を持続させるためには、企
業と連携するという方法もあるとい
う新たな視点に気づくことができた。 
⑤発達障害と療養 
発達障害のことを調べてみると、その解説の多く
が難解でわかりにくい。そこで、どのようにすれば、
多くの人に発達障害のことが理解されるか、また療
育施設について理解が進むのかを探求した。 
⑥浜通り×聖地巡礼 
浜通りの観光客増加のために、アニメ等コンテン
ツの聖地巡礼を取り入れることで、観光客が増え、
双葉郡の魅力を伝えられるのでは
ないか考えた。双葉郡をイメージ
したオリジナルキャラクターを作
成し、文化祭で展示した。 
⑦男性保育士に対しての差別や偏見を減らす 
保育の魅力を発信している横浜バーンの方々や
男性の保育教育実習生、出身幼稚園の教諭らと交流
し男性保育士の置かれている状況について調査した。
性別による差別や偏見について、現場の状況を知る
とともに、その払しょくのための解決方法について
考えを深めることができた。 
⑧救いたい小さな命 
最近のペットブームから殺処分をキーワードに
して、飼い主のあり方、自治体や民間団体の取り組
みなどを電話などから調査し、子供たちにもこの問
題について考えてもらえるよう絵本を作り、啓発活
動を行おうとした。 
⑨孤食 ～今の子供たち～ 
一家団らんの食事が大切だと考えているので、1
人で食事をとる子供が増えている事は大きな問題で



あると考えた。アンケートをとると、家族の生活が
忙しくばらばらな状況と、子供が一家団らんを避け
る傾向の２つが見えてきた。どうすれば一家団らん
の時間を持てるか考察した。 
⑩ひろぼーを広めよう ～キャップアートで印象付
ける～ 
アートと環境問題に興味があった
ことから回収したペットボトルのキ
ャップを使ってアート作品を作るこ
とを考えた。広野町の象徴のひろぼー
をアート作品にすれば多くの人の目
に留まりペットボトルのキャップの
回収が進むと考えた。 
⑪古着の活用 
古着のリサイクル事業に関心を持っていた。そこ
で自ら古着の仕分けに参加し、どのような古着がど
のような年齢層にどのような目的で採用されている
かを調査した。古着再利用の可能性を探求した。 
⑫不自由なく過ごすには？ 
すべての人が不自由なく過ごせる社会を目指し
たいと考え、身近なところで生活に不自由な物や場
所がないかを調査した。物が充実していれば人の心
も満たされると考えていたが、物よりも人の心が大
切だということに気づいた。 
⑬民話を通して地域を知る 
非常食の必要性を認識することと災害に備える
意識を高めることを目的として、非常食を作ってみ
たり、公的に保管されている備蓄品について調べた
りした。高齢者や子供を抱える世帯、外国人などに
対しては配慮が必要なことがわかった。 
⑭福島と世界 
震災で差別を経験し、福島県が風評被害に遭って
いることに対して、福島についての印象を、SNSな
どを利用し、いろいろな意見をもとに、どのように
したら福島の印象が良くなり、各種産業が普段通り
行えるようになるのかを考察した。 
⑮繋がる世界と福島 
中学校まで中国に住んでいた経験を活かし多く
の国際交流活動に参加した。福島県が風評被害を受
けており、自分のルーツを活かし貢献できることを
模索した。将来は現地での交流ができる、異文化交
流の場を設けたい。 
⑯音楽で町を元気に！ 
広野町を由来とする童謡「とんぼのめがね」のよ

うに、町民が親しみやすい音楽を広める活動を行っ
た。文化祭で自身の広野町の新たなテーマソングに
なるような童謡を作
曲し披露した。音楽の
可能性について深め
ることができた。 
⑰風評被害と心理 
風評被害を減らすため、風評被害と情報の関係性
について調べた。誤った情報の発信が風評被害の原
因であると考え、どのようにすれば正確な情報を発
信できるかの調査をポスター掲示やアンケートで行
った。活動の中で、情報を正確に伝えることの難し
さに気づいた。 
⑱小説で福島に人を 
小説を書いてみたいと言う気持ちと、地域振興の
役に立ちたいと言う2つの気持ちを掛け合わせてみ
た。携帯で読める小説をネットで発信。その際に広
野町の特産物や名所を小説に散りばめれば、広野町
の交流人口が増えるきっかけ来なるのではないかと
考えた。 
⑲交流を通して双葉郡の魅力を伝える 
  双葉郡の魅力を、交流を通して広めたいと考え活動
した。本校生徒へのアンケートや広野町、楢葉町の町
民へのインタビューから広野町の魅力をマップにま
とめた。活動の中で、人と人との繋がりの大切さを実
感し、目的の達成には地域との協同が必要であると考
えた。 
（３）成果 
 行動制限があった昨年度と比べ、今年度はアクション
を行う機会が徐々に増え、地域人材とのつながりを大切
にしながら探究を進めることができた。活動の中で、自
分が社会を変えることができる力を持っていることに気
づき、「変革者」として果たすべき役割について考えるこ
とができた。 
（４）課題と展望 
 コロナ禍の中、徐々にアクションの機会は増えたが、
それでも十分なアクションができたとは言えない状況で
あり、やむを得ずオンライン上で交流することが多くな
ってしまった。文化祭において発表や展示をするアクシ
ョンを行った生徒や、ある程度まで探究が進んでしまっ
た生徒などは、煮え切らずに探究を終える生徒もいた。
教員によるアクションの提案を積極的に行うことが重要
であると考える。 



２．３．２   再生可能エネルギー探究ゼミ 

 
福島県では、2011 年 3 月に「福島県再生可能エネルギー推進ビジョン」を策定したまさにそのとき、
東日本大震災とそれに伴う東京電力第一原子力発電所事故によって再生可能エネルギーを取り巻く情
勢が激変した。そこで福島県では新たな再生可能エネルギー推進ビジョンとして震災以降の社会情勢
も反映させた「再生可能エネルギーの飛躍的な推進による新たな社会づくり」を 2012 年 3 月に策定
し、復興の主要施策の 1 つとした。このビジョンには原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発
展可能な社会を目指した福島の再生可能エネルギー産業の未来像が描かれている。 
本校の再生可能エネルギー探究ゼミでは、「福島県再生可能エネルギー推進ビジョン 2021」をもと
に福島県や双葉郡の現状を把握し、課題を見いだし、解決の糸口を探究することが一般的な進め方で
はある。フィールドワークや基礎実験などの演習を全員で行い、基礎知識や体験の共有化を行った。
それと同時に、各グループごとの探究テーマも設定し、探究活動を進めてきた。

 
（１）はじめに 
 再生可能エネルギー探究ゼミでは生徒 12 名が、
お互いが協力しながら、探究活動を進めてきた。全
体の活動としては、「福島県再生可能エネルギー推
進ビジョン 2021」を参考に FH2R の見学、ソーラ
ーカー大会参加、CQEV ミニカートレース参加（筑
波）等、様々な取り組みを行ってきた。また、各グ
ループの探究テーマも設定し、探究活動を進めてき
た。除去土壌の再利用班、CO2削減班、マイクロプ
ラスティックについて班、小水力発電班等野心的な
探究テーマを設定し、探究活動を進めてきた。

 
（２）実施内容 
  ①CO2削減班 
 CO2削減の為に個人でできることは何があるのか、
地球環境の現状を知り、一人ひとりが、「節電」、
「省エネ」に日常的に「能動的」に取り組む社会を
目指すというものです。その実現の為に考えた検証
は、植物や木を増やせば CO2の吸収を促進できる、
電気自動車の導入、微生物発電、節水、節電、プラ
容器削減、都市ガスを電気で代用などです。実践し
た結果は、植林は長期的にみれば、効果はあるがコ
ストと土地、時間がかかる。電気自動車の推奨は自
分たちでやるには難しい。微生物発電は毎秒 2〔μ
W〕でほぼ効果ありませんでした。最終的に節電、
省エネが一番身近で取り組みやすく、また各家庭の
生活費も削減できるので、取り組みやすい結果にな
りました。具体的には無駄な電気をこまめに消す、
寝るときやエアコン使用の節約です。班員の各家庭
試みたが、夏や冬の気温で我慢しなくてはならなく

なり、不自由な暮らしになるので続かない。 
節電は自分たちが意識することで実現できたが、毎
日継続して実施することが難しいという結果になり
ました。改善点は、大規模な電力需要家（学校や大
企業）で節電を積極的に取り組む。 
 未来創造探求を通して自己の考え方、姿勢の変化、
成長は、この探求をする前は、引っ込み思案で自分
がやっても無駄だよなーと自分から積極的に取り組
むことが少なかったが、探求を通して自分が行動す
ることに意味があることを知り、まずは自分から始
めようという考え方に変わりました。また姿勢の変
化として、目標を達成するためではなく、日ごろか
ら無駄を省いて生活の一部として心がけることが大
事だと思いました。 
出典「福島県再生可能エネルギー 推進ビジョン    
   2021」〇〇〇〇 
②水素班～「水素を知る・伝えること」～ 
 水素エネルギーをわかりやすく広めるためにはど
うすればいいのか？それには水素社会・水素エネル
ギーをすべて理解するのではなく、基礎的なことや
ある程度までのことを理解している状態を目指して
います。 
 水素はこれからの脱炭素の大切な役割になると
思い、浪江町の福島水素エネルギー研究フィールド
FH2R を見学した。職員の方に施設について話を聞
き、再生可能エネルギーを利用したグリーン水素の
製造する実証運用施設。太陽光発電から得られる電
力によって水の電気分解をおこない水素を取り出し
ている。水素製造装置は10MWと世界最大級で1時
間あたり 1,200Nm³の水素を製造することができる。
この量を1日稼働すれば約150世帯の1か月分の消
費電力量、もしくは燃料電池車両約 560 台分の燃料
に相当するエネルギーをつくりだすことができると
のことでした。製造された水素は、燃料電池や水素
ステーション、産業用として使用され、東京 2020
オリンピック・パラリンピックの聖火台や一部の聖
火リレートーチの燃料としても使われ福島県ではサ
ッカーナショナルトレーニングセンターの J ヴィレ
ッチや浪江町の道の駅なみえ、福島市のあずま総合
運動公園などにも提供されている。 



 
 石炭や石油などの化石燃料を燃やして水素を製造
する方法を「グレー水素」、化石燃料を使って水素
を製造するが、排出した CO2を回収や貯留すること
で CO2の排出を低減「ブルー水素」、最後に太陽光
発電など再生可エネルギーから水素を製造する方法
を「グリーン水素」の３種類に分類されることを知
った。 
 また、2022 年 11 月 19 日と 20 日に J ヴィレッ
チで親子向けのカーボンニュートラル啓発イベント
に参加する機会がありそこで今まで学んできた水素
エネルギーについて丁寧にわかりやすく説明するこ
とができたと思う。 
 探求で得た成長は、水素エネルギーや再生可能エ
ネルギーの現状やメリット、デメリットがわかり、
テレビや新聞で再生可能エネルギーについてのニュ
ースはある程度理解でき、そのことについて周りの
人や親に説明できることだと思う。 

 
 
③ 小水力発電の作成、実験班 
 広野町は豊富な水資源があり、小水力発電を活用
し町の歩道を、イルミネーションで照らそうと考え
ました。 
 地域の現状は、人口が減少し、活気が少ないと感
じました。街灯の数が少なく、歩道が暗く危ないこ
と、加えて、地域自体もどこか活気のないように思
いました。 
 再生可能エネルギーを使って、イルミネーション
を点灯することで町の歩道や人の心も明るくなるこ
とです。 
 そのためのアクションは、太陽光発電を使用した、
イルミネーションを設置、点灯をすることです。ま
た、小水力発電の作成、実験です。 
 結果は、町民の方に町が安全になった、明るくな

ったと感じてもらえた。町の街灯も増え、LED 化で
夜も明るい歩道が増加しました。もう一つの課題は、
小水力発電でしたが、生活に使用するには様々な困
難があることがわかりました。 
 未来創造探究を通して地域の方々から頂いた様々
な知恵を元に、お世話になったこの地域のために、
私たちができることをこれからも探し続けていきた
いと思います。 
④除去土壌の再生利用とその可能性班 
 除染作業によって発生した大量の汚染土壌が中
間貯蔵施設に蓄積されていく問題があります。 
 飯館村長泥地区で環境省が進めている再生利用
実証事業の最新状況について学習をしてきまし
た。そこでは、除去土壌の放射能の安全を確認し
た上で、造成可能な農用地等の利用促進を図るこ
ととされています。風評被害もあり、安全性を示
そうと考えたとき、除去土壌を利用して場所を取
らないようにするには、農作物の育成に活用する
ことと仮説を立てました。それを踏まえて、実証
実験からはどのような安全性を示す数値が出たか
などを詳しく調べてきました。しかし、除去土壌
を減らすことについて直接的に解決することはで
きませんでした。探究に取り組む背景となったき
っかけ・起点として、東日本大震災を経験して多
くの災害による被害を目の当たりにしたことが最
も大きな出来事になったと感じます。 
探究発表で除去土壌の再生利用や、福島県外の
人々が、福島県産の作物に対してどのような意見
を持っているか、またその対策案などを友達や先
生方との意見交換をすることができました。そし
て、地域・社会が抱えている課題について考え、
福島県外の人々から県内産物への良いイメージを
作り出すために地域の理想の未来を構想したりす
ることができました。 
基本的な学習の一環として、再生可能エネルギー
のあり方について、より具体的に話し合うことな
どを行なってきました。 
 
（３）成果 
 再生可能エネルギーの探究を通じて、身近にある
エネルギーを様々な方法を用いて取り出し電気エネ
ルギーに変えて使えるようにすることが、アイディ
ア次第で簡単にできると理解できた。 
（４）課題と展望 
 各種エネルギーを電力に変換する方法や、電力を
冷房、暖房、モーター等様々な用途を考えるベスト
ミックスを個人レベルや職場単位、地域単位で進め
ることで、そのモデルを発展させ全国に広めること
ができる可能性を感じた。 
 
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/fukushim
a-saiene/#houkousei 



２．３．２   アグリ・ビジネス探究ゼミ 

アグリ・ビジネス探究ゼミは、双葉郡の農業生産の現状を鑑み、今後の農業とビジネスを探究するゼミである。

令和４年度はアカデミック系列、スペシャリスト系列農業、商業の生徒から成り、計8名（女子8名）で実施し

ている。自らの関心のある事柄と「農業」や「商業」の分野を関連させ、地域の課題解決に向けて探究活動を行

っている。

（１）はじめに 

 アグリビジネスゼミに所属する生徒は、商品開発に関

心を持つ者が多い。所属生８名のうち７名がスペシャリ

スト系列の農業または商業選択者であり、教科の授業を

とおして地域資源を活用した商品開発に取り組んでいる。

それゆえ、教科と連携させながら、双葉郡の資源を使っ

た商品開発を目指す活動を進めてきた。 
 全体の活動としては、２０２２年７月２１日に、福島

大学 農学群職農学類 則藤孝志先生による「フードシ

ステム」についての講話を聴いた。『農業と食品産業

は、原子力災害からの復興を目指す「車の両輪」であ

る』という研究上の理念から始まり、農と食による地域

の盛り上げ活動の考え方や実践例について学んだ。講話

の後半では、本ゼミ生に向けて「（探究のテーマについ

て）なぜそれをするの？」という問いかけがあり、探究

のきっかけや思いを語り合う場面もあった。 
  

（２）実施内容 

 テーマおよびキーワードは、次のとおりである。 
テーマ キーワード 編成 

エディブルフラワー

の栽培とゼリー作り 

農業、食用花、無農

薬栽培、地域活性

化 

グループ 

美容で双葉郡の魅力

を伝えたい! 

美容、商品開発、双

葉郡の果物、地域

活性化 

グループ 

双葉郡のフルーツで

町を元気にしよう！ 
廃棄品を使用した新

商品の開発について 

商品開発、双葉郡

の果物、果糖、ジャ

ム 

グループ 

双葉郡の新土産「コ

ーヒーかす」の石鹸  

～コーヒーかすの再

利用可能性について

～ 

再利用、商品開発、

コーヒーかす、石

鹸 

個人 

 

 

 

（３）成果 

①エディブルフラワーの栽培とゼリー作り 

地域の花を使ったスイーツを作り、双葉郡の景色

を多くの人に知ってもらうことを目的とした探究活

動である。スペシャリスト系列農業選択者３名から

成る班で活動し、花の無農薬栽培と、花を使ったス

イーツ作りを行った。 

  県内でエディブルフラワーの栽培を行っている 

「にこにこバラ園」を訪問し、エディブルフラワーに

適した花の品種の選び方や、無農薬での栽培方法に

ついて学んだ。８月より本校施設内でマリーゴール

ドの無農薬栽培を実践し、エディブルフラワーの自

家栽培に成功した。温室内での栽培管理が継続でき

なかったことが原因で

アブラムシがついた

が、希釈した食酢水溶

液を噴霧することで対

処する工夫がみられ

た。 

自家栽培のマリーゴールドを使ったスイーツ作り

では、花の見た目や香りをそのまま残すことが可能な

濡奈加工法として、ゼリーを選択した。ゼリーは二段

仕立てとし、下層には

ヨーグルト風味の白い

ゼリー、上段にはエデ

ィブルフラワーが入っ

た透明なゼリーを重

ね、味も見た目も高評

なスイーツが完成し

た。 

 探究で得られた学び・力は、「コミュニケーション

能力」と、地域のために自ら動く「行動力」である。

同班の活動成果は、２０２３年１月開催の「県総合

学科高校生徒研究発表会」にてポスター発表を行っ

た。 

  

 

 



②美容で双葉郡の魅力を伝えたい! 

若い世代の話題となりやすい美容に着目し、双葉

郡産の果物を活用した化粧品作りと、それによる若

者の呼び寄せを目的とした探究活動である。 

広野町で化粧品を製造している「（株）レイス」を

訪問し、直接肌に触れる商品は、アレルギー検査の

実施や安全性を示すための申請が必要であることを

学んだ。 

肌につけない美容製品として、香りでリラックス

効果や美容効果が得られるアロマに着目した。水蒸

気蒸留法の装置を自作し、みかん皮やバナナ皮、ド

クダミなどから香りを抽出した。結果は、採れた香

り成分量は微量であり、アロマ効果を期待できる香

りではなかった。抽出法や抽出資材の改善をするこ

とで、日本人好みのフレッシュで清潔感のあるフル

ーティーな香りが得られ、双葉郡の果物から話題性

のあるアロマができると期待できる。 

探究で得られた学びは、他者との関わりをとおし

て「ものごとの捉え方が広くなった」ことだ。見学

先の工場での相談や、カタリバスタッフからのアド

バイスから多く

の気づきを得ら

れた。探究活動

をきっかけに、

他者の考えを受

入れようとする

姿勢が強まった

という成長が見

られた。 

 

③双葉郡のフルーツで町を元気にしよう！廃棄品を

使用した新商品の開発について 
  双葉郡産の果物を活用した新商品開発を目的と

した、砂糖不使用のジャム製造についての探究であ

る。 

果物に含まれる果糖に着目し、果糖を抽出・粉末

化することで、砂糖の代替品としてジャム作りに活

用しようと考えた。バナナ、キウイ、オレンジなど

の果物をペースト状にし、濾過して得られた濾液を

７０℃で１～２週間乾燥させて、粉末化を目指した。

結果は、得られた乾燥物にはべたつきがあり、粉末

化はできなかった。べたつきの正体は、乾燥不十分

によるもの、または濃縮された果糖のいずれかであ

ると考察している。 

探究で得られた学び

は、「物事は思い通りに進

まない」ということと、そ

の解決のためには「視野

を広げること」が必要だ

ということである。果物

から砂糖が取れると勘違

いしたまま実験を行って

いたため失敗続きと感じていたが、実はこれらの実

験ではドライフルーツが完成していたことなどに、

発表会をとおして気づきを得ていた。 
 

④双葉郡の新土産「コーヒーかす」の石鹸～コーヒーか

すの再利用可能性について～ 

本校カフェで廃棄されているコーヒーかすに着

目し、コーヒーカスを活用した石けん作りを目的と

した探究である。 
石鹸の自作を目指し、食用オイルと苛性ソーダ水

を混合する製造法と、グリセリンソープを融解する

製造法の２つを実践したが、結果は難しかった。 
いわき市で石けん製造を行っている「GSauto 

JAPAN・ANDANTE」を訪問し、コーヒーかすを使

った石鹸の商品化についての会談を複数回行った。

コーヒーかすをリサイクルことの意義や、石鹸にお

けるコーヒーかすの消臭効果などを協議し、商品化

に向けて具体的な

企画立てをした。

年度内の実現には

至らなかったが、

継続する価値のあ

る探究である。 
探究で得られた学びは、「情報に直接触れる」こと

の大切さである。本探究では、情報の収集や発信に

おいて SNS は極力使用せず、実際に見たものや触

れたものを信用して活動を進めてきた。直接触れる

ことで気づきを得られたり、信頼関係を構築できた

りした。 

 
（４）課題と展望 

地域資源を活用した商品開発を自分で企画し、必要な

技術を自ら外に学びに行ったが、多くの大人との関りか

ら地域課題について再確認し、実践を通して何を学ぶの

かを整理していくことが必要である。 

 



2.  3.  1.    スポーツと健康探究ゼミ 
概要 
 東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故から 12 年が過ぎた。この 12 年の間には、避難指示

区域の解除や常磐自動車道と JR 常磐線の全面開通、ふたば未来学園高校と小高産業技術高校の開校、
J-village の機能再開など、復興が進み明るい話題が増えてきた。震災や原発問題で受けた子どもた
ちの運動能力低下問題も、様々なプログラムが考えられるようになり、少しずつ回復傾向に向かっ
ている。しかし、震災や原発問題の余波もいまだに残り、福島県民の生活に不安を残し続け、不自
由な環境で生活を送っている人々もおり、時間が経過したことで忘れられようとしていることや新
たな課題が生まれていることも事実。将来的な課題は続いている。さらに、今年度は新型コロナウ
イルス感染症が世界で拡大。私たちの生活する日本、福島県にも大きな影響をもたらし、震災から
の復興を目指すスピード感にも鈍りを与えた。 
「当たり前は当たり前ではない」。これは 12 年目に私たちが身をもって感じたことである。そし

て今、「ステイホーム」「新しい生活様式」「緊急事態宣言」「ソーシャルディスタンス」など、
私たちはまたそれを感じる事態となっている。日常の一部であった「スポーツ」というものが、ど
れだけ多くの人に元気や勇気を与え、様々な課題を解決できる可能性を秘めたものであったのかを
改めて感じることとなった。「する」「観る」「支える」「知る」。このような状況にある今だか
らこそ、世界や社会、地域、さらには自らの課題に目を向けて、どのような課題が蓄積されている
のかを知り、スポーツを生かして世界や社会、地域、自身の課題解決を目指す。 
 

（２）はじめに 
  スポーツを通して地域を豊かにする方策を
探究する。総合型地域クラブによる地域活性化、
健康の増進、子どものスポーツ環境の支援、ス
ポーツビジネスによる持続可能で豊かな地域の
実現やアスリートとしての技術や体力向上に関
する科学的見地からの探究と実践を行ってグロ
ーバルリーダーの育成を目指す。 
（２）実施内容 
① 興味あるテーマに対する文献調査 
 高校 1年次に決めた、各生徒のテーマに沿って、
インターネットや図書館を使用した文献調査を
行った。生徒が抱える小さな問いやテーマに関
係する、人、施設、団体、専門家を切り口とし
て、既に行われている取り組みや、分かってい
ることの情報を収集した。 
 その際、インターネットや図書館を使った調
査する方法や気を付けることに対して、実践的
に学習する機会を設けた。 
 
2 地域のスポーツ振興を担う施設、団体の訪問 
文献調査の後、地域のスポーツ振興を担う施
設、団体を代表して、広野みかんクラブとナシ
ョナルトレーニングセンター Jヴィレッジを訪問、
取材を行った。文献調査で分かったことと実際
に活動している方から得た情報の同じ部分や異
なる部分を通して、生徒が持つテーマをより多
様な視点で向き合う時間を設けた。 
 
3 グループ学習(調査・アクション) 
文献調査や地域の実態、声を通して得た情報

を基に、より深く調査する内容を探索し、生徒
自身がどのようなアクションを通して、地域の
スポーツ振興に寄与するかを検討した。実施す
る内容によって、個人で活動する生徒やグルー
プで活動する生徒がいたが、生徒の主体性に任
せ、グループ学習を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広野 Revolution” 
 「自分たちの得意なスポーツを使って貢献で
きる」ことを探して、活動を始めた。調査する
中で、広野町が福島県の中でも運動力が低いこ
とを知った。広野小学校の教頭先生と協議を重
ね、小学校でスポーツイベントを開催し、小学

生に運動する機会を届けた。 

  
“外遊び減少解決” 
 東日本大震災による福島第一原子力発電所事
故により、屋外で遊ぶ子どもが減ったことを基
に、子どもの外遊びを促進するために活動を始
めた。東日本大震災の影響はなくなりつつある
ものの、新型コロナウイルスの感染拡大により、
屋外よりも屋内で遊ぶことが増え、運動する機
会が減っていることが明らかになった。この問
題に対して、みかんクラブと協働し、小学生が
放課後に外で遊ぶ機会の提供を目指し、活動し
ている。 
 
“肥満児を減らそう” 
 広野町において、肥満児の割合が多いのでは
ないか、という認識を基に、アンケート調査を
実施した。その結果、運動が嫌いな生徒が多か
ったことが分かった。その調査をもとに、子ど
もがスポーツを好きになれる体験を届けたいと
考え、アクションの準備を行った。こども園で
実践する予定だったが、コロナウイルス感染拡
大により、中止に追い込まれてしまった。 
“Easy Sports で not苦手 
 「運動が苦手な人を減らすにはどのようにす
ればよいか」という疑問を基に活動を行った。
高校 2年生対象にスポーツに関するアンケート調
査を行った結果、幼い頃からスポーツをやって
いるかがスポーツへの苦手意識に関係している
ことが分かった。その調査を基に、こども園に
通う子どもが楽しめるスポーツを開発した。 
 

 
 



“コロナ禍でもスポーツ観客数を増やそう” 
 新型コロナウイルス流行により、スポーツ観
戦ができなくなった経験を基に、「コロナ禍で
もスポーツ観戦ができるようにしたい」と考え、
活動を始めた。いわき FC の試合ボランティアを
行うことや、VR でのスポーツ体験を通して、多
様なスポーツ観戦の実現により、スポーツ観客
数を増やせることが分かった。現在、ふたば未
来学園のバドミントン部と協働して VR コンテン
ツを作成し、学校内で部活動の応援が活性化す
ることを目指して活動している。 

  
“高齢者に健康的な食事を” 
 「高齢者の食生活を改善することで、健康寿
命を延ばすことができるのではないか？」と考
え、活動を行っている。みかんクラブへの取材
を通して、高齢者は運動していないことはない
ことが分かった。そこから、食生活によっても
健康を実現できるのではないかと考えた。実際
に、街中でインタビューを行い、塩分摂取量に
対して気にしていない人が多くいることが分か
った。今後、イオン広野店や行政機関と協働し
て、高齢者の意識醸成を目指す。 
 
“筋トレをして運動不足を解消しよう” 
 みかんクラブの取材を通して、地域住民がラ
ンニングやウォーキングをしていることが分か
った。より運動効率を上げるために、筋力トレ
ーニングも必要なのではないかと考え、活動を
行った。筋肉を鍛えることで、自分に自信が持
てたり、集中力がつく可能性を知り、どのよう
に効率的に筋肉を鍛えられるのか、実践を通し
て考えている。 
 
“ケガゼロプロジェクト” 
 ケガをしない環境を作ることを目指して、活
動を始めた。けがの予防には、タンパク質の摂
取が重要だと考え、プロテインを効率的に摂取
する商品の開発を行った。しかし、タンパク質
はとりすぎると体に悪いことが分かった。その
ため、各アスリートが必要なプロテイン摂取量
が分かるアプリケーションの開発を行った。 
 

  
“怪我をなくして笑顔広がる世界を創る” 
 ケガをしてしまう理由をケガの知識を得られ
ていないことだと考え、活動を行っている。地
域の方に、より多くのケガの知識を得てもらう
ために、YouTube や Webサイトなどのインター
ネット利活用や、講習会を実施するなど、直接
コミュニケーションをとる方法を含めて、準備
を行っている。 
 

“野球に興味をもってもらい野球人口を増やそう” 
 ふたば未来学園がある広野町では、野球のス
ポーツ少年団が数年前になくなってしまったこ
とを受け、「より多くのこどもに野球に触れる
機会を作る」ことを目的に活動を始めた。一学
年上の生徒が類似している活動を行っており、
協働して実践を行った。 
 
“パークゴルフで肥満率低下と地域活性化” 
 広野町の肥満率と運動不足を解消することを
目的として、地域が所有している二ツ沼公園の
パークゴルフを利用することを通して、地域課
題に取り組んでいる。大学教授へのヒアリング
や類似した活動を行っている一学年上の生徒と
の協働を通して、よりよい関わり方を模索して
いる。 
 
“バドミントンで地域活性化” 
 広野みかんクラブで開かれているバドミント
ン教室の参加者増加を目指して、活動を始めた。
バドミントン部所属の生徒が、持っているスキ
ルを活かし、学校がある広野町に対してできる
こととして、バドミントン教室を選んだ。週 1回、
バドミントン教室を手伝い、小学生が楽しんで
バドミントンができる環境を模索している。 

  
“サイクリング” 
 好きなサイクリングを通して、地域に貢献す
ることを目指して、活動を始めた。いわき市に
ある、いわき自転車文化発信・交流拠点 
NORERU?の方にヒアリングを起こった。情報
収集や、実際にいわき市や双葉郡でのサイクリ
ングを通して、双葉郡をめぐるグループライド
を企画している。 
 

 
“スポーツを通して町をきれいにしよう” 
 広野町にポイ捨てのゴミが多くあることに問
題意識を持ち、活動をはじめた。日本で普及し
ているスポーツ GOMI 拾いを通して、広野町を
きれいにすることを目指した。実際にイベント
を開催した中で、きれいにすることよりも参加
者がゴミに対する意識の変化が起きることに気
づいた。より多くの人に意識の変化を起こして 
もらうために、小学校や地域でのスポーツ
GOMI 拾いイベントの実施を計画している。ま
た、広野町生涯学習発表会やFMいわきで活動の
報告を行った。 



  
 
“遊んで知って広げよう” 
 世代関係なく、高齢者や子どもの交流がもっ
と増やしたいという思いを持ち、活動を始めた。
実際に、子どもを対象にしたイベントを実施し、
子どもと関わることがとても大変だということ
に気づいた。その気づきを基に、多世代が交流
する方法を模索している。 

  
“サッカー好きを増やそう！！！！” 
 広野町や楢葉町にはサッカーをする環境があ
るのにも関わらず、地域にサッカーが浸透して
いないと感じ、サッカーの楽しさを伝える活動
を行った。女子サッカーチームへの訪問や専門
家へのインタビューを通して、地域に対してで
きることを模索している。 
 
“アスリートに必要な栄養を少量で効率的に摂る方
法とは” 
「少食なアスリートが無理せず栄養を摂取でき
るようにしたい」と考え、活動を始めた。株式
会社明治の方とオンラインでヒアリングを行い、
現在のプロテインやゼリーの現状を知ることが
できた。これまでの調査を基に栄養指導をふた
ば未来学園のアスリート生徒に行う予定だった
が、コロナウイルス感染拡大により中止となっ
た。 
 

 
“サッカー部を通して地域活性化” 
 「サッカー部の活動を通して、広野町に元気を届
けることができないか」と考え、活動を始めた。町
民の意見を聞くために、アンケートを作成した。そ
の中で、地域住民がふたば未来学園を遠い存在とし
てとらえていることを知った。サッカー部をはじめ
とするふたば未来学園が町民との距離を縮めるには
どのようなことができるか、検討している。 
 
 
（３）成果 
 スポーツと健康探究ゼミに所属する生徒は、

男子サッカー部、女子サッカー部、野球部、バ
ドミントン部に所属していることがほとんどで、
トップアスリート系列として日頃からスポーツ
や運動に親しんでいる。しかし、スポーツの 4観
点（する、見る、支える、知る）で見ると常に
「する」立場にいる。このことは、チームメン
バー以外に交流することがないことを意味する。
なぜなら、スポーツを極めるにはそれ以上の関
わりが必要ないからである。 
 しかし、未来創造探究は、地域の課題に焦点
をあて、自らのやりたいことと重なる課題を解
決するために活動する。すなわち、学校外の人
と交流しながら、地域の人のために活動をする
のである。 
 このことは、生徒にとってはこれまでと全く
異なる経験だと認識している。これまでは、自
らの能力やチームのレベルをあげることだけ考
えればよかった。それに対して、未来創造探究
は自分以外の人たちのことを考え続けることが
要請される。 
 最初の時点では、生徒は地域の方に取材をし
たり、協働することに対して、緊張していたり、
積極的な姿勢を示さなかった。だが、地域の方
との接点が増える、実際に生徒によって何かを
提供できたことなどによって、生徒が主体的な 
動き始めることがあった。様々な理由が考えら
れるが、「私でも、誰かになにかできる」とい
うことを経験から気づくことができたからでは
ないかと考えている。 
 スポーツはいつか、手段になる。お金を稼ぐ
ためかもしれない、子どもに何かを教えるため、
誰かを支えるためかもしれない。スポーツを超
えて、だれに何をなしたいのか、簡単ではない
が、生徒が少しずつ考え、生徒自身の思いを形
に行ってもらいたい。 
 
 
（４）課題と展望 
 スポーツと健康ゼミに所属する生徒の多くは
トップアスリート系列であるため、各部活動の
試合や練習日程などにより、フィールドワーク
や各種の体験会などにグループ全員で参加する
ことが難しい場合がある。長期休業中も同様で
あり、探究活動と部活動のバランスがうまく取
れない状況がある。授業時間をうまく活用し、
より多くのアクションを起こしていくには、情
報共有や機会提供の面でより工夫が必要だ。 
 個別活動が、2 人以上のグループになることに
対して、策を講じる必要があると考える。スポ
ーツと健康ゼミは 8割以上の確率でグループを作
る。興味関心が同じである場合は、グループ活
動をしてもよいと考える。しかし、ある程度の
確率で、生徒は自らの興味関心に向き合いきれ
ていないことが分かった。グループになること
で、プロジェクトは前に進みやすくなる。しか
し、生徒のやりたいことや興味関心に寄り添う
ことは忘れてはならず、生徒が主体的に行動で
きるような状態を作る必要はあるのではないか。 
 また、トップアスリート系列の生徒は、各生
徒が行うスポーツ以外に興味関心を薄いことが
ある中で、地域に目を向けることには多くの人
的サポートを必要とする。しかし、現時点では、
生徒にあった人数の先生を配置できていないと
感じる。教員側のスキル面もあるかもしれない
が、地域と向き合う経験が比較的少ない生徒に
対して、よりよいサポートができる体制を構築
できることを望む。 
探究活動を何のために行うのか。プロアスリ

ーになれるのはほんの一部の選手のみであり、
プロアスリートも必ずどこかで引退を迎える。
いわゆる「セカンドキャリア」である。高校生
のうちからスポーツの 4観点に触れ、様々な角度
からスポーツを探究していくことは今後の人生
に必ず生きてくるはずである。選手を続けてい
る期間でも、探究で学んできたことで視野が広
がったり、様々な気づきに繋がっていくと思う。



２．２．３    健康と福祉探究ゼミ 

 
本ゼミは、少子高齢化や人口減少が加速する地域において住民が安心して暮らすことができる町づくりを目標
として活動している。アカデミック系列生徒４名、スペシャリスト系列生徒７名（農業１名、福祉６名）の計１
１名が所属し、地域の課題解決に向けて、昨年度から個人あるいはグループで探究活動を行ってきた。 
自分が興味関心を持っている事柄と「健康」「福祉」の分野を関連させ、世代間交流の活発化や防災意識の向上、
食習慣の見直し等、よりよい生活の創造を目指し探究と実践を行っている。 
 
（１）はじめに 
 昨年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響に
より、時間をかけて準備してきたイベントが直前で中
止となる等、対面での探究活動が思うように進められ
ないことが多く、落胆する生徒の姿も見られた。今年
度は、オンラインを活用したり、規模を縮小したりす
る等、当初の予定にこだわりすぎずに課題解決のため
のアクションを行っていくように、生徒たちへの声が
けとアドバイスを行ってきた。 
 
（２）実施内容 
①２年次の活動 
５月から７月にかけて福祉科教員、大学教授、栄養
教諭による講義や演習を受け、「福祉」「健康」「栄養」
分野についての知識を得ることで、探究活動を進める
ヒントをつかむことができた。夏季休業中に各自のテ
ーマについて調査を行い、８月にはその内容をゼミ内
発表会で発表し、同じゼミの生徒や教員からアドバイ
スをもらった。９月以降は、課題解決のための活動を
個人、またはグループで進めてきた。 

 
②今年度の流れ 
・中間発表（４月２６日） 
 ２年次で行った探究活動の内容と、今後の活動予定
について、PowerPointを用いて発表を行った。見学
者からのコメントと発表の振り返りが、その後の活動
を進めるうえでのヒントとなった。 
・課題解決のためのアクション（４月～１２月） 
 新型コロナの状況を踏まえて活動の見直しと実践
を繰り返した。 
・未来創造探究 生徒研究発表会（９月２４日）  
 これまでの探究活動について PowerPoint を用い
て発表を行い、審査員と見学者からコメントを頂いた。 
・論文作成（１０月～１月） 
 ２年間の探究活動を論文にまとめた。 
 

③探究活動内容 
・地域リング 
 南相馬市出身の２名が、地域における子ども、高齢
者、障がい者の交流を増やすことを目標に活動を行っ
てきた。今年度は交流イベントを準備していたが、新
型コロナの感染拡大により直前で中止を余儀なくさ
れた。しかし、準備の過程で、地元で市民の交流イベ
ントを行っているNPO法人と出会い、ボランティア
としてそのイベントの運営に携わった。 

 
南相馬市での交流イベント 

・介護を知って興味を持ってみよう 
高齢化が進行しているにも関わらず介護従事者が
減っていることを問題視し、多くの人に介護に興味を
持ってもらうことを目標に探究活動を行ってきた。今
年度は、文化祭で本校生と来場者を対象としたボッチ
ャ体験イベントを実施した。 

 
文化祭でのボッチャ体験イベント 

・ＬＧＢＴを知ろう 
 ＬＧＢＴへの理解を広めることを目標に、ＬＧＢＴ
への認知度や理解度に関するアンケートを実施した。
ハワイに短期留学をした際には、現地でＬＧＢＴに対
する意識調査を行った。 



・交流で地元の魅力を発信  
  他ゼミの生徒と協力して、本校が位置する広野町の
魅力を住民の方々、広野小学校の児童、中学校の生徒、
本校生から聞き取り、その魅力を地元イベントで発信
するという活動を行った。 

   
   校内で広野町の地図を掲示 

  
広野町の魅力を書き込んでもらったマップ 

・ひとりひとりが取り組む防災 
 防災意識を高めることを目標に、校内外で様々な活
動を行った。校内においては、他ゼミの生徒と協力し
て、避難訓練の改善と防災意識を高めるためのワーク
ショップを提案し実行した。校外の施設においては、
防災に関する展示と、広野町環境防災課から頂いた非
常食の配付を行った。 

 
         防災ワークショップの様子 

                    
防災に関する展示 

・中高生「食育」プロジェクト 
若い世代に正しい食習慣を身に付けてもらうこと
を目標に活動を行ってきた。本校生に実施したアンケ
ート調査の結果、味が濃いものを好む傾向が見られた
ことから、少ない塩分でも満足できる調理法を教える
調理実習を実施する予定であったが、新型コロナの感

染拡大により直前で中止となった。 
・ＤＡＮＣＥでたくさんのＳＭＩⅬＥを 
コロナ禍で増加したストレスをダンスによって軽
減させることを目標に、本ゼミの生徒２名で協力して
活動してきた。校内でのダン
スイベントを企画していた
が、新型コロナの感染状況の
悪化により中止した。感染者
数が落ち着いてきた頃に、小
学生を対象としたイベント
を実施した。         ダンスイベント 
・運動と音楽で子どもたちに笑顔を！  
音楽と運動を通して子どもたちの笑顔を増やすこ
とを目標に、本ゼミの生徒２名で協力して活動してき
た。当初、広野町のこども園で音楽と運動を組み合わ
せたイベントを行う予定で準備を進めていたが、新型
コロナの感染拡大
のため中止となっ
た。対象を小学生に
広げて、イントロク
イズや、ダンス、リ
レー等の活動を行
った。 
         小学生にイベントについて説明する様子                                              
（３）成果 
今年度も、新型コロナが探求活動に与えた影響は大
きく、対面でのイベント開催中止が相次いだ。しかし、 
多くの生徒たちが、イベントの対象者を変える等、あ
きらめず柔軟に対応し、実行に移した。実践を複数回
行う生徒もいたが、行ったことに満足せず、振り返り
を行い、次の活動を改善するという姿が見られた。 
また、生徒の論文からは「自分が持っていた思い込
みや偏見に気付いた」「自分で問題点を探し、解決法
を考えられるようになった」「あきらめずに挑戦する
ことの大切さを知った」「自分も地域の一員だという
意識が強まった」等の記述があり、生徒自身が自らの
成長を実感していることが伺われる。 
 
（４）課題と展望 
 現在生徒たちは、課題解決のためのアクションを行
う際に、イベントの企画や告知、参加者集め等を一か
ら自分たちで行っている。しかし、既に地元で活動し
ている団体と連携・協力することも手段の一つとして
有効なのではないかと考える。 

広野小学校の児童たちへ放送で協力を

呼びかける様子 



２．３．３    探究活動発展のための発表会（未来創造探究 生徒研究発表会） 
 
 高校２年次から２年間取り組んできた「未来創造探究」の集大成の場として「未来創造探究生徒研究発表
会」を開催した。本校における課題解決型学習の成果を披露する機会として、調査アクションのみならず、課
題を解決するアクション、生徒自身の総括、社会への提言等を発表した。様々な分野の第一線で活躍されて
いる方（専門知審査員）や地域の課題に取り組んでいる方（地域知審査員）に審査をお願いした。今年度は高
校が70、中学が15とのプロジェクト数が増えた一方で、昨年度の反省から１発表あたりの時間を長くした
ため、分科会でコンテスト部門と交流部門に分け、コンテスト部門での上位発表のみを全体会に進出する形
式を取った。また、中学校が開学して４年目であり、３年生が未来創造学の成果を発表する２年目となった。 
 
（１）概要 
 ① 目標 １）地域課題解決のための探究と実践に取り組む学習「 未来創造探究 」の成果をまとめて発表す

ることにより、ふたば未来学園が定める人材育成要件（ル―ブリック）に定めた資質・能力
（D：表現・発信力、I：能動的市民性、J：自分を変える力）を育成する。 

２）発表を聴講することにより、ふたば未来学園が定める人材育成要件（ル―ブリック）に定めた
資質・能力（A：社会的課題に関する知識・理解、I：能動的市民性、J：自分を変える力）を
育成する。 

３）保護者、地域の方々、県内外の教育関係者に本校の探究活動の内容を発信し、ステークホルダ
ーとの協働関係をより強固なものにする。 

② 日時  令和４年９月２４日（土）９：００～１６：５０ 
③ 内容   ９：００～１１：０５ 分科会（１２教室で７発表）※１０分休憩あり 

１１：１０～１１：２５ 休憩 
１１：２５～１２：００ 審査員によるミニ講義 
１２：００～１２：５０ 昼食・休憩 
１２：５０～１３：００ ★開会行事 
１３：００～１４：００ ★全体会Ⅰ（高校生代表発表） 
１４：００～１４：１０ 休憩 
１４：１０～１５：１０ ★全体会Ⅱ（中学生代表発表） 
１５：１０～１５：３５ ★閉会行事（結果発表，表彰、総評） 
１６：１５～１６：５０ 教員と審査員の探究交流会 

 ④ 審査員  専門知・地域地を持つ審査員１７名 
  氏名 所属 専門／地域  氏名 分野or地域 専門／地域 

1 
田村 学 様 國學院大學人間開発学部

教授 
探究 

10 
菅波 香織 
様 

未来会議 議長／弁護士 
地域全般 

2 
松岡 俊二 
様 

早稲田大学大学院 アジ
ア太平洋研究科 教授 

地域全般 
11 

牧内 昇平 
様 

ライター・物書きユニット 
ウネリウネラ 

メディア 

3 
平山 勉  
様 

双葉郡未来会議 代表 
富岡 12 

下枝 浩徳 
様 

葛力創造舎 代表理事 
葛尾 

4 
青木 淑子 
様 

富岡町3.11を語る会、元
富岡高校校長 

富岡 13 
小山 良太 
様 

福島大学 食農学類 教
授 

アグリ 

5 
永井 祐二 
様 

早稲田大学 環境総合研
究センター 研究院教授 

再エネ 14 
江川 賢一 
様 

東京家政大学人間栄養学
部人間栄養学科 教授 

スポーツ 



6 
中田 スウラ 
様 

福島大学 人間発達文化
学類 特任教授 

地域全般 15 
明石 重周 
様 

Jヴィレッジ 職員 
スポーツ 

7 
半谷 栄寿 
様 

一般社団法人 あすびと
福島代表理事 

再エネ 16 
猪狩 僚  
様 

いわき市役所／IGOKU編
集長 

福祉 

8 
丹波 史紀 
様 

立命館大学産業社会学部 
現代社会学科 

原子力防災 17 
佐藤 亜紀 
様 

HAMADORI13事務局 
福祉 

9 
高原 耕平 
様 

人と防災未来センター 研
究部 主任研究員 

原子力防災     

 
（２）詳細 
① 事前準備 
 今年度の発表会は県内に「まん延防止措置」がとられ
ている状況下での実施となった。昨年度同様に、コロナ
感染症の防止対策を徹底して行うことに留意して実施す
ることとなった。対策としては、全体会における三密回
避を徹底するためにアリーナには高校２・３年次と中学
校3年生だけとした（中学校１・２年生と高校1年次は
別教室で Zoom 映像を参観する）。また分科会会場の人
数についても多くなりすぎないように、８会場で分科会
を行った。外部からの来場者は審査員のみとし、それ以
外の参加者については Zoom によるライブ配信を行っ
た。 
実践内容を様々な観点から探り、参加者全体で学びを
深めるために、分科会会場ごとに専門知を有する審査員
１名、および地域知を有する審査員１名に参加していた
だき、校内審査員（教員）1名を加えて3名で審査をす
ることとした。地域知を有する審査員は本校の開校の経
緯や生徒の探究活動が面的に広がってきたことをふまえ、
昨年度は双葉郡の全八町村からお呼びするようにした。
今年度はさらにいわき市からも審査員をお呼びした。審
査員の方々はこれまで本校の探究活動に参画してくださ
った方が多く、依頼した審査員の方には快諾をいただい
た。 
 今年度は個人探究に組んでいる生徒が増加し、更に中
学校3年生の発表も加わったため、総数の増加が昨年度
以上に増加した（今年度74PJ【高校48PJ、中学校16PJ】、
昨年度は48PJ）。そのため、今年度は動画による事前審
査を行い、高校の発表プロジェクトを58PJから32PJま
で絞ることとなった。また、昨年まで発表時間 10 分で
あったのを5分に短縮し、内容をより精選して発表する
ように指導をした。 
・動画による審査（FlipGlidを使用） 
 発表を5分にまとめ、動画をFlipgrid上にアップさせ

た。この動画は事前審査のために審査員とも共有をした。 

 
② 分科会 
・昨年同様に、分科会ではゼミの枠を外し、複数のゼ 
 ミの生徒が参加するようにした。とは言え、分野に 
ついては共通して括れるように配慮した。 
・発表数と時間を勘案し、会場数は８会場、各会場で６
発表（高校4発表、中学校2発表）を割り当てた。 

・各分科会に外部審査員２名、内部審査員（本校教
員）、司会（本校教員）を設定した。生徒は発表に集
中できるように、係の設定は極力少なくなるように
した。

 
・発表するだけでなく、専門知を有する審査員によるミ
ニ講義の時間を設定した。 

・審査のための審査基準を作成し、その基準に基づいて
各分科会会場で審査を行った（未来創造探究賞）。ま
た生徒投票による審査も同時に行った（共感賞）。 

・分科会の結果、以下のグループが全体会出場となっ
た。（全発表内容については巻末資料を参照）。 



〇環境事業でシビックプライドを作ろう 
〇Enjoy with the elderly 
〇もったいないバナナ 
〇大熊×いちご×私 
〇Future Quest  
〇子どもロコモ改善プロジェクト 
〇鉄たまごという地域の可能性 
〇わかものがたり 

 
 

③ ミニ講義（専門知審査員による） 
・本年度も昨年度同様に専門知審査員によるミニ講義を
お願いした。特にこれから探究を進めていく低学年の生
徒にとっては、専門家のお話を聞ける貴重な時間となっ
た。昨年度は講義20分の内容であったが、今年度は講
義の時間を30分とし、内容を充実させた。なお、ミニ
講義のタイトルは以下のとおりである。 
④ 全体会 
・全体会では先述の高校生代表４プロジェクトと中学生
代表３プロジェクト、中学校バドミントン部の特別発表
の全８プロジェクトが発表した。表彰は以下の通りとな
った。 
「未来創造探究 最優秀発表賞」 
・Let's cheer up ふたば!! 
「未来創造探究 優秀発表賞」 
・話せばわかる、話せば変わる～いわきを越えた学
びを通して～ 
・子どもと若者の社会参画～未来のカタチ～ 
・海洋ゴミのことを次世代へ伝えたい 
「未来創造探究 発表賞」 
 ・誰一人取り残さない防災 
・サステナブルな医療を！ by AED 
・絵本を作って東日本大震災を伝承する 
「共感賞」Let's cheer up ふたば!! 
中学校「未来創造学 優秀発表賞」 
・常磐線盛り上げ隊 
・はるの花「桜」 
・蛍復活 

 
⑤ 総評（専門知審査員：佐藤理夫、菅波香織） 
１）佐藤理夫先生から 
・探究活動ができる恵まれた環境を振り返って欲しい。
他校にはない充実した設備、熱心に探究に向き合っ
ている先生、なにより地域の方々の協力があること
を再確認して欲しい。 
・中学生の皆さんの発表のレベルが高い。これをさらに
高校で伸ばして欲しい。高校生も中学生の目標にな

  氏名 ミニ講義 タイトル 

Ⅰ 田村 学 様 これからの社会に求められる資質･能力と
探究 

Ⅱ 松岡  俊二 
様 

本当に大事なことと向き合うことは容易
ではない：11 年半を経た福島の原子力災
害 

A 丹波  史紀 
様 

原子力災害は何を地域にもたらしたか 

B 高原  耕平 
様 

〈防災〉を哲学してみる 

C 菅波  香織 
様 

対話が未来を作る～９年間の未来会議を
通じて感じる無力感と希望～ 

D 牧内  昇平 
様 

メディアの原発問題報道 

E 下枝  浩徳 
様 

祭復活からの葛尾村地域づくりについて 
～大丈夫、俺たちに未来はある～ 

F 小山  良太 
様 

震災１１年以降の福島県農業と新しい産
地・ブランド形成の可能性 

G 江川  賢一 
様 

これからのスポーツ健康科学 

H 明石  重周 
様 

地域スポーツ振興におけるJヴィレッジの
役割について 

I 猪 狩  僚  
様 

福祉・行政・コミュニティと課題へのアプ
ローチについて 

J 佐藤  亜紀 
様 

地域コミュニティと向き合う 



るように頑張ってください。 
・テクニカルな話になりますが、５分間のプレゼンはき
つかったと思う。人に伝えたいものをもっともっと
厳選して欲しい。グループでの発表は考察がちょっ
と甘いかなと思うところもあった。 
・探究と学習が乖離していませんか？理系は特に高校ま
での理科的知識を踏まえてください。また、理系に
限らずデータ解析などを活用してください。「やりた
いことをやってみた」となってしまうPJも見受けら
れました。学んだものをいかし、どう進めれるか…
特に大学進学を考えている方は意識してください。 
・これは「探究」ではなく「地域貢献体験記」では  
ないかと思われるものがありました。それはそれ 
で大切なことですが、成長するためには「高校生   
がやった」というレッテルがついて満足してしま  
ってはいけない。20～30才にやった場合でも、そ  
のプロジェクトが地域に活かされているか、考え 
たい。「高校生がやることだからまあいいか」とな 
ってしまうと甘くなる。探究はあくまで探究…。 
探究という言葉を再考してほしい。体験記録だけ  
にとどまらない論文を期待しています。 
２）菅波香織さんから 
・地域の課題と自分の関心を合わせて、自分事としてと
らえているのが分かりました。みなさんのネットを
使った情報活用も上手でした。 
・現状の把握として、アンケートなどをやっていたと思
いますが、発表で見えてこなかった。データがもう
少しあればよかった。また、印象で語られる発表も
多い。「ヒントを貰えました」「印象が変わりまし
た」というコメントには何を得たのか、どんな風に
変わったのか、具体的に欲しい。 
・みなさんが探究を主体的に取り組んでいるのが伝わり
ました。２つ目とも関係しますが、みなさんの探究
の対象となる地域の子供、高齢者も主体を持つ存在
です。コロナで難しかったと思いますが、お一人お
一人の心情や意思や尊重すべきことも考えつつ、皆
さんのやりたいことを掛け合わせて共創していけれ
ば素敵だと思いました。 
・私的にドキッとしたり、違和感を覚えたワードがあり
ました。皆さんもそれを友人らと言葉にして、対話
をしてみて下さい。もやもやを一人の中で消してし
まうのは勿体ないです。今日の探究のあとも、対話
で未来を作ることを考えていただければと思いま
す。 

 
⑥ 教員と審査員の探究交流会 
昨年初めて教員と審査員の探究講習会を実施して、
外部審査員と担当教員との懇談会を、発表会終了後に設
定した。生徒の発表を踏まえて、日頃の指導方法や連携
の在り方等について忌憚のない意見をいただくことがで
きた。今年度は「中学3年間の探究を高校でさらにど
のように伸ばしていくか？」という問いを設定し、
KPT（Keep,Problem,Try）法を用いてグループディス
カッションを行った。 

 
【Keep（そのまま続けたいこと）】 
・発表の丁寧な言語化 
・専門知と出会える場を作る 
・率直な個人の興味を反映した探究（中学生） 
・とがった才能をどんどん伸ばす 
【Ploblem（問題点）】 
・審査基準が文系の方が点数に反映されやすい（理系の
プロジェクトを評価しにくい） 
・理系をフォローできるゼミ編成 
・高入生と一貫生のゼミの接続 
・テーマと自分自身のつながりをもっと言葉にした方が
よい 
・課題からスタートにしないこと 
・仮説と検証を行って、課題が変わってもいいはずなの
に変わらない（「課題」という言葉を使わない方がい
いのではないか） 
・発表時間5分は短い 
【Try（来年やってみたい）】 
・最終発表会で地域の人とであるのではなく、常にオー



プンな関係を作る 
・学年を超えた交流・コラボ 
⑦ 結果および今後の展望 
・今年度もコロナ感染症対策のため、予定していた活動
ができなくなるケースがあった。昨年と異なっている点
は、Zoomなどの新たなオンラインのツールを手に入
れた点である。このツールを積極的に利用し、他県の高
校生とオンライン交流会を行った探究やマインクラフト
を利用した探究、分科会発表の様子をライブ配信で行う
探究など新機軸を導入した探究なども見られた。 
・この発表会は1期生から始めて今回が５回目である
が、会を重ねるごとに発表件数が増え、調査だけでなく
課題解決のための実践を進める生徒の割合が増えてお
り、質、量ともに高まっている傾向が見られる。一方
で、現実的に地域の外に出て課題解決のアクションの総
量は絶対的に少ない。また、海外研修がここ2年国内
の代替研修に切り替わり一定の成果は出ているが、海外
研修を通じて得られる世界の課題と地域の課題を繋げて
考える視点が今回の探究で見られなかったことは次年度
の課題ともいえる。 
・外部参観者向けにZoomによる配信を行ったが、取
組そのものに対しては好意的な意見が多かった。また遠
方からの参加者も多く遠隔配信のメリットを活かすこと
ができた。一方、映像や音声の質等、配信の技術的な点
は課題が多かった。次年度以降は直接来場いただくよう
になることを願うばかりであるが、今回培った配信ノウ
ハウは今後も生かしたい。 
・3 年生はこの後、論文作成や探究活動を仕上げる期間
に入るが、それらの質を高めるための機会として、全体
として今回の発表会は有効に機能したと思われる。また
外部の方に本校の活動の様子を理解していただく場とし
ても効果が大きかったと思われる。次年度以降も、定着
した取組として実施していく。 
 
 



２. ４     海外研修・国内研修 

２．４．１ ドイツ研修 

 

 本校では、開校年度からドイツを訪れている。東日本大震災によって、地域課題の先進地ともいえる

状況に陥った福島県・双葉郡が、どのような街づくりを行っていくべきかについて考え、帰国後の学び

につなげてきた。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、2019 年度のチーム(５期生)を最後に渡

航見送りとしてきたが、今年度３年ぶりに現地渡航することができた。 

 

１．研修の概要 

(1)研修の目標・趣旨 

本校における高校一年次ドイツ研修では、地方

創生イノベーションスクールの一環として、Think 

Green をテーマとし、2030 年に問題となる地域の

課題と共通する世界的な課題についてアクション

を提言するため、平成２８年度にミュンヘンの

Ernst Mach Gymnasium校と交流を行った。それ以

来、同校とはオンラインも含めた交流を毎年継続

している。本校では未来創造探究として、原子力

災害からの復興や持続可能な地域づくりについて、

それらを福島のみの課題ではなく、全世界が共有

するべき「持続可能な社会づくり」として探究し

ている。ドイツの環境都市フライブルクを訪問す

ることにより、将来起こりうる世界の難題に向き

合い、持続可能な社会をめざして未来を創造して

いく一歩としたい。 
 

(2) 派遣期間 令和 5年 1月 5日（木）から 

1 月 14日（土） ８泊 10日 

(3) 訪問先 ドイツ フライブルク・ミュンヘン 

(4) 参加メンバーと役職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引率団： 
齋藤 夏菜子(英語科・企画研究開発部副主任) 

塩田 陸(英語科・高校１学年担任・企画研究開発部) 
 

(5) 研修内容 

①フライブルク市訪問 

ドイツにおける環境や再生可能エネルギー政策

の利点や問題点を探り、日本の今後のエネルギー

のあり方を考察する。 
②ERNST MACH GYMNASIUM 校の生徒との交流 

ホームステイをしながら現地の高校生と持続可

能な社会を支えるためのエネルギー政策について

学び、未来の社会を作る人材としてお互いに研鑽

する。また、現地の高校生との交流活動において、

福島の現状を伝えることを通して、福島の安全・

再生の歩みを正しく理解してもらう。 

 

(6) 本プロジェクトにおけるふたば未来学園ルー

ブリック達成目標 

B 英語活用力・E 他者との協働・F マネジメント

力・I能動的市民性の長期的支援での上昇。 

(帰国直後の U カルチャーショックや、メタ認知

が進むことによる一時的な下降。ドイツ研修と探

究活動の接続を実感した後、緩やかに上昇するこ

とを想定。) 

２．プロジェクト開始当初の課題感 

(1) 研修時間の確保 

今年度の新カリキュラムから、アカデミック系

列が毎日 7 時間の時間割となった。他の系列は従

来通りのカリキュラムであるため、集合研修の時

間の捻出をすることや、学校内外の授業外の活動

との折り合いをつけることはこれまで以上に困難

を極めることになる。また、引率教員が２名体制

となり、校内の他の業務により毎回の事前研修に

参加できないことが多くなることが想定された。 

 (2) 探究活動との接続 

今年度のカリキュラムより、地域創造と人間生

役職 番号氏名 

リーダー 1514谷 聖彩 

副リーダー 1503猪狩 佑紀 

副リーダー 1522林 佳瑞 

書記 1317佐々木 大斗 

書記 1327山形 遥 

スケジュール管理 1326八木 香練 

スケジュール管理 1504伊藤 珠弓 

アポイントメント 1508木村 彩乃 



活を前期週 2 時間＋夏季休業登校日で 2 単位履修

し、後期に総合的な探究の時間を週 2 時間で 1 単

位履修することとなった。実質半年程度の探究活

動の前倒しにより、本研修は「生徒の中に探究的

な学びに向かうレディネスを醸成する良質なイン

プットと交流のための海外研修」から、従来の本

校 NY 研修が担ってきた、「探究活動の学びの深化

と発信・議論の成果の還元」を部分的に担うこと

になった。事前・事後研修の中で、探究活動との

自然な接続が望まれる。 

(3) 諸活動との概念的接続 

授業時数増による放課後活動の時間的制約によ

り、校内外で多様な活動や事前・事後研修での生

徒の学びが単発的になることが予想された。諸活

動や教科での学びどうしをつなげ、学びの連鎖を

ファシリテートしていく必要があった。 

(4) 参加生徒の系列を超えた学び 

上記に加え、参加研修生の系列がアカデミック

系列かつ一貫生のチームとなったことにより、参

加研修生の議論から多面的・多角的な考察の欠落

に気づかせる場面が必要となった。 

３．研修実施体制 

 本研修の事前研修は全員での集合研修を原則と

した。渡航生どうしで都合を調整し合い、リーダ

ーを中心に常に最大数が参加できる研修を心掛け

た。実際に集合する場合は、対面で最大限の効果

が発揮される哲学対話などの方法を使って議論を

した。事務的な連絡やデータの作成は参加メンバ

ー合意の上で分担をし、オンラインで効率よく済

ませるようになった。 

 (1) 哲学対話 

 渡航生徒は併設中学からの一貫生であり、中学

校時代に行った哲学対話の文化が根付いている。

哲学対話とは対話の参加者が輪になって問いを出

し合い、一緒に考えを深めていくという対話のあ

り方である。渡航メンバーは、事前研修の中でこ

の対話を自然と行うことができていた。 

ドイツ研修のメンバー初顔合わせでは、探究活

動同様にそれぞれ自分なりの「問い」を考えて研

修に臨んでほしいということを伝えている。ドイ

ツ人作家のエーリッヒ・ケストナーの『動物会議』

を読み、その内容をもとに 2 度の哲学対話を行っ

た。1 度目は本校にて、10 月 14 日（金）に実施し、

神戸 和佳子氏が来校し、対話に参加した。2 度目

は10月28日（金）東京立川の複合文化施設Play！

内の「どうぶつかいぎ展」で、高橋 源一郎氏・神

戸 和佳子氏と哲学対話を行った。 

(2) 教科教員による特別授業 

 12月 26日には、地歴科の教員によるドイツの歴

史と文化の特別授業を行なった。これは、参加生

徒が読んだ書籍などを元にチーム内で問いを吟味

し、担当者とのアポイントも含めて実現したもの

である。 

(3) Canvaと Zoomの活用 

 英語科の担当者が事前に教育者用のアカウント

をとって授業で活用していたが、本研修の参加生

徒も Canvaに招待した。EMGのホームステイの受け

入れ家庭の学生に向けて、自己紹介のビジュアル

資料を作成して交換した。互いの情報を見ながら、

Zoom を通じてオンラインで事前交流を行い、実際

のホームステイに備えた。これは、コロナ禍で渡

航を断念しながらも、オンラインホームステイな

どを通して交流を繋いできてくれた上級生のおか

げだと言える。(海外研修で訪問した学校では、あ

らゆるアプリケーションを用いたリモート授業の

ノウハウが授業に生かされており、生徒が便利な

技術を駆使してやりとりをしていた。Google のア

プリセットも含め、事前研修で精通していてよか

ったと感じることが多くあった。) 

 
(4) 英会話・ドイツ語会話(校外人材) 

①過年度 AFS留学生との会話 

 本校では、過去 5年間、AFSアジア桟プロジェク

トを通じて、アジアの若者たちを受け入れ、学校

生活を送るプログアムを実施してきた。本校での

生活を送った後は、海外の大学に進学する学生が

多く、1期生として本校で約半年交流したマレーシ

アの学生がドイツに留学している。ドイツでの生

活のコツなどについて Zoom でインタビューを行な

った。 

②旧職員によるドイツ語会話 

 本校には、過年度、ドイツ語に詳しい教員が在

籍していた。冬季休業期間を使って、ドイツの生

活に最低限必要な会話表現のインプットを行った。 

③ALT による英語会話 

 本校の ALT による英会話教室も行った。自分た

ちで入国審査の場面などを想定し、ALTによるスキ

ット練習などを行った。 

(5) 文化交流 



EMGとの打ち合わせの中で、茶道や日本料理をふ

るまう計画を立てた。そこで、生徒たちは国語科

の教員に依頼をし、お茶のたて方を学んだ。また、

他国の若い生徒も飲みやすい飲み方についても考

えてもらい、ALTにふるまった。 

(6) Facebook 

海外研修や探究活動に関する親和性の高い

Facebook を活用した。用途の例として、研修日程

の共有、研修内容や写真・動画の共有、Facebook 

messengerが挙げられる。生徒チームが自走してい

く上では使い勝手が良く、教員の目が届くところ

で校内外の関係者との情報共有がしやすい。 

 

 

４．研修の成果 

(1) 対話文化の根付き  

 中学段階で哲学対話を行ってきた参加生たちは、

研修開始当初から、議論の際に自然と円を作って

対話を行ってきた。参加生徒選抜の前からドイツ

に関する文献を読み、目的を持って研修に応募し

てきた生徒もいるが、チームでの議論や、さらな

る文献購読により、より真理に迫る対話を実践す

ることができた。現地渡航がかない、なぜそのよ

うな対話が必要であるのかについてさらに肌で感

じて帰国した。 

帰国後は、地域に、哲学すること・対話をする

ことをもたらす探究的な問いを立てた生徒が多く

いた。 

(2) Open-mindedな姿勢と能動的市民性・アクショ

ンの創発 

 帰国後、目の前にある物事が自らの探究活動や

進路活動につながるか否かがわからなくても、積

極的に学校内外に活動の範囲を広げ、挑戦をする

姿勢が見られた。例えば、他地域のツアーに参加

申し込みをする生徒や、地域住民に対面・オンラ

インで積極的にインタビューを行う生徒が出始め

た。特に象徴的であったのは、本研修参加者の中

から生徒会活動の中で提案をし、中高全生徒を巻

き込んだウクライナ支援のための講演会とメッセ

ージの作成を実現できたことである。このことは、

テレビでも報道され、後日、本校運営指導委員で

ＯＥＣＤ教育スキル局シニア政策アナリストの田

熊 美保氏からも称賛の声をいただいている。 

例えば、他地域のツアーに参加申し込みをする

生徒や、地域住民に対面・オンラインで積極的に

インタビューを行う生徒が

出始めた。特に象徴的であ

ったのは、本研修参加者の

中から生徒会活動の中で提

案をし、中高全生徒を巻き

込んだウクライナ支援のた

めの講演会とメッセージの

作成を実現できたことであ

る。このことは、テレビで

も報道され、後日、本校運

営指導委員でＯＥＣＤ教育

スキル局シニア政策アナリストの田熊 美保氏から

も称賛の声をいただいている。 

 

(3) 複眼的思考の定着と発散収束の螺旋的思考 

 生徒は帰国後に事後研修として、レポート作成

を行った。報告会などの発表は日程を調整中では

あるが、作成の進んだレポートの内容からは、一

つの問題につき、単一目線からの解決方法ではな

く、問題をあらゆる学問分野から学際的に策を考

えることができるようになっている。複数の問題

を一度に解決するモデルを作り、双葉郡から実践

を始めていこうと考える生徒も出始めている。(下

図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ルーブリックの生徒記述より 

今後 B 英語活用力・E 他者との協働・F マネジメ

ント力・I能動的市民性の上昇は十分に見込まれる

が、生徒ルーブリック記述とでは、以下のような

ものがあった。(原文ママ) 

 

B英語活用力 

・ドイツの子や先生とは、移動時間やステイ中に

原稿が無い会話も出来たが本当の英語圏だとそう

はいかないと思っている部分がある。 



・ドイツ研修でドイツの高校生と交流をする時に、

福島のことや私たちの学校のことなどについて準

備した英語で発表し、その後簡単な質疑応答をし

たり感想を話して貰ったりした。お茶会の時やホ

ームステイの時にも相手に気になることを質問し

たり、逆に質問に答えることが出来た。 

 

E他者との協働 

・ドイツ研修メンバーのチームワークは良いもの

だった。一言で「良かった」とまとめてしまうの

は恐れ多いが。もちろん弱音を吐く時もあったし

情報伝達が噛み合わない時もあったけど最後見え

た景色はチームワークあってこそかなと。 

・私は部活動に所属しておらず、放課後の時間は

空いているため、プレゼン作成を自分のペースで

進めることができた。だが部活動に所属している

メンバーは放課後自分で使うことのできる時間が

限られているため、作成を計画的に行うことが難

しい仲間もいた。昼休みや部活動のない放課後の

時間を利用し役割を分担してパワポ、原稿の作成

を進めてきた。またホームステイ期間はホストフ

ァミリーの家事の手伝いを行った。各家庭にそれ

ぞれの生活スタイルがあるがそれを海外で経験し

たことにより異文化交流を通して他者理解にもつ

なげることができたと思う。 

Fマネジメント力 

・ドイ研メンバー全体でなら適切な役割分担など

も出来ていたが、個人としては計画立てるのもマ

ルチタスクも苦手なのでまだ５段階評価の 2。 

・指示をもらわないで行動するのはまだこわいと

思う。 

・レベル４に上がるためには「作業を適切に役割

分担する」能力を身に着けるべきだと感じている。

今回の研修では一人一人のスケジュールがある中

で事前研修等を組み立てていたためどうしても偏

りが出てしまった。 

I能動的市民性 

・ドイツ研修の目的に他者還元があり、私も大切

にしている。変革者の一歩として報告会で学校の

人たちに良い影響を与えたい。 

・研修参加前までは社会問題を他人事として捉え

ていたわけではないが、自分自身にできることを

考えたりその問題に対して自分の考えを持ったり

することは、なんとなくでしかできなかった。

「動物会議」の哲学対話を通して、日常にある問

題を深めて考えることを始めとし、現地へ行き

様々な問題に触れていく中で、日本に置き換えて

考えてみた。ドイツの学際的な考え方を浸透させ

るべきだと思い今の探究内容に至っている。ドイ

ツの課題解決をする際の根本的な考え方を学べた

ことは、自分の価値観を見直すきっかけとなった

とともに、社会問題や身近なことに当てはめて考

えてみると視野を広めることができると思った。

学際的な考え方を行うことは「社会の主体として

の意識を持ち、社会がより良くなるための考えを

持つことができる」に繋がると感じた。 

 



２．４．２ ニューヨーク研修 

 

 本校が SGH 指定校であった期間から続く本事業は、新型コロナ感染拡大に伴い中止や代替を余儀なくされて

いた。SGH指定最終年度となった2019年度（本校4期生）およびグローカル型初年度の2020年度(本校5期生)、

そして昨年度(本校 6 期生)も渡航を断念してきた。このような状況のため 3 年に渡って国内での代替研修を実施

してきていたが、今年度（本校7期生）は3期生以来4年ぶりにニューヨーク現地への渡航が可能になった。 

 

（１）チームビルディング 

 本研修は、教員主体の語学研修や、探究活動の広報活

動とは異なる。地球市民としての生徒たちが、能動的市

民性を大いに高め、地域や世界に貢献していくために生

徒主体で進めるプロジェクトである。 

本研修のミッションを自覚し、国際社会で提言をした

いという意志を持った 8名の生徒たちが選抜される。（こ

れまでは最大 12名の生徒を選抜していたが、今年度は渡

航に関わる旅費が例年と比較しても非常に高くなってお

り、人数減に至った。）原子力災害からの復興にかかわる

自分たちが、世界の人々とともによりよい未来を目指す

ためには、どのような相手と議論をし、どのように提言

をすべきかから生徒たちは議論を重ねる。研修前後には

積極的に地域と学校に学びの成果を還元する。 

参加者 8名を選抜する際には、以上の観点を踏まえた

内容および自分の探究と地域・世界とのつながりについ

ての志望理由書を重要視し選抜した。 

これまでと大きく異なる点として、3 年間渡航を断念

してきた生徒たちの思いを受け継ぎ、強い使命感を持っ

て研修に臨む必要があるということを全員で確認した。 

 

（２）事前研修①（伝承館研修、語り部交流会） 

期日：令和 4年 12月21日(水) 

令和 5年 1月 23日（月） 

 令和４年度「震災と復興を未来へつむぐ高校生語り部

事業」の一環として、NY研修参加生徒 7名で東日本大震

災・原子力災害伝承館を訪れ、当時の被害状況への理解

を深め、福島の現状の課題について把握した。 

 上記イベントに参加できなかった生徒１名について、

後日伝承館で行われた令和４年度「震災と復興を未来へ

つむぐ高校生語り部交流会」にオンライン参加し、プレ

ゼンテーションを用いて自身の被災体験と現在の学校生

活について発表を実施するとともに、県内高校生の被災

体験や取り組みについての発表を聞いた。 

 これらの事前研修は後述する事前研修②（会津大学留

学生との交流）に向けた準備と NY現地で発表するプレゼ

ンテーション作成において効果的であった。 

（３）事前研修②（会津大学留学生との交流） 

 期日：令和 5年 2月 20日（月） 

会津大学主催のプログラム「2022年度東日本大震災・

原子力災害伝承館と福島ロボットテストフィールド等視

察」へ参加した。同プログラムでは上記 2つの施設に加

えて請戸小学校を訪れ、福島が抱えてきた課題と復興へ

の取り組みを客観的にとらえ、今後革新的な未来のため

に何ができるかを実感することを目的としている。 

会津大学からは 13 名の留学生を含む 21 名が参加し、

本校 NY研修生徒 8名、留学生 2名と合わせて計 31名が

グループに分かれて研修を行った。 

英語を用いたコミュニケーションのみならず、外国人

から見た福島の印象や、専門分野を学ぶ大学生ならでは

の思考から未来の可能性について共に探る良い機会とな

った。 

 

 

 

 

 

（４）事前研修③（その他） 

期日を問わず、以下の内容を事前研修として実施した。 

・英語コミュニケーションのトレーニング 

・課題図書『This Very Tree』（Sean Rubin著） 

・課題図書『災害ユートピア』（Rebecca Solnit著） 

・課題図書 教育関連書籍を各自 1冊選択 

・社会科教員による 9.11、アメリカ史講義 

・映画『1/10 Fukushimaをきいてみる 2022』鑑賞会＆交

流会参加 

・小玉直也氏（NPO法人アースウォーカーズ）との懇談 

・NHK Special 混迷の世紀 第 9回「ドキュメント国連安

保理～密着・もうひとつの“戦場”～」視聴と哲学対話 

・UNIS-UN 2023 Conference Debate練習 

 上記に加えて、NY現地でのプレゼンテーションに向け

たスピーチ作成、スライド作成、プレゼンテーション練

習、UNIS-UN Cultural Showcase で披露するダンスの練

習等を実施した。 

読売新聞 
（2023年2月21日） 



（５）ニューヨーク現地での研修 

期日：令和 5年 3月 10日（金）～18日（土） 

活動内容： 

① 国際機関関係者との意見交換 

国連日本政府代表部による「国連と SDGｓ」に関する

講義を聞き、福島の私たちが持続可能な世界の実現に

向けて何を為すべきなのかを考える。また、各国の国

連関係者に福島復興に向けた自身の実践について発

表を行い、持続可能な世界の実現について意見交換を

行う。 

② UNIS-UNでの各国同世代との交流 

国連職員の子弟等が通学する UNIS（国連国際学校）が

主催し、各国の高校生が参加する生徒国際会議

UNIS-UN（会場：国連総会会議場）に参加し、各国の

同世代とグローバルな課題について議論を行い、交流

する。（2023テーマ：Turning the Page: A New Chapter 

in Education） 

③ 現地 NPOと連携した同世代生徒意見交換 

現地の NPOと連携し、NYの多様性を包含するコミュニ

ティ形成について学ぶとともに、市内在住の同世代に

福島復興に向けた自身の実践について発表し、グロー

バルな課題について意見交換を行い、交流する。 

④ 現地行政職員との意見交換 

NY市の職員に向けた自身の実践について発表し、福島

と世界の課題解決について意見交換を行う。 

⑤ シティズンシップに関するフィールドワーク 

The Apollo Theaterや Schomburg Center for Research 

in Black Cultureで、NYにおける黒人文化の歴史と、

その記憶の伝承等について学ぶ。また、9.11 Memorial 

Museumの視察と意見交換を行う。 

⑥ 生徒たちの計画による自由研修 

多様性と能動的市民性が息づくニューヨークの文化

を体感する。また、異国の地で行き先や移動手段も自

分たち自身で計画し行動する経験を積む。 

 

プレゼンテーション発表内容： 

『Paying it forward 

from Fukushima』 

2011年 3月の東日本大震災・原子力災害発生時の自分

たちの体験とふたば未来学園入学後に学んだことを踏ま

えて、次世代への「恩送り」として地域社会あるいは世

界に向けて活動していることを紹介し、福島の現状の課

題を解決に導くための対話の場（Open Dialogue）の必要

性を訴える内容である。 ※Canvaでスライド作成 

３月１０日（金） 

3/10（金）10:05発の飛行機に乗り、12時間かけてニ

ューヨークへ向かい、午前9:00にニューヨークに到着。

生徒の中には海外渡航経験がある者とそうでない者がい

たが、ニューヨークは全員初めて訪れた。 

 

初日は、NY 市役所の Chisato Shimada 氏、同僚の

Christopher Haight氏、Naiyiri Booker氏をホテルの一

室に招き、用意したプレゼンテーションを見ていただき、

対話の時間を設けた。 

Christopher氏とNaiyiri氏はNY市役所公園局の水に

関わる（川、池、海、湿地等）研究者の方々である。プ

レゼンテーション内で言及した福島の原発処理水の問題

を中心に、生徒の

探究活動のヒント

になるようなアド

バイスを多数いた

だいた。 

 

午前 0:00（日本時間 3/11（土）14:00）、ふたば未来

学園では震災追悼式が執り行われており、生徒たちは

zoomをつないで式へ参加し、黙祷を捧げた。 

 

３月１１日（土） 

２日目は黒人文化の原風景が残るハーレムでの研修

である。国連ユース代表でNPOを経営されているJadayah

氏と合流し、まずは The Apollo Theaterを見学した。Mr. 

Apolloこと Billy Mitchell氏が見学ガイドを務め、The 

Apollo Theater の歴史や自身の生い立ち、The Apollo 

Theater という施設は何なのか、ハーレムはどういう街

なのかについてお話をいただいた。 

The Apollo Theater のステージは Stevie Wonder や

Michael Jackson (The Jackson 5)など名立たるパフォー

マーたちがパフォーマンスをしてきた長い歴史がある。

Mr. Apolloによって一部の見学参加者がステージに立っ

てパフォーマンスをすることを求められたため、後日参

加予定の UNIS-UNの Cultural Showcaseのために練習し

てきたダンスを生徒全員で披露するという貴重な体験を

することができた。 



その後はモスクの外観を一目見てから、African 

Marketの散策を実施。セネガル出身の方が開いた店に案

内していただき、Africa in Harlemという取り組み・考

え方や、黒人やアフリカに住む人々に対する偏見につい

ての話を聞く機会に恵まれた。 

 

午後は黒人文化の歴史のアーカイブが残る Schomburg 

Centerの見学と、ハーレムの学生たちとの交流を実施し

た。アイスブレイクのゲームで親睦を深め、生徒が準備

したプレゼンテーションを発表した。ハーレムの学生た

ちは最初は福島のことをほとんど知らなかったが、発表

を通して、福島が直面している風評被害や処理水の問題

と、黒人差別の歴史やミシガン州フリントの水汚染公害

問題を重ねて、共感しながら真剣に聞いてくれた。発表

後にも多数のコメントをいただいた。 

 

ホテルに戻ってひと段落した後、プレゼン発表と The 

Apollo Theaterでのパフォーマンスを動画で見て振り返

りを実施した。 

 

３月１２日（日） 

３日目は初めて自分たちで地下鉄を使って移動する

こととなったが、逆方向の列車に乗ってしまった。全員

で協力しながら丁寧に確認すること、誰かに任せっきり

にしないこと、分からなかったらとにかく誰かに聞くこ

との大切さを学んだ。 

 

到着後、9.11 家族会の Meriam 氏と１日目もお世話に

なった Chisato Shimada氏の案内で World Trade Center

周辺の散策を行った。Meriam氏は写真を見せて当時を振

り返りながら、9.11の出来事について丁寧に説明してく

ださった。 

9.11 の事故から蘇った World Trade Center 一帯とニ

ューヨークシティ全体の復興のシンボル"Survivor 

Tree"のもとを訪れることができた。この木については事

前研修で絵本"This Very Tree"を全員が読んでおり、実

物を目の当たりにして感動の声が漏れた。また、Saint 

Nicholas Greek 

Orthodox Church & 

National Shrine を

訪れ、礼拝堂のモザ

イク画を鑑賞したり、

追悼のロウソクをお

供えしたりした。 

9/11 Memorial Museumの視察では、事前研修で複数回

訪れた東日本大震災・原子力災害伝承館と同じ役割を有

する施設の見学を通し、歴史を後世へ伝え残すこと、そ

れを学ぶことの大切さを改めて感じることができた。 

 

いったん解散し、3 班に分かれて自主研修を行った。

各班がそれぞれ自分たちで行先を決め、時間通りに目的

地へたどり着けるように行動した。ニューヨークの観光

名所を訪れたり、現地の人々とコミュニケーションを取

ったりする体験を通して、海外での生活を肌で感じるこ

とができた。 

 

集合後は、本校の NY 研修で縁のあるロバート柳澤氏

のご自宅を訪問した。Meriam 氏を始めとする 9.11 家族

会の方々にも集まっていただき、生徒によるプレゼンを

実施した。家族会の方々は真摯に生徒のプレゼンを聞き、

多数の質問とコメントをしてくださった。用意していた

だいたご馳走をいただく中で、日本に留学予定の学生と

コミュニケーションを取ろうとする生徒の姿も見られた。 

 

ホテルに戻って反省会を行った。生徒たちは「対話の

大切さ」をプレゼン発表しているが、これまでの３日間

で経験した言いたいことがあっても英語で答えられない

もどかしさや、周りの様子を窺って自分から一歩を踏み

出せなかったこと、聞かれていることが分からなくなっ

てしまったこと等を振り返り、自分たちがこの研修を通

してどう変わりたいか、明日からの取り組み方や姿勢に

ついて考え直した。振り返ると、この日の反省会が後の

研修内容に大きく良い影響を与えたと思われる。 

 

３月１３日（月） 

４日目、昨晩の反省を踏まえて朝早くに集まり、学ん

だ内容の共有と、本日から始まる UNISプログラムの内容

の予習をした。 

 

午前中は国際連合日本政府代表部を訪問し、志野光子

大使、大嶋勝公使のお二方にご挨拶をさせていただいた。

生徒は事前研修として視聴した NHK スペシャル 混迷の

世紀 第９回 「ドキュメント国連安保理～密着・もうひ

とつの“戦場”～」の感想と、それを踏まえた対話の内

容、自分たちの考えと NY Projectの取り組みについて報

告した。志野大使と大嶋公使からは激励の言葉をいただ

き、その後生徒の探究活動に関する質問を基に対話を行

った。 



続いて児玉啓佑参事官にご挨拶し、国連や SDGs、児玉

参事官自身の取り組み等についてのブリーフィングに参

加した。プレゼンテーション披露では「想像以上に素晴

らしいものでした」と感想をいただき、プレゼンをより

良くするためのアドバイスや処理水問題への言及、また

生徒からの質問に対して、探究活動への助言やチームプ

ロジェクトにおいて大切にすべきことなどを教えていた

だいた。 

 

午後は UNIS（United Nations International School）

のプログラムに参加した。Cultural Showcase には各国

の高校生が参加し、自国の文化を紹介するパフォーマン

スを披露した。本校生徒も事前に申し込みをしており、

何度も練習したダンスで会場を盛り上げることができた。

生徒は国籍が異な

る相手とでも感動

を共有できる楽し

さや達成感を感じ

たようだ。 

 

その後は生徒の希望に応じて２つの Workshop へ参加

し、周りの外国人生徒とコミュニケーションを取ったり、

協働して作品を作り上げたりした。一回目の Workshop

で上手くいかなかったことを踏まえて、二回目では勇気

を出してアクションを起こすことができたという生徒の

話も聞かれ、大きく成長を感じる一日となった。 

 

３月１４日（火） 

５日目は国連国際学校 UNIS（ United Nations 

International School）が主催する生徒国際会議 UNIS-UN

へ参加した。世界中の学生が国連本部の General 

Assembly Hall（総会議場）に集い、講話を聞いたりDebate

をしたりするプログラムである。本校はGERMANYとGHANA

の席に割り当てられた。 

 

【Day1 Keynote Speaker（講演者）と概要】 

・Mr. Christopher de Bono, Deputy Director responsible 

for Communications, UNICEF 気候変動によって教育の

機会を奪われる子どもたち 

・Sheikh Manssour bin Mussallam, Secretary-General, 

Organization of Educational 教育で何を学ぶべきか 

・ Dr. Lauren Rumble, Associate Director Gender 

Equality for UNICEF 教育のジェンダー平等、女性の教

育機会均等について 

生徒は英語で長い講話や議論を聞き取ることに苦労

していたが、分からない単語をリストアップしたり、ス

マートフォンの音声入力機能を駆使して文字起こしした

りしながら、必死に食らいつく姿が見られた。 

 

Day1 の Debate Motion は"Incorporating AI into 

education will have positive or negative effects"

であった。事前に選ばれた学生が議論するのを聞き、最

終的に投票を行う。事前研修で ALTの協力の下、立場を

決めて理由や根拠を考えてきたこともあり、いくつかの

例や単語について聞き取って自分なりに考えることがで

きたようだ。Day1

プログラム終了後

は国連本部ツアー

に参加し、安保理

の会場等、国連本

部の内部を見るこ

とができた。 

 

ホテルに戻り、明日の Day2 にどう臨むかを全員で考

えた。学んだ内容を記録していくことよりも、リアルタ

イムで言われていることを理解・共有してみんなで考え

ていくということを目標に、誰が何を担当するか、どの

ような配置で着席するかを決め、よく耳にした表現や単

語の意味を確認した。 

 

３月１５日（水） 

14日に引き続き、UNIS-UN Day2へ参加した。 

 

【Day2 Keynote Speaker（講演者）と概要】 

・Dr. Roser Salavert, Co-Founder and Director of the 

NYS/NYC Professional Development 「他人の靴を履く」

思いやりのある教育システム 

・Soraya Fouladi, Founder and CEO of Jara e-ラーニ

ングの普及、The Jara Unitの紹介 

※上記に加え、Student Moderated Panel Discussion 

 

反省を生かして席の配置を変え、各自が必死に自分の

役割を果たそうとしている姿が見られた。同じテーブル

に座った羽黒高校の生徒と先生も巻き込んで、考えを深

めるために一緒に対話をした。これまでの準備や事前研

修で学んだ単語・表現、毎晩反省を重ねて新たに増えた

語彙のおかげで、生徒からも「今こういう話してたよね」

など話の内容を確認しようとする声が聞こえてきた。 



Day2のDebate Motionは"Education should be private 

rather than public."であった。結果的に指名されるこ

とはなかったが、本校ならではの視点から様々な要素に

ついて考え、質問を準備して挙手することができた。３

期生ぶりの UNIS-UNの現地参加はハードルの高いものだ

ったが、生徒は色々な新しい経験をしたり、教育の世界

的な問題について自分事として考えたりする機会を得る

ことができた。 

 

夜は２日目に一度訪れた The Apollo Theater で

Amateur Night というライブイベントを鑑賞した。子供

から大人まで幅広い年代の挑戦者が性別・人種も関係な

く自らの才能を発揮するためにステージに立ち、歓声や

ブーイングを浴びる

という、アメリカ・

ニューヨークの大衆

文化を肌で感じる良

い経験となった。 

 

ホテルに戻った後は、プレゼンテーションの最終発表

に向けて、児玉参事官のアドバイスを参考にプレゼン発

表の原稿とスライドを調整した。生徒は眠気に抗いなが

ら声を掛け合い、助け合いながら最終調整に取り組んだ。 

 

３月１６日（木） 

最終日となる７日目は、国連本部 Civil Society Unit

の Hawa 氏や、UN Youth Representatives の皆様に、福

島の課題と世界の課題を重ね合わせつつ、持続可能で平

和な世界の実現に向けた提言を盛り込んだプレゼンテー

ションを行った。発表を終えてスタンディングオベーシ

ョンをいただき、生徒からは泣きそうになったという感

想を聞くことができた。 

 

国連関係者の方々は、プレゼンを通してふたば未来生

の取り組みや福島・日本の現状をよく理解できたと仰っ

ていた。また、発表内容について、対話・交流の場を開

くことの大切さ、そしてそこから生まれてくる新たな分

断に立ち向かうための助言をくださった。生徒たちのこ

れからの取り組みに期待し励ましてくれる声かけの数々

に、生徒たちは安

堵しながらも身の

引き締まるような

思いだったと思わ

れる。 

現地での研修プログラムを一通り終えて、生徒からは

「色んな経験と失敗ができて良かった」「周りのメンバー

を尊敬できた」「人生が変わった」という感想が聞かれた。

帰国後は、学んだことを報告・共有・実践していく使命

を果たすことになる。ひとまず４年ぶりのニューヨーク

現地での研修は成功に終わったと言えるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３月１７日（金）、３月１８日（土）は移動日 

 

（６）成果と課題 

チームビルディング 

メンバー選抜において、自分の探究と地域・世界との

つながりについて志望理由書に書く必要があったことで、

全員が探究活動の内容を深く振り返ることにつながり、

それぞれの取り組みを深化させようという意識づけをす

ることができた。また、顔合わせの際に、3 年間渡航を

断念してきた生徒たちの思いを受け継ぎ、強い使命感を

持って研修に臨む必要があるという話をしたことで、メ

ンバーに責任感が生まれた。ドイツ研修に参加した者と

そうでない者、海外渡航や国際交流経験の豊富な者とそ

うでない者等、多様なメンバーを選出したことで生徒間

での学び合いが活発に生まれた。結果的に 8人という少

人数編成になったことでチームの結束力が高まりやすく、

仕事をスムーズに分担することができた。しかし、学校

や地域への学びの還元、学び合いの効果の最大化を考え

ると人数を確保することも考慮すべきである。 

 

事前研修 

 事前研修は現地での活動を有意義なものにするべく、

大きく分けて、①プレゼンテーション作成のために福

島・世界のことを知る、②ディベート等を含めた英語に

よるコミュニケーション・思考の強化という２つの軸で

行われた。講義やフィールドワーク、多くの対話の機会



を通して、グローバルな視野を持つこと、世界の諸問題

についての基本的な知識を身に着け、関心を持てるよう

になるという目的は達成することができた。 

 また、各自の英語トレーニング以外は基本的にチーム

で協働して取り組むことで、チームプロジェクトの進め

方を学び、実践するという経験が得られた。これまでの

研修等では実現できなかったレベルでの「チームでの協

働」ができたということは生徒全員の総意のようである。

チーム間での連絡共有に Facebook グループを使用した

こと、プレゼン等の作成に Google Documentや Canvaを

使用したことで、アーカイブとしての機能を有しつつ同

時作業で効率的にプロジェクトを進めることができたこ

と、関係教員からのフィードバックが容易であったこと

も１つの大きな成果である。 

 また、事前研修の内容

に加えて、UNIS-UN 2023

のトピックであった教育

の問題に関連するポスタ

ーを作成する課題・授業

を行ったことは、研修に

参加していない生徒も巻

き込んで思考を深めなが

ら、研修生徒の学びを他

生徒へ還元する役割も果

たしていたと言える。 

課題として、旅行費用や日程の調整に時間がかかった

ことが大きく影響しているが、準備時間に余裕がなく、

書籍を読み込んで内容を深掘りすることまではできなか

った。また、英語力改善のためのトレーニングは自主性

に任せる形になり、十分に実施できなかった点にも課題

が残る。 

 

【資料】ルーブリックの平均値の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニューヨーク現地での研修 

 全体を通して、英語でのコミュニケーション（特にリ

スニング）で困難を感じる機会は多く、生徒は英語学習

に対する強い動機付けを得ることとなった。また、普段

の授業においても、ただ原稿を読むようなものではなく、

ディベート等で必要とされる即興性と論理的思考力に英

語活用力を組み合わせたトレーニング等、より実践的な

英語力を醸成する内容を考案していく必要性が感じられ

た。一方で、教科書で学ぶ基本的な英文こそがコミュニ

ケーションの核となるということも併せて意識づけでき

ると良いと感じた。しかし、生徒が研修の中で積極的に

相手に話しかけたり言葉を発しようとしたりする姿が見

られるようになったことは大きな成果である。 

 研修終了後に取得したルーブリックの自己評価からは、

生徒が NY 研修を通して自身を大きく成長させることが

できたと感じていることがよく分かる。下記の資料は NY

研修に参加した 8 名の生徒のみを対象とした、1 年次以

降から取得しているルーブリックの自己評価の平均の推

移である。NY研修後の振り返りでは、すべての項目が大

きく数値を伸ばしており、生徒自身も最も伸びたと感じ

る能力として特に B(+1.25), E(+1.25), G(+1.50), 

J(+1.13)を挙げている。研修を通して得られたモチベー

ションを高く維持して、今後の事後研修や学校・地域へ

の学びの還元をしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本校ルーブリックについての詳細は「４ 実施の効果とその評価」参照。 

生徒が作成したポスター 

【生徒のルーブリック反省・感想】（一部抜粋） 

・「研修の中でメンバーの良いところをたくさん見つけられたし協力できた。」 

・「最初は何を言っているのかわからなくて会話も避けていたけど、後半になるに

つれて聞き取れるようになっていった。」 

・「プレゼン中、聴衆が良い反応をしてくれた事がとても嬉しかったため、これは

自分もできるようにしたいと思い、メンバーと一緒に挑戦していた。」 

・「ニューヨークの人にとっては相手の時間を無駄にしないことが礼儀（日本人の

謙虚な性格は時間が無駄になる）と学び、テキパキと接するようにした。」 

・「自分がやっている探究が、世界で起きている問題と共通点があることに改めて

気づかされ、本当に全部他人事じゃないんだと思った。」 

・（後輩へ）「心から頑張ってよかったと思える。迷ってる人は絶対挑戦してほしい。」 



２．４．３ 広島研修 

 

 福島の復興を目指し学ぶ私たちは、原爆被爆から復興し、核無き世界を目指して世界に発信をし続け、歴史的
使命を果たしてきた広島の在り方から、多くのことを学ばなくてはならない。未来創造探究をより深化させ、未
来を切り開く一歩とすることを目指し、広島県立広島国泰寺高等学校と連携して下記の通り広島研修を実施した。 
 

（１）日程・参加生徒 
 10月28日から30日の二泊三日で行った。例年は二
年次 10 数人を対象とした研修であるが、本年度は一・
二年次 25 名が参加する大規模なものとなった。内訳は
一年次20名・二年次５名、男女比は男子４名・女子21
名であった。 
 
（２）事前学習 
 事前学習として本校と協定を結んだ早稲田大学との協
働で開催した１Ｆ地域塾に生徒は参加した。１Ｆとはイ
チエフと読み、福島第一原子力発電所の通称である。戦
災からの復興を果たした広島に学びに行く前に、福島県・
浜通りが抱える原発事故および廃炉事業が抱える問題と
未来について考察することを目的とし、第０期全４回に
参加した。 

 
 地域塾は本校を会場とし、地域の方や大学生、専門家
や事業者（東京電力）が参加した。全体会で基調講話を
聴いたのちグループに分かれて意見を出し合い、最後に
分科会で出された意見を共有する流れになっており、９
月 17 日の第三回１Ｆ地域塾では、実際に第一原子力発
電所の見学も行った。 
 
（３）実施内容（10月28～30日） 
 初日は広島の国泰寺高校へ赴き２年生と授業に混ぜ
てもらい新エネルギーについてディスカッションを行っ
た。その後ホテルに荷物を置いたのち平和記念資料館へ。
たっぷり２時間弱見て回ることができた。 
 二日目の午前中は国泰寺高校有志とディスカッション
をした。全体テーマを「ヒロシマとフクシマの高校生で
いること～復興・継承・未来について～」とし、広島の

生徒に「福島のイメージ、小中のころの平和教育、ヒロ
シマの高校生だと意識する体験」本校生から「広島のイ
メージ、平和資料館の感想」を出し合い、フリーディス
カッションでは「そもそも何のために後世に伝えていく
のだろう？」「「最後の話者」がいなくなる広島の伝承」
「自分たちの世代がフクシマを伝える「最後の話者」で
あること」について話した。 

「広島で福島で生まれたからってそういうのを期待され
るのも重い」という意見や「伝承する意味ってあるの」
という意見も出た。教員からは「人間の愚かさを舐めな
いほうがいい（だから伝えていかなければ）」とコメント
があった。 
13時からは梶本淑子さんによる被爆体験講話。メッセ
ージ性の強い重みのあるお話で、終了後も生徒からは質
問が挙がった。次いでボランティアガイドのさんに平和
祈念公園と市内南東の陸軍被服支廠跡のガイドを受けた。
午前中に「別に伝承しなくとも」と出たところで、被爆
者の方から「伝えていくべき！」と訴えられ、最後の被
服支廠では「残したものをどう活用するか」を考える展
開になった。三日目は宮島を見学し帰路についた。 
 生徒からは次のような感想が出された。 
「大人になるにつれ、話せる自由が制限されるような気
がする。子どもは、立場がないから語れるものがあり、
それが強みかもしれない。何でも質問できる今のうちに
知識をつけたい」「原爆ドームは核廃絶を願う世界的テー
マの象徴。１Ｆの遺構化は何のためだろう」「ふたば未来
には原発事故を語ることに対しての押しつけはないけど、
期待はされていると思う」「浜通り＝原発というレッテル
はやめて欲しいし、浜通りの人だけで原発を考えるのも
おかしいと思う。福島、日本全体で考えていかないと」
「忘れるということは過去の人に対する冒涜だと思う」
「私たちは梶本さんのお話を聞くのが最後かもしれない。
語ろうとする気持ちが宝物なんだよ、と最後に言われた。
語ることで相手に伝えられるし、もしかしたら同時に自
分も救われていくのかなって思った」。 



２．５.  1    発表・交流 

 ここでは外部団体が主催する発表会への参加や他校との交流についてまとめる。 
 
２．５．１   ふくしま学（楽）会 
 ふくしま学（楽）会は早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンターが主催する学会である。世代を超え
て、地域を超えて、分野を超えて、福島の復興について考える場として毎回多くの方が参加している。今年度も
７月31日に第10回が富岡町で、１月29日に第11回が大熊町で開かれた。 
 

（１）第10回 ふくしま学（楽）会 
 第１部 【1F廃炉の先を考える】で３年次の渡邉光季
が「話せばわかる、話せば変わる：いわきを越えた学び
を通して」をテーマに報告をした（写真）。 

 
第２部 【福島浜通り地域社会の将来像を考える】では
３年次の 三村咲綾が「ひとりひとりが取り組む防災」を
テーマに報告を行った（写真）。 

 
 発表資料は以下のサイトに掲載してある。 

 
また、第４部【総括セッション】では本校副校長の南
郷市兵と渡邉光季がパネリストとして参加した。 
 
 

（２）第11回 ふくしま学（楽）会 
 ２年次の佐藤志保が「なぜ処理水の海洋放出に反対運
動が起きるのか 創造的未来を考える」をテーマに発表
した（写真）。 

 
高校１年生の時のワークショップを通じて、それまで
は「何となく危険」と感じていた処理水を、「安全なこと」
と思い始めた。しかしその後、処理水放出を巡って、ネ
ット上で賛成派と反対派が論争を繰り返していると知っ
た。賛成派は、国や東電が伝える科学的な安全や海洋放
出することのメリットといった「正しい知識」に基づき、
「反対派は『正しい知識』を持っていない人」と単純化
して攻撃しているという。 
このことを通じて「自分の中にも、これに近い思考回
路があったかも」と思うようになり、対立の要因は、反
対する人たちを理解しようという気持ちが足りないから
ではないか、と思い調査を始めた。 
風評被害 への懸念。国策として原発政策を推し進め
た東電や国への不信感。 原発事故 以来続く先が見えな
い暮らしの不安感、反対の理由は人によって様々なこと
に気づき、「なぜ反対しているのかに目を向けて真摯に対
応しなければ、本当の心配や不安を解消することができ
ない」と考えるようになった。 
発表の最後に、聴衆にこう呼びかけた。「問題が起きて
から他人を責め、自分は関係ないという態度をとってほ
しくない。私たちにはいま、考えるチャンスがある」と。  



２．５．２   ふるさと創造学サミット 

 

（１）「ふるさと創造学サミット」について 

 双葉郡8町村内の各学校で行われている「ふるさと創
造学」の取り組みを共有し、子どもたちの学びの場とな
るのが「ふるさと創造学サミット」である。今年度は、
富岡町文化交流センター・学びの森に一部の児童生徒が
集まり、その他の児童生徒は各校からオンラインで参加
する、現地・オンライン併用での開催となった。また、
今回で第9回目を迎えたが、初めての双葉郡内での開催
となった。 
（２）実施内容 
本校からは、高校3年生が「ひとりひとりが取り組む
防災」というプロジェクトを行っている高校３年生の生
徒が代表として発表を行った。防災×歴史をテーマに、震
災の教訓は歴史的にきちんと残されており、それをどの
ように活かしていくのかが重要であると発表した。 
また、防災と要配慮の避難の観点から、これまで学校
で行われた避難訓練をアップデートしていく必要につい
て説明し、校内の避難訓練を学校の先生と話し合いなが
ら作り変え、避難訓練の後に校内でワークショップを行
った。高校生の力が地域の防災力を向上させる必要性が
あると発表した。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）成果と課題 
本サミットは双葉郡内の小中学生と高校生とが交流
できる貴重な場である。特に今年度は震災後初の双葉郡
での開催という意義は大きい。双葉郡で学ぶ児童生徒達
が、お互いにどのようなことに取り組んでいるのかを共
有できるきっかけとなった。 
その一方で、貴重な交流の場を活かしきれていないと
いう声も挙がった。学びの成果を発表したり意見を交換
したりするだけでなく、学校を超えて、町村を超えての
協働が今以上に促進されれば、より有意義なサミットに
なることが予想される。 

２．５．３   福島県高校生社会貢献活動コンテスト 
 
本コンテストは、地域の課題解決に向けた創造的復興
教育を目的として、福島県教育委員会の主催で震災以降
毎年行われている。各学校が探究活動を推進する一つの
インセンティブとしての位置づけもあり、最優秀賞を受
賞すると県知事への訪問という機会も与えられる。本校
では令和元年度から本コンテストの積極的な活用を呼び
かけており、今年度も以下の４件を応募した。 
 
このうち、書類選考に応募した２件が最終選考に選抜さ
れた。最終選考会は9月10日（日）、自治会館（福島市）
でオンライン開催された。県内の 12 件のプレゼンテー
ション、質疑応答が行われた。 
 審査の結果、以下のような結果となった。 
 
＜最優秀賞＞１プロジェクト 
・ふたば未来学園高校 みらい防災 
 プロジェクト名：「ひとりひとりが取り組む防災」 
・ふたば未来学園高校  
社会起業部カフェチーム 
プロジェクト名：「可能性はここから始まる!! Caféふ
ぅよ変革者たれ」  
 
＜入選（社会貢献賞）＞２プロジェクト 
・ふたば未来学園高校 ニューヨークチーム 
プロジェクト名：「浜通りツアー」 
活動名：原子力防災探究ゼミ 個人 
プロジェクト名：話せばわかる、話せば変わる 
～いわきを超えた学びを通じて 

令和元年度より本コンテストに参加し、過去4回中3
回目の最優秀賞を獲得できた。このコンテスト以外にも
様々なコンテストがあるため、今後は年間計画を見なが
ら、長期的な視点で低学年からのコンテスト出場を進め
ていく必要がある。また、各学校の発表内容が充実して
おり、福島県でも探究文化が定着してきたように感じる。 



2.  5.  4    マイプロジェクトアワード校内選考会 

 

「全国高校生マイプロジェクトアワード」は、高校生
の探究活動、マイプロジェクトなどを発表する日本最大
級の学びの場である（認定NPO法人カタリバ主催）。本
校では、応募するプロジェクトの質を高め、あわせてプ
ロジェクトからの学びをより深める機会を設定するため、
福島県Summitの校内予選という位置づけで校内選考会
を実施した。 
校内選考会には高校1年生～3年生まで14 件の応募
があった。1年生から4件の応募があり、早期に探究に
取り組み自発的に探究活動を行う生徒も見られた。 
審査はマイプロジェクトアワードの審査基準に則り、
アクションしていることを前提に、オーナーシップ、コ
クリエーション、ラーニングの観点で行った。参加した
生徒全員に、自身の活動の質をより高めるために、審査
を行った先生からコメントを後日配布した。 
 
〇マイプロジェクトアワード福島県Summit 
校内選考会概要 
実施日：令和4年11月21・22・24日(月・火・木） 
内容：発表、質疑応答、審査 
審査員：本校教員5名、カタリバ1名 
 
校内代表を選考する審査会では、「生徒たちのプロジェク
トをどう評価するのか」「良いプロジェクトとはどのよう
なものか」など様々な議論になった。今年度から、初め
て未来創造探究やマイプロに関わる先生もいる中で、こ
のような議論ができたことは、審査員にとっても探究や
マイプロジェクトの意義を考え直すきっかけになったの
ではないだろうか。 
 
最終的に 14 件全てのプロジェクトが、福島県 Summit
に出場する校内代表に決定した。 
選考会を通じて生徒のプロジェクトを評価することは、
単に代表者を選ぶだけでなく、本人達の活動をさらに進
化させるためにも重要であったと考える。参加した生徒
からは、「緊張したけどアドバイスをもらうことができて
よかった」、「答えられない質問があったから悔しい。も
っと頑張りたい」など、前向きな声が聞かれた。 
発表後の質疑応答で、審査員から問いかけをもらう中
で、自身にない様々な視点に気づくことができたようだ。 
 
 

2.  5.  5   マイプロジェクトアワード福島県Summit 
 
 マイプロジェクトアワード福島県 Summit は全国
Summitに向けた福島県予選として、今年度で3回目の
開催となる「学びの場」である。本校からは校内選考会
によって選出された 13 件が参加し、3 年生のプロジェ
クトである「誰ひとり取り残さない減災・防災」が福島
県代表として全国Summitに出場する運びとなった。 
実施日：令和5年１月22日（日）終日 
実施形態：オンライン 
発表数：32件 
本校からの発表テーマ 
〇誰ひとり取り残さない減災・防災（3年） 
〇福島と世界の架け橋プロジェクト（2年） 
〇私たちと少年法（2年） 
〇葛尾村に人を呼ぶために（2年） 
～葛尾村の自然とツーリングを活用して～ 
〇川内村の魅力を発信！（2年） 
〇表現するファッションとは（2年） 
〇スポーツブランドをもとに地域を盛り上げる（2年） 
〇Come to Futaba（2年） 
〇メンタルの状況はスポーツにどう影響する？（2年） 
〇caféふぅ売上あげあげプロジェクト（2年） 
〇My Dream KIRAKILIVE（1年） 
〇震災教育を教育で終わらせないために（1年） 
〇神社を盛り上げて地域のつながりを作りたい（1年） 

 
 本年度の福島県Summitは「学びの場」として実施さ
れた。生徒達は分科会に分かれ、自分のプロジェクトの
発表を行った。分科会では、福島県ゆかりの専門家・実
践者の方々や他校の生徒から質問や感想をもらい、自身
の活動の内容について対話を行った。発表終了後の振り
返りでは、自身の学びや気づき言葉にするとともに、今
後の活動をについて考えた。普段は関わりのない大人や
他校の生徒との交流を通して、自分の活動の意義に気づ
き、さらなるモチベーションにも繋がったようだ。



2. 6. 1   社会起業部の活動 

 

 社会起業部は、普段から地域を「知る・伝える・盛り上げる」活動をしており、福島を訪れる高校生との交流
や、自分たちも地域や原発事故を考えるためにフィールドワークを行った。またパンフレットやポケットティッ
シュなどを製作し、交流先への配布を予定した。製作費、およびフィールドワークの費用は福島県の「チャレン
ジ！子どもがふみだす体験活動応援事業」の対象である。 
 

（１）社会起業部×早稲田大学（4月13日） 
 社会起業部の新入生歓迎イベントの一環で早稲田大学
の学生さんと「オンライン進路座談会」を行いました。 
 
（２）広野町の限界集落・箒平を訪問（6月20日） 

  
（３）灘高校など関西の高校生と交流（7月28日） 

 
（４）横浜緑が丘高校さん双葉町をアテンド（8月1日） 

 
 

（５）宮城研修（8月3～4日） 
福島県についての説明や食材を寄付することを目的
に宮城研修へ。気仙沼東日本大震災遺構・伝承館では社
会起業部のように語り部活動をされている気仙沼向洋高
校の方と交流しました。南三陸町と石巻でのフィールド
ワークで津波被害について学ぶとともに、それをどう伝
承していくかも考えさせられました。最後に石巻市で子
ども食堂を行っているオアシス教会さんを訪問し、福島
県産の食材を寄付しました。 
 

 
（６）沖縄基地問題学習ワークショップ（8 月 19 日） 
年末の沖縄研修の事前学習として明治大学、慶応義塾
大学、中央大学の学生さんらとともにワークショップを
行いました。 
（７）滋賀県河瀬高校さんと交流（8月23日） 

 
（８）「戸村さんに聞くカムラのこと」（10月3日） 
大熊町出身で本校のカフェに勤務する戸村さんに、大
熊町にあったカムラ洋菓子店についてお話しいただきま



した。 
（９）木村さんと沖縄事前研修（10月19日） 
 津波で命を落とした家族の遺骨捜索を続ける傍ら、語
り部として活動している大熊の木村紀夫さんをお招きし
て、沖縄研修の事前学習を行いました。みなで沖縄で遺
骨収集されている具志堅隆松さんの『ぼくが遺骨を掘る
人「ガマフヤ－」になったわけ。』を読みました。  

 
（11）福島放送「シェア！」に動画提供（６月・10月） 

 
 
（12）中央大附属高校さんと交流（10月27日） 
 中央大附属高校の川北慧先生は福島と沖縄の類似点を
踏まえ、生徒に対して福島研修・沖縄研修を行っている。
昨年に引き続き福島研修では本校生徒と交流の機会を作
ってくれた。本校での沖縄研修に当たり中央大附属高校
さんの沖縄研修に一部相乗りさせていただけることにな
っている。 
 
（13）岐阜県の中京高校さんと交流（12月21日） 

 
 

（14）沖縄研修（12月22～24日） 
 福島の原発立地の構造が沖縄の米
軍基地の構造と似ていることに気づ
き、沖縄県宜野湾市辺野古で基地問
題について学習するとともに、福島
県の現状を伝えていく２泊３日の沖
縄研修を企画した。 
 事前研修を経て（講義動画を左下リンク先に掲載する）、
初日はホテルにて福島県のリンゴを配布しアピールを行
った。 

 
二日目は辺野古に移動し、（12）で述べたように中央大
附属高校さんと合流、川北先生のもとフィールドワーク
をおこなうとともに基地移転容認派と反対派の住民のお
話をうかがった。 

 

 
 生徒は「原発と基地の構造が似てる。国防のために沖
縄が基地を引き受けいる」「沖縄・福島・水俣と、住民を
分断するような点がある」とい
う感想を持った。三日目はひめ
ゆり平和記念資料館などを訪問
した。辺野古フィールドワーク
の詳細については右ＱＲコード
先にある社会起業部 Facebook
に記載している。 
 



２．６．２ 社会起業部カフェチーム 
 
（１） はじめに 
「地域を知る・伝える・盛り上げる」ことを目的

として、社会起業部カフェチームとして高校の部活
動でカフェを運営している。ケーキや焼き菓子の製
造、イベントの企画・開催など、生徒主体で活動し
ている。 
 
（２）実施内容 
昨年度までは新型コロナウイルスの影響によりカ
フェの営業が制限されることが多かったが、今年度
に入ってからは徐々に規制が緩和の方向に進むこと
を期待し、“ご来店いただいたお客様一人一人に楽
しんでいただく空間を提供する”をテーマに季節ご
とに限定メニューを提供すること、地域のイベント
に率先して足を運ぶことを中心として活動した。 
 
（３）成果 
①第７回全国高校生ＳＢＰ交流フェア  

チャレンジアワード予選 7/30（土） 
３年の和賀菜々香、佐川生華の２名がオンライン
にて本校caféふぅの取り組みについて発表を行った。
Ａ・Ｂ・Ｃの３つのグループごとに予選が行われ、
本校はＡグループにて予選に挑んだ。オンラインで
あっても普段のカフェの様子を見ていただきたいと
予選当日はカフェチームの１・２年生の協力により
カフェを開店・営業し、営業中のカフェの様子を交
えながら発表を行った。 
予選ののち、各グループ上位２校が８月に三重県
伊勢市にて行われる決勝に進むことができるが、本
校は「輝」の受賞とともに決勝進出校に選出され、
全国各地において多方面で活躍する方々の前で本校
の取り組みについて発表する機会を得ることができ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
②第７回全国高校生ＳＢＰ交流フェア  

チャレンジアワード決勝 8/20（土） 
コロナ禍で活動が制限される中で自分たちに何が
できるか、コロナ禍だからこそやれること・やるべ
きことを問い続け、『可能性はここから始まる～
café ふぅよ変革者たれ～』のテーマを掲げ、三重県
伊勢市で開かれた決勝に参加した。決勝ではＡ・
Ｂ・Ｃの３つのグループから勝ち上がった計６校に
よる発表を行なわれた。 
本校カフェチームは、入学から今までの活動期間
中にコロナ禍での飲食店経営の厳しさや交流を深め
ることの難しさに直面した経験から、『カフェで待
っているだけでは何も変わらない』とカフェを飛び
出し自分たちから地域に出向いていくことで新たな
る交流を生み出そうと試みたことを中心に発表した。
今年度のカフェチームは、交流するための活動だけ
でなく、カフェの経営視点やお客様に喜んでいただ
く経営・営業とは、といった様々な視点から「Four 
Seasons Menu」をテーマに取り上げ、季節限定メ 

 
 
 
ニューを提供している。今年度最初の限定メニュー
として夏限定のメニューを考案・提供した結果、売
り上げや集客、お客様の反応にどのような影響があ
ったかを分析・発表した。 
 
 
 
 
 
③第７回全国高校生ＳＢＰ交流フェア 8/20（土） 
上記②チャレンジアワードの後、三重県伊勢市の
皇學館大学にて行われているＳＢＰ交流フェアに参
加した。普段は双葉郡を中心として活動しているた
め、全国各地から来場された方々と交流できる貴重
な機会となり、改めて自分たちが行っている活動を
見つめ直す良い機会となった。また、参加・来店し
ていただいた高校生から、形は違えども同じ高校生
が社会貢献・地域貢献や経営、地域活性化など私た
ちが目指す活動に取り組んでいる内容について、お
互いに直接意見を交換でき、新たな発見につながる
機会となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ふくしま高校生社会貢献活動コンテスト 9/10
（土） 
本校カフェの取り組みについて、「社会貢献」の
視点から発表を行った。双葉郡８町村にスポットを
あて、１か月１町村をテーマに地域を知り、自分た
ちも伝統や文化を学ぶことでカフェの活動にそれら
を取り入れ地域に伝えていく活動を紹介した。社会
起業部カフェチームは日頃から「変化 交流 居場
所が生まれるカフェ」をコンセプトとして活動して
いる。そのため、カフェを「交流が生まれる場所」
と定義しており、カフェの活動を通して年齢や性別、
地域を問わず様々な方との交流の場となれるよう活
動している。今回はその一助となれるよう、地域の
伝統や文化について実際に体験し、出来上がったも
のカフェに置いて紹介することでカフェに足を運ん
で下さった方に地域の伝統文化に触れていただく・
知っていただく活動を発表した。「双葉町のふたば
ダルマ」を製作し、カフェに紹介ＰＯＰと共に店頭
に置く、「楢葉町の藍染め」を体験し、作ったスカ
ーフをお客様の目につくようにカフェ営業時に身に
着けるなど自分たちならではのやり方で地域の情報
を発信し、双葉郡を知っていただく活動に繋げた。
他にも双葉郡８町村についてより知っていただくた
めに、カフェ内の壁を使い、中学・高校の美術部と
連携し双葉郡８町村をテーマとして壁画も作成し、
故郷への想いを感じていただいた。 
 
 
 
 
 
④ふたばワールド in 双葉（双葉町）9/23（金） 

輝・ＮＡＲＵＭＩ賞（特別賞） 受

賞 

優秀賞（２位相当）・社会貢献賞 

受賞 



震災後、双葉地方の交流の場として年１回開催さ
れていたふたばワールドは、新型コロナウイルスの
影響で開催が見送られていたが、今年は３年ぶりに
双葉町にて開催された。 
現カフェチームとしては郊外での初の出店であり、
普段カフェにいらっしゃる方々とは違った交流を持
つ良い機会であった。当日は、飲み物だけでなくス
ペシャリスト系列農業が作った広野町産のバナナ
「綺麗」を使った「学園マドレーヌ」も販売し、本
校のスペシャリスト系列農業の活動とcaféふぅの活
動の両方を多くの方に知っていただくことができた。
また、ふたばワールドを取材にいらっしゃっていた
地元テレビ局の方にcaféふぅを取り上げていただき、
会場に足を運べなかった方にもメディアを通して活
動を伝えることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ならＳＵＮフェス（楢葉町）11/12（土） 
 楢葉町にて開催されたならＳＵＮフェスに出店
した。このような機会を活用し、自分たちから率
先して地域の方と交流する機会をもっと持つべき
ではと考え、自分たちから双葉郡の方々に会いに
行こうとイベントに積極的に足を運んだ。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
イベントではふたば未来学園にカフェがあること
を知らなかった方もいらっしゃったため、改めて
「café ふぅ」の存在を多くの方に知っていただく
機会にもなった。本イベントでは現カフェチーム
になってから初めて屋外での「ふぅブレンドコー
ヒー」の提供を行った。お客様においしいと言っ
ていただけるコーヒーを提供したいと普段から懸
命にドリップの練習をしていた部員にとってはよ
り多くのお客様と関わることができ、良い経験を
積むことができた。 
 

⑥広野町暮市（広野町）12/24（土） 
広野町駅前商店街の活性化とにぎわいづくりの
ために開かれる「広野町暮市 2022」に出店させ
ていただいた。 
当日は強風が吹く中の出店となり、いつものよ
うにスムーズにコーヒーを提供するのが難しい環
境であったが、コーヒーを楽しみにしてくださる
お客様のためにと丁寧にドリップし、寒い中での
ほっと温まる一杯を提供した。当日は隣接するテ
ントにてスペシャリスト系列農業の栽培担当生徒
が自ら大切に育てた鉢植えを販売した。農業・カ
フェのそれぞれが広野町に元気を届けたいという
想いを持って参加していたため、新型コロナウイ
ルスの影響で３年ぶりの開催となった広野町暮市
に高校生だからこそ届けられる元気と活気をもた
らすことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）課題 
今年度は、ご来店いただいたお客様一人一人に楽
しんでいただく空間を提供することを念頭に運営し
た。新型コロナウイルス感染症に関する規制が徐々
に緩和されるに伴い、店頭での活動の幅が広がって
いくことを感じつつも、学校外の方々との交流の持
ち方や情報の発信の仕方について、更なる改善の必
要性を感じる。学校外の方が学校の中にある「café
ふぅ」に気軽に来店できる雰囲気や環境づくり、Ｓ
ＮＳによるタイムリーな情報発信など今年度見つか
った課題を次年度は生徒主導により解決したい。 
併せて今後は生徒主催のイベントを率先して企画
し、校内に外部の方を呼び込むことで交流の場とし
てのカフェの機能を十分に果たせるようにしていき
た。また、他校との交流を持ち意見交換や共同商品
開発などを企画し、生徒の中の可能性を広げていく
ことも課題として挙げられる。 



2.  1.  2 演劇 
 
本授業は、劇作家・演出家、芸術文化観光専門職大学学長  平田オリザ先生をはじめ、NPO 法人

PAVLIC より、劇作家・演出家のわたなべなおこ氏他多くの演出家、舞台俳優を講師として招聘し、
「地域創造と人間生活」の課題発見・解決学習 Project Based Learning (PBL)として実施した。演劇を
通して「多様な価値観を多様なまま理解する力」と「多様な価値観の共存」に向けて自分達が思考を
深めることをねらいとしている。生徒全員が 20 班に分かれて演劇を創作し、演じた。 
生徒達は課題を知る学習における双葉郡８町村バスツアーを通して、震災前と後の双葉郡の変容に

ついて話を聞き、地域の復興に向き合う。また、演劇の題材となる地域の課題を発見するために、事
前に調べ学習をした後、地域の公共機関や商店、企業などを訪問し、フィールドワーク(FW)を行う。
生徒たちは復興に携わる地域住民の内面に焦点を当ててインタビューを行い、学んだ内容を演劇創作
につなげていく。演劇創作の中では、地域の方を取材し、聞いた話を持ち帰り、議論しながら双葉郡
の復興のための核心的な課題を見つけ出す。それぞれが置かれる立場の違いから生じる葛藤や対立な
ど、複雑に絡み合う事象から、解決の難しい課題があることを認識する。生徒は発見した課題や学び
を、その後展開される未来創造探究（探究活動）を通じて探究することになる。今年度はリッチピク
チャーを使って自分達の演劇作品を構造化し、探究への問いづくりへ繋げた。 

 
（１）目 的 
➀ 学校の所在する広野町の特色や課題の理解を深めるために、自分たちが設定した具体的な課題に基
づき、地域住民や企業、公的機関、施設等への取材（FW)を実践し、地域についての正しい知識を身
につける。 
➁ 対話劇を創作することで、地域の様々な立場の方々の視点で物事多面的に見つめ、そこで出てきた
課題と向き合い、２年次以降の未来創造探究での活動に繋げる。 
➂ 自分達の学習の成果について、特に伝えたい内容や相手を踏まえた有効な方法を確立し、校内外で
の発表を通して正しく伝える。 

 

（２）授業概要 

  時間割 学習活動 講師来校 

1 5 月 24 日（火） ５・６ 演劇オリエンテーション① ○ 

2 5 月 31 日（火） ５・６ 演劇オリエンテーション②・取材先を決める ○ 

3 6 月 13 日（月） 終日 双葉郡バスツアー（終日）  

4 6 月 14 日（火） ５・６ バスツアー振り返り／取材先調べ  

5 6 月 21 日（火） ５・６ 演劇創作のための取材  

6 7 月 5 日（火） ５・６ 演劇創作 WS ➀ ○ 

7 7 月 12 日（火） ５・６ 演劇創作のためのフィールドワーク  

8 7 月 19 日（火） 終日 演劇創作 WS ② 〇 

9 7 月 20 日（水） 終日 演劇創作 WS ③・中間発表会 〇 

10 9 月 13 日（火） ５・６ 演劇創作 WS ④ ブラッシュアップ 〇 

11 10 月 4 日（火） ５・６ 演劇創作 WS ⑤ ブラッシュアップ 〇 

12 10 月 25日

（火） 

５・６ 演劇創作 WS ⑥ 演劇リハーサル 〇 

13 10 月 26日

（水） 

終日 演劇成果発表会 ○ 

14 10 月 27日

（木） 

５・６ 演劇振り返り＆分析・リッチピクチャー作

成 

 

 
（３）講 師 
  平田オリザ（青年団主宰 劇作家・演出家） 
  わたなべなおこ（劇団あなざーわーくす主宰・劇作家・演出家、NPO 法人 PAVLIC 代表理事） 
  森内美由紀（青年団・俳優、NPO 法人 PAVLIC） 
  宮﨑 悠理（俳優、NPO 法人 PAVLIC）、河野  悟（俳優、NPO 法人 PAVLIC） 
       石本 径代（俳優、NPO 法人 PAVLIC）、有吉 宣人（俳優、NPO 法人 PAVLIC） 
       金  恵玲（俳優、NPO 法人 PAVLIC）、植浦菜保子（俳優、NPO 法人 PAVLIC） 
       北村 耕治（俳優、劇作家・演出家、NPO 法人 PAVLIC） 

 

 

（４）対象生徒 

  １学年生徒名 １６班編成
 
 

（５）授業内容（抜粋） 
１ 演劇オリエンテーション 



今年度は、中高一貫の一期生（一貫生）と、高校
から本校に入学する生徒（高入生）が初めて一緒に
なる年であった。カリキュラム上の関係で、彼らが
系列を越えて授業で交わる機会がないため、演劇班
編成にあたり、意図的にクラス・部活動・一貫生/高
入生などバラバラなメンバーが混在するように工夫
した。オリエンテーション前半はチームビルディン
グのためのコミュニケーションＷＳを丁寧に行い、
後半は演劇を通して地域課題を知ることの意義につ
いて体験を通して学んだ。身体を使ったゲームや、
台本を使った短い演劇体験を通して、イメージを共
有することの難しさや、人それぞれに価値観が違う
ことを楽しみながら学び、そこから福島の問題にも
結びつけて考えた。 
授業の最後には、生徒たちをシアターに集め、プ

ロの俳優である講師の方々と、担任教員による演劇
発表があった。昨年度の生徒達の作品をブラッシュ
アップして上演し、担任が生徒役で舞台に立つとい
うサプライズを行った。何も知らされていなかった
生徒たちは教員の登場に大いに湧き、最後まで集中
して観劇を楽しんだ。演劇が学校全体の文化として
浸透した成果と言える。生徒の感想には「楽しかっ
た。演劇は恥ずかしいと思っていたけど、自分達の発
表が楽しみになった。」「伝えたいことが観客に正確
に伝わるように、私も恥ずかしがらずに堂々と演じた
い。」といった感想が多く、これから成果発表会に
向けて大きな後押しとなった。 

 
 

 
 
２ 取材先を決める 
 演劇の班ごとに希望を取り、地域で様々な分野で
復興に携わる方々の中から生徒達自身が取材希望先
を選んだ。これまでお世話になった方々に加え、毎
年地域との新たな繋がりも増えている。また、年々
生徒たちの興味関心も深く、今年度はより明確に
「この人にこのことについて聞きたい」という目的
を持って取材先を選ぶ班が多い印象を受けた。取材
先は右のとおり。 
 

3・6 演劇創作のための取材・ＦＷ 
演劇の題材を探す（地域の課題を発見する）ため

に、２回インタビューを行った。１回目は学校に来
校いただき、２回目は生徒達が現地に赴いた。お話
を伺うだけでなく、実際にその場所を見ることで、
より強くイメージを共有することができた。 
この授業は今年度で８回目となるが、地域の方々

の協力なしには成立せず、今回も様々な資料等を用
意してくださり、ＦＷの際には生徒達により伝わる
ようにツアーを組んでくださるなど、伝え方を工夫
してくださった。この場をお借りしてお礼を申し上
げたい。生徒たちは事前に調べ学習の中で考えた質
問内容を演劇コミュニケーションＷＳにて更に掘り
下げたのちにインタビューを行った。ただ用意した
質問をするだけでなく、相手が答えた内容からさら
にストーリーを引き出すことができた。さらに、２
回目に実際に現地を訪れ、語られた言葉とその場所
を重ねて震災当時に思いを馳せることができたこと
は、その後の演劇創作に真摯に打ち込む生徒達の姿
勢に繋がったと感じる。 

 
 

 ＦＷ先 

1 班 木村紀夫さん（大熊町） 

2 班 
田中秀昭さん 
（東京土木支店 東電福島遮水壁工事事務所所

長） 

3 班 
花井真理奈さん（双葉町・東京電力福島復興

本社） 

4 班 
中島仁子さん（双葉町・東京電力福島復興本

社） 

5 班 

小泉良空さん 

（大熊町・一般社団法人ふたばプロジェク

ト） 

6 班 

遠藤マユリさん 

（富岡町・タイ料理屋「サラータイ」店

主） 

7 班 
平山 勉さん（富岡町・ふたばいんふ

ぉ） 

8 班 
武内一司さん（大熊町・喫茶レインボ

ー） 

9 班 
明石重周さん（楢葉町・株式会社 J-

Village） 

10 班 長田真優さん・長田滉央さん（楢葉町） 

11 班 
磯辺吉彦さん、青木裕介さん 

（広野町、ぷらっとあっと） 

12 班 新妻良平さん（広野町・新妻有機農園） 

13 班 

宇名根良平さん 

（双葉町・一般社団法人ふたばプロジェク

ト） 

14 班 
田中秀昭さん 
（東京土木支店 東電福島遮水壁工事事務所所

長） 

15 班 
鎌田毅さん（葛尾村・かつらおファー

ム） 

16 班 鈴木謙太郎さん（楢葉町・木戸川漁協） 

17 班 青木淑子さん（富岡町・3.11 を語る会） 

18 班 
松本佳充さん（浪江町・双葉高校元教

員） 

19 班 秋元菜々美さん（富岡町） 

20 班 

神崎克訓さん、杉山佳樹さん 

（大熊町・鹿島建設株式会社・除染解体

作業） 
６～12 演劇創作 WS 
 講師陣と共に、生徒の状況を見ながら授業を組み
立てた。取材内容を基に少しずつイメージを形にし
ていく工程を丁寧に行った。演劇創作においては、
脚本を書かずグループで話し合いながらその場でシ
ーンを創りあげた。書かれた言葉に頼らず、その場
で生まれる表現を大切にし、全員で合意形成を図り



ながら創作をすることで他者と協働する力を伸ばす
ことをねらいとした。 
 中間発表会では教員が審査員として入り、地域課
題がより多角的・多面的に見えてくるよう、作品の
中で足りないところをアドバイスした。視点は以下
の３つである。 
 

1 取材対象の心理描写だけでなく、地域課題がきち
んと描かれているか。 

2 取材対象に寄り添いすぎて、物事を一方向から見
ていないか。きちんと相手の背景も描けている
か。 

3 取材相手が何者で、どのような仕事をしているの
かが劇を見て分かるようになっているか。 

 

中間発表会でのアドバイスを受けて、多くの班が
作品をガラッと変えた。その軽やかさもまた、演劇
を中学３年間実施してきた生徒たちがいる学年なら
ではの変化だと思われる。 
 

１３ 成果発表会 
 本校みらいシアターにて、成果発表会を行った。
20 班 20 作品を４グループに分け、グループごとに
生徒達による投票を行った。評価の観点は以下のと
おりである。 
➀テーマ（広く見てもらいたいと思う内容だった） 
➁発想力（オリジナリティがあり、ユニークだった） 
➂セリフ（心に響く、印象に残る台詞があった） 
➃構成（話の流れ、組み立て方が良かった） 
➄演技（迫真の演技、役になりきっていて引き込ま
れた） 
 また、ＦＷ先をはじめ今年度お世話になった方々
にも案内を出し、発表をご覧いただき、フィードバ
ックをいただいた。最優秀賞、平田オリザ賞、校長
賞、副校長賞の他に、生徒投票による賞も選出し、
表彰を行った。 

 班 タイトル ＦＷ先 

A 

1

1 

２人のこれまでと私たちのこれか

ら 
広野町 

8 今 大熊町 

1

6 

震災ととある漁業の話 楢葉町 

1

9 

カワイソウジャ、ナイ 富岡町 

１ 大切なもの 大熊町 

B 

1

5 

私とヤギができること 葛尾村 

9 この先の Jヴィレッジは 楢葉町 

6 震災と差別 富岡町 

1

8 

どうかかえしてください。 双葉町 

1

2 

新妻さんの軌跡 広野町 

C 

5 大熊はずっとある！ 大熊町 

1

3 

罪悪感から使命感へ 双葉町 

4 東電と私 東京電力 

3 「伝えた」のか「伝わった」のか 東京電力 

1

7 

避難後の住民 富岡町 

D 

7 平山さんと震災 富岡町 

1

0 

困難をのりこえて 

〜ふるさとノカタチ〜 
楢葉町 

2 数十年後の、未来へ向けて 大熊町 

2

0 

大熊と未来の人々の為に 大熊町 

1

4 

田中秀昭さんの苦難 大熊町 

 特に衣装や舞台セットなどはなく、全員がジャー
ジや制服姿で演じたが、それでも情景が伝わったの
は、演劇が様々なものを受け手が補完して鑑賞する
表現であるからだ。生徒たちは、椅子や机などの少
ない小道具を上手に使って防波堤や瓦礫、家、会社
などを表現していた。 
 今年度も、取材にご協力いただいた多くの方が

本番を観にきてくださり、丁寧なフィードバックを
いただいた。さらに客席では震災直後ではあり得な
かった、立場を超えた対話も見られた。極端に言え
ば加害者と被害者のような関係性だった人々の間に、
生徒たちの演劇を通してお互いの当時の想いを知り、
お互いの境界を超えて新たな対話が生まれる場面も
あった。 
「境界を越える」とは、自らが引いた境界が揺ら
ぐことである。演劇を見ることで他者の記憶を追体
験し、自分が自分でありながら他者に「なる」こと
で足場を揺るがされるとき、境界が揺らぎ、自分の
見方で他者を判断する眼差しは相対化され、その先
に対話が生まれるのを感じた。このプログラムが、
生徒達だけでなく地域の方々にとっても有意義な時
間となっているようである。 

 
 

１４ 演劇振り返り、リッチピクチャー作成 
成果発表会を終えて、これまでのプロジェクト全

体を振り返り、個人として・チームとして自分達が
どのように成長したのかを言語化し、お互いの成長
を讃え合った。その後、今年度初の試みとして、
「リッチピクチャー」の手法を用いて自分たちが作
った演劇を構造的に分析する WS を行なった。 

 

リ ッ チ ピ ク

 
 
リッチピクチャーとは、ある人とそれを取り巻く
様々な人・モノ・コトと関係性を表現した図のこと
である。書き方はおおむね次の通りである。 
①中心となる人を書く 
②その人に関係する人・モノ・コトを手当たり次第
書く 



③場合によってはそれらを並べ直し、グループ化す
る 
④線でつなぎ、それを矢印にする 
⑤線や矢印に吹き出し等で、その矢印に関わる感情
などを書いていく 
更に、より内容を整理するために、演劇では描きき
れなかった部分の情報を補足させた。生徒たちはイ
ラストを描きながらより相手に伝わるように構造化
することができた。最終的にはポスターサイズに印
刷し、アリーナにてリッチピクチャーの共有会を行
なった。自分以外の班のリッチピクチャーを見るこ
とで、２０通りの地域課題に触れることができ、そ
の後の探究接続のためのインプットとして大変有意
義な時間となった。 
 

（６）振り返りと評価 
今年度、明らかにこれまでとの違いを感じたのは

創作までのスピードである。話し合いがスムーズに
進んだのは、一貫生が演劇と哲学対話を中学３年間
通して経験してきたことが大きい。自分と違う他者
の意見を否定せず、共に対話を楽しみながら腑に落
ちるまで考え続けることがきる生徒がそれぞれの班
に存在していたことで、あらゆる作業がスムーズに
進んだ。そういった前向きな姿勢の生徒が大多数を
占めていたことで、高入生も自然とその流れに身を
任せて創作に集中することができたと言える。実際
に、どの班も必要最低限の衝突はあったが、どの班
もそれらを乗り越え、誰一人取り残さない姿勢が見
られた。何より生徒達が協働作業を楽しんでいた。 
 また、「地域課題を演劇にする」という一見固く
なりがちなテーマにも、演劇の良さである「フィク
ション」を軽やかに取り入れることでどうすればよ
り観客に伝わるかを工夫した。例えば、除染解体作
業の現場にいるはずのない女子高生を登場させ、
「ねえ、あれ解体じゃない？やばいよね？」といっ
た何気ない会話を挟み、「でも、この人たちどんな
気持ちなんだろうね」と、目の前で起きていること
を客観的な立場で語るという演劇的にも高度な技術
を自然と用いていた。また、解体作業に使われる機
械を人間で表現し、瓦礫を撤去する無機質な機械に
も感情があるかのような演出をした。 
演劇は、舞台に立つ演者同士のコミュニケーショ

ンだけでなく、舞台と観客の間のコミュニケーショ
ンも成立しないと上手くいかない。４月からの演劇
WS を通して、生徒たちの中に、受け手を想像し伝
え方を工夫するという能力が積み上がっていると感
じた。この力は今後の未来創造探究でも活かされる
だろう。 
演劇創作は探究に必要な論理的思考と批判的思考

のトレーニングの場である。論理的思考は、演劇を
作ること自体が論理的に情報を出していかないと相
手に伝わらない。批判的思考は、時にはフィクショ
ンの力を使って地域が抱える課題を掘り下げること
だ。審査員の平田オリザ氏の言葉を借りれば、「探
究」とは課題を探究するのではなく、「人間」と人
間が作っている「社会」について探究するものだ。
人間の複雑さを深掘りすることが重要である。取材
をすると、どうしても取材対象に共感してしまい、
そのままに伝えたい！という気持ちが起こるが、そ
こで踏ん張って、その周りを取り巻く複雑な構造を
深掘りしてもらいたい。 
福島で学び、原発事故、復興、トリチウム海洋放

出問題、様々なものをこれから背負わざるを得ない
彼らが、この不条理と闘うためには、大人の言うこ
とを全て真に受けるのではなく、批判的思考を持っ
てほしい。それが演劇をつくる意味である。この経
験を活かして２・３年次の探究活動に生かしてほし

い。 
 
（７）次年度実施への課題 
 振り返りでも述べたように、意見の違いを越えて
協働し合える集団づくりは成功したと言える。地域
で働く様々な方々の気持ちに寄り添うことができた
ことは大きな一歩ではあるが、やはり共感だけでは
地域の課題解決には至らない。 
ブレイディみかこ著「他者の靴を履く」では、こ

れからの世の中エンパシーの力が重要だとある。エ
ンパシーとは「他者の感情や経験などを理解する能
力」のことであり、それを「他者の靴を履くことが
できる能力」として表現している。これに対してシ
ンパシーは「誰かをかわいそうだと思う感情や友情」
である。シンパシーとエンパシーの差を示す例がサ
ッチャー元英首相だという。優しく思いやりがあっ
た一方で、衰退した地方の製造業者に厳しく自助を
求める経済政策を進め、それに付いて来られない人
のケアに心を砕くことはなかったという。「シンパ
シーはあったが、エンパシーはなかった」と当時の
秘書は証言している。人間は顔が見える人（知って
いる人）の靴は履けても、顔が見えない人たちの靴
はあまり履こうとしないものなのだ。 
このことを考えた時に、生徒たちがこの授業を通

してなるべく多くの地域の方々と出会い、顔が見え
る人たちを増やしていくことが、彼らのエンパシー
を育てる唯一の方法であると改めて考えた。また、
地域の大人たちが考えていることを想像・理解する
ことや、他者の感情を自分も感じるといったエンパ
シーで完結せず、それが何らかのアクション（未来
創造探究）を引き起こすにはどうすればよいかにつ
いても考えたい。 
演劇を通して他者の人生に触れるだけでなく、そ

の先へ行くにはどうすれば良いのか。震災時の年齢
が低年齢化している中、生徒達自身が地域の課題の
本質に気付き、時間を掛けてそれらを深掘りする中
で基本的な知識をインプットしていく仕掛けや、今
年度のリッチピクチャーのように、演劇と探究をシ
ームレスにつなげられるような仕掛けを、次年度に
向けてさらに考えて更新していきたい。 

 



２．１．３ 国際理解教育 
 
本年の「地域創造と人間生活」は、キャリア学習を意識し、コミュニケーション力向上のためのス

キル学習を土台として「自分を知る」、「地域を知る」、「世界を知る」の３本柱を軸として授業を
構成している。「自分を知る」では、スタディサプリの活用を通して、働くことの意義を考え、自己
理解を図る。「地域を知る」では、フィールドワークを通して、双葉郡の現状と課題について知る・
学ぶ授業を展開する。そして、「世界を知る」では、世界で活躍する外部講師を招聘し、世界におけ
る様々な課題を知り、生徒自身がグローバル社会の一員である自覚をもたせる（Global Citizenship 
Education）。 

 
 
（１）高遠菜穂子氏による国際理解講演会～概要～ 
 イラクで約 18 年、エイドワーカーとして取り組
んでいる高遠菜穂子氏に講話いただいた。高遠氏の
体験談を通して、地域が抱える課題を世界の課題と
繋げて考え、世界平和や国際理解の意義を考えるこ
とを目的としている。 

 

1 日時 令和４年１２月１日（木）５，６校時 
2 講師 イラク支援ボランティア 
     エイドワーカー（フリーランス） 
     髙遠菜穂子（たかとお なほこ）氏 
3 対象 本校１年次生徒、教職員 

 

 
（２）実施内容 
演題『戦争の与える影響』 内容を一部抜粋する。 

【世界と日本の難民問題】 
難民 UNHCR グローバ

ル・トレンズ 2021 による
と、紛争、迫害、暴力により
家を追われた人が過去最多の
8930 万人(10 年連続増加)で
あり、2011 年の 2 倍に増え
ている。国境を越えたら難民
（現在 2710 万人）、越えないのが国内避難民（現
在 5320 万人）。第三者は簡単に「なぜ逃げないの
か」と言うが、様々なところに関門所があり銃を突
きつけられ、殆どの場合は賄賂が必要である。お金
がないと逃げられず、逃げるのにも命懸けである。
難民最多受け入れ国がトルコ（360 万人）であるの
に対し、日本の難民認定は毎年 50 人以下に止まっ
ている。非常に悲しいことに日本の入国管理局によ
る外国人に対する人権侵害は深刻である。死者も出
ている。スリランカ人のウィシュマさんの事件は記
憶に新しいはずだ。このような人権侵害が日本とい
う平和な国で起きていることを皆さんにはもっと知
ってほしい。 
 
【市民のトラウマのほかに、兵士のトラウマも深刻】 
 戦争によって市民が受けるトラウマ（身体的外傷、
心的外傷 PTSD）について、目を背けたくなるよう
な写真や映像と共に説明を受けた。その際に印象に
残った話が、兵士のトラウマについての話である。 
「戦争はおぞましく、信じられないほど残酷だが、

最初からモンスターはいない。残虐な米兵も家に帰
れば一人の息子であり、優しい父親なのだ。想像し
てほしい。あなたが軍隊という装置の中で、反射的
に攻撃できるよう訓練され、軍の規律に従うよう教
育され、戦地の究極の緊張状態の中で「敵を戮滅せ
よ」という命令を受けたら、攻撃され、仲間の兵士
が殺されたら、残虐行為をしてしまうかもしれない。 
でも、ある瞬間に自分が犯した「罪」を意識し、も 
 
 

 
 
う人を殺したくないと思っても、アメリカの軍法で
は、それは反逆罪になる。兵士のトラウマは、軍の
名誉とされる行為が良心と折り合いがつかないこと
で生じてくるのだ。」 
 
【PEACE CELL PROJECT について】 
高遠さんが現在取り組んでいるプロジェクトについ
ても話を聞くことができた。テーマは「絵本と演劇
で紛争を止める」である。このプロジェクトを思い
ついたきっかけがまさに本校で演劇の授業と出会っ
たことだと高遠さんは話している。 
絵本の読み聞かせによる情操教育と、演劇を通し

て彼らの想像力を刺激して、紛争解決できる人を増
やしていくのが目的。現在もイラクでは分断が根強
く残っている。クルド人とアラブ人、シーア派とス
ンニ派、イスラム教徒とキリスト教徒 etc…。同じ
地域に暮らしながら目も合わせない人たちもいる。
現在はコミュニケーション WS が中心だが、最終的
には本校と同じように、参加者が自分とは少し背景
が重なり合わないような場所に取材に行き、聞いて
きたことを演劇にする取り組みにチャレンジしたい
そうだ。演劇を通して彼らのエンパシーを高めたい
と高遠さんは話していた。（エンパシー：他者の感
情や経験などを理解する
能力のこと）※講演会終
了後は、本校の演劇作品
をいくつか鑑賞し、生徒
たちに熱心に質問をして
いた。 

 

 
 
 
 
（３）生徒の感想 
「人間の中には良心と残虐性の２つがあると知った。残虐性
のトリガー（引き金）を引かないようにするために想像し続
けたい。」 
「一国平和主義ではなく、世界の平和を希求するには。軍事
行動への参加ではなく、人道支援立国を目指すべきだと学ん
だ。」 
「戦争をしない環境を世界に増やしていきたい」 
「自国の安全のために若者たちを戦地に活かせる政治ではな
く、紛争を予防する外交・政治を本気でしてくれる政治家を
選ばなければならないと思った」 
 

（４）まとめと今後の展望 
生徒達は、高遠さんから語られるイラクの現状と

その熱量に圧倒されながらも自分達の知識を広げよ
うと真剣にその思いを受け止めた。講演会後も多く
が残り、19時近くまで質問が止まなかった。イラク
復興と双葉郡の復興を重ねた生徒も多く、探究のテ
ーマに直接繋がった生徒もいたようである。まずは
身近な社会から変えていけるよう、引き続き生徒の
能動的市民性を育てていきたい。

 



2. 1. 4  １年次未来創造探究 
 
今年度より、１年次から未来創造探究が始まった。１年次前期火曜の６・７校時と夏季
休業期間中の授業を「地域創造と人間生活」(以下地創)とし、後期の火曜の６・７校時を
総合的な探究の時間とした。 
 
１．概要 
前期を中心に行った地創の中では、系
列・高入/一貫の区別なくグループを作り、
地域の課題を見つめて演劇を製作した。
総合的な探究の時間では、「リッチピク
チャー」を用い、地創の演劇製作を振り
返って地域課題の構造を可視化するとこ
ろからスタートした。 
 その後、生徒の中学時代の取り組みや
活動の中で立てた問い等をもとに、学年
を５チームに分け、チームごとに指導者
と対話を重ねながら、課題設定と調査の
アクションに取り組んだ。なお、５チー
ムの内訳は、調査グループ１つと課題発
見４グループ、うち前者はある程度の課
題設定が済んでおり、早期から調査アク
ションに取り組む生徒集団、後者を課題
の発見にていねいに取り組む集団とした。 
 
２．調査グループ 
問いづくり→課題設定→調査アクショ
ン→個人面談→プレ発表 
調査グループの中には、ふたば未来学
園中学からの一貫生が多く含まれている。
併設中学在学時の探究活動では、主に福
島県双葉郡が持つ観光資源や地域住民の
活動に着目し、魅力を知って発信するこ
とをゴールに設定していた。そのため、
中学時にある程度の発信をし、そこを一
区切りにした生徒の中では、高校での活
動継続につなげられない場面が散見され
た。ふたば未来学園高等学校では、課題
発見→調査→解決アクションの螺旋構造
で探究活動に臨むことになるため、「中
学で考えた手段を使っていかに社会を創
造するか」という問いに昇華させるよう
伴走する必要がある。 
地創の授業からつなぐ課題設定の際に
は、併設中学校時代の探究活動からはい
ったん離れ、演劇の振り返りや、自分が
高校進学後に学んだことや高入生との一
貫生の交流の中で見えてきたことを中心
に、自らの進路とのかかわりを見出しな
がら課題設定を行わせるようにした。結
果、中学時代に取り組んできたことを調
査・解決のアクションに位置づけて探究
活動を始めた生徒や、新たな課題の解決
に取り組む生徒が混在するチームとなっ
た。 
 
３．発見グループ 
調査グループより長めの問いづくり・
課題設定→個人面談をしながら調査ア
クション→プレ発表 
 高校から入学してきた生徒が多めに含
まれるチームであるため、探究活動の導
入期は、アインドマップ等を通じたアイ
デア出しと、それをもとに行う問いづく

りに多めに時間を割いた。また、比較的 
 
早く問い作りが進んだ生徒は調査チーム
に移動させるなどして、人数は多いなが
らも、個別最適化を図った。 
 マインドマップや生徒が立てた問いを
もとに、発見チームは４チームに分けて
活動を進めた。このチーム分けは、後述
の２年次ゼミの再編成計画をもとに、お
おまかな学問分野や活動のジャンルによ
って編成されたものである。ただし、活
動中は他のチーム伴走教員からのアドバ
イスを受けることも奨励し、多面的・多
角的な課題設定につながるよう配慮した。 
 
４．今年度の調査実績 
(1) 新書マップ(https://shinshomap.info/) 
 良質なインプットは書籍から得ること
が基本となるが、どのように検索をかけ
ればよいのかわからない生徒に向けて、
下図のようなサイトを紹介した。 

 
検索ワードを入れて表示されたポイント
をクリックすると、参照候補となる新書
が本棚に入って表示される。 
 (2) 書籍 
 調査チームでは特に、授業中の対話の
中でおススメの書籍を提示することを多
く行った。生徒からは、「いったん書籍
を読み始めると、必要箇所がどこかわか
らないから、結局読まずに済ませてしま
うことが多い」「読み終わってから探し
たものと違うことに気づいて、時間がな
い中読んできたのにがっかりする」など
の声もあった。そのような経緯で探究の
教室や 1-4 教室に数冊本を準備して紹介
することにしたが、「同じ著者の別の本
などに挑戦した」など、うれしい報告も
聞こえてきた。 
(3) 新聞データベース 
以下のデータベースのアカウントを取
得し、調査に活用した。 
朝日けんさくくん 
1985 年以降の朝日新聞や、系列雑誌の
記事などを読むことが出来る。 
ヨミダス for スクール 
1986 年以降の読売新聞の全国版・地域
版の記事を読むことが出来る。 
(4) 大学院生インタビュー 



 本校卒業生で、福島大学大学院生の遠
藤健次さんをお呼びし、理系の探究活動
に助言をいただいた。バイオマス科学会
年間奨励賞、日本炭化学会技術部門賞を
受賞している卒業生の活躍は生徒に響い
た。 
 
(5) 生徒の活動内容 
調査グループ生徒(I.K) 
日本地理学会主催 2023 年春季学術大会 
高校生ポスターセッション出場 
[要旨] 福島県双葉郡広野町には、晩秋か
ら春先にかけて阿武隈高地からの強風が
吹く。地元民が「五社山おろし」と呼ぶ
この風は、その実態についてはほとんど
研究が行われていない。そこで、本研究
では、アメダスのデータや地形の検証を
通して、「五社山おろし」の局地風とし
ての特殊性を検証し、その実態を定義付
けすることを目的としている。令和 3 年
より続けている本研究では、地元住民へ
「『五社山おろし』の具体的な特徴」に
ついてのアンケートを取った。また、
1976 年から 2022 年までの広野と他の浜
通りの 3 地点の冬季の気象データを基に、
当期間の日最大風速 7m/s 以上の日数と
その風の16風向の割合を調査した。これ
らの検証結果から、冬型の気圧配置時に
西北西から吹く強風が「五社山おろし」
であると考察した。今後は、QGIS 等を
用いた地形の調査データを集積し、地形
の変化で当該強風の特殊性が現れるのか
な ど の 考 察 を 行 っ て い き た い 。
https://www.ajg.or.jp/20230306/16303/ 
 
発見グループ生徒(A, M, R の３名) 
 サステイナブルアートに興味を持った
３名が集まり調査を行った。調査や担当
教員への相談を進める中で、本校７期生
までの探究活動でお世話になった方で、
NPO 法人ザ・ピープルの吉田恵美子様が
取り組む、古着のリサイクル活動に興味
を持った。吉田様にインタビューを行い、
助言をいただいた。実際に作業場を訪れ、
ボランティア活動にも参加させていただ
き、古着を用いたサスティナブルファッ
ションを行おうと考えた。 
 次に、双葉郡に目を向けてみると、富
岡町にオープンしたＹＯＮＯＭＯＲＩ 
ＤＥＮＩＭ（ヨノモリデニム）とのつな
がりに気づいた。実際に担当教員とお店
を訪れ、インタビューをし、お話をお聞
きすることができた。 
 
５．課題 
 昨年度まで、本校高校 1 学年には総合
的な学習(探究)の授業が設定されておら
ず、「産業社会と人間」や「地域創造と
人間生活」のみを履修していた。今年度
のカリキュラムから、１学年でも総合的
な探究の時間を１単位履修することとな
り、観点別評価の導入の時期も重なった。 
 今年度は、担当者間で協力して評価を
行ったが、圧倒的に知見の蓄積が足りな
いという問題がある。 

 プレ発表実施後に、各会場のアドバイ
ザーの助言をもとにルーブリック評価を
行う十分な時間を確保したい。ルーブリ
ック面談をしながら、形成的評価・総括
的評価について、ゆとりをもって行う時
数を残しておくことが必要である。 
 本校のルーブリックが Google Forms
になった結果、生徒は前回何を書いてい
たのかがわからず、手元に文章が残らな
い状態になっていた。例えば、ドイツ研
修の参加生徒に参加後のルーブリック調
査・インタビューを行ったが、数日たっ
ただけでも自分が何を記入したのか忘れ
てしまっているため、Spreadsheet から
記述データを印刷し、本人と眺めながら
面談をすることになった。 
また、自身の成長を実感した場面につ
いて、生徒が文章で記入しても、入力し
た Form が手元に残らない設定であった
ため、後日発表原稿を作るような場面で
も Spreadsheet 上に展開されたデータを
個々にデータで返却する手間になった。 
 各学年では、年度末のLHRの授業内で
１年間の学習の振り返り(≒指導要録作成
に活かす情報のとりまとめ)を行っている。
担任ではない探究活動の担当者にも引き
続き協力をいただき、学校全体で形成的
評価に生かしたい。 



３．３   外部連携 

 
本事業を行うにあたり、令和２年度からコンソーシアムを構成し、双葉郡教育復興ビジョン協議会や福島大学
などと連携し、地域から海外まで、様々なグループとの連携を意識的に推進してきた。過去2年間はコロナ禍に
より現地に赴くことができなかったり、直接会って話ができなかったりする等、活動に大きな支障が生じた。一
方ではオンラインの活用によって移動の制約がなくなり、時間さえ合えば校内で様々な方と容易に話し合うこと
ができるようになった。オンラインツールは慣れてしまえば大変便利であり、これを活かして逆境をチャンスに
変えることにより新たな連の形が進み、生徒の様々な取組が面的、質的、量的に大きく展開してきた。ここでは
外部連携の経緯や状況等について、「地域知」と「専門知」に分けてまとめた。 
 

３．３．１  コンソーシアム 
（１）はじめに 
 令和２年度に結成したコンソーシアム協議会によって、
これまで以上に外部連携を強化することとした。また、
外部連携が教員個人の繋がりを活用しているケースが多
く、長期的に連携を進めるには組織同士で連携する必要
性はあるという課題は引き続き解消しなければならない。 
（２）コンソーシアム 
今年度のメンバーは以下のとおりである。 
双葉郡教育復興ﾋﾞｼﾞｮﾝ推進協議会      笠井 淳一  
福島大学 人間発達文化学類          中田スウラ  
福島相双復興推進機構          桜町 道雄  
福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｺｰｽﾄ構想推進機構     山内 正之  
NPO法人カタリバ         横山 和毅  
福島県教育庁              丹野 純一 
本校校長                            郡司 完  
今年度は令和4年 7 月と令和5年 2 月に協議会を実
施した（コンソーシアムの記録については巻末に記載）。 
 第1回コンソーシアム協議会では、昨年度の取り組み
の確認と今年度の研究開発実施計画について説明した。
「グローカル型」最終年度となり、研究成果報告発表会
にむけての確認や、令和5年度より開所される福島国際
研究教育機構（F-REI）や福島イノベーションコースト構
想を実質化していくために、構想と本校をシームレスに
つないだ人材育成の在り方について議論した。 
 1月の第2回協議会では、2月3日の研究成果発表会
を終えて、「グローカル型」3年間の総括とともに今後の
展望について総括した。この3年間の中で、8町村すべ
ての自治体と探究を通じての連携をすることができたほ
か、早稲田大学との連携やNPO 法人カタリバとの連携
を進めることができた。 
（３）今後の展望 
 今年度は探究カリキュラムの前倒しが行われ、1 年前
期の地域創造と人間生活における演劇プログラムと1年

後期の連携が一層強化された。地域の分断や対立の構造
を人間関係だけではなく社会構造として分析をするため
の「リッチピクチャー」を作ることで、よりシームレス
に探究に接続できた。次年度以降は探究をより高度化さ
せるため、大学等の機関との連携を一層進める方向であ
る。 
 
３．３．２  地域知連携 
（１）はじめに 
 本校では開校当初から地域の課題探究活動を学校の教
育活動の中心に据えてきた。本校が所在する福島県浜通
りは震災原発事故が起きた地域であることから、社会課
題が顕在化しており、その課題の解決のために頑張る大
人が他地域に比べると多い。このような方々を本校では
「地域知を持つ方」あるいは単に「地域知」と呼んでお
り、開校から８年目となる現在、「地域知」は増えてきて
おり、昨年度から今年度も双葉郡８町村全域での活動を
行うことができた。以下に今年度の事例を提示する。 
（２）地域知連携 
「外部連携を個人的なつながりから組織としての綱
切りにする」ことを目標に、コンソーシアムを軸とした
連携を模索した。また、1年次前半に行う双葉郡8町村
バスツアーで行った場所・出会った人の影響で1年次後
半の探究学習を始まる生徒が増え、生徒が教員を介さず
に地域の方々と直接つながる事例が生まれてきた。 
・葛尾村との連携：葛尾村で活動している下枝浩徳氏（葛
力創造舎）との協力から、演劇部を中心に「宝宝宝」の
演劇上演や、葛尾村で伝統的に行われていた「祝言式」
に携わる中で「愛とは何か」というテーマでの探究活動
が始まった。 
・富岡町との連携：リメイクデニムの専門店「ＹＯＮＯ
ＭＯＲＩ ＤＥＮＩＭ（ヨノモリデニム）」と協働し、資
源をアップサイクルする探究や「海」をファッションで
表現する探究などが生まれている。 



（３）今後の展望 
 双葉郡8町村への活動展開をほぼ達成することができ、
多くの「地域知」と繋がることができた。教育と地域復
興の相乗効果を目指し、この方向性を引き続き継続する
とともに、より多くの協働体制をとっていきたい。また、
双葉郡には企業が多くないため、復興を目指す企業との
協働した商品開発をすすめたい。 
 
３．３．３ 専門知連携 
（１）はじめに 
 前述した「地域知」に対して、生徒の考えた探究テー
マに関連した学術的な見識を持った方を「専門知を持つ
方」あるいは単に「専門知」と呼んでいる。本校がある
地域には大学や研究機関はほとんどなく、結果的に専門
知を持つ方との接点は限定的であった。 
（２）専門知連携 
コンソーシアムとの中で「グローカル型」指定3ヶ年
で一番連携が強化されたのが早稲田大学である。早稲田
大学との連携協定を結んだほか、早稲田大学とふたば未
来学園高校との共催である「ふくしま学（楽）会」を年
2回開催することができた。また、今年度は大学関係者、
専門家、東電職員、地域の方々、大学生、本校高校生（広
島研修を希望するも
の）が集まり、1F＝福
島第一原子力発電所
の廃炉廃炉の先を考
え、語りあい、学びあ
う場として「１Ｆ地域
塾」を開催した。 
（３）今後の展望 
専門知との連携により、新たな見方、考え方が加わり、
探究活動そのものの進展、深化がみられた。今後も引き
続きこの環境を活用していきたい。また、次年度以降は
探究の更なる高度化を進めるため、東北大学との連携を
進める予定である。進路でも、大学の先生による模擬授
業を2回実施することができたが、次年度は模擬授業を
超えて、単位の先取り履修を視野に入れた連携協定を考
えたい。 
 
３．３．４ 国際連携 
（１）はじめに 
 開校以来、本校は海外国際機関の関係者や、海外の
学校との交流を継続してきた。海外研修のみならず、海
外から日本への修学旅行や視察・研修の受け入れ実績も

多く、都度、授業内での受け入れ・交流や参加者を募っ
たプロジェクト型の交流を行ってきた。 
 
（２）実施内容 
① NZ先遣 
本校中学校の一般選抜生は、中学校３年生の修学旅行
でニュージーランドを訪れることとなる。しかし、現高
校1年次生はコロナのため修学旅行に行くことはできな
かった。そのため、今回渡航した生徒９名は、修学旅行
の「先遣隊」として連携校との関係構築や訪問先検討等
のミッションを果たすために、3年越しの訪問となった。 

 
②ニュージーランドのアワタプ高校との交流会 
5月12日(木）の3年生英語コミュニケーションの授
業で交流会を行った。参加してくれたアワタプ高校の生
徒たちは日本語を勉強している高校3年生。5つのグル
ープに分かれて交流会を行いました。あるグループはマ
オリの言葉を習っていました。あるグループはお互いに
好きなK-Popのアイドルグループの話に熱中。最後には
一緒に踊り出すなど、英語が使えると人の輪が広がるこ
とを実感したひと時でした。 

 
 
 
（３）成果と課題 
オンライン交流によって、つながりを持ち続けること
は容易になった。しかしながら、本来直接交流すること
によって習得されていたであろう身体知は、オンライン
による完全な置き換えがきかないものである。今年度海
外研修が実現できるようになり、対面での学びがいかに
重要であるかを実感した。しかし、オンラインで置き換
えが十分可能なプログラムもあり、それぞれのプログラ
ムが有機的に組み合わさり、生徒の学びに効果的につな
がることが重要である。



3.4　外部連携実績

１年　「地域創造と人間生活」　お世話になった方々

活動名 日付 氏名 所属、役職 活動名 日付 氏名 所属、役職
わたなべなおこ NPO法人PAVLIC 磯辺吉彦 ぷらっとあっと
河野悟 NPO法人PAVLIC 明石重周 楢葉町Jビレッジ
有吉宣人 NPO法人PAVLIC 鈴木謙太郎 木戸川漁業協同組合
森内美由紀 NPO法人PAVLIC 遠藤マユリ サラータイ
山本雅幸 NPO法人PAVLIC 平山勉 ふたばいんふぉ
北村耕治 NPO法人PAVLIC 秋元菜々美 ふたばいんふぉ
宮﨑悠里 NPO法人PAVLIC 青木知里 廃炉資料館（富岡）
植浦菜保子 NPO法人PAVLIC 花井真里奈 廃炉資料館（富岡）
金恵玲 NPO法人PAVLIC 青木淑子 NPO法人3・11を語る会
石本 NPO法人PAVLIC 武内一司 喫茶レインボー
わたなべなおこ NPO法人PAVLIC 木村紀夫 大熊町
河野悟 NPO法人PAVLIC 神崎克訓 鹿島建設
有吉宣人 NPO法人PAVLIC 杉山佳樹 鹿島建設
森内美由紀 NPO法人PAVLIC 松本佳充 双葉高校元教員
山本雅幸 NPO法人PAVLIC 宇名根良平 ふたばプロジェクト
北村耕治 NPO法人PAVLIC 小泉良空 ふたばプロジェクト
宮﨑悠里 NPO法人PAVLIC 鎌田毅 葛尾村
植浦菜保子 NPO法人PAVLIC 新妻良平 新妻有機農園
金恵玲 NPO法人PAVLIC わたなべなおこ NPO法人PAVLIC
わたなべなおこ NPO法人PAVLIC 河野悟 NPO法人PAVLIC
河野悟 NPO法人PAVLIC 森内美由紀 NPO法人PAVLIC
有吉宣人 NPO法人PAVLIC 有吉宣人 NPO法人PAVLIC
森内美由紀 NPO法人PAVLIC 北村耕治 NPO法人PAVLIC
山本雅幸 NPO法人PAVLIC 植浦菜保子 NPO法人PAVLIC
北村耕治 NPO法人PAVLIC 宮﨑悠里 NPO法人PAVLIC
宮﨑悠里 NPO法人PAVLIC 金恵玲 NPO法人PAVLIC
植浦菜保子 NPO法人PAVLIC 村田牧子 NPO法人PAVLIC
金恵玲 NPO法人PAVLIC わたなべなおこ NPO法人PAVLIC
石本 NPO法人PAVLIC 河野悟 NPO法人PAVLIC
磯辺吉彦 ぷらっとあっと 森内美由紀 NPO法人PAVLIC
中井俊郎 JAEA 有吉宣人 NPO法人PAVLIC
森雄一朗 ならはみらい 北村耕治 NPO法人PAVLIC
平山勉 ふたばいんふぉ 植浦菜保子 NPO法人PAVLIC
青木淑子 NPO法人3・11を語る会 宮﨑悠里 NPO法人PAVLIC
井出寿一 かわうちラボ 金恵玲 NPO法人PAVLIC
宇名根良平 プロジェクトふたば 演劇WS わたなべなおこ NPO法人PAVLIC
小泉良空 プロジェクトふたば 河野悟 NPO法人PAVLIC
正木哲也 おおくままちづくり公社 有吉宣人 NPO法人PAVLIC
山崎大輔 おおくままちづくり公社 森内美由紀 NPO法人PAVLIC
佐藤真喜子 おおくままちづくり公社 金恵玲 NPO法人PAVLIC
下枝浩徳 葛力創造舎 わたなべなおこ NPO法人PAVLIC
木村紀夫 大熊町 河野悟 NPO法人PAVLIC
田中秀昭 東電福島遮水壁工事事務所 森内美由紀 NPO法人PAVLIC
花井真里奈 東京電力復興本社 有吉宣人 NPO法人PAVLIC
中島仁子 東京電力復興本社 北村耕治 NPO法人PAVLIC
小泉良空 プロジェクトふたば 植浦菜保子 NPO法人PAVLIC
平山勉 ふたばいんふぉ 宮﨑悠里 NPO法人PAVLIC
明石重周 楢葉町Jビレッジ 金恵玲 NPO法人PAVLIC
長田滉央 楢葉町 平田オリザ
長田真優 楢葉町 大倉英揮
磯辺吉彦 ぷらっとあっと 青木裕介 ぷらっとあっと
新妻良平 新妻有機農園 鈴木謙太郎 木戸川漁業協同組合
宇名根良平 プロジェクトふたば 秋元菜々美 ふたばいんふぉ
田中秀昭 東電福島遮水壁工事事務所 木村紀夫 大熊町
鎌田毅 葛尾村 鎌田毅 葛尾村
鈴木謙太郎 木戸川漁業協同組合 明石重周 楢葉Jビレッジ
青木淑子 NPO法人3・11を語る会 松本佳充 双葉高校元教員
松本佳充 双葉高校元教員 小泉良空 双葉プロジェクト
秋元菜々美 富岡町 中島仁子 東京電力復興本社
神崎克訓 鹿島建設 花井真里奈 東京電力復興本社
杉山佳樹 鹿島建設 青木淑子 NPO法人3・11を語る会
わたなべなおこ NPO法人PAVLIC 平山勉 ふたばいんふぉ
河野悟 NPO法人PAVLIC 長田滉央 楢葉町
北村耕治 NPO法人PABLIC 長田真優 楢葉町
植浦菜保子 NPO法人PAVLIC 田中秀昭 福島土木総合事務所
宮﨑悠里 NPO法人PAVLIC 神崎克訓 鹿島建設
有吉宣人 NPO法人PAVLIC 杉山佳樹 鹿島建設

金恵玲 NPO法人PAVLIC
村田牧子 NPO法人PAVLIC
石本 NPO法人PAVLIC

演劇WS
（成果発表会）

2022/10/18

2022/10/25
　　　　　.26

2022/10/26
成果発表会

（みらい
シアター）

各取材先への
バスツアー

演劇WS

2022/7/12

2022/7/19
　　　　　,20

2022/9/13演劇WS

演劇WS 2022/7/5

コミュニケーションWS 2022/4/12

2022/5/24演劇WS

演劇WS 2022/5/31

双葉郡バスツアー 2022/6/14

演劇創作の
為の

インタビュー
2022/6/21



２年　「未来創造探究」　お世話になった方々

探究ゼミ 日付 氏名 所属、役職 探究ゼミ 日付 氏名 所属、役職
原子力防災ゼミ 2022.7.12 阿部　知示 お食事処ふたば 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.6.11 鈴木正範 ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議　（川）

原子力防災ゼミ 2022.7.25 高倉宮司 初發神社　宮司 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.6.11 賀澤正 ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議　（川）

原子力防災ゼミ 2022.7.26 山根　辰洋 一般社団法人双葉郡観光研究協会 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.6.17 鈴木正範 ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議　（ホタル）

原子力防災ゼミ 2022.9.23 山根　辰洋 一般社団法人双葉郡観光研究協会 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.7.2 鈴木正範 ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議　（川）

原子力防災ゼミ 2022.9.23 川上　友聖 一般社団法人双葉郡観光研究協会 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.8.6 鈴木正範 ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議　（川）

原子力防災ゼミ 2022.9.21 根本　さと子 広野町社会福祉協議会 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.10.1 鈴木正範 ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議　（川）

原子力防災ゼミ 2022.10.11 根本　さと子 広野町社会福祉協議会 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.11.12 鈴木正範 ＮＰＯ法人浅見川ゆめ会議　（ヤマメ）

原子力防災ゼミ 2022.10.11 芳賀　一江 広野町民 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.7 遠藤裕和 葛尾村役場　復興推進室　産業創出係

原子力防災ゼミ 2022.12.13 新妻　竹彦 久之浜港漁師 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.7 八嶋哲也 葛尾村役場　復興推進室　復興推進係

原子力防災ゼミ 2022.12.19 阿部　加奈子 広野町役場 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.8.8 遠藤裕和 葛尾村役場　復興推進室　産業創出係

原子力防災ゼミ 2023.1.7 山根　辰洋 一般社団法人双葉郡観光研究協会 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.8.8 八嶋哲也 葛尾村役場　復興推進室　復興推進係

原子力防災ゼミ 2023.1.22 根本　幸一 北茨城平潟港漁師 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.8.9 遠藤裕和 葛尾村役場　復興推進室　産業創出係

原子力防災ゼミ 2023.1.24 渡邉　美夏 かれーやYUU 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.8.9 八嶋哲也 葛尾村役場　復興推進室　復興推進係

原子力防災ゼミ 2023.1.24 根本　正俊 かれーやYUU 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 複数回 志賀風夏 天山文庫管理人
原子力防災ゼミ 2023.1.29 松岡　俊二 早稲田大学 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2022.10.15 石井宏和 釣り船　長栄丸　船長
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.7.25 今井夕華 多摩美術大学テキスタイルデザイン専攻卒業生 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 複数回 岩田雅光 公益財団法人 ふくしま海洋科学館

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.8.17 深澤諒 結のはじまり 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ探究ゼミ 2023.1.31 遠藤健次 福島大学大学院
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.9.27 東京電力廃炉資料館 スポーツと健康探究ゼミ 複数回 久保　翔太 本校トレーナー
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.10.18 佐藤悠希 Linderwood University（本校卒業生） スポーツと健康探究ゼミ 2022.1 明石　重周 Jヴィレッジ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.10.8 岡森綾子 すえつぎcafe スポーツと健康探究ゼミ 2022.12 キャニオンワークス
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.11.15 猪狩　僚 いわき市市役所職員 スポーツと健康探究ゼミ 複数回 広野元気教室
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.11.15 いつだれkitchen スポーツと健康探究ゼミ 複数回 四家先生　※確認中 接骨院　※正式名確認中
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2023.1.24 東あすか 一般社団法人まちづくりなみえ スポーツと健康探究ゼミ 複数回 榎本　佳治 バドミントン部チームドクター
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2023.1~2 森雄一朗 一般社団法人ならはみらい（ならはCANvas） 健康と福祉探究ゼミ 2022.8.14 齋藤　俊蔵 福島パラ陸上競技会　事務局

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2023.1~2 日野涼音 一般社団法人ならはみらい（ならはCANvas） 健康と福祉探究ゼミ 2022.11.15 猪狩　僚 いわき市市役所職員
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2023.2.2 小島和美 caféふぅ 健康と福祉探究ゼミ 2022.8.6 三戸　花菜子 さんかく交流会　
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2023.2.2,7 齋藤裕喜 YONOMORI DENIM 健康と福祉探究ゼミ 2022.8.11 三戸　花菜子 さんかく交流会　
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2023.2.2,7 小林奨 YONOMORI DENIM 健康と福祉探究ゼミ 2022.11.15 三戸花菜子 さんかく交流会　
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 青木淑子 NPO法人 富岡町3･11を語る会 健康と福祉探究ゼミ 2022.7.12 園長 広野こども園「ひろのパーク」
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 菅波香織 弁護士法人いわき法律事務所 健康と福祉探究ゼミ 複数回 遠藤まめた 一般社団法人にじーす代表
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 栗城愛梨 NPO法人 富岡町3･11を語る会 健康と福祉探究ゼミ 複数回 前川直哉 福島大学教育推進機構高等教育室准教授

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 磯辺吉彦 特定非営利活動法人広野わいわいプロジェクト事務局長 健康と福祉探究ゼミ 複数回 猪狩瑠衣 楢葉わんぱくぱーく
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 野地雄太 株式会社Beyond Lab 健康と福祉探究ゼミ 複数回 小河原桃香 ララシャンスいわき
ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.9.10 佐藤　亜紀 HAMADOORI13 健康と福祉探究ゼミ 複数回 渡部沙織 ベルヴィ郡山館
ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.9.10 徳田　辰吾 株式会社ネクサスファームおおくま 健康と福祉探究ゼミ 複数回 下枝浩徳 葛力創造舎
ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.11.22 佐藤　亜紀 HAMADOORI13 健康と福祉探究ゼミ 複数回 金光弦太 磐梯山観光職（元猪苗代湖ゲストハウス）

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.10.11 松﨑 　康弘 特定非営利活動法人いわきオリーブプロジェクト　代表

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.11.1 今泉　英哲 広野町立広野中学校 教頭
ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.12.14 仁井田　務 株式会社マルト商事　商品本部

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.12.14 見城　周平 株式会社マルト商事　IB部　課長

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.9.27 芳賀　吉幸 有限会社フロンティア広野　代表取締役社長

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.12.20 市川　稔 株式会社マルト商事　生鮮本部　部長

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.12.20 仁井田　務 株式会社マルト商事　商品本部

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.12.20 見城　周平 株式会社マルト商事　IB部　課長

ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2023.1.17 今泉　英哲 広野町立広野中学校 教頭
ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2023.1.17 松﨑 　康弘 特定非営利活動法人いわきオリーブプロジェクト　代表



３年　「未来創造探究」　お世話になった方々

探究ゼミ 日付 氏名 所属、役職 探究ゼミ 日付 氏名 所属、役職
原子力防災探究ゼミ 複数回 正木里奈 再生可能エネルギー探究ゼミ 2021.6.30 渡邉　友歩 浪江町役場 産業振興課新エネルギー推進係 副主査

原子力防災探究ゼミ 複数回 川瀬吏恵 カタリバ 再生可能エネルギー探究ゼミ  館長 磯辺吉彦 多世代交流スペースぷらっとあっと

原子力防災探究ゼミ 複数回 米田若菜 カタリバ 再生可能エネルギー探究ゼミ

原子力防災探究ゼミ 複数回 中元陽 カタリバ ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.7.12 則藤　孝志 福島大学　農学群職農学類
原子力防災探究ゼミ 複数回 青砥和希 カタリバ ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022.11 三戸　豪士 GSauto JAPAN・ANDANTE　代表

原子力防災探究ゼミ 複数回 岩田雅光 アクアマリンふくしま ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2022 伊丹　雅昭 にこにこバラ園　園主
原子力防災探究ゼミ 複数回 山田美香 早稲田大学研究員 ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2021 古林　秀雄 株式会社レイス　工場長　
原子力防災探究ゼミ 複数回 清野幸恵 福島県双葉郡復興ビジョン ｱｸﾞﾘ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ探究ゼミ 2021 國井　佳奈 株式会社レイス　研究部係長

原子力防災探究ゼミ 複数回 双葉郡小学生絆づくり交流実行委員会 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022年1月 BETTY FMいわき
原子力防災探究ゼミ 複数回 磯辺吉彦 ちゃのまプロジェクトNPO法人いわきイルミネーションプロジェクトチーム ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022年1月 飛田 国洋 FMいわき
原子力防災探究ゼミ 複数回 青木祐介 ちゃのまプロジェクト ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022年1月 安部 正明 FMいわき
原子力防災探究ゼミ 複数回 大場美奈 ちゃのまプロジェクト ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022年7月 教員 広野小学校
原子力防災探究ゼミ 複数回 富岡わんぱくパーク ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.5 広野町民
原子力防災探究ゼミ 複数回 富岡町さくらスポーツ ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.9 教員 ふたば未来学園高校　
原子力防災探究ゼミ 複数回 平山勉 ふたばいんふぉ ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.4 職員 広野町福祉センター
原子力防災探究ゼミ 複数回 青木淑子 NPO法人富岡町3.11を語る ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.12.5 山田さん いわきFC
原子力防災探究ゼミ 複数回 富岡町観光協会 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.7 山田さん 学校勤務
原子力防災探究ゼミ 複数回 福島中央テレビ ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.6 担当者 ひろの元気教室
原子力防災探究ゼミ 複数回 髙橋雅裕 株式会社サン・クリーン ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.5 遠藤 みかんクラブ
原子力防災探究ゼミ 複数回 広野町駅伝チーム ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.9 職員 広野町役所
原子力防災探究ゼミ 複数回 菅波香織 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.7 山田さん 学校勤務
原子力防災探究ゼミ 複数回 田子恵子 放デイU.AND舎放デイI.AND舎 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.6 遠藤さん 広野町役場総務課
原子力防災探究ゼミ 複数回 吉川竜太 田人町地域おこし協力隊 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.9 山田さん 早稲田大学教授
原子力防災探究ゼミ 複数回 加賀博行 広野町教育委員会 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.6 半沢さん みかんクラブ
原子力防災探究ゼミ 複数回 東日本大震災・原子力災害伝承館 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.9 小学校先生方 広野小学校
原子力防災探究ゼミ 複数回 志賀 広野町役場 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.6.13 根本 大輝 広野町体育館職員
原子力防災探究ゼミ 複数回 黒田 広野町役場 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.6 根本 大輝 広野町体育館職員
原子力防災探究ゼミ 複数回 島村守彦 いわきおてんとSUN ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.6 根本 大輝 広野町体育館職員
原子力防災探究ゼミ 複数回 広野町役場 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.7 根本 大輝 広野町体育館職員
原子力防災探究ゼミ 複数回 安島大司 株式会社マルト商事 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.8 根本 大輝 広野町体育館職員
原子力防災探究ゼミ 複数回 三浦利久 株式会社マルト商事 ｽﾎﾟｰﾂと健康探究ゼミ 2022.9.25 平 僚太 株式会社 ル・プロジェ
原子力防災探究ゼミ 複数回 永久保大樹 パティスリーペールノエル 健康と福祉探究ゼミ 2022.7.5 南相馬市石神生涯学習センター

原子力防災探究ゼミ 複数回 今泉俊昭 健康と福祉探究ゼミ 2022.7.30 江本　節子 NPO法人はらまちクラブ
原子力防災探究ゼミ 複数回 辺見珠美 健康と福祉探究ゼミ 2022.8.5 江本　節子 NPO法人はらまちクラブ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.8.30 住本葵 オイテル株式会社 健康と福祉探究ゼミ 2022.10.15 江本　節子 NPO法人はらまちクラブ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.9月 磯辺吉彦 わいわいプロジェクト 健康と福祉探究ゼミ 2022.7.5 前川　直哉 福島大学
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.9月 青木祐介 わいわいプロジェクト 健康と福祉探究ゼミ 複数回 広野町立広野小学校
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.4.29 浅尾芳宣 いわきアカデミア総監督、講師、アニメーター 健康と福祉探究ゼミ 複数回 広野町立広野中学校
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.4.29 川崎逸郎 いわきアカデミア講師、アニメーター 健康と福祉探究ゼミ 複数回 山田　美香 早稲田大学
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.9.14 小澤建二 双葉郡大熊町立学び舎ゆめの森 健康と福祉探究ゼミ 2022.7.12 広野町立広野小学校「ひろの元気教室」

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.7～8月 相馬市立図書館 健康と福祉探究ゼミ 2022.6.30 中島　徹 NPO法人広野みかんクラブ　かけっこ教室

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.7～8月 南相馬市立図書館 健康と福祉探究ゼミ 2022.6.30 半澤　悠司 NPO法人広野みかんクラブ　かけっこ教室

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.9月 LVMH子どもアート・メゾン 健康と福祉探究ゼミ 複数回 磯辺　吉彦 NPO法人広野わいわいプロジェクト

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.9月 相馬市教育委員会　生涯学習課 健康と福祉探究ゼミ 遠藤　浩 広野町議会議員
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 松岡俊二 早稲田大学教授・広野未来リサーチセンター 健康と福祉探究ゼミ 複数回 広野町役場環境防災課
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 菅波香織 いわき法律事務所・未来会議事務局長 健康と福祉探究ゼミ 複数回 多世代交流スペースぷらっとあっと

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 高垣慶太 早稲田大学　学生　「KNOW NUKES TOKYO」 健康と福祉探究ゼミ 複数回 NPO法人広野わいわいプロジェクト　まちなかマルシェ

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 倉重水優 早稲田大学　学生　「NO YOUTH NO JAPAN」

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 松川希映 早稲田大学　学生
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 崎田裕子 １F廃炉の先研究会　副代表

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 松本孝一 ドローン企画一級建築士事務所

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 Twitterの方々
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 鈴木倖輝 広島県内　高校生
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 複数回 大熊町の方々
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.7月 ひろぼー課担当者 広野町市役所
ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究ゼミ 2022.3月 吉田恵美子 NPO法人ザ・ピープル



４．１    ルーブリック評価 

 
本校では生徒の資質・能力をはかる指標のひとつとして独自のルーブリックを作成し、定期的に評価を行って

いる。ルーブリックは本校で育成したい生徒像でもあり、これを用いた面談も行いながら、総括的評価としてだ

けでなく、形成的評価として活用し、生徒の目標設定等に活かしている。ここではルーブリックの推移を分析し、

本校生の特徴や学年ごとの特徴等について考察する。 
 

（１）はじめに 

 平成27年度に開校した本校では、「未来創造型教育」

を目指すグランドデザインの下、開校直後４月、教員全

員による教員研修会（本校では「未来研究会」と称する）

を実施した。県下全域から赴任した教員集団はそれぞれ

の想いを抱きスタートを切った。そこで、新しい学校・

教育としての「育成したい生徒像」としての共通イメー

ジを持ち、互いに意思疎通を深めていくために、ワーク

ショップ形式での意見交換会を行った。 
 開校当時、入学してきた子供たちの８割は原発事故で

避難を強いられた地域の出身であった。子供たちの状況

は多様だが、数カ所の避難先を転々とし、学力に課題を

抱えている子供も多かった。また、避難する中で不登校

となってしまった生徒も存在した。一方で、地元への愛

着や、世界からの支援に対する感謝の気持ちから、社会

に貢献したいという意欲の強さも感じられた。「この子た

ちが卒業する３年後に、どのような姿になっていて欲し

いか」教職員全員が付箋に書き込み、出し合いながら議

論を重ねた。 
 研修後、「育成したい生徒像」に必要な「育成したい能

力」を分析し、共通項をまとめると同時に、本校の校訓

である「自立」「創造」「協働」を意識し、福島県双葉郡

教育復興ビジョン、OECDキーコンピテンシー等の内容

を踏まえ、本校のルーブリックを作成した（巻末関係資

料参照）。 
  ルーブリックの言葉の一つ一つに、教職員の感覚や

想いが反映されている。例えば、「寛容さ～異文化や考え

の違う他者を受け入れ、思いやるあたたかさを持ち、協

調して共に高めようとすることができる」という項目で

ある。この地域は今、放射線の安全性に関する考えが違

う者同士の衝突や、避難した人と帰還した人の間での気

持ちのすれ違いなどに直面している。考えの違う人を排

除しても地域復興はままならない。仕事をする上でも生

活をする上でも、考えの違う他者との関わり合い無くし

て成り立たない。考えの違う人を説得していく交渉力と

言うより、異なる考えも受け入れ、ユーモアを持って接

し、包み込んでいく「あたたかさ」が必要であると私た

ち教職員は考えた。この力が土台となって、別の項目に

定義された「他者との協働力」が発揮される。 
 また、「表現・発信力～どのような場でも臆することな

く自分の考えを発信でき、他者の共感を引き出せる」と

いう項目も同じように教職員の想いが詰まっている。震

災や原発事故のバックグラウンドを否応なく背負ってし

まった子供たちは、世界中のどこに行っても意見を求め

られる。その時、言葉を発せず沈黙すれば、風化や風評

に繋がっていく。例え突然指名されたときでも、自分の

言葉で語れることが大切だ。話し相手のバックグラウン

ドも考えながら、定量的なデータの説明や定性的な復興

のストーリーを組み合わせて、情緒にも働きかけながら

相手の心を動かす力が求められる。 
 開校して真っ先に行ったのが、このルーブリックの設

定である。目指す資質・能力を明確化して、その目標に

向けて学校をあげて取り組むために、よそから借りてき

た表面的な言葉では無く、自分たちの視点・言葉で定義

することを重視した、学校全体の欠かせない出発点であ

る。指導の重点の設定も、授業の展開も、学習の評価も、

学校評価も、このルーブリックと関連づけながら展開し

ていくことを目指している。 
 開校から７年が経過し、ルーブリック評価は学校に定

着している。当初は年度終了時に生徒がどの程度資質能

力を伸ばしてきたか検証する、いわゆる「総括的評価」

として使ってきた。しかし、ルーブリック評価は本来生

徒個人が活用すべきものであるという考え方から、生徒

ひとりひとりにフィードバックし、その先の目標設定等

に活かすような「形成的評価」として使うため、ルーブ

リック面談を導入した。面談は手間がかかるものの、メ

タ認知の向上にも役立っていると思われ、生徒、教員共

に好意的に捉えている。また、2 年間かけてルーブリッ

クの改訂を行い、令和３年度からＣの思考・創造力をＣ

-１思考力、Ｃ-２創造力と分けて運用している。 

 

 



（２）１期生（平成27年度入学生）から８期生（令和4年度入学生）のルーブリック評価（表1～8, 図1～8） 

 

表"###"期生#&'()*+推移表 .年0月 .年2月 .年3月 4年4月 3年.月 簡易789

:;社会的課題A関CD知識G理解 JKLM .K03 .KN2 .KNN 4K0N

O;英語活用力 JKMJ .KJJ .K.2 .K.0 .K4L

U;思考G創造力 JK20 .K34 .K2N .KZ0 4K03

[;表現G発信力 JKL0 .K4N .K02 .K04 .KN3

_;他者bc協働力 JKNM .KMZ .K22 .KNJ .KZJ

f;gh'ijkl力 JKN0 .K32 .K2M .K2. .KZL

m;前向pG責任感Gtuvki JKL4 .KJ3 .KMJ .K03 4KJ0

w;寛容z .KJL .K23 .KZN .K22 4KJ2

{;能動的市民性 JKLL .K.2 .K3L .KM2 .KZ.

�;自分�変�D力 JK2N .K3N .K2N .KN. 4KJ0

平均 JK23 .K33 .KL0 .KLM .KZZ

表�###�期生#&'()*+推移表 .年�月 .年.4月 4年L月 4年3月 3年Z月 簡易789

:;社会的課題A関CD知識G理解 JKZN .K2J .KNM 4KM4 3K4J

O;英語活用力 JK2N .KJM .K4M .K3Z .K0L

U;思考G創造力 .K4N .K2J .KZN 4K02 4K2.

[;表現G発信力 JK2M .KM. .KM0 4K.J 4K0J

_;他者bc協働力 .K3M .KLL 4KJ0 4K0M 4K23

f;gh'ijkl力 .K43 .KLJ .K23 4K.2 4KMM

m;前向pG責任感Gtuvki .KJJ .K0M 4KJJ 4K3M 4KNL

w;寛容z .KLL .K22 4K.. 4K02 4KZM

{;能動的市民性 .K42 .K3Z .K23 4K.3 4KN0

�;自分�変�D力 .K0J .KML 4KJ0 4K.Z 4KL3

平均 .K.2 .KM0 .KN3 4K44 4KL3

表�###�期生#&'()*+推移表 "年�月 �年�月 �年""月 �年�月 �年�月 簡易789

:;社会的課題A関CD知識G理解 JKN3 .KZZ 4K4. 4KNJ 3K33

O;英語活用力 JKZ3 .K43 .KM0 .K2Z .KZM

U;思考G創造力 .K30 4KJ2 4K32 4KN. 3K.N

[;表現G発信力 JKNZ .KM. .KZ4 4KMM 3KJZ

_;他者bc協働力 .KM. 4K.N 4KM4 4K2. 3K4.

f;gh'ijkl力 .K0M .KZL 4K42 4KMN 3K.J

m;前向pG責任感Gtuvki .K33 4KJL 4K.M 3K02 3K3M

w;寛容z .K23 4K3Z 4K2J 4KZ4 3K3Z

{;能動的市民性 .K4L .KNJ 4K4Z 4KL. 3K4.

�;自分�変�D力 .K3Z 4K4M 4K03 4KNL 3K.M

平均 .K42 .KZ0 4K40 4K2. 3K.J

表�###�期生#&'()*+推移表 "年�月 �年�月 �年""月 �年�月 �年"�月 簡易789

:;社会的課題A関CD知識G理解 JKLZ .K2. .KZL 4K0N 4KN3

O;英語活用力 JKNZ .K4Z .K4N .KMZ .K2J

U;思考G創造力 .K42 .KLN 4K.. 4K0Z 4K22

[;表現G発信力 .KJ0 .K0J .K2M 4K.J 4K3L

_;他者bc協働力 .K04 .KNJ 4K.. 4KMZ 4KLN

f;gh'ijkl力 .K0Z .K2. 4KJ0 4K03 4KL0

m;前向pG責任感Gtuvki .K.Z .KM0 .KN0 4K0J 4K24

w;寛容z .KLZ 4K.4 4K4L 4KL3 4KZM

{;能動的市民性 .K3N .KL3 4KJZ 4K3Z 4KN.

�;自分�変�D力 .KM. .KZM 4K.2 4K0N 4K2N

平均 .K4L .KLN .KZL 4K3L 4KL4

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50

A;社会的課題A関
CD知識G理解

B;英語活用力

C;思考G創造力

D;表現G発信力

E;他者bc協働力

F;gh'ijkl力

G;前向pG責任感G
tuvki

H;寛容z

I;能動的市民性

J;自分�変�D力

表" "期生 &'()*+推移789

1年4月 1年7月 1年3月 2年2月 3年1月

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50

A;社会的課題A関
CD知識G理解

B;英語活用力

C;思考G創造力

D;表現G発信力

E;他者bc協働力

F;gh'ijkl力

G;前向pG責任感G
tuvki

H;寛容z

I;能動的市民性

J;自分�変�D力

表� �期生 &'()*+推移789

1年�月 1年12月 2年6月 2年3月 3年9月

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50

A;社会的課題A関
CD知識G理解

B;英語活用力

C;思考G創造力

D;表現G発信力

E;他者bc協働力

F;gh'ijkl力

G;前向pG責任感G
tuvki

H;寛容z

I;能動的市民性

J;自分�変�D力

表� �期生 &'()*+推移789

"年�月 �年�月 �年""月 �年�月 �年�月

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50

A;社会的課題A関
CD知識G理解

B;英語活用力

C;思考G創造力

D;表現G発信力

E;他者bc協働力

F;gh'ijkl力

G;前向pG責任感G
tuvki

H;寛容z

I;能動的市民性

J;自分�変�D力

表� �期生 &'()*+推移789

"年�月 �年�月 �年""月 �年�月 �年"�月



 

表"###"期生#&'()*+推移表 .年0月 2年0月 2年..月 3年4月 3年.月 推移567

8#社会的課題>関@A知識理解 .F03 .FGH .FI0 2FIJ 3FH0

K#英語活用力 .F.. .F00 .FH4 .FG. .FIQ

R#思考U創造力 .FI. 2F.J 2FH0 2FJG 3F.3

X#表現U発信力 .FQ2 .FG2 .F40 2FQ. 2F4I

\#他者_`協働力 .FI3 2FH2 .FI0 2FJJ 3FHG

c#de'fghi力 .FJ3 .FIG .FGG 2FGG 2FJG

j#前向mU責任感Uqrshf .FJH 2FHI .FJ2 2FJJ 3F.0

t#寛容w 2F2Q 2F3. 2F3J 3F.Q 3F.Q

x#能動的市民性 .F42 .FJ. .FGJ 2FJ. 2FI2

~#自分�変�A力 2F.4 .FIJ .FI. 3FH. 3FH0

平均 .FG4 .FI2 .FJ3 2FG4 2FIH

表�###�期生#&'()*+推移表 .年0月 .年..月 2年4月 2年.H月 3年Q月 3年I月 推移567

8#社会的課題>関@A知識理解 .F4I .FJI 2F20 2FQ0 2FJH 3F.G

K#英語活用力 .F23 .F2G .F0I .FGQ .FI. .FIQ

R#思考U創造力 2FHQ 2FHG 2F0Q 2F4G 2FJQ 3F.J

X#表現U発信力 .FGJ .FG2 .FI2 2F2I 2F43 2FI0

\#他者_`協働力 2F.Q 2F2H 2F23 2FQ. 2FGI 3F.0

c#de'fghi力 .FI4 .FIJ 2F.Q 2F0I 2FGG 3FH.

j#前向mU責任感Uqrshf 2F2H .FII 2F3I 2F0Q 2FJG 3F3.

t#寛容w 2FQJ 2F00 2FQJ 2FJ0 3FHJ 3F22

x#能動的市民性 2FHG .FJI 2FH2 2F0J 2FJH 3FHJ

~#自分�変�A力 2F.4 2F.4 2F02 2F4G 2FJQ 3F24

平均 .FII .FI4 2F.I 2F0G 2FG3 3FH3

表�###�期生#&'()*+推移表 .年4月 .年.月 2年4月 2年..月 推移567

8#社会的課題>関@A知識理解 1.16 1.17 1.43 1.63
K#英語活用力 1.00 1.01 1.02 1.17
R�.#思考力 1.55 1.09 1.35 1.83
R�2#創造力 1.62 1.01 1.38 1.77
X#表現U発信力 1.21 1.22 1.22 1.57
\#他者_`協働力 1.50 1.47 1.61 1.72
c#de'fghi力 1.37 1.26 1.37 1.80
j#前向mU責任感Uqrshf 1.33 1.14 1.11 1.69
t#寛容w 1.77 1.44 1.77 1.98
x#能動的市民性 1.30 1.14 1.28 1.59
~#自分�変�A力 1.52 1.37 1.56 1.81

平均 .F3I .F2. .F3G .F4I

表�###�期生#&'()*+推移表 .年0月 .年..月 推移567

8#社会的課題>関@A知識理解 2.03 2.42

K#英語活用力 1.50 1.71

R�.#思考力 2.40 2.63

R�2#創造力 2.26 2.47

X#表現U発信力 2.04 2.10

\#他者_`協働力 2.32 2.44

c#de'fghi力 2.02 2.24

j#前向mU責任感Uqrshf 2.08 2.36

t#寛容w 2.38 2.83

x#能動的市民性 2.08 2.19

~#自分�変�A力 2.34 2.64

平均 2.13 2.37

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50

A 社会的課題>関
@A知識理解

B 英語活用力

C 思考U創造力

D 表現U発信力

E 他者_`協働力

F de'fghi力

G 前向mU責任感U
qrshf

H 寛容w

I 能動的市民性

J 自分�変�A力

表" "期生 &'()*+推移567

1年4月 2年4月 2年11月 3年6月 3年1月

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50

A 社会的課題>関
@A知識理解

B 英語活用力

C 思考U創造力

D 表現U発信力

E 他者_`協働力

F de'fghi力
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（３）１期生から７期生の平均値の推移 

１～８期生のルーブリックの推移について、値の全体

平均値の推移グラフを（２）図９に示す。１～４期生ま

では 1年次から 3年次まで順調に値が高まっているのに

対し、５～６期生は、1 年次最初から値が高く、その状

態をほぼ維持したまま推移している。６・７期生につい

ては、入学最初のルーブリックの数値よりも年度の途中

でいったん数値が下がる傾向がみられる。これについて

は、1 年次の演劇の学習を通じて、自分をメタな視点で

見つめなおしたときに、「自分のできなさ」を厳しく現状

分析できるようになったことに起因すると考えられる。 

これまでのところ、３期生が３年最後の値としては最

も高くなっている。2 年次後半から 3年次にかけて探究

学習が本格的に進んでいく時期に大きく上昇する傾向が

あるが、6 期生についてはどの時期においても比較的に

安定的に数値を伸ばしてきた。最終目標に掲げるルーブ

リックの平均3.5はかなり野心的な数値ではあるものの、

今の 6期生が取り組んできた探究学習を考えると、最終

数値についてはもう少し上昇が期待できた。特に 6期生

は入学時より 3 年間コロナ禍の時期と重なっていた。

様々な制限により自分たちが思い描いていた探究学習か

ら変更を余儀なくされた場面も多かったが、創意工夫を

しながら諦めずに探究学習に取り組んでいた生徒が多か

った。このような状況は G 前向さ・責任感・チャレン

ジ(2.20→3.31)や J 自分を変える力（2.16→3.26）な

どの数値に現れている。８期生については、一貫生がい

る初めての学年となった。中学校からルーブリックに 3

年間取り組んでいる生徒を中心に、最初のルーブリック

からこれまでの年次の数値を上回っているデータが出て

いる。この推移を見ながら、実際の能力伸長について見

極めていきたい。 

（４）８期生（令和４年度１年生）の評価 

８期生のルーブリックは、全体的に最初から数値が高い。

これは、中高一貫１期生（一貫生）が高校進学した学年

であることが大きな影響を与えている。一貫生は、中学

の３年間、演劇の手法を用いたコミュニケーションワー

クショップや哲学対話を行っていたため、「表現・発信力」

や「創造力」、「他者との協働」、「思考力」の基礎的な力

が備わっている。そんな生徒たちが８期生の４割を占め

ており、地域創造と人間生活や探究の授業において、自

分と違う他者の意見を否定せず、共に対話しながら物事

の本質を捉えたり、自己を開放し他者と協働する雰囲気

を作ったりすることができたことが、結果として全体の

数値に現れたと言える。 

一番大きく数値が伸びたところは、①寛容さ(+0.45)、②

社会的課題に関する知識理解(+0.39)である。①について

は、生徒から「人それぞれ考え方は違う、ということを

忘れずに接するように心掛けた」「仲の良い友達は考え方

が似ているので話していて楽だが、演劇で普段話さない

人と話すことで全く違う考えを知ることができ、面白か

った」という意見が出た。②は、双葉郡バスツアーや取

材等で地域に出て、様々な人達の人生に触れたことで、

自分の中に課題意識が芽生えたようである。 

高校１年次後半より、未来創造探究が始まった。今後の

課題は、生徒たちが探究を通して能動的市民性を身につ

けるかである。さらに地域の課題を世界の課題と結びつ

け、世界に発信する英語力もより一層身につけさせたい。 

 

 

 

 

 



（５）７期生（令和４年度２年生）の評価 

７期生のルーブリック評価平均値の推移は、他年次とは

大きく異なる傾向で推移している。入学後すぐ（１年次

６月）の評価から、２回目（１年次１１月）にかけて、

今までほとんどの年次が上昇傾向にあったにもかかわら

ず、平均値が下がってしまっていた。これは生徒一人ひ

とりの自己評価が低いことに起因していると考えられる。

未来創造探究の授業においてゼミ配属が決定した時点

（２年次６月）までは、例年と比較しても低い数値が出

ていたが、探究活動を進めプレ発表を実施した後（２年

次１１月）は、A～Jまですべての項目が今までで最も高

い数値となり、大きい上昇傾向を見せた。これは探究活

動と発表会でのフィードバックがある種のスモールステ

ップとなり、多くの生徒が達成感を得ることができたこ

とが最も大きな要因であると考えられる。 

 この結果をもとに、探究の授業内ではルーブリック面

談を実施した。各ゼミ担当者が分担して、ゼミ内の生徒

と１対１の面談を行うものである。生徒の自己評価が低

いという傾向を踏まえ、面談前にワークシートを配布し、

これまで自分が最も頑張った内容や、担当教員と話した

い内容をまとめてから面談に臨むよう働きかけた。また、

客観的に見て評価数値が低すぎると思われる部分につい

て、生徒の具体的な取り組みや、PROG-Hテスト（河合塾

主催：「リテラシー」「コンピテンシー」の両面から、情

報収集力や課題発見力、社会で普遍的に必要とされる力

を測定する）の分析結果を踏まえながら振り返った。 

 上昇傾向にはあるものの、全体的に見たときの数値は

まだ低い。このまま３年次に向けて順調に活動を進め、

進路に対する意識が高まっていけば、さらなる達成状況

が期待できる。生徒が達成経験を積み重ね、自分に自信

が持てるようにサポートしていく必要があるだろう。 

（６）６期生（令和４年度３年生）の評価 

 ６期生は高校２年次までに４回、今年度２回、計６回

ルーブリック評価を行っている。値を表６、グラフを図

９に示した。６期生の推移は５期生の推移と似ている。

時期を追うにつれ、各項目が少しずつ伸長し、３年次最

後には、英語活用能力を除きほとんどが 3.0～3.5 の間

の数値となった。数値が高い順に、G前向き・責任感・チ

ャレンジ（3.31）、J 自分を変える力（3.26）、H 寛容さ

（3.22）、C 思考力・創造力（3.18）、E 他者との協働力

（3.14）、I能動的市民性（3.08）となった。一方、英語

活用能力は 1.95と低い数値に留まった。経年比較では、

６期生の最終平均の 3.03という数値は、３期生の 3.10

に次いで高い数値となった。英語活用能力については、

過去で最も高かった３期生および５期生と同様だった。 

 １年次は、旧課程対象の１期生～７期生の中で一番高

い数値で始まったが、１１月には逆に全体的に下がって

いる。その中でも高い数値だったのは、H寛容さだった。 

 ２年次になり個人の探究が本格的に始まり、数値が上

昇し始めている。６月の時点では2.19、１１月の時点で

は 2.47 となり、１０月後半に実施した中間発表に向け

てそれぞれの探究活動が進んだように思われる。６期生

は新型コロナの影響により、外部での活動にかなりの制

約があったが、ゼミ担当教員の適格な助言やオンライン

の活用により、活動を進められた結果であろう。特に、

２年次においては、ゼミ担当者の月次会に力を入れ、全

体での目線合わせ、カタリバからの助言、過去の事例の

研究、ゼミ内生徒の進捗の共有等を行った。２年次最後

の数値として高い資質・能力としては、H寛容さ（2.84）、

C思考・創造力（2.67）、J自分を変える力（2.67）、A社

会的課題に関する知識理解（2.54）が挙げられる。また、

２年次に数値の伸長が著しかった資質・能力は、I 能動

的市民性（+0.46）、D表現・発信力（+0.37）Fマネージ

メント能力（+0.34）が挙げられる。 

 ３年次も、２年次同様コンスタントに数値が上昇して

いる。５月はプレ発表会直後、９月は最終発表会直後の

数値である。３年次は２年間に渡る探究活動の総まとめ

の時期であり、それぞれが課題解決のアクションや発表

会に向けての内容のまとめ等を行った。３年次の全体の

平均値は2.73から 3.03に上昇した。最終的な数値が高

くなった資質・能力は前述の通りであるが、３年次に数

値の伸長が著しかった資質・能力は、G前向き・責任感・

チャレンジ（+0.44）、J自分を変える力（+0.41）、A社会

的課題に関する知識理解（+0.37）、E 他者との協働力

（+0.35）が挙げられる。 

 １年次～３年次を通じ最も伸長した資質・能力は、 A

社会的課題に関する知識理解（+1.48）、D 表現・発信力

（+1.16）、C思考・創造力（+1.13）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．２ ルーブリック評価の定量的分析（アクセンチュア株式会社） 

 
本校において独自に設定したルーブリック評価に基づき、定期的に測定してきた。その結果を基に、アクセン

チュア株式会社様と一般社団法人次世代教育・産官学民連携機構（CIE）様の視点から生徒の成長、変容を客観

的に確認することに取り組んだ。その結果、全体的に成長している一方で、指標ごとの伸びの大きさに違いが確

認できた。主に社会的課題に関する知識・理解、思考・創造力、前向き・責任感・チャレンジ、能動的市民性と

いった要素が成長しており、未来創造探究等の活動を通じた影響が現れていると考えられる。実際の活動内容と

分析結果を比較することで、次年度以降のカリキュラム検討に活用することができる。 
 

（１）はじめに 

本校では、指導の重点の設定、授業の展開、学習評価、

学校評価等をルーブリックと関連づけながら展開するこ

とを目指している。ルーブリックの指標、レベル設定は

全教員で議論を重ね、自分達の言葉で定義した。4 カテ

ゴリ（「知識」、「技能」、「人格」、「自らを振り返り変えて

いく力」）、10指標を定義し、それぞれ５段階のレベル（1

－5）を絶対評価になるよう設定した。 

■知識：A社会的課題に関する知識・理解、B英語活用力 

■技能（スキル・コンピテンシー）：C思考・創造力（7期

生からは C‐1思考力、C－2創造力に分離）、D表現・発

信力、E他者との協働力、Fマネージメント力 

■人格（キャラクター・センス）：G前向き・責任感・チ

ャレンジ、H寛容さ、I能動的市民性 

■自らを振り返り変えていく力：J自分を変える力 

＜データ取得タイミング＞ 

 

測定においては、自己評価に加え、生徒間ピアレビュ

ーを実施することで評価の客観性をもたせている。  

データ分析はプロボノとして関わってアクセンチュ

ア株式会社に依頼し、次項以降 

のデータ分析、示唆出しを行っ 

た。（OECD東北スクール、地方 

創生イノベーションスクール 

2030東北クラスターにおいて 

も福島大学と協働でルーブリッ 

ク評価をしており、その知見も 

活用して実施していった。） 

 

（２）データ分析の概要 

今回の分析対象は、全ての測定時に回答している学生

のみとした（6期生：計 113 名。入学時から卒業までの

推移を見るとともに、6期生と7期生、8期生を比較しな

がら、指標ごとの傾向、生徒の系列ごとの傾向、海外研

修有無別の傾向などの分析を進めていった。 

１）6期生・7期生・8期生の平均値の推移 

6期生は 1年後半までの到達度が低かったものの、新旧

に伴い大きく点数を伸ばした。7 期生では点数の伸びは

2年への新旧とともに確認された。一方 8期生は、1年時

の点数がいずれの学年よりも高い水準であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）全体ルーブリック評価の学年別平均比較 

左より 6期生、7期生、8期生の順にグラフが示されてい

る。全ての学年で新旧に伴い多くの項目が点数を伸ばし

ていった。一方で、B．英語活用力については全ての学年

でどの測定時点においても他の項目と比べて最も低い点

数で推移している。この傾向は 1～8 期生のすべての年

次で見られる傾向である。(図２) 

 

 

（３）生徒の系列ごとの比較 

左のグラフが 5期生の平均、右のグラフは５期生の伸び

幅を示している。アカデミック系列が他の系列と比べ全

ての項目で点数が高かった、一方、伸び幅については、

能力をのばした項目が系列に異なる傾向が見られた。ア

カデミック系列では G．前向き・責任感・チャレンジと 

図１ 

図２ 



（３）所属ゼミごとの比較（6期生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）入学系列ごとの比較（8期生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）各指標における成長推移（6・7期生比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）今後の展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３は所属ゼミごとに比較を示してい

る。6 期生は 6 つのゼミのうち、メディ

ア・コミュニケーション探究ゼミが「B 

英語活用力」を除く多くの項目で最も高

いレベルを示していた。一方、健康と福祉

ゼミは、「C 思考力・創造力」および「G 

前向き・責任感・チャレンジ」の伸び幅が

他のゼミと比して大きかった。 

図３ 

図４は入学系列ごとの比較を示してい

る。8期生は入学系列ごとにルーブリック

の数値が大きな差となったため、系列ご

との比較を行った。アカデミック系列は

いずれの項目でも他の系列に比べ高い水

準を示した。一貫アカと高入アカを比較

した場合、「A 社会的課題に関する知識・

理解」や「B 英語活用力」「D 表現力」の

項目では大きな差を示したが、それ以外

の項目ではあまり差がなかった。伸び幅

については、高入アカが一貫アカと比較

して、「C-1 思考力」や「I 能動的市民

性」の数値が伸長している。 

図４ 

図５ 

図５は各指標における成長推移を示し、1

年の初回測定時から2年 10-11月の測定

時までの成長度合いを、6 期生と 7 期生

で比較した。全項目において、6期生は7

期生よりも伸び幅が同じかより大さいこ

とが確認できる。6期生は特に「A 社会的

課題」の伸び率が大きい(＋0.9 ポイン

ト)。次年度については、7期生のここか

らの伸長に期待している。 

図６ 

図６は最終的な指標別の到達レベル、及

びそれまでの変化の 6期生と7期生の比

較を示している。今回の指標別順位の推

移は、「J 自分を変える力」及び「D 表現・

発信力」、「B 英語活用力」は似た傾向が

確認されている。B と D の指標が低いの

は SGH 指定からの懸案事項であり、英漁

活用力とあわせて、「海外に向けて発信す

る」という施策が必要である。 

 



４．３ ６期生の個別評価 

 

６期生のうち、未来創造探究の各ゼミ 1～２人ずつ生徒

をピックアップし、本人の活動の様子とルーブリック評

価の推移について分析した。 

 

〇生徒 T.A（原子力防災探究ゼミ） 

 【平均値】1.00（1年4月）→2.30（3年9月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南相馬市から通うスペシャリスト系列の生徒。１年次

の双葉郡ツアーや演劇を通じて平均 2.4に上昇し、特に

「自分を変える力」が 4に。しかし、２年次の前半は探

究活動がうまく軌道に乗らず、1.8で推移。特に、「他者

との協働力」が 0に。この頃、外部のボランティア活動

に参加はしていたが、自分がどう関わるかに悩み自己評

価は低い。数値には表れていないが、２年次後半に大き

く変化する。マイプロ校内選考に落ち、代わりに参加し

た Steamフェスタ（ベネッセ主催）で自分なりの考えを

まとめることができ、探究活動が進む。３年次前半の自

己評価は低いが、6 月頃に外部連携によるワークショッ

プの手伝いを始めたことで活動が進み、夏にもさらに探

究活動が進み、内容も精査され、最終発表会では堂々と

発表でき、入賞も果たした。最終的に大きく伸びた力は

「前向き・責任感・チャレンジ」となった。 

 

 

〇生徒 N.H（原子力防災探究ゼミ） 

 【平均値】2.30（1年4月）→4.50（3年9月） 

双葉郡以外から通うアカデミック系列の生徒。高校１年

次が低い数値であったのは、探究の内容が決まっていな

かったことが考えられる。２年次前半は探究の内容が少

しずつ決まり始め、１０月には実際にアクションを行っ

たことで「表現・発信力」「前向き・責任感・チャレンジ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「寛容さ」が向上したと考えられる。特に、「寛容さ」が

４になったのは、チームでの取り組みや地域 NPOとの連

携によるものだと考えられる。最終発表会時には、自分

たちのプロジェクトを堂々と発表できたという点で、「他

者との協働力」「マネージメント力」「前向き・責任感・

チャレンジ」「寛容さ」「能動的市民性」「自分を変える力」

を 5で評価している。入学時に低かった「能動的市民性」

「自分を変える力」は、地域の人々のためにできた、行

政に提案できたという点が本生徒を大きく変えたのでは

ないかと考えられる。 

 

〇生徒K.H（メディアコミュニケーション探究ゼミ） 

 【平均値】3.20（1年4月）→4.50（3年9月） 

 

本生徒は富岡町出身の女子生徒である。生理の貧困を

テーマに、学校の女子トイレに生理用品を置くなど、積

極的に活動を行う姿が見られた。ルーブリック評価は 1

年次 4月より徐々に上昇している。2年 6月以降に本格

的に探究活動がスタートし、アンケートや調査アクショ

ンをきっかけに、A.社会的課題に関する知識理解、I.能

ルーブリック貼り付け欄 

ルーブリック貼り付け欄 

 



動的市民性が高まった。3年 5月には評価が一時下がっ

たが、これは探究に行き詰まった時期だと本生徒は話す。

その後、友人と 3人で探究を進めたことにより多様な視

点で探究を行うことができ、3年 9月には評価が再び上

昇した。探求のサイクルをうまく回しながら、評価を徐々

に高めていくことができた例であると考える。 

 

○生徒N.M（メディアコミュニケーション探究ゼミ） 

 【平均値】1.70（1年4月）→3.50（3年9月） 

本生徒は大熊町出身の女子生徒である。ふるさとであ

る大熊町に関する活動を行おうと考え、友人とともに母

校である双葉郡大隈町立学び舎ゆめの森を訪問し、ワー

クショップを行った。探求活動を進めていく中で、社会

のために何かできないかと考えるようになったことから

「思考・創造力」「能動的市民性」が１から４に伸びてい

る。また「英語活用力」も１から４へと伸びており、ニ

ューヨーク研修などの活動に参加したことなどが背景に

あると思われる。 
〇生徒S.K（再生可能エネルギー探究ゼミ） 

 【平均値】1.30（1年4月）→3.40（3年10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S は広野町出身の男子生徒であり、高度な学びをした

いと、アカデミックコースを選択した。高校２年次より、

地域を明るくするというイルミネーションを使った他の

探求に合流し、再生可能エネルギーを使って灯りを灯す

活動をおこなった。地域で実際にイルミネーションを設

置するという探究活動を通して、地域で活動する外部の

人たちと交流を続けた。その成果もあり、「能動的市民性」

「前向き、責任感、チャレンジ」の項目において、高い

評価へと変化してきた。様々な地域との触れ合いと、目

的に向かって活動することを通して、自己肯定感が高ま

り、チャレンジ精神と柔軟な思考が育てられたと考えて

いる。 

 

○生徒E.S（再生可能エネルギー探究ゼミ） 

 【平均値】1.10（1年4月）→4.00（3年10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S は双葉郡出身の男子生徒であり、情報系の大学進学を

希望し、アカデミック理系を選択している。高校１年次

からドイツ研修をはじめとするさまざまな研修を通して

学習を続けた。特に放射性物質の土壌汚染問題や放射線

防御についてや再生可能エネルギー（水素）などについ

て積極的に情報を得ようとあちらこちらに出向いてさま

ざまな研修を行った。その結果、「自分を変える力」「思

考、想像力」「前向き・責任感・チャレンジ」等の項目に

おいて、全体的に数値が上昇した。 
自己肯定感が強まり、さらに新たな課題に挑戦してみた

いという気持ちのサイクルが身についたようだ。 
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〇生徒S.S（アグリビジネス探究ゼミ） 

 【平均値】2.10（1年4月）→3.30（3年9月） 

幼少期を国外（中国）で過ごしてきた経歴を持つ女子

生徒である。本校社会起業部の元部員であり、カフェで

廃棄されるコーヒーかすを課題視し、コーヒーかすを活

用した石けん開発をテーマに探究活動を行ってきた。ル

ーブリック評価は「社会的課題に関する知識・理解」が

１から４に変化している。変化は１年次の途中から現れ

始めている。『国外生活期間があった背景から、地域課題

の発見よりも先に、まずは地域について知る必要があっ

た』と本人は述べており、関心をもって地域について調

べてきた過程が、評価の変化に反映されていると考察す

る。将来は、海外と日本の関係における課題をビジネス

面から解決したいと述べており、地域の課題解決をきっ

かけに、世界の課題解決に視野を広げることにつながっ

た生徒の例であると考える。 

 

○生徒S.W（アグリビジネス探究ゼミ） 

 【平均値】1.90（1年4月）→3.50（3年9月） 

いわき市出身の女子生徒である。スペシャリスト系列

農業選択者３名から成る班に属し、エディブルフラワー

の栽培とそれを活用したスイーツ開発をテーマとして、

無農薬栽培法と花の加工法について模索してきた。ルー

ブリック評価は、「表現・発進力」が１から４に伸びてい

る。この変化は３年次以降に急に現れている。S・Wは、

３年６月に農業クラブ主催の意見研究発表会に出場して

おり、自分の考えを言葉で表現・発信する経験をしてい

る。そのことがルーブリック評価の変化の背景にあると

考察する。３年１月には県総合学科高校生徒研究発表会

にも参加しており、「表現・発進力」を示す積極的な取り

組みは評価に値する。 
 

〇生徒 Y.Y（スポーツと健康探究ゼミ） 

 【平均値】2.40（1年4月）→3.50（3年9月） 

海風寮から本校に通う、トップアスリート系列で男子

サッカー部に所属する生徒である。「サッカー部を通して

広野町を元気にするには？」というテーマのもと、3 人

グループで活動を行った。男子サッカー部でも副キャプ

テンを務め、チームを統率する力、計画的に行動するマ

ネジメント力に優れている生徒である。探究活動におい

てもグループの先頭に立ち、メンバーそれぞれの役割分

担を行いながら、効率的に活動を進めていく様子が印象

的だった。ルーブリック評価の内容から、特に表現・発

信力の数値が大きく伸びたことが窺える。アクションを

起こし、感じたこと、学んだことを周囲の人にどのよう

に伝えるべきかを考え工夫し、発表会に臨んだ成果が数

値となって表れている。また、発表会だけでなく、café

ふぅと共同でイベントを企画しようと行動した際にも、

そのイベントの意義や自分の意思に賛同してもらえるよ

うに行動、表現したことも成長に繋がっていると考えら

れる。3 年次には探究活動を積み重ねていく中での社会

的課題の発見・解決に向け、知識や理解を深めながら活
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動することで数値を伸ばすことができた。広野町の課題

を理解しながら、サッカー部として地域の活性化に向け

どんな活動が出来るのかを考え、子どもたちを対象とし

た「キッズコミット」を計画、開催することができた。

ふたば未来学園高校サッカー部と地域を繋ぐイベントを

初めて開催することができ、地域とのつながりを感じる

ことができたと感じられる。この経験が数値に大きく影

響していると考えられる。 

 

○生徒 M.M（スポーツと健康探究ゼミ） 

 【平均値】0.10（1年4月）→4.40（3年9月） 

 

海風寮から本校に通う、トップアスリート系列で男子

サッカー部に所属する生徒である。「サッカー部を通して

広野町を元気にするには？」というテーマのもと、3 人

グループで活動を行った。基礎学力は比較的高く、どん

なことにもコツコツと取り組むことができる真面目な生

徒である。ルーブリック評価の内容からも、ほぼすべて

の項目で大きな成長を遂げていることが窺える。リーグ

戦やイベントのポスターや地図を作成したり、アンケー

トの質問項目を検討したりとどのような取り組みがサッ

カー部の周知に効果的なのかを考え取り組んだ。その結

果が思考・創造力の段階的な伸びに繋がっている。また、

自分で作成したものを広野町内のさまざまな施設に出向

いて配布し、町民の方と積極的な交流を深めることがで

きた。その場で町民の方から広野町の現状や課題などの

情報を収集することができ、その結果が社会的課題に関

する知識・理解の数値の伸びにも繋がっている。町民の

生の声をグループでの探究活動に反映させ、グループ内

で共有していくことで、他者との協働力、コミュニケー

ション能力も高めることができた。最初は寡黙に取り組

んでいる様子であったが、探究活動を通して仲間や先生、

地域の方々とのコミュニケーションが増え、聞く力、伝

える力、自分を変える力がより一層身についた姿が印象

的である。 
 

〇生徒M.S（健康と福祉探究ゼミ） 

 【平均値】1.70（1年4月）→4.60（3年10月） 

 

 

双葉郡外から本校に通う、アカデミック系列の生徒であ

る。手足の筋力低下や感覚の低下などが起こる難病によ

り、装具を装着しており周囲と同じペースでの歩行や運

動は困難である。小中学生の頃に、周囲に自らの病気が

理解されていないと感じた経験があり、障害や難病を持

つ人たちがよりよく生きることについて強い問題意識を

持って、高校３年間試行錯誤しつつも意欲的に探究活動

に取り組んできた。１年次には、障害や難病を持ってい

る子どもたちが普通学級で過ごすための手段として自分

マニュアルの作成を提案、２年次・３年次には障害や難

病を持っている人も含めた全ての人に防災意識を持って

もらうことを目標に活動を行ってきた。 

１年次のルーブリック評価の平均値は 1.70（４月）、1.50

（１１月）とかなり低い。しかし、２年次６月に 4.20と

大幅に伸び、１０月には 3.00に下がったものの、その後

は３年次５月に 4.30、９月に 4.60と順調に伸び続けて

いる。２年次６月に数値が伸びた原因としては、ゼミ活

動が本格的にスタートし、福祉科の教員や大学教員から

福祉や健康分野についての講義を受け、探究活動への意

欲が高まったことが考えられる。しかし、防災や福祉に

関する調査活動は行うものの、問題解決のためのアクシ

ョンになかなか踏み出せない期間が数か月続いた。   

授業後に記入するコメントシートの記述でも「アクショ

ンが決まらない」「何もやりたくない気持ちが大きい」と

いう感想が見られた。１２月には教員から、いきなり大

規模なイベントを企画しようと思わず、自分ができるこ

 



とから始めるよう声がけを行っている。この時期の探究

活動での迷いが、２年次１０月の値の低下に反映してい

ると考えられる。 

２年次の終わり頃に、他ゼミの生徒とともに、校内の避

難訓練の改善案と防災に関するワークショップを企画す

ることになり、実行に移してからは、学校内外で様々な

アクションを起こすようになった。 

探究活動を通して、面識のない外部の方に自分から連絡

をとる、イベントを一から企画する等、様々な体験を積

み重ね、自分の行動が周りに多少なりとも変化を促すこ

とができるという実感を得ることができた。また、学校

内外で発表する機会が多く、プレゼンテーション能力も

向上した。このような成長を実感したことが、３年次の

数値として表れたのではないかと考えられる。特に「C.

思考・創造力」「D.表現・発信力」「G.前向き・責任感・

チャレンジ」「I.能動的市民性」の４項目の数値の上昇は

顕著である（１年次４月：１→３年次９月：５）。 

 

 

○生徒M.M（健康と福祉探究ゼミ） 

 【平均値】1.10（1年4月）→2.50（3年10月） 

 
南相馬市から本校に通うスペシャリスト系列（福祉）の

生徒である。福祉科目の授業で地域交流の重要性を学び

地域交流について興味を持ち、世代間交流を通して、子

ども・高齢者・障がい者など地域の住民全員がお互いに

助け合える共生社会を目指すことをテーマに、探究活動

を行った。 

１年次のルーブリック評価の平均（1.10）は低く、２年

次（2.10）、３年次（2.50）と徐々に評価が高くなってい

る。これは、２年次での調査アクションにおいて、地域

交流イベント実施状況や地域の高齢者や子どもの日常生

活の様子を詳しく知ることができ、次の課題解決のため

のアクションへの道筋ができたからと考えられる。しか

し、３年次初めは、新型コロナの影響でイベント欠席、

中止など課題解決のためのアクションが計画通りに進ま

ず、活動が制限されたため、若干評価（2.00）が低くな

った。しかし、その後の地域交流イベント参加をきっか

けに、自分で問題点を見つけ、解決策を考えることの大

切さを学び、自分自身が主体となり活動することで、ル

ーブリック評価「Ｃ．思考・創造力」「Ｇ．前向き・チャ

レンジ」の項目が１年次（0.00）から３年次で（4.00）

大きく上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．４ 3年間を通した各取組に関する評価 

 

本校で探究に関連する科目（産業社会と人間、総合的な

探究の時間（未来創造探究））や海外研修について、生徒

がどのように捉えてきたのか、6 期生に対してアンケー

トを行った。（実施時期：令和 4年 11月、回答生徒数：

125人） 

 

意識調査 

以下の表に示す内容について探究の授業についての

意識調査を行った（実施時期：令和４年 11月、回答生徒

数：125 人）。Q1～Q3は地域との関わり、Q4～Q6は探究

と教科の関わり、Q7～Q11 は自分自身と社会との関わり

についてである。 

表 調査項目と結果（数値は回答の割合） 

（４：とてもそう思う ３：そう思う 

２：あまり思わない １：全くそう思わない） 

 

 
ほぼ全ての項目について肯定的意見（３，４）を半数以

上の生徒が回答しているが、昨年度との比較からの数値

が低下している。向上した数値としては、Q4「探究学習

と教科学習のつながり」と Q11「社会を変えられる」で

ある。「グローカル型」指定期間では、「教科学習と探究

学習の往還関係を強化する」ことを目的としていたので、

その数値の向上は肯定的にとらえたい。 

ほとんどの項目は例年通り 8割以上が肯定的評価とな

っているが、Q8「探究学習を通じて、自分の在り方や生

き方を考えるようになった」という数値が－16.9％と大

きく下落している。例年 9割近い生徒が肯定的な数値で

あったため、この要因としては探究をつづけるモチベー

ションと進路学習が乖離しており、別個のもととして考

えていることが考えられる。次年度については、セルフ

エッセイや 3年間の学びの軌跡を振り返らせることで、

探究と進路活動の連動した指導体制の構築について検討

していく必要がある。 

 

取組別評価 

1～3 年の間に実施してきた主な取組を示し、その中で

印象に残った取組、力がついた取組を調査した。結果を

下表に示す。 

表 印象に残った取組、力がついた取組（数値は人数） 

 

 回答については複数回答も可としてアンケートを行っ

ており、平均すると一人あたり2.5個程度（昨年平均 2.6

個）回答している。印象に残った取組と力がついた取組

で数値は似通っている。今年度の傾向として、印象に残

っている学習として「しくじり先生」をあげる生徒が多

かった。生徒のルーブリックから「前向き・チャレンジ」

の項目が低いところ所から立ち上がった企画だったため、

十分目的を達成できたと考えられる。 

昨年比

4 3 2 1 肯定的評価

Q 1 探究授業を通じて、地域に対する

興味関心が高まった。
34.4% 58.4% 4.8% 2.4% -7.2%

Q 2 探究授業を通じて、自分と地域と

のつながりが増えた。
37.1% 47.6% 12.9% 2.4% -1.0%

Q 3 探究授業を通じて、地域のことが

好きになった。
28.8% 56.0% 12.8% 2.4% -5.0%

Q 4
探究授業を通じて、探究学習で学

んだことと、教科学習で学んだこ

ととのつながりを感じるように

20.8% 56.8% 20.0% 2.4% 2.1%

Q 5
探究授業を通じて、探究学習に教

科学習で学んだことを活かせるよ

うになった。

22.4% 55.2% 19.2% 3.2% -1.9%

Q 6 探究授業を通じて、教科学習の必

要性を感じるようになった。
21.6% 56.0% 18.4% 4.0% -8.1%

Q 7
探究授業を通じて、世界や日本で

起こっている課題を自分の身近に

感じるようになった。

38.4% 50.4% 9.6% 1.6% -1.0%

Q 8 探究授業を通じて、自分の在り方

や生き方を考えるようになった。
40.8% 40.8% 14.4% 4.0% -16.4%

Q 9 探究授業を通じて、自分の考えや

意見が深まった。
46.3% 43.1% 8.9% 1.6% -8.6%

Q 10 探究授業を通じて、自分のことが

好きになった。
20.8% 29.6% 40.0% 9.6% -2.6%

Q 11 探究授業を通じて、自分が動けば

社会は変えられると思った。
24.0% 50.4% 22.4% 3.2% 5.0%

R４
質問項目

項目#複数回答可)
印象,残.

活動

資質3能力向上

,89:.活動

;
<年次?出張BCDEF
#GHEIHJKL場)

N O

P <年次?QR探究 N U

V <年次?双葉郡Z[\]^ N U

_ <年次?`IHa`bQ講座 < U

e <年次?演劇h^ijkbQ lm Un

o <年次?p_qrh^ijkbQ < s

q <年次?tuvw先生 UU <z

{ <年次?探究h^ijkbQ < <

| <年次?}~^`HEI�EL^ < <
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· ?l年次?¡¢¸¹,分»¼½�活動 n U
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Ò l年次?¡¢内報告会 s s
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Ö l年次??N期生�未来創造探究発表会 l N

Ø l年次?ÙÚ��bÙI <z z

Û O年次?中間発表会 Om ls

² O年次?最終発表会 s OU



４．５ 進路や在り方生き方への影響に関する評価 

 

 探究活動が卒業時の進路や在り方生き方にどのような

影響を与えたのか調べるために、3年次生徒にアンケー

トを行った。なお、このアンケートは平成 30年度から

始めており、今年度が５回目である。 

実施日：令和5年２月 

対象生徒：6期生 3年次生徒 103人 

内  容：以下のアンケート項目に対して、1～4の 4

観点で選択、さらに具体的事例などを記述で回答。 

結  果： 

 

4 大きく影響した（繋がった・活用した） 

3 ある程度影響した（繋がった・活用した） 

2 あまり影響しなかった（繋がらなかった・活用しなかった） 

1 全く影響しなかった（繋がらなかった・活用しなかった） 

表中の値は割合（％）である。 

 
Q1、Q2については高卒時の進路選択、いわば短期的

な進路について、探究活動の影響があったかどうかにつ

いてのアンケートである。Q1では 59％（昨年 67％）の

生徒が進路選択に影響があったと回答している。また

Q2においても６割近くの生徒が試験に探究活動を活用

したと回答している。4期生、5期生と比較して、Q1は

肯定的評価は引き続き定着しており,Q2では 6期生は例

年よりも一般受験にチャレンジしている生徒が多いた

め、数値は下がった。しかし、生徒の記述コメントから

は探究が具体的に進路指導に結びついている例が多く見

られた。「面接で探究のことを語った」や「受験のプレ

ゼンで探究の発表が役に立った」というコメントが多く

見られた。 

Q3、Q4は長期的な観点から、社会との関わりや自身

の在り方生き方に関するアンケートである。いずれも抽

象度の高い問いであるにも関わらず例年 8～9割の生徒

が肯定的に捉える結果となったが、今年度については

Q3，Q4ともに数値が下がり、85％程度となった。「いろ

んな人たち知関わり、様々な価値観を知った。そのうえ

で、自分の価値観を考えることができた」など肯定的な

コメントもある一方で、「高校生活があと2年続くのな

ら、変わったと思う」というコメントもあった。6期生

は入学時よりコロナ禍の 3年間だったこともあり、探究

学習も思い通りにいかなかったことも多かった。この影

響は、大人が考えている以上に高校生に多大な影響を及

ぼしているように思う。 

 また、Q3,Q4の質問について、肯定的な評価(4・3)を

選ぶ生徒について、アカデミック系列の生徒が肯定的な

評価をする比率が高い傾向が多かった。また、系列に限

らず、探究学習を通じて、地域復興への意識がめばえ、

地元に対しての愛着や地域に貢献したいとのコメントが

多く見られた。 

高校生と社会の関わりを問う『18歳意識調査「第 20

回 –社会や国に対する意識調査-」（日本財団、2019年

11月）（https://www.nippon-foundation.or.jp/who/news/pr/2019/ 

20191130-38555.html 2023年 3月閲覧）と本校生の今回の

データを比較すると、本校生は社会に対する課題意識を

明確に持ち、社会に積極的に関わろうとする意欲が高い

ことが特徴といえるであろう。 

 

参考資料：18歳意識調査「第20回 –社会や国に対する意識調査-」（日本財団） 

䠖㍦兗㌿ 4 3 2 1

▬ ㍛㌗ 1 6 .9 4 1 .1 3 0 .6 1 1 .3

5㍛㌗ 25.2 41.7 25.2 7.8

4㍛㌗ 23.4 42.3 27.9 6.3

▬ ㍛㌗ 2 4 .2 3 1 .5 2 9 .8 1 4 .5

5㍛㌗ 25.2 32.0 22.3 24.3

4㍛㌗ 32.7 33.6 20.9 12.7

▬ ㍛㌗ 2 9 .0 5 6 .5 1 2 .9 1 .6

5㍛㌗ 27.2 60.2 9.7 2.9

4㍛㌗ 31.3 57.1 10.7 0.9

▬ ㍛㌗ 3 3 .9 3 5 .2 2 6 .2 9 .7

5㍛㌗ 28.2 59.2 9.7 2.9

4㍛㌗ 35.7 54.5 8.9 0.9

◀ ▧ ┉ 侎㍯僚下儝了㉙┊ ㇿ㉔㈼
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丵井㊜佞㊆㈴㊈㈴㈼㈨┑
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㈴㊈㈴㈼㈨┑
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㈩佖㍯┾ ㌊㋼㉒㉓㈣㌭㊙㉀㉃㌗

㈪㉃㈡㈪㈼㈡㈨┿㊜㌔㌂㈶㈰㉒
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◀ ▪ ┉ 侎㍯僚下儝了㉙┊ ㇿ㉔㈼

㈩㌍㌐㉘㏐乣价㊜㏙㈥㊕㈰㉒㉕
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４．６ 学校アンケートによる評価 

 

本校の教育活動全般を評価するため、毎年 1回、保護者、

生徒、教員によるアンケートを行っている。このうち、

本事業に関係するものについてピックアップした。 

 

対 象：本校舎高校１～3年の生徒、保護者、教員 

回答数：保護者 207名、生徒267人、教員75人 

回 答：以下の 4段階および無回答による回答 

４：思う ３：ある程度思う  

２：あまり思わない１：思わない 

アンケート項目と結果： 

Q1 アクティブラーニングをはじめ、探究する力を育て

る充実した授業が行われている 

 

Q2 地域の課題に向き合う授業や活動が行われている。 

 

Q3 地域の課題に取り組むために、地域の方々や国内外

の様々な組織と連携している。 

 

Q4 地域の課題に向き合う授業や活動が、復興を目指す

地域にとってプラスになっている。 

 

 

Q5 地域だけでなくグローバルな視点（SDGｓなど）を持

てるような取組が展開されている。 

 

回答いただいた保護者、生徒、教員、いずれも肯定的

意見が非常に高く、本事業の取組は高く評価されている。 

Q1をみると、生徒・保護者ともにアクティブラーニング

や探究する力を育てる授業がふたば未来学園の取り組み

と認知されている様子がわかる。また、保護者の肯定的

評価が 92％（昨年 56％）から急上昇しており、本校の探

究学習の成果が地域の方々にも浸透した結果と言える。 

Q2 については地域の課題に向き合う授業や活動が行

われているかの項目である。保護者・生徒・教員ともに

90％近くが肯定的な評価をしており、昨年よりも向上し

ている。また、生徒の否定的な評価も 5％減少している。 

Q3は外部連携の状況についてのアンケートである。昨

年度の保護者・生徒・教員の肯定的評価(約 80％)から

90％近くに上昇し、コロナ禍にあっても協働的な学習を

行う着実に行うことができた。 

Q４は探究活動の地域へ与える効果についてである。

この質問についても肯定的意見が 8～9 割ほどである。

教員の肯定的意見が昨年より 6％向上しているが、3 者

のなかで一番低くなっていることは残念である。生徒が

実践している内容は地域の復興にも寄与することも教員

間で目線合わせをする必要がある。 

Q5はグローバルな視点についてである。特に生徒から

の評価が昨年度比10％アップし、生徒の海外研修や海外

留学に積極的にチャレンジしている生徒が増えている。 

学校評価アンケートについては、今年度についてはどの

数値も昨年より肯定的評価が微増している。



４．７ 設定した目標の達成度 

 

本事業で設定した目標と今年度の達成度について以下に示す。またそれぞれの項目について以下にまとめる。 

 

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

２．地域人材を育成する高校としての活動指標（アウトプット）

３．地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 目標値(  年度)

目標設定の考え方：アンケートは生徒の自己評価であるが、理由も書かせるため信頼性は高い。進学する生徒もおり、定着状

況は長期的な視点で地元への還流を見据えた指標として取り上げることとする。

a

（卒業時に生徒が習得すべき具体的能力の定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：なし
本校で規定する人材育成要件・ルーブリックレベルの3年次最終調査における平均値

本事業対象生徒： 2.62 2.90 3.03 3.5

本事業対象生徒以外：

目標設定の考え方：ルーブリック評価は年に2回程度定期的に実施する。生徒の自己評価であるが、生徒同士のピアレビューや

教員との面談などで客観性を高める。途中経過のチェックも可能であり、定量的評価として好適である。

2.63 3.10

83.2 84

c

（その他本構想における取組の達成目標）
単位：　％

本事業に関する保護者アンケートによる肯定的意見の割合

本事業対象生徒： 67 88.5 90.0

本事業対象生徒以外：

b

（高校卒業後の地元への定着状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：　％卒業時における、将来的な地域への貢献意識（社会との関わり）や、本事業による自身の価値観への影響の

肯定的意見の割合で70％以上

本事業対象生徒： 89 87.4 63.4 70

目標設定の考え方：保護者を対象とした学校評価アンケートの中に本事業に関する項目を加えて、保護者による本事業に対す

る意識調査を行う。

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 目標値(  年度)

70

本事業対象生徒以外：

調査なし

目標設定の考え方：本件数は、地域の方々との連携の度合いを示す指標として好適である。全校生の１年間を対象とする。

b

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　件

視察、研修、発表会聴講等で来校する教育関係者、地域関係者等の人数

調査なし 調査なし 178 192 376

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：　件

地域の個人、団体との協働による課題探究プロジェクト数（3年次生）

31 40 52 60 69 50

250

目標設定の考え方：来校者数は本校の注目度を表す指標となる。※ただしコロナ禍の状況で未確定な要素が大きい。

c

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：　件

生徒の外部発表、コンテスト応募件数

調査なし 35 42 44 55 45

目標設定の考え方：外部発表、コンテスト応募件数は、本校の完成度の高いプロジェクト数の指標となる。

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 目標値(  年度)

目標設定の考え方：関わっていただく地域の団体の数はそのまま活動状況を表す指標となる。※ただし、コロナ禍の状況であ

るため、オンラインでの対応活動指標に含めることとする。

d

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：

a

（地域人材を育成する地域としての活動の推進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指
単位：　件

本校の活動に関わっていただく地域の活動団体または個人の年間のべ件数

150 165 301 310 321 200

目標設定の考え方：



1a 本校で規定する人材育成要件・ルーブリックレベル

の3年次最終調査における平均値 

本校の開校以来、ルーブリックの最終調査における平均

値は以下の表のように推移してきた（詳細は 5.1参照）。 

１期生 

H29卒 

2期生 

H30年卒 

3期生 

H31年卒 

4期生 

R2年卒 

5期生 

R3年卒 

6期生 

R4年卒 

 

1.99 2.63 3.10 2.62 2.90 3.03  

１～3 期生まで値が順調に伸びていたが、4 期生は 3 期

生よりも低下した。5期生はそこから 2.90まで上昇し、

6期生で3.03まで上昇した。本事業の最終年度では「3.5」

以上を目指しており、最終的に目標を達成することはで

きなかった。目標設定上、かなり野心的な数値ともいえ

るが、ルーブリックを策定して「変革者」を育てる本校

の目標としてはやはりルーブリックレベル 3.5はめざし

ていきたい数地ともいえる。生徒は年次が上がるにつれ

評価が高くなり、探究活動も自走できるようになってい

くが、一部、レベル 0や 1の評価のままの生徒もおり、

そのような生徒について指導を手厚くする等、丁寧な伴

走、指導を教員側で心掛けたい。その意味において、ル

ーブリックを「形成的評価」として活用したり、生徒と

定期的に面談等を行ったりすることがより重要となる。 

 

1b 卒業時における、将来的な地域への貢献意識（社会と

の関わり）や、本事業による自身の価値観への影響の肯

定的意見の割合 

 この項目については2期生からアンケートを行ってお

り、今年度の調査で 5回目となる（詳細は 5.5参照）。こ

こでは以下の2つのアンケートの平均を指標としている。 

Q③未来創造探究は、あなたが将来「社会とどう関わって

生きていきたいか」を見出すことに繋がりましたか？  

Q④未来創造探究は、あなたが自分の価値観を考えること

に繋がりましたか？ 

今年度、肯定的意見の割合は、Q③では 85.5％、Q④では

69.0％、平均 77.26となり、目標の70％を上回った。し

かし、過去５回実施しているなかで毎年 90％近くを推移

していたが、今年度は Q4の数値が 10％近く低下してい

る。6 期生は探究学習が生徒の生き方在り方の模索につ

なげている生徒が多いと考えていたため、意外な結果と

なった。コロナ禍のことなども原因として考えられるが、

この数値の原因について企画研究開発部内で検討してい

きたい。 

 

1c 本事業に関する保護者アンケートによる肯定的意見

の割合 

 例年実施している学校評価アンケートのなかに、昨年

度より本事業に関連する項目を追加した（詳細は 5.6参

照）。5つのアンケート項目のうち、肯定的意見（3およ

び4の回答）について各アンケートの平均をとり、この

値で評価することとした。結果としては 90.0％（昨年

72.7％）となり、昨年度に引き続き70％の目標を超えた。

5項目のアンケートのうち、「主体的・対話的で深い学び

をはじめ、探究する力を育てる教育」の項目で昨年より

36％増となり、本校の探究を中心とする授業がようやく

保護者にも定着してきたと考えられる。また、同様に 

地域の課題に向き合う授業とともにグローバルな視点を

持てる取り組みについて数値が 2％向上しており、本校

でのグローバルリーダーを育成するための教育活動が理

解されつつある状況である。 

2a 地域の個人、団体との協働による課題探究プロジェ

クト数 

本校の課題探究は、地域に関わるテーマとすることを基

本としている。ここではそのうち地域の方と連携、協働

しながら進めるテーマ数を取り上げることとした。今年

度、3 年次の課題探究のプロジェクトのうち、これに該

当するものは 69件あり、目標としている 50件以上を達

成することができた。6期生は人数が多く（125名）、個

人による探究プロジェクトが多いためこのような数値と
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5．２．１    総合的な探究の時間の指導法と評価～探究プロセスとルーブリック～ 
 
 グローカル型発表会の第１分科会において、上記タイトルで発表した。本校では令和４年度より中
高一貫の一期生が高校入学したことを受け、中高６年間を貫く探究カリキュラムを開発してきた。そ
のため、この分科会では中学校・高校のそれぞれにおいて、探究プロセスを精緻に組み上げる指導法
とその適切な評価を行うための評価方法について議論した。 

（１）高校３年間における探究プロセスとその指
導法について【板倉報告】 
 板倉報告では主に①高校３年間における探究プロ
セスと②教員の関わり方モデルについての説明があ
った。高校で行われる「地域創造と人間生活」と
「未来創造探究」の位置づけや具体的な取り組み、
そのタイムスケジュールなどカリキュラムの全体像
が示された。未来創造探究において、問題発見・課
題設定期、調査のためのアクション期、課題解決の
ためのアクション期、論文作成期など生徒の探究ア
クションを行う時期をステージ４に分け、そのステ
ージごとに教員の役割や関わり方を変えていく仮説
についての説明を行った。 

 
 また、ここの教員が生徒にどのように関わるかに
とどまらず、学校全体のチームとして探究学習を指
導するための方法についての工夫の説明があった。 

 
（２）中学校３年間での探究プロセスとルーブリ
ックの活用【松浦報告】 
松浦報告では主に中学校での具体的な取り組みと
して、主に①未来創造学、②演劇ワークショップ、
③リーダー学、④哲学対話の④つの活動について紹
介があった。 

 
中学校の未来創造学では『ふたばの良さを発信す
る』をテーマとして、双葉郡の魅力を磨き、発信す
ることが、中学校 3 年間のテーマとして貫かれ、演
劇 WS や哲学対話などで探究を行うための基礎体力
をつけ、グローバルスタディー（GS）の授業で英
語活用力を鍛えるなどを行い、中学校 3 年間の学習
の集大成として、ニュージーランドへの海外修学旅
行で世界に発信するという構造となっている。 
 
（３）探究学習における評価とルーブリックの活
用【林報告】 
 林報告では評価に関して①サマティブ（総括的）
評価とフォーマティブ(形成的)評価、②ルーブリッ
クの活用、③探究学習の観点別評価、④まとめ（可
視化できない評価）の四点について説明を行った。 
 まず、評価に関しては人材要件ルーブリックの改
訂のポイントについて説明し、ルーブリックは不変
のものではなく、生徒や学校の実態に合わせて議論
し、教員が目線合わせをする機能について確認した。
また、。ルーブリックは基本的にサマティブ評価と
して機能している。しかし、本校では年 2 回ルーブ
リックを測定し、このデータをもとにゼミ担当者と
のルーブリック面談を行うことで、自学期の方針の
確認や資質・能力の伸長を生徒自身に確認させるこ
とがフォーマティブ評価としても機能していること
を確認した。 
 次にルーブリックによる教員の評価の実例として、
分科会の前に生徒発表を行った 2 名の 3 年次生のル
ーブリック評価の分析を行った。ルーブリックの数
値はあくまでも生徒の自己評価であり、教員が見立
てた評価には差が出る。このルーブリック面談を通
じて、目線合わせを行うとともに、生徒と教員の交
流ツールとしても機能している。 
 



 
また、ルーブリックを通じて生徒の資質・能力の
伸長状況を未来創造探究の指導に対するのフィード
バックとしても活用しているが、数値では測れない
力もあると感じている。それは未来創造探究を通じ
て、自己の在り方生き方を試行錯誤しながら本校を
卒業した卒業生（アルムナイ）の持つ力である。卒
業生は大学に進学後も探究を続け（高校の時のテー
マを引き続き行う生徒やテーマを変えながら新たな
テーマを探究している生徒様々）ている。愛校心は
数値として測定することはできないが、大学の夏休
みを利用して学校でボランティアをしたり、卒業生
イベント「卒業したって探究は続くんです！」を企
画するなど、本校の探究文化は高校を卒業しても続
いていることを紹介した。 
 
（４）質疑応答 
質問者：特定非営利活動いきたす代表理事 江口彰
さん 
Q１：６つのゼミに配属されている先生と生徒数を
知りたい。 
A1：（板倉 T、林 T） 学年、年度によりばらつき
はあるが、生徒３０人に対して教員が３人の配置
になっている。生徒にゼミの希望をとった後に先
生の調整している。 
Q2：教科とのカリキュラムのバランスはどうなっ
ているのか。自分の勤務する学校は１年次０単位、
２年次２単位、３年次１単位と少ない。ふたば未
来は８単位と多いが他の教科とのバランスはどう
なっているのか。 
A2：（林 T） 単位数というより、年間５２週をど
のように計画を立て実践するかを大切に考えて活
動している。探究を８単位実施しているが探究以
外の教科もアカデミック系列は週３６単位入って
おり、生徒は探究も教科も頑張っている。このカ
リキュラムはいい部分もあるが弊害もあるため今
後も継続してカリキュラムについて考えていく必
要がある。 
質問者：勿来工業高校 樋口広宣先生 
Q3：ルーブリック評価で、個人面談を行うのはい
つ、何回行うか教えてほしい。 

A3：（林 T） ルーブリック面談は３年間で６回行
う。個人面談は毎回行えるわけではないが、１，
２年次の秋に実施している。 
Q4：先生方が生徒への関わりとして、インストラ
クターやファシリテーターなどの役割があること
がわかったが、これは普通教科の座学でも意識し
て教育活動を行っているのか。 
A4：（林 T）やれているとは思えない。しかし、こ
の手法（インストラクターなど）を先生方も学ん
でいるので、一方的に知識を伝達するだけの役割
ではなく、教科それぞれ工夫して教科指導してい
る。 
質問者：埼玉県立芸術総合高校 西澤廣人先生 
Q5：伴走が必要な生徒の中で、スキルが高いがア
クションができない生徒へはどのように指導してい
るのか？ 
A5（板倉 T）：目標を持たせるために生徒と教員が
一緒になって話をするなどをし、アクションについ
て一緒に考える。 
 
＜分科会で対話したいことでの共有事項＞ 
A チーム：探究基本編 探究を加速させるために効
果的な生徒との関わり方とは？ 
B チーム：探究実践編 生徒の探究を加速させるた
めの効果的なカリキュラムマネジメントとは？ 
 
グループに分かれ１０分程度話し合いを持った。共
有する時間がなかったため、話し合いのみとなった。
最後に参加者から感想をいただいた。 
 
立命館宇治中学校高校 前川哲哉先生 
【感想】立命館宇治中学校高校 前川哲哉先生 
タクシーで来校したが、校門についた瞬間から迎え
て下さる先生方が会釈や挨拶をしてくださった。先
生方の人間性の素晴らしさに感動した。また、生徒
発表の高久さんの発表にも感動し、自分の学校でも
講演してほしいと感じるくらいであった。生徒がこ
のように探究活動できるのは週３回も生徒のために
会議を持ちコンセンサスを取り生徒の指導に当たら
れているからなのだなと感じた。 
【感想】新潟大学附属新潟中学校 橋本善貴先生 
学びのある研究発表会に参加できて感動した。先生
方の生徒への関わり方を学ぶことができた。 
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クションができない生徒へはどのように指導してい
るのか？ 
A5（板倉 T）：目標を持たせるために生徒と教員が
一緒になって話をするなどをし、アクションについ
て一緒に考える。 
 
＜分科会で対話したいことでの共有事項＞ 
A チーム：探究基本編 探究を加速させるために効
果的な生徒との関わり方とは？ 
B チーム：探究実践編 生徒の探究を加速させるた
めの効果的なカリキュラムマネジメントとは？ 
 
グループに分かれ１０分程度話し合いを持った。共
有する時間がなかったため、話し合いのみとなった。
最後に参加者から感想をいただいた。 
 
立命館宇治中学校高校 前川哲哉先生 
【感想】立命館宇治中学校高校 前川哲哉先生 
タクシーで来校したが、校門についた瞬間から迎え
て下さる先生方が会釈や挨拶をしてくださった。先
生方の人間性の素晴らしさに感動した。また、生徒
発表の高久さんの発表にも感動し、自分の学校でも
講演してほしいと感じるくらいであった。生徒がこ
のように探究活動できるのは週３回も生徒のために
会議を持ちコンセンサスを取り生徒の指導に当たら
れているからなのだなと感じた。 
【感想】新潟大学附属新潟中学校 橋本善貴先生 
学びのある研究発表会に参加できて感動した。先生
方の生徒への関わり方を学ぶことができた。 



5．２．２ 総合的な探究の時間での協働～地域協働・外部協働～ 
 
 グローカル型発表会の第二分科会において上記タイトルで発表した。生徒一人ひとりが持続可能な
社会の担い手として社会の成長を生み出すためには、開かれた学校づくりが期待される。大学等の外
部機関連携や、学校と地域の協働による「学びと地域活性化の相乗効果」の創出について議論した。 

（１）未来創造探究とは？ 
 自己紹介ののち、県外からの来校者もいるため、
福島県双葉郡についての概況を説明した。 
 本校は「生まれ変わり」を余儀なくされたことを
奇貨とし、学習指導要領改訂以前から「主体的・対
話的で深い学び」の導入を行っている。なぜ原発事
故は起きたのか？ そもそも原発が誘致されたのは
なぜか？ 何かゆがみがあったからではないか？ 
何かを変える必要があるのではないか、ということ
で建学の精神は「変革者たれ」とされている。 
 原発事故から十年が経ち、コロナ禍となった。そ
れによりオンライン授業が始まるなど、今や知識は
どこにいても手に入る時代である。そんな現代にお
いて、仲間とともに「世界にひとつだけの福島」で
学ぶ意義を考えてみると、地域における課題の多さ
が挙げられる。原発事故特有の課題とそれが加速さ
せた日本の地方が持っていた課題、そういった課題
の多さを逆説的に「教育の強み」と見なし、「福島
で学ぶ意味」として提示したい。 
 ふたば未来学園高校の未来創造探究の時間では、
生徒が考える「あるべき社会」と現実の社会とのギ
ャップを埋める努力をしている。いわば「手が届く
世界を変えていく」手触りを得る時間である。 
 
（２）探究における協働体制と価値創造 
協働体制① ＮＰＯ法人カタリバ 
 もっとも身近でお世話になっているのがＮＰＯ法
人カタリバだ。未来創造探究の時間での教師ととも
にゼミに入り、時には地域との窓口になってくれる
のみならず、教育課程外でも地域イベントの実施や、
放課後の学習伴走、相談相手などを担っていただい
ている。 
 
協働体制② 地域 
 関西から福島に移り住み、福島大学の先生となっ
た前川直哉氏は「福島にはカッコいい大人たちがた
くさんいる」と評している。本校の探究ではその
「カッコいい地域の大人」たちの力を借りている。
具体的には普段の探究の相談相手や、地域の現状を
知るためのインタビュー先、あるいは発表会の審査
員として力をお借りし、2021 年度には高校１～３
年次でのべ 350 余人の方にお世話になった。今年度
は初めてプレ発表会の審査員として本校ＯＧをお招
きした。本校は 2022 年現在８期目となる学校であ
る。卒業生も当然若く、卒業しても大学で探究をつ
づけている者や、就学しながら地域に関わり続ける
者もみられ、彼・彼女たちが新たな「地域のカッコ
いい大人」として本校と関われる可能性がこの先考

えられる。 

 
協働体制③ 早稲田大学 
 これまで生徒の探究学習において、地域での実践
を加速できた一方で、学術的な知と接続することに
よる科学的概念への昇華（抽象的に思考し転用でき
る概念的なものの見方・考え方の獲得）には課題が
あった。 

 
このことから、学知の接続を目的として 2018 年
以降、早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセ
ンターとの連携を重ねてきた。2021 年には大学研
究者の常駐を開始、2022 年には早稲田大学環境総
合研究センターとの連携協定を締結した。 
 例えばオンラインレクチャーや、シンポジウムで
の発表の機会を得るなど学術知との接続をしたり、
常在の研究員さんによって、探究のテーマに応じた
専門家を生徒に紹介してくれたりしてくださってい
る。 
 
価値創造① 演劇と探究 
 高校１年次では地域の方に取材して演劇を捜索し
ている。地域の方にと手はモデルとなった演劇を鑑
賞し、「対話の場」形成の難しさや「問いの共有」
の難しさを再認識できた。 
 高校２・３年次には探究活動があり、それによる
地域の活性化がなされている。過去の例でいえば、



震災で途絶えていた祭りが復活するにあたり、神輿
の浜下りのルートと避難訓練に利用し、新たな価値
づけをした事例や、関心があるコスメを地域の高齢
者に施すことで気持ちを華やかにさせた事例、避難
先で元気づけられたチアリーディングを、今度は自
分が主体となって子どもたちとチアで地域を盛り上
げるプロジェクトなどである。 
 コロナ以前で最も外部との協働がなされたプロジ
ェクトは地域交換留学である。白河市から本校へ入
学した生徒によるプロジェクトで、地元友人が言っ
た「双葉郡って放射能じゃん」にショックを受け、
「他人事から自分ごとへ」を掲げ、福島と全国の高
校生が互いの地域を訪問して問題解決のきっかけを
つくるプログラムを企画し実践した。フィールドワ
ーク、ホームステイ、地域未来会議を意図的に組み
合わせ、資金調達・参加校募集等も自ら実施、３回
119人が参加した。 
下 図 は 該 当 生 徒 の 外 部 協 働 概 念 図 。

 
価値創造② 葛尾劇「宝宝宝」 
 伝承が途絶していた葛尾村（現居住者 200 名）の
「宝財踊り」をもとに、演劇部が作品を創作した。
観劇した村人からは「よその若者が村のことを学ん
だ上に文化を伝えてくれるとは。胸に迫る」「隣に
座っていた方が宝財踊りを踊っていた方で、また見
られるとは、と涙を流していました」と感想を頂い
た。葛尾出身でこのプロジェクトの主体となった生
徒は「自分の中、誰の中にもある故郷を想う気持ち
を土地の神様に見せたい。それを地域の人と共有し
たい」とコメントし、農村に残るアニミズム的心情
が高校生にも残っていることを示した。 

 
価値創造③ ふたば未来ごちゃまぜ探究カイギ 

「いま、あなたの視点から、どんな双葉郡・浜通り
が見えますか？」という問いをもとに、2022 年 10
月地域、教員、NPO、行政、小中学生など総勢 30
名超の方が集う対話の場をカタリバの横山さんが開
催した。「学校と地域をかき混ぜながら」がキーワ
ードとなった。 
 
価値創造④ ふくしま学（楽）会・１Ｆ地域塾 
 早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンタ
ーは、世代を超えて、地域を超えて、分野を超えて、
福島の復興と廃炉について共に考える「対話の場」
として「ふくしま学(楽)会」を半年に一度開催して
おり（2023 年１月で第 11回目）本校生も毎回発表
の機会を頂いている。 
 １Ｆ地域塾については本冊子「２．４．３ 広島
研修」を参考されたい。 
 
（３）地域における高校生の役割・力 
 いわゆるＶＵＣＡな時代において、地域知と専門
知をつなぐ境界知的作業者の存在が求められている。
立場やしがらみのない学生が専門知／地域知の分野
をトリックスター的に軽やかに超え両者をつなぎ、
いじくりまわして（TINKERING）新たな価値を創
造する可能性がある。社会を変えるのは「ヨソモノ、
ワカモノ、バカモノ」と言われている。小松理虔は
「言い換えれば外部、未来、ふまじめ」と表現して
おり（『新復興論』）、未来ある若者のときに「ふ
まじめ」な関わりに創造的可能性を見出している。 

 



5.  2.  3       第 3 分科会 グローバル教育～海外研修・英語力向上～発表内容 
報告者 英語科 髙野・星(耕)・塩⽥ 

１．ふたば未来学園の実践 
  
(1) AFS 留学⽣の受け⼊れ(５年間：エリックの
未来フォーラム)・ニュージーランドとの交流・
⽔曜放課後・プレゼン・ディベート・スピーチ
コンテスト 

 
(2) 演劇・イラクエイドワーカーの⾼遠さん講演会 
 
(3) ニュージーランド研修(特例先遣チーム)・ドイ

ツ研修・ニューヨーク研修と APU  
 
２．成果 
プロジェクト型海外研修  

E 他者との協働・F マネジメント⼒は上昇 
B 英語活⽤⼒については、メタ認知が進み、帰国直後の⼀時的

な下降、その後上昇。 
I 能動的市⺠性については、他国のコミュニティ形成に触れて帰
国後の U カルチャーショックに陥るも、その後持ち直し、探究
活動への接続が成される。 

（検定試験）GTEC 校内平均点の上昇・英検 2 級取得早期化・準
1 級 1 名 
（海外留学）⻑期 フランス１名・イタリア１名・ハンガリー１名(予定) 
短期 ドイツ２名・オーストラリア１名 
 
「卒業⽣」⼈的資源が年々豊富になる卒業⽣の
APU 前 Zoom、OECD オンライン双葉郡ツアー
で教員と外部関係者との協働 
 
 
３．今後の課題 
 
(1) ⽣徒の変容…⾝体知の保障  
オンライン交流<国内バブル内の国際交流<現地渡航国際交流<現地渡航プロジェクト型海外研修 
現地渡航を伴わずとも、グローバルシティズンシップを涵養していくこと。 
 
(2) ⽬標⽂化へのアクセスや国際交流がモチベーションになり、プランされすぎない研修
の実現 
→教員やコーディネーターにプランされた学びは⼤部分がオンラインで代替可能 

(予定調和にならない海外研修が当たり前。) 
 
(3) 偶発的に⽬の前の外国⼈に⽇本⼈(の代表)として頼られることが必要。 



5．２．４ シティズンシップ・コミュニケーション・演劇教育 〜コミュニケーション教育〜 

 

グローカル型発表会の第４分科会において、上記タイトルで発表した。東日本大震災と原発事故という経験し
たことがないような災害に見舞われ、今までの価値観や社会のあり方を根本的に考え直し、常識にとらわれず新
しい考えのもと生き方の見直しや社会の建設をする「変革者」として、自分の頭で考えて立ち上がる主体性、違
いを乗り越えて手をつなぎ合っていく協働性、そのうえで新しい生き方や社会をつくりだす創造性、この３つは
双葉のみならず福島県、ひいては日本全国で必要な力と言える。社会を変え、自分の地域を変えていくためには、
与えられた者で満足するのではなく自分達で理想とする未来を構想してその未来を実現する力をつけなければな
らない、それが変革者である。本校では開校初年度より平田オリザ氏を講師に招き、演劇を通して地域課題を知
る学習をおこなってきた。そして本校の中学校開校の際もNPO法人PAVLICの方をファシリテーターとして講
師招聘し、演劇ワークショップを実施するとともに、長野県立大学の神戸和佳子氏を講師に迎え哲学対話も始め
た。令和４年度より中高一貫の一期生が高校入学したことで、演劇と哲学対話を３年間学んだ生徒たちにはどの
ような変化があるのかも分かった。 
 

（１）シティズンシップとは 
経産省で既に2006 年にシティズンシップ教育につい
て掲げているが、本校で育てたい生徒像を考えた時に、
改めてシティズンシップについて定義づけしたものが以
下の通りである。 
○シティズンシップとは、身のまわりのことも社会のこ
とも人任せにせず向き合い、自ら考え動くことができる
能動的な市民としての主権者意識、市民性、人権感覚。 
○本校ルーブリックの項目では下記に該当 
・寛容さ（異文化や考えの違う他者を受け入れ、思いや
るあたたかさを持ち、協調して共に高めようとすること
ができる） 
・能動的市民性（社会を支える当事者としての意識を持
ち、地域や国内外の未来を真剣に考えることができる。） 
○加えて、本質を掴み、分断を乗り越えていくための能
力として「コンテクストを掴み、互いの違いを乗り越え
る力」や「未知のことについて粘り強く問い・考え・語
り・聴く力」等を育成。 
 シティズンシップの基盤となる能動的市民性（本校ル
ーブリック項目I）、他者との協働力（E）、寛容さ（H）
等を育むために、哲学対話や演劇教育を実施している。
また、哲学対話や演劇を通して本校が育てたいルーブリ
ックの力が総合的に育つよう授業内容をデザインしてい
る。 
 
（２）中学３年間を通した「哲学対話」と「演劇」によ
る成果 
 中学では演劇と哲学対話を「総合的な学習の時間」に
おいて３年間継続的に活動している。自分と他者の違い
に気づくこと、他者と対話を重ねること、協働すること、
伝えるためのことば・身体・表情などの操作を試行錯誤
すること、そして正解のない課題に取り組み楽しむこと
を通じて、表現力やコミュニケーション力、創造力を育
成していく。また、お互いの違いを認め合う寛容な学び
のコミュニティの形成にも繋がっていく。 
このことによる成果は以下のとおりである。 
・対話により問いが生まれ、思考を動かし、語ることが

考えに形を与え、さらに思考が深まり新たな問いへ向か
うことで、本質をつかむ批判的思考力や聞く力が育った。 
・自由な、真実を追求する学びの空間を形成することで、
他者との考えの違いを肯定し、面白がることができるよ
うになった。 
・演劇ワークショップの中で、自分を表現することのハ
ードルが下がった。 
・失敗を面白がる姿勢が育った（普段の生活での物事に
対する考え方にも繋がる） 

 
 また、総合的な学習の時間以外でも、それぞれの教科
の中で演劇や哲学対話を用いて授業を行う教員が増えた。
演劇という身体的なアプローチを通して教科書だけでは
分からない登場人物の気持ちを考えたり、哲学対話で一
つの題材について問いを出し深く掘り下げたりすること
に役立っている。 
 
（３）高校１年次「演劇を通して地域の課題を知る学習」 
中学３年間の学びとその成果については（２）の通り
だが、今年度の高校１年生は中高一貫１期生である。彼
らが３年間演劇と哲学対話を通してどのように変化した
のかは、次のページのグラフで示してある。 
今年度の１年生は１４０名、そのうちの４割が中高一
貫生である。中学での演劇はコミュニケーションWSを
中心に自分を表現することの楽しさや失敗を楽しむ力が
育ち、哲学対話では他者との違いを楽しみ、対話の中で
物事の本質を捉える力が育った（演劇や哲学を使って自



分を変える）。 

 
高校では演劇を通して地域の課題について学ぶが、結
果的に中高一貫生が生徒全体に良い影響を与えたと言え
る。演劇的手法を用いた活動で生徒は、グループ活動と
いう普段とは違う他者との関わりの中で、話し合いなが
らFW先を決め、取材の役割分担をし、取材した内容を
演劇にしていく。 
演劇を創るために構成された男女混合のグループ編
成はクラスも系列もバラバラである。そのようなグルー
プの中で対立や分断が生じた時、それは平穏なものばか
りとは限らず、時には葛藤、衝突、軋轢が伴うものが多
かった。一見、上手く行っているように見えるグループ
も、よく観察すると、一部のリーダータイプの生徒が主
導で話し合いを進めており、その他が傍観者だったりし
たものだ。しかし、今年度はそのどちらでもなく、お互
いの意見の違いを認め合い、楽しみながら創作をするチ
ームが多かった。これは哲学対話を通して協働できるリ
ーダーが育ったからだと考える。また、これまでになく
創造的な作品がそれぞれの班から生まれた。これらの活
動を通して育った力は以下の通りである。 
・中学３年間の演劇＆哲学の学びを経た中高一貫生の役
割（協働できるリーダー） 
・次に続く「探究」に必要な「批判的思考力」「論理的思
考力」が身についた 
・様々な対話を通して、他者理解や他者への興味、地域
の課題への理解が深まった。 

 
 
（４）シティズンシップの醸成 
生徒会役員を中心に１年間議論し、今年度は校則改正
について動いた年となった。新年最初の登校日に校則を
改正し、全校生に説明した。あわせて、校則改正規定を
定めた。学校を民主主義の舞台としていくために法改正
のプロセスを参照している。 

全生徒の考えを深め、合意を形成していくこと。その際
に、目的の正当性（なんのために変えるのか）、妥当性（な
ぜ校則によることが必要か）、整合性（正義と衡平、不整
合や悪影響はないか）を検討することを大事に取り組ん
だ。これらも演劇や哲学対話を通して生徒一人一人にシ
ティズンシップが育まれた結果と言える。 
 
（５）質疑応答 
Q:人生を想像させ、未来創造探究に繋げていくというな
かで、高校１年生から高校２年生に繋がられない生徒は
いないのか？ 
→探究の授業でもなかなか手につかない生徒がいるが、
知識を付けたり、好きなこと・やりたいことを探すなか
で、自分が探究したいものを見つけ、町とどのように関
われるかを考える。 
 
Q:ファシリテーターを生徒に任せた場合、問題にならな
いか？ 
→中学の哲学対話、生徒たちだけでは難しい部分がある。
安心できて出来るように対話をさせるようにするために
も、教員のサポートを取る場合もある。また、普段の授
業でも全員が置いていかれる生徒がいないように確認作
業をしたりしている。 
 
Q たくさん出た問いを教員がどのように対応している
のか？ 
→一人ひとりの思った問いを記載。問いの意味を提示さ
せる。全員が同じ土俵に立ち、多数決をとる。その他、
話し合いのなかで問いを決める。その際、少数の意見に
も注目をするなどの手法を取り入れるなどの工夫をして
いる。 
 
Q:哲学対話を通してどのような変化があるか？ 
 →自分たちでアクションを起こすことを考えさせるこ
とにより、コミュニケーションを通して対話ができるよ
うになる。話が聞けるようになる。このことは授業中を
通しても感じられることである。 
 
Q:哲学対話の答えを知っている先生と答えを知らない
生徒の関係をどのように対応して乗り越えているのか？ 
 →あえて知らない役をすることもある。しかし、答え
がない場合が多く、先生としても一参加者として入って、
人生経験を踏まえて話したり、生徒からの意見を聞いた
りして、共に考えることが多い。 
 
Q:グループで活動する効果は 
 →意見の違いをネガティブなものと捉え、傍観者でい
ることで乗り越えるべき壁を避けており、対話が成立し
ていない班は、作品が深まらずに表面的な部分をなぞっ
たものとなることが多い。逆に、あらゆる壁にぶつかり、
上手く行っていない班ほど、それらの対立や分断を対話
によって乗り越えた先に完成した演劇は、こちらが驚く
ほど地域の課題を捉えた素晴らしいものとなっている。 



５. 2.  5 伴走する先生を支える主体的・対話的で深い学び 〜教員エージェンシーと指導力向上〜 

 
 本校の「未来創造探究」は、探究ゼミでの活動を中心に複数の教員によって構成されたチームが協
働をしながら、組織的に運用・改善がなされてきた。具体的な授業運営や生徒伴走の方法に関しては、
他の章で述べられているためここでは割愛する。本章では、グローカル型研究成果報告会に際し実施
した教員アンケートを基に、「探究に関わったことで、教員自身にどのような変化や学びがあった
か」、「探究を推進するにあたって、重要なサポートは何か」の２点について報告する。 

 
 ⑴はじめに 
 「総合的な探究の時間」は、学習指導要領におい
ても「各学校においては，第 1 に示した総合的な探
究の時間の目 標を踏まえつつ，課程や学科をはじめ
とした学校の特色，生徒の特性等に応じた教育活動
を行うことが求められる。」とあるように、各校に
運用が委ねられている現状がある。また、実際の指
導においても「学習単元や教科書が設定されていな
い」、「専門性を持つ専科教員が存在しない」など、
自由度（＝曖昧性）が高いという特性があり、授業
を行う教員にとっても揺らぎが起こりやすい状況に
ある。 
実際に、2019 年に取得した教員アンケートでは
「つかみどころがない」、「未知の授業」、「初め
は探究の時間が苦痛だった」など、その曖昧性の高
さゆえに起こる不安や悩みが読み取れる回答が多く
あった。 
 
⑵ 未来創造探究に関わることによって教師自身に
起こった変化 
2022年9月～12月にかけて、「未来創造探究（総
合的な探究の時間）の運営経験を通じて、教師にど
のような学びや変化があったか」、仮説を立てるた
めの材料を取得することを目的とし、ふたば未来学
園中学校・高校の教員を対象にアンケートを実施し
た。（取得件数＝36） 
結果を以下に示す。 
 
質問① 未来創造探究を実施した前と後で以下の悩
みや不安に変化はありましたか？ 
質問①では、未来創造探究を実施した前と後で、
以下の a～g の悩みに変化があったかを５段階評価
（１が「解消されていない」５が「当初の悩みや不
安が解消された・次の課題に変化した」）で質問し
た。 
 
a.探究におけるテーマ・問いの設定の仕方について 
b.生徒の学びの評価方法について 
c.授業案・カリキュラム設計について 
d.探究における調査や実践の支援について 
e.外部との連携・協働について 
f.校内での探究授業の理解の促進について 
g.進路との接続方法について 
 

図1探究の実施前後で上記の不安や悩みに起きた変化 
 
アンケートを分析すると、「企画研究開発部所属の
有無」や「探究ゼミリーダー経験の有無」では差異
が出ず、「ゼミ指導経験の有無」で比較をすると指
導経験がある教員は、全体的に肯定回答が高い傾向
にあった。ただし、「調査や実践の支援」のみ指導
経験の有無に左右されず否定回答が肯定回答を上回
った。（※「指導経験の有無」＝高２,３年の探究
ゼミを半年以上担当したことがあるか、ないか） 
「調査や実践の支援」に関して、指導経験のある
教員に聞き取りを行ったところ、①１人の生徒に上
手くいった指導法が他の生徒にそのまま適応できる
わけではない。（生徒やテーマに合わせた個別性の
高い伴走の重要性） 
②現状の悩みが解決されると新たな課題にぶつか
るため、悩みが完全には解決されない。（プロジェ
クト進捗による指導方法の変化の必要性）といった
回答が得られ、「総合的な探究の時間」における指
導の特性が影響していることが予想される。 
 
質問② 未来創造探究を実施した前と後で以下の項
目に変化はありましたか？ 
質問②では、未来創造探究を実施した前と後で、
以下の３つの項目に変化があったかを５段階評価
（１が「変化がなかった」５が「変化があった」）
で質問した。 
 
a.教員間で協働したり、日常的に話し合ったりする
機会が増えた。 
b.新しい取り組みを実践することに対して前向きに
捉えられるようになった。 
c.地域の大人やカタリバなど、外部人材と協働する
ことを前向きに捉えられるようになった。  



 
図2 探究の実施前後で上記の項目に起きた変化 
 
質問③未来創造探究を実施した前と後で、あなた
の「学び」に対する価値観や考え方（学習観）に
どのような変化や揺らぎがありましたか？（自由
記述） 

 
表3 探究を経験することで起きた教員自身の変化 
 
質問②では、全項目で指導経験に関係なく肯定回
答が否定回答を上回ったが、特に「a.教員間での協
働や日常的な話し合いが増えた」では伴走経験の有
無で差が顕著にあらわれ、７割以上の教員は変化が
あったと回答をしていた。 
また、質問③の自由記述回答では、個別の学習状
況を見立てることや、内発的動機づけやモチベーシ
ョンを重視する意識への回答が多く、主に指導に対
しての意識変容の記述が多く見られた。これらは後
の「授業運営に必要な支援」でも述べるが、各ゼミ
の定例 MTG 等を初めとした協働促進の仕組みが反
映された結果と言えるだろう。 
 
⑶教員の変容を支える対話の文化 
質問④授業運営に対して有効だった支援は何です
か？（※複数の設問の記述回答を抜粋） 

 

表④ 授業運営に対して有効だった支援 
 
授業運営に対する有効な支援を、各質問の自由記
述から抜き出したところ、研修などよりも「ゼミ定
例 MTG」や「教員間での日常的な雑談・相談」と
いった回答が非常に多く見られた。 
本校では、企画研究開発部、各ゼミの担当者など、
それぞれの役割に応じて MTG を設定しており、こ
の重層的な会議体の設計が協働を促進する仕掛けに
なっている。 

 
表5  実際の各探究ゼミMTG・月次担当者会の実施内容 
 
担当者は、他教員との対話や議論を通じて、個々
人の内省、知見の共有、アイディアの発散を行うこ
とで、現状の課題に対する解決策を得て、次の実践
に向かうことができていると言えるだろう。 
 

 
２年次探究担当者月次会の様子 
 
⑷今後の展望 
未来創造探究を軸として校内で培われた「対話と
協働」の素地が、「学び続ける教師」の後押しとな
り、組織のしなやかさを生み出している。 
コロナ禍での臨時休校期間でも、ICT ワーキング
チームを中心に教員が自律的に各教科で議論・検討
し、即時の ICT授業への移行などが実現された。 
このように、日常で培われた「対話と協働の文化」
は有事の際にも柔軟に変化に対応することに繋がっ
ていたと考え、変革が求められる現在の学校教育の
現場において示唆深く、今後も「学校」という組織
の変化の可能性を探究していきたい。 



5．３ 課題と今後の方向性 
 
（１） さらなる探究の高度化 
 より文理融合したグローバル・イシューや高度な
学問分野との接続を強化するため、令和 5 年度以降
WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソー
シアム構築事業に申請している。福島アドバンスラ
ーニングネットワークを形成し、県内の連携校とと
もにカリキュラム開発や東北大学・早稲田大学・福
島大学などの連携大学と AP（アドバンスト・リプ
レイスメント）の導入の準備を進める。また、福島
をフィールドとしたグローバル探究や世界をフィー
ルドとしたグローバル探究など、探究を軸としたカ
リキュラム開発を進めていく計画である。 
 この事業を進める中で、長期的な目標としては、
福島国際研究教育機構をはじめ、地域や全国・海外
で世界と協働しながら活躍人材の輩出や「教育」と
「創造的復興による持続可能な地域実現」の相乗効
果を創出することを実現したいと考えている。 
 
（２） 教科横断的な学習と総合探究、教科と探究
の往還関係の構築 
 教科と探究の往還関係については、ＳＧＨ時代か
ら本校では「クロス・カリキュラム」として研究開
発を進めてきた。SＧＨ時代にはある程度の成果を
あげたが、グローカル型指定期の 3 年間ではコロナ
対応などもあり、取り立てて効果的な研究開発を進
めることができなかった。ＷＷＬに申請するにあた
り、文理融合カリキュラムを構築する必要から、ク
ロス・カリキュラムの意義を再確認することができ
た。これまでの偶発的なクロス・カリキュラムから
教科横断的な学習を学校全体のカリキュラムに統合
する方法を研究して、文理バランスよく人材育成を
図っていくカリキュラムデザインを今後検討したい。 
 
（３） 地域復興と教育の相乗効果を生み出す探究
学習 
 生徒の探究での活動が活発化し、地域の方々との
協働によって、生徒の探究は年々深化している。今
回の探究大賞を受賞した生徒は、実践を通じて、双
葉郡の子どもたちにとって地域での習い事の数が少
ないという顕在化していなかった新たな課題を発見
し、その課題解決にも貢献した。一連のワークショ
ップを経て大観衆の前でパフォーマンスを行ったプ
ログラムにより、子どもたちの心に生涯残る確かな
変容を生み出した。また、双葉郡の親子をはじめ、
様々な方々を活動に巻き込み、ソーシャル・キャピ
タルとしてのチアを行うことで、地域住民のウェル
ビーイングの向上につなげ、特筆すべき成果をあげ
た。一方で地域住民のウェルビーイングについての
検証についてはまだまだ未知の領域であり、どのよ
うに評価していくかについては、今後も研究を進め
る必要がある。 

 
（４）全校で探究学習を伴走するための校内研修
の充実 
 昨年に引き続き、今年度も教員の指導力向上に向
けた取組を組織的に実践することができた。具体的
には以下のような取組が行われた。 
・未来研究会（全体で行う教員研修）（年間 3回） 
・企画・研究開発部（15 名程度）による定例ミー
ティング（週に一度実施。探究関連の取組につい
ての議論、情報共有の場） 
・各学年の探究担当者（各学年 20 名程度）による
月次会（月に一度実施。生徒の指導の在り方等に
ついての議論、情報共有の場） 
・2，3年の各ゼミ担当者（各3名程度）による定例
ミーティング（週に一度実施。ゼミ内の探究テー
マの指導、進捗確認の場） 
小さな会議体を増やして、機動力をあげつつ、全
体での研修会を減らしてきた。グローカル型指定期
の 3 年はコロナ対応に伴うオンライン化への準備・
研修や働き方改革に伴う会議の削減などの課題に向
き合ってきた。今年度の研修ではグローカル型最終
年度にむけての目線合わせを行った。2 回目の未来
研究会では、「探究の効果的な伴走方法」をテーマ
に、探究伴走の具体事例の洗い出しを行い、学校全
体の伴走力のブラッシュアップを行った。この研修
から、教員はチェックリストを用いてどのように生
徒と向き合っているかをチェックしながら、探究ス
テージ-伴走スタンス-具体的な関わり事例を検討し
た。 
ふたば未来学園中学校・高校は探究学習の先進校
として県内外からも認知されるようになってきた。
その分、教員がかかえる校務量は多く、教員の長時
間労働やカリキュラムオーバーワークが問題点とし
てあげられる。一方、その中でもなくしてはいけな
いものもある。例えば校務の中で削減してはいけな
いものは「目線合わせ」のための会議や「理念を共
有」する会議である。校務の内容を精選しつつ、教
員のウェルビーイングを図るうえで、「自分たちが
必要だと思う教育活動は何か」を教員間で議論し、
校務の棚卸しをすることが必要不可欠である。次年
度以降も限られた時間とリソースをどの活動に注力
するかを検討していきたい。 



学校番号(７７）学校番号（７５）

〈普通教科・科目〉

入学年度

年次

科目 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

国 語 総 合 4 4

国 語 表 現 3 3

現 代 文 Ａ 2 2

現 代 文 Ｂ 2 2 2 2

古 典 Ｂ 2・3 2・3 2・3 2・3

現 代 の 国 語 2

言 語 文 化 2・3

論 理 国 語 2 1・2

文 学 国 語 1 2

古 典 探 究 1・2 2

世 界 史 Ａ 2 2 2 2

世 界 史 Ｂ 3 3

日 本 史 Ａ 2 2 2 2

日 本 史 Ｂ 3 3

地 理 Ｂ 2 2 2 2

歴 史 総 合 2 2

世 界 史 探 究 3

日 本 史 探 究 3

地 理 総 合 2

地 理 探 究 3

現 代 社 会 2 2 2 2

倫 理 3 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 2

公 共 2 2

数 学 Ⅰ 1･3･4 3 3

数 学 Ⅱ 3・1 1･3･4 4 4

数 学 Ⅲ 1・3 3 6 6

数 学 Ａ 2 2 2 2 2 2

数 学 Ｂ 2 2・3 2 2・3 2

数 学 Ｃ 2

数 学 活 用 2 2

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2 2

物 理 基 礎 2 2 2 2

物 理 2 4 5 5

化 学 基 礎 2 2 2

化 学 2 4 3 2 3 2

生 物 基 礎 2 2 2 2 2 2 2

生 物 2 4 5 5

地 学 基 礎 2 2 2

保 健 体 育 2 3 2 2 3 2 2 3 2

体 育 保 健 1 1 1 1 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2 2 2

音 楽 Ⅱ 2 2

美 術 Ⅰ 2 2 2 2

美 術 Ⅱ 2 2 2 2

書 道 Ⅰ 2 2 2 2

書 道 Ⅱ 2 2 2 2

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 2 2 2 2

英 語 会 話 2 2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3・4

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 2･3･4 2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ 3・4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2

家 庭 家 庭 基 礎 2 2 2

情 報 の 科 学 2 2 2 2

情 報 Ⅰ 2 1

情報の科学は、１・２年次のいずれかで履修。
情報Ⅰは、１年次で履修を修了するか１・３年次の継続履修のいず
れか。

情　報

令和４年度教育課程単位計画表

福島県立ふたば未来学園高等学校（本校舎）

全日制の課程　総合学科

教科

令和４年度 令和３年度 令和２年度

備　　考1 2

公 民
現代社会は、１・３年次のいずれかで履修。

公共は、１・２年次のいずれかで履修。

2 3

国 語

現代文Ｂ、古典Ｂは、２・３年次継続履修。

論理国語、文学国語、古典探究は、２・３年次継続履
修。

言語文化、論理国語、古典探究、古典探究は、３つの
系列の特色等を踏まえ、学習の深化や定着を図るため
に単位数を変えている。

地 理
歴 史

「世界史Ａまたは世界史Ｂ」と「日本史Ａまたは日本
史Ｂまたは地理Ｂ」の計２科目を履修。

地理Ｂは、２・３年次継続履修。

歴史総合は１・３年次のいずれかで履修。

3 1 2 3 1

数 学

数学Ⅰは中高一貫生は１単位（2単位分は中学3年時に履修済）。その他は
３単位または４単位。単位数は、系列の特色とを踏まえ、学習の深化や定
着を図るために変える。

数学Ａは、１・２年次のいずれかで履修。

数学Ｂは、２・３年次のいずれかで履修。単位数は、学習の深化や定着を
図るために変える。

数学Ⅱ、数学Ⅲは、の各年次の単位数は、一貫生と高入生の進度の違いに
よるものである。

理 科

令和２、３年度入学生は、１年次に「科学と人間生活」か「化学基
礎および生物基礎」のいずれかを、２年次に基礎の付する科目１科
目を履修（ただし、生物基礎は１・２年次続けての履修は不可）。

令和４年度入学生は、「１年次か２年次のいずれかで科学と人間生
活を履修した者は、次の年次で基礎の付する科目１科目を履修」ま
たは「基礎の付する異なる科目３科目を履修」（ただし、同一科目
の継続履修は不可）。

物理、化学、生物は、基礎を付した科目を履修した者が選択可で、
２・３年次継続履修。

芸 術

音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰから１科目を選択。

令和４年度入学生は、１・３年次のいずれかで１科目
を選択履修。

芸術Ⅱは、１年次に「Ⅰ」を付す科目を履修した者が
２・３年次いずれかで選択可。

外 国語

英語表現Ⅰは、１・３年次のいずれかで履修。

英語表現Ⅱは、２・３年次継続履修。

英語コミュニケーションⅡは、２年次に２単位履修した者
が、３年次も継続履修。

英語コミュニケーションⅢは、２年次に英語コミュニケー
ションⅡを３または４単位履修を修了した者が履修可。

論理・表現Ⅰは、１・２年次のいずれかで履修。

英語コミュニケーションⅠ・英語コミュニケーションⅡ・英
語コミュニケーションⅢは、系列の特色等を踏まえ、学習の
深化や定着を図るために単位数を変えている。



〈専門教科・科目及び学校設定教科・科目〉
入学年度

年次

科目 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

農 業 と 環 境 2 2 2

課 題 研 究 3 3 3 3 3 3

総 合 実 習 3 3 3 3 3 3

農 業 情 報 処 理 2 2

野 菜 2 2 2

草 花 2 2 2

食 品 製 造 2 2 2 2 2 2

微 生 物 利 用 2 2

造 園 技 術 2 2

農 業 と 情 報 2

地 域 資 源 活 用 3

工 業 技 術 基 礎 3 3 3

課 題 研 究 4 3 3

実 習 3 3 3

製 図 2 2 2

生 産 シ ス テ ム 技 術 2 2

環 境 工 学 基 礎 2 2

電 気 基 礎 3 3

電 力 技 術 2 2 2

社 会 基 盤 工 学 2 2 2

地 球 環 境 化 学 2 2 2

電 気 回 路 3

工 業 環 境 技 術 2

生 産 技 術 2

ビ ジ ネ ス 基 礎 2 2 2

課 題 研 究 3 3 3 3 3

マ ー ケ テ ィ ン グ 3 2 2

商 品 開 発 2 2

広 告 と 販 売 促 進 2 2

簿 記 4 2 3 3

財 務 会 計 Ⅰ 3 3

原 価 計 算 3 2 2 2 2

ビ ジ ネ ス 情 報 2 2

情 報 処 理 3

ビ ジ ネ ス 法 規 2

ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 2

ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ ･ ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ 2

観 光 ビ ジ ネ ス 3

子どもの発達と保育 2 2 2 2

生 活 と 福 祉 2・4 2・3 2・3

フ ー ド デ ザ イ ン 2 3 4 4

保 育 基 礎 2 2

住 生 活 デ ザ イ ン 2

ファッション造形基礎 2

保 育 実 践 2

課 題 研 究 4

介 護 福 祉 演 習 6

情 報 メ デ ィ ア 2 2

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2 2

情 報 デ ザ イ ン 2 2

社 会 福 祉 基 礎 2 2

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 技 術 3 3

生 活 支 援 技 術 4 4

介 護 総 合 演 習 4 4

こころとからだの理解 2 2

ス ポ ー ツ Ⅱ 10 10 10 10 10 10 10 10 10

ス ポ ー ツ Ⅲ 10 10 10 10 10 10 10 10 10

ソ ル フ ェ ー ジ ュ 2 2

鑑 賞 研 究 2 2

器 楽 2 2

素 描 2

鑑 賞 研 究 2

英 語 演 習 3 3 3

総 合 英 語 演 習 4 4 4

国 語 演 習 3 2 2

世 界 史 演 習 3 5 5

日 本 史 演 習 3 5 5

表現コミュニケーション 2 2

数 学 演 習 1 3・5 4 4

総 合 数 学 演 習 2・3 3・5 6 6

応 用 数 学 2 2 2

微 分 積 分 演 習 3

数 理 数 学 5

化 学 演 習 2 2 2

生 物 演 習 2 2 2

地 学 演 習 2 2 2

物 理 演 習 2

理 科 総 合 演 習 3

スペシャリスト基礎 2

Webﾃﾞｻﾞｲﾝ＆Webﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2

農 業 菓 子 演 習 2

工 業 地 域 エ ネ ル ギ ー 2 2 2

保健体育 ﾄ ｯ ﾌ ﾟ ｱ ｽ ﾘ ｰ ﾄ 概 論 2 1

探 究 地 域 創 造 と 人 間 生 活 2 2 令和3年度以降の入学生は、産業社会と人間の代替科目として履修。

総 合 産 業 社 会 と 人 間 2

1 3 2 3 3 3 3

1 1 1 1 1 1 1 1 1

産 業

3
教科

令和４年度 令和３年度 令和２年度

備　　考1 2 3 1 2 3 1 2

農 業

課題研究は、２・３年次継続履修。

総合実習は、２・３年次継続履修。

食品製造は、２・３年次継続履修。

工 業

商 業

令和２、３年度入学生は、課題研究及び原価計算は、
２・３年次継続履修。

令和４年度入学生は、簿記は、２・３年次継続履修。

家 庭

子どもの発達と保育は、２・３年次継続履修または３
年次のみ履修。

令和４年度入学生は、フードデザインは２・３年次継
続履修。

保育基礎は、２・３年次のいずれかで履修。また、保
育実践は２年次で保育基礎を履修した者が３年次で選
択可。

介護福祉演習は、２年次で生活と福祉を履修した者が
選択可。

情　 報

福 祉

体 育 スポーツⅡ、スポーツⅢは、１～３年次継続履修。

音 楽

美 術

ホ ー ム ル ー ム 活 動

英 語

人 文

理 数

数学演習は、２年次に１単位履修した者は３年次に３
単位の継続履修（計４単位）、３年次に履修の者は５
単位履修。

総合数学演習は、２年次に２単位履修した者は３年次
に５単位の継続履修（計７単位）、２年次に３単位履
修した者は３年次３単位の継続履修（計６単位）。

総 合 的 な 探 究 の 時 間

小　　　　　計 74～ 74～ 74～

合　　　　　計 77～ 77～ 77～

組　　編　　成 5 4 4



学力概念 資質・能力・態度（まとめると） レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

Ｂ

英語活用力
英語を使ってのコミュニケーションができるよう
になる。

英語でコミュニケーションをと
ろうとする関心・意欲・態度を
持ち、自分のことについて英
語で簡単に伝えられる。

自分の興味関心のあること
や、地域について英語で説明
できる。

地域や研究内容について、原
稿を元に英語でスピーチし、
簡単な質疑応答ができる。
(CEFR A2レベル)

地域や研究内容について、即
興で英語でスピーチし、意見
交換ができる。(CEFR B1レベル)

地域や研究内容について、ス
トーリー、データ、事例などを
交えながら英語で説得力を
持って主張し、議論できる。
(CEFR B2レベル)

C-2
創造力
自分なりの見方や好奇心を持って試行錯誤し、
社会に新たな独創的価値を創造することができ
る。

アイディアを生み出そうと、自
分なりの見方や考え方に基づ
いた観察や思考を行うことが
できる。

好奇心をもって、他者との違
いを楽しみながら自分なりの
アイディアを生み出そうと行動
できる。

目の前の課題に対して、これ
までに得た知識や技術を関連
づけながら、自分なりのアイ
ディアを実現しようと行動でき
る。

行動する中での出会いから得
られた知見や発想を取り入
れ、自分なりのアイディアを社
会的に価値あるものに高める
ことができる。

試行錯誤（創造のスパイラル）
を繰り返しながら、価値を更に
発展させ、社会に新たな独創
的価値を創造することができ
る。

Ｆ

マネージメント力
自分や組織での取り組みを計画性を持って進
めることができる。

指示を受けながら作業を実施
できる。

指示を待たず、解決に向けた
適切な目標を設定し、自発的
かつ責任を持って自分の作業
を実施することができる。

全体にとって必要な作業を見
出し、自分の作業に優先順位
をつけて、複数の課題に同時
に対処することができる。

作業の繋がりや、全体スケ
ジュールを意識し、チームやメ
ンバーで作業を適切に役割分
担して目標に向けた行動がで
きる。

今後のスケジュールやリスク
を把握して、リスクへの対応策
をチームで確認しながら進め
ることができる。

福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校　人材育成要件・ルーブリック（6 April 2021 Ver.）

No

知識
Knowledge "What we
know"

Ａ
社会的課題に関する知識・理解
一般常識や基礎学力をつけながら、世界・社会
の状況の変化やその課題を理解するための知
識を身に着ける。

地域や社会の成り立ちについ
ての基礎的な知識を得る。

地域の復興に向けた課題や、
目の前の課題についての基
礎的な知識を得る。

環境・エネルギー問題など持
続可能な社会実現に向けた
課題や、世界の状況・課題に
ついて基礎的な知識を得る。

社会の課題について、習得し
た知識を深堀し、周辺情報や
関連情報を集め理解する。

社会の課題について、目の前
の課題と関係する知識を俯瞰
してつなげ、人に説明できるレ
ベルまで理解する。

現実と理想の差を踏まえなが
ら、広い視野・大きなスケール
で既知の事実について批判
的に考え、本質を追求するこ
とができる。

未知のことについても粘り強く
考え、自分の考えや常識にと
らわれず、本質的・根源的な
問いを立て、多面的に考える
ことができる。

Ｄ

表現・発信力
どのような場でも臆することなく自分の考えを発
信でき、他者の共感を引き出せる。

自分の意見や考えを、集団の
前で話すことができる。

突然指名されたときでも憶せ
ず、集団の前で、自分の意見
や考えを相手に伝わるように
表現することができる。

データや事例を紹介しなが
ら、自分の意見や考えを相手
に伝えることができる。

多様な人々へ、相手の立場や
背景を考えたり、テクノロジー
を活用したりしながら、分かり
やすく伝えることができる。

多様な人々へ、熱意とストー
リーを持って腑に落ちる形で
説得力ある発信を行い、共感
を得ることができる。

Ｃ-1

思考力
物事を論理的に考え、批判的思考で掘り下げ、
スケールの大きな考え方ができる。

与えられた情報を整理でき
る。

目の前にある課題やその解
決のための内容を論理的に
掘り下げて考えることができ
る。

メディアを活用して情報を集
め、情報を分析・評価・活用し
ながら課題を発見したり設定
できる。

集団や他者との中で、他者の
良さに共感し、新たなものを取
り入れながら、共通の目標に
向かって活動を進め合意形成
を目指すことができる。

集団や他者との中で、互いに
良い部分を引き出しながら、
win-winの関係を作ることがで
きる。

分断・対立、文化・国境を越え
て、社会を変革する行動にう
つし、互いに高めあう同志とし
ての関係をつくれる。

人格（キャラクター・
センス）

Character "How we
engage in the world"

Ｇ
前向き・チャレンジ
自分を意味ある存在として考え自信を持ち、課
題解決のために自分の役割を見つけ、全力で
取り組み、決してあきらめず遂行できる。

自分を意味ある存在として考
え、物事をポジティブに捉える
ことができる。

自分に自信を持ち、目の前の
課題を自分のこととして好意
的に捉えて、主体的に取り組
める。

集団や他者との中で、自分の
役割を見つけることができ、す
ぐに解決方法が分からなくて
も考え続けることができる。

困難にぶつかっても自分の責
任を果たす努力をし、困難克
服のために、前向きにチャレ
ンジし、まず行動できる。

技能（スキル・コンピ
テンシー）

Skills "How we use
what we know"

Ｅ
他者との協働力
異文化・異なる感覚の人・異年齢等を乗り越え、
仲間と協力・協働しながら互いに高めあえる行
動が取れる。異文化・異なる感覚の人・異年齢
等を乗り越え、仲間と協力・協働する。

集団や他者との中で、決めら
れたことや指示されたことに
一人で取り組むことができる。

集団や他者との中で、自分の
役割を見つけ、個性を活かし
ながら行動でき、身近なメン
バーの支援もできる。

困難にぶつかっても逃げずに
自分の責任を果たし、失敗し
てもその失敗を糧とできる。

社会をより良くしようと、社会
の主体としての意識を持ち、
社会がより良くなるための考
えを持つことができる。

Ｈ
寛容さ
異文化や考えの違う他者を受け入れ、思いやる
あたたかさを持ち、協調して共に高めようとする
ことができる。

集団や他者との中で、他者を
気づかえる。

集団や他者との中で、相手の
立場や考えを想像し、共感で
きる。

集団や他者に対して、思いや
りをもって行動し、周囲の幸せ
を考えることができる。

社会に貢献しようとする意欲
と自分の価値観を持ち、自ら
社会に影響を及ぼそうとす
る。

考えの違う他者に対して、
ユーモアを持って接するなど、
他者との違いを楽しめる。社
会や環境の変化を前向きに捉
えられる。

考えの違う他者の意見や存在
を、自分や社会をより良くして
いくための重要なものと考え
て受け入れられる。

社会・未来を良くしようとする
志を持ち、自分自身の意見を
他者に真剣に語ることができ
る。

自らを振り返り変え
ていく力（メタ認知）
Metacognition "How
we reflect and learn"

Ｊ
自分を変える力
自分の言動や行動を俯瞰して見つめ直し、常に
改善しようとする意識を持ち、次の行動や、将
来の夢に繋げることができる。

自分を向上させるために、自
分自身で目標を立てることが
できる。

自分を向上させるために、自
分の目標と現実の差を見つめ
ることができる。

自分の目標に近づく方策を考
え自ら行動することができる。

自分の目標の達成のための
行動を、常に自分自身で見直
して反省しながら、学び続け、
次の行動につなげて取り組む
ことができる。

社会の中での自分の役割や
意義を俯瞰して考え、自分の
目標や将来の夢と関連づけて
大局的に行動できる。

Ｉ

能動的市民性
社会を支える当事者としての意識を持ち、地域
や国内外の未来を真剣に考えることができる。

所属する集団の一員としての
自覚を持つ。

社会の一員としての自覚を持
ち、社会の抱える問題に目を
向けようとする。

創
造

協
働

自
立



 

 

令和４年９月７日 

高 校 教 育 課 

 

令和４年度福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

「 地 域 と の 協 働 に よ る 高 等 学 校 教 育 改 革 推 進 事 業 （ グ ロ ー カ ル 型 ） 」 

第１回運営指導委員会 記録 

  

日時 令和４年９月７日（水）１５：００～１６：３０ 

会場 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校（オンライン開催） 

  

【出席者】 

No 所属 職 氏名 備考 

1 ＯＥＣＤ教育スキル局 シニア政策アナリスト 田熊 美保 オンライン参加 

2 慶應義塾大学 教授 飯盛 義徳 オンライン参加 

3 國學院大學 教授 田村 学 ※都合により欠席 

4 ふたば未来学園中学校・高等学校 校長 郡司 完  

5 ふたば未来学園中学校・高等学校 副校長 南郷 市兵  

6 ふたば未来学園高等学校 教頭 星  弓彦  

7 ふたば未来学園高等学校 教頭 佐藤 章  

8 ふたば未来学園中学校 教頭 大森 淳  

9 ふたば未来学園高等学校 教諭 山崎 次郎 教務部主任 

10 ふたば未来学園高等学校 教諭 渡部 ゆかり 生徒指導部主任 

11 ふたば未来学園高等学校 教諭 日渡 淳一 進路指導部主任 

12 ふたば未来学園高等学校 教諭 新関 幸太郎 総務部主任 

13 ふたば未来学園高等学校 教諭 北原 志帆 図書部主任 

14 ふたば未来学園高等学校 教諭 遠藤 太 保健厚生部主任 

15 ふたば未来学園高等学校 教諭 佐藤 和義 １年次主任 

16 ふたば未来学園高等学校 教諭 中村 慎 ２年次主任 

17 ふたば未来学園高等学校 教諭 遠藤 明緒 ３年次主任 

18 ふたば未来学園高等学校 教諭 林  裕文 企画・研究開発部主任 

19 ふたば未来学園高等学校 教諭 齋藤夏菜子 企画・研究開発部副主任 

20 ふたば未来学園高等学校 教諭 髙野 寛之 企画・研究開発部 

21 ふたば未来学園高等学校 教諭 小磯 匡大 企画・研究開発部 

22 ふたば未来学園高等学校 教諭 板倉 雄太 企画・研究開発部 

23 ふたば未来学園高等学校 教諭 高山 さなえ 企画・研究開発部 

24 ＮＰＯ法人カタリバ双葉みらいラボ 拠点長 横山 和毅  

 高校教育課 課長 平澤 洋介 オンライン参加 

 高校教育課 主任指導主事 志賀 勲 オンライン参加 

 高校教育課 指導主事 赤岡奈津美 オンライン参加 

 

１ 開会（１５：００） 

 

２ 主催者あいさつ（高校教育課 平澤洋介課長） 

 



 

 

３ 指定校長あいさつ（ふたば未来学園中学校・高等学校 郡司完校長） 

 

４ 運営指導委員及び関係者紹介 

 

５ 運営指導委員長及び委員長代理選出 

 

６ 説明（学校より） 

（１）令和３年度の取り組みについて 

（２）令和４年度の研究開発実施計画について 

（３）今年度取り組んでいきたいことと今回の協議題について 

 

７ 協議「学校全体のカリキュラム・マネジメントの観点から、未来創造探究で取り扱う生徒のプロジ

ェクトにどのようにして教科の知識を組み入れていくか？」について 

 

 ○ 田熊 美保氏【ＯＥＣＤ教育スキル局シニア政策アナリスト】 

  ・探究と教科の横断について、注意することは、異なる教科の教員同士でチームを作り、解を見つ

けるようにしないとオーバーロードになってしまうという報告がある。また、学年や校種によって、

知識の習得に違いがあるので、発達段階に合わせたカリキュラム開発が大切である。地域住民への

効果については、海外ではソーシャルインパクトという評価がかなり進んでいるので、ぜひもっと

掘り下げてもらいたい。さらに、地域住民が若者と出会うことで、社会全体の価値観のアップデー

トにつながる効果も期待できる。教員エージェンシーについても考えられていることは素晴らしく、 

  それをサポートする管理職や教育委員会のエージェンシーも重要である。 

  ・ドイツでは脱原発を決めたが、エネルギーの価格高騰の中で、政治的判断を変えなければならな

いという議論が高まっている中で、ぜひ福島の高校生と話をしたいというような学校もある。福島

ならではのテーマを是非掘り下げてもらえたらと思う。また、教科的知識のブリコラージュについ

ては、探究格差に注意してほしい。その生徒にはどのくらい教科的知識があるのか丁寧に見取って

ほしい。 

  ・ふたば未来学園の生徒の「探究ノート」がまさに探究と教科の横断であると思う。それをカリキ

ュラムにしたらどうなるかを探究してほしい。 

 

 ○ 飯盛 義徳氏【慶應義塾大学総合政策学部教授】 

  ・指標を定めることは極めて難しい。指標を達成したからといって、学校の目標を達成したことに

ならないことがある。ふたば未来学園がほかに例のないフロントランナーであることも難しさに拍

車をかけている。この難しさをどうクリアしていくかが大切である。 

  ・探究活動を通じて、教科学習に意欲的に取り組むようになることは、よく聞く話である。非常に

難しいことではあるが、探究と教科の学習がうまく連動していく仕組み作りができると良い。 

  ・今、大学で実践している探究学習において、我々の役割は、学生と地域住民が共に学び合う場作

りをすることである。大学にいる間は、レクチャーはするが、学生が地域のフィールドに出たら、

こちらはコーディネートに徹し、教えることはしない。決まった答えがないので、徹底的に学生達

自身に考えてもらうことに醍醐味があるからである。学んだことをフィールドで生かした知識は忘

れないものである。 

   

８ 閉会（１６：３０） 

 



 

 

令和５年２月１３日 

高 校 教 育 課 

 

令和４年度福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

「 地 域 と の 協 働 に よ る 高 等 学 校 教 育 改 革 推 進 事 業 （ グ ロ ー カ ル 型 ） 」 

第２回運営指導委員会 記録 

  

日時 令和５年２月１３日（月）１５：００～１６：３０ 

会場 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校（オンライン開催） 

  

【出席者】 

No 所属 職 氏名 備考 

1 ＯＥＣＤ教育スキル局 シニア政策アナリスト 田熊 美保  

2 慶應義塾大学 教授 飯盛 義徳 欠席 

3 國學院大學 教授 田村 学 欠席 

4 ふたば未来学園中学校・高等学校 校長 郡司 完  

5 ふたば未来学園中学校・高等学校 副校長 南郷 市兵  

6 ふたば未来学園高等学校 教頭 星  弓彦  

7 ふたば未来学園高等学校 教頭 佐藤 章  

8 ふたば未来学園中学校 教頭 大森 淳  

9 ふたば未来学園高等学校 教諭 林  裕文 企画・研究開発部主任 

10 ふたば未来学園高等学校 教諭 齋藤夏菜子 企画・研究開発部副主任 

11 ふたば未来学園高等学校 教諭 髙野 寛之 企画・研究開発部 

12 ふたば未来学園高等学校 教諭 小磯 匡大 企画・研究開発部 

13 ふたば未来学園高等学校 教諭 板倉 雄太 企画・研究開発部 

14 ふたば未来学園高等学校 教諭 高山 さなえ 企画・研究開発部 

15 ＮＰＯ法人カタリバ双葉みらいラボ 拠点長 横山 和毅  

 高校教育課 課長 平澤 洋介  

 高校教育課 主任指導主事 志賀 勲  

 高校教育課 指導主事 赤岡奈津美  

 

１ 開会（１５：００） 

 

２ 主催者あいさつ（高校教育課 平澤洋介課長） 

 

３ 指定校長あいさつ（ふたば未来学園中学校・高等学校 郡司完校長） 

  

４ 説明（学校より） 

（１）令和４年度研究開発実施状況について 

（２）令和５年度以降の活動方針について 

 

５ 指導助言（田熊 美保氏【ＯＥＣＤ教育スキル局シニア政策アナリスト】） 

 ・一つの学校で、早稲田大学やカタリバと、非常に深いところまで協働をされているところが、ほか 

 の地域でも参考になる。今回ウクライナの件があって、フィンランドなど原発のある地域との話が今 

 年は随分多い。やはりそれぞれの地域には国際研究所があり、日本にも福島国際研究教育機構が誘致 

 されて、世界からの研究者も来られる。ぜひそことの学問領域の進化というところでは、チャンスで 



 

 

 ある。日本では沖縄に大学をと言った時に、そこに様々な研究者が来たというのは、沖縄にとっては 

 チャンスだった。まだそこが高校と紐づけられていないので、まだもったいない。ぜひ福島でこのチ 

 ャンスを逃さずにいてほしい。 

 ・探究の概念と紐付けのマッピングで、教科と探究の横断をどうするかというところの一歩手前まで 

 来ている。一番右側で概念を出したところが、そこと教科が今度は結びやすくなる。探究だとどうし 

 ても教えるというティーチャーの部分が欠けてしまうというところのバランスが、教科学習の中で、 

 補完的に両立できる。 

 ・教員の関わり方で、ふたば未来に長くいる教員とそうでない教員の比較したのがよかった。そこか 

 ら紐解かれる部分は多い。海外ではジェネレーターの代わりにデザイナーとかクリエイターと言う。 

 概念は同じだと思うが、教師にどんな変化があったかというところを、もう一歩、踏み込むとほかの 

 教員が元気になるような、教員のエージェンシーに関する何か新しいものがふたば未来から出てくる 

 と思う。他の国でもそのバランスを見たときに、一人ひとりの生徒でかなり異なるというところに最 

 終的にはたどり着く。生徒のプロファイリングみたいことを海外の教員はよくされている。やはり、 

 一人で抱え込まずに、地域の方、別の教員、カタリバ、大学生などの方々に委ねながら、教員もライ 

 フロングラーナーとして成長していく。今、日本では、リカレント教育が流行り出しているが、教員 

 にとってのリカレントは、学び続けるだけではなく、変わり続ける。ぜひこのことも含めてほしい。 

 ・卒業生を資源として活用というのが、循環する学校という事例としてまだ日本ではなかなか出てき 

 てないので嬉しく思う。カリキュラムをきちんと学校でデザインしているのがよい。 

 ・地域へのインパクト評価については、まだまだ日本でも事例は聞いていないところであるので、そ 

 こも評価をとり始めているというところに将来性を感じる。 

 ・生徒たちがプロジェクトを立てていくという方向性は、ＥＵでは、かなり多い。福島の郡山高校と 

 大阪の中学校とポルトガルで今まさに生徒たちが自分たちでプロジェクトを立てているものがある。 

 ＳＤＧｓを一緒にやろうという形ではなく、友達から入った方が良いというパイロット実験をしてい 

 る。非常に有機的に、生徒が主体で広がっていくというところが、本当に希望が持てる。ウクライナ 

 から日本に避難している生徒とつながるパイロットもしている。ウクライナ支援に関心のある生徒が 

 いれば、いろいろリソースがある。 

 ・日本の生徒たちと話をして、最近思ったのが、実は、考え方などが多様な人の中の方が自由で居ら 

 れるということである。知った仲だと逆に同調圧力を気にしてしまうことがあるので、バラバラの中 

 での合意形成ということがますます重要になってくる。最近、主体的・対話的で深い学びについて、 

 深い学びというところに特化したワークショップには行ったことがなく、この深い学びというところ 

 が、まだまだ対話が欠けているところであるで、ふたば未来で行われている演劇教育は、極めて深い 

 学びのところで、参考になる。 

 ・カナダの研究では、先生自身のエフィカシー（自己効力感）、高揚力が高くなると、実は学校全体の 

 生徒のための学力だけではなくて、ウェルビーイングも高まる。コレクティブ・エフィカシーという、 

 いかに集合として、先生方がエフィカシーを高めているかということが先生にとっても生徒にとって 

 も良いという研究がある。自信を持ってください。 

 ・ＯＥＣＤで実施している郡山高校、大阪の中学校、ポルトガルのパイロットでは、中学校の先生と、 

 高校の先生が交じることで、高校の先生が柔らかくなっている。ポルトガルの中でも幼稚園、小学校、 

 中学校、高校が一貫している学校があり、特別支援の生徒も、インクルーシブしているので、そこの 

 先生とのやり取りだけでも、日本の先生には気づきがある。友達になるところから始めて、もっと気 

 軽な普段着のグローバルな関係性が作れるようにしている。必然的に目の前のコミュニケーションを 

 したいという気持ちが出てくる。ＷＷＬでも、生徒の顔と笑顔と先生方の笑顔をきちんと確保した形 

 の構想であってほしい。 

 

６ 閉会（１６：３０） 



 

 

令和４年９月６日 

高 校 教 育 課 

 

令和４年度福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

「 地 域 と の 協 働 に よ る 高 等 学 校 教 育 改 革 推 進 事 業 （ グ ロ ー カ ル 型 ） 」 

第１回コンソーシアム協議会 記録 

  

日時 令和４年９月６日（火）１５：００～１６：３０ 

会場 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校（一部オンライン） 

  

【出席者】 

 

１ 開会（１５：００） 

 

２ 主催者あいさつ（高校教育課 平澤洋介課長） 

 

３ 指定校長あいさつ（ふたば未来学園中学校・高等学校 郡司完校長） 

  

４ 出席者紹介（高校教育課 平澤洋介課長） 

 

５ 出席者自己紹介 

 

６ 説明（学校及び担当者より） 

（１）令和３年度の取り組みについて 

（２）令和４年度の研究開発実施計画について 

（３）今年度取り組んでいきたいことについて 

（４）今回の協議題について 

（５）復興庁福島国際研究教育機構準備室福島国際研究教育機構・地方創生班より 

（６）福島県企画調整部福島イノベーション・コースト構想推進課より 

No 所属 職 氏名 備考 

1 双葉郡教育復興ビジョン推進協議会 主幹兼指導主事 坂本 貴光 代理出席 

2 福島大学人間発達文化学類 特任教授 中田 スウラ  

3 福島相双復興推進機構 専務理事 桜町 道雄  

4 福島イノベーション・コースト構想推進機構 教育・人材育成部長 山内 正之  

5 ＮＰＯ法人カタリバ双葉みらいラボ 拠点長 横山 和毅  

6 ふたば未来学園中学校・高等学校 校長 郡司 完  

7 高校教育課 課長 平澤 洋介 教育次長代理 

8 ふたば未来学園中学校・高等学校 副校長 南郷 市兵  

9 ふたば未来学園高等学校 教頭 星  弓彦  

10 ふたば未来学園高等学校 教頭 佐藤 章  

11 ふたば未来学園中学校 教頭 大森 淳  

12 ふたば未来学園高等学校 教諭 林  裕文 企画・研究開発部主任 

13 ふたば未来学園高等学校 教諭 齋藤夏菜子 企画・研究開発部副主任 

14 復興庁福島国際研究教育機構準備室福島国際研究教育機構・地方創生班 オンライン 

15 福島県企画調整部福島イノベーション・コースト構想推進課 オンライン 

 高校教育課 主任指導主事 志賀 勲  

 高校教育課 指導主事 赤岡奈津美  



 

 

７ 協議「浜通りの国際教育研究拠点とふたば未来学園中学校・高等学校の協働・共創の形を模索 

 する」について  

○ 中田スウラ氏（福島大学人間発達文化学類特任教授） 

 ・機構、県、高校が、どの接点でうまくかみ合うのかが重要である。まだ検討と研究と分析が必要 

 ではないかと考える。機構による出前授業で教育現場と接点を持つ可能性があるが、どう未来創造 

 探究の構造の中にそれを入れ込んでいくかである。中高と機構との連携、８町村あるいは１２市町 

 村の義務教育との広がりも視野に入れておかなければならないと思われる。 

 ・学際的に世界から集まってくる研究者の子供達の教育環境は、福島の地域ということになる。ウ 

 ェルビーイングもキーワードとなっているが、研究者の研究環境、生活環境を共に作る地域の子供 

 達、媒介は教育、学校となるので、そこでの生活共同のようなものが相互理解を深めて、福島の実 

 情を生活することによって理解し、研究と教育の課題が何であるのかを理解していくということが、 

 機構としては地域に期待しているとも考えられるのではないか。 

 

○ 桜町道雄氏（福島相双復興推進機構専務理事） 

 ・シームレスの幅が広い。機構の周りには企業が来る。企業でも研究開発等が行われる。企業と共 

 同研究をするために大学も関わる。ベンチャーの育成も始まると思う。クリエイティブにイノベー 

 ションを起こす。ベンチャーも含め、多様な形で展開していくことになる。加えて、街づくりをど 

 うしていくのかも重要なこと。地元から人材を輩出するということで、何らかの形で機構にたどり 

 着ければ素晴らしい。機構の５分野に必ずしも直結しなくても、幅広い分野や視点で考えたらどう 

 か。ビジネスマネジメントや地域マネジメントなど文科系の分野でもフィールドワークをしながら 

 探究して、復興に貢献できればすばらしい。広い視点で考えれば、ふたば未来学園の役割も広がっ 

 てくるのではないか。 

 

○ 坂本貴光氏（双葉郡教育復興ビジョン推進協議会代表代理） 

 ・機構が浪江町に設立されれば、研究者のお子さんを預かる可能性が出てくることで、様々な子供 

 達への教育を考える必要がある。ＩＣＴの活用を含めた個別最適化の学びの必要性を感じる。機構 

 の研究者等との交流によって、理系分野への興味がわいたり、将来、学者になるための道のりを知 

 ったりすることができるのではないか。 

 

○ 山内正之氏（福島イノベーション・コースト構想推進機構教育・人材育成部長） 

 ・もう一度、ふたば未来学園の原点に帰り、どんな生徒にしたいかによって、機構を利用しようと 

 いうスタンスがいいのではないか。機構における人材育成は、ふたば未来だけではなく、８町村や 

 １２市町村、県南、会津まで波及させなければ、福島県に来る意味はないので、まずは、今まで培 

 ってきたものを踏まえて、出前授業や講義、施設見学等を通して、生徒の志や希望をかなえるよう 

 なくらいで考えていた方が良いのではないか。 

 

 ○ 横山和毅氏（ＮＰＯ法人カタリバ双葉みらいラボ拠点長） 

  ・機構の概要には、高校生による研究助手制度にも触れられているので、これについても検討すべ 

  きと考える。ふたば未来学園がこの地域の最高学府となっているので、カリキュラムの中でやるこ 

  とと外でやることの整理が大事だと思う。地域側としては、多様な人々が混ざり合っている中で、 

  お互いを理解する力、思いやる力など対話と協働をしていく力を連携しながら、双葉郡内に育てて 

  いきたい。  

 

８ 閉会（１６：３０） 



令和５年２月１４日 

高 校 教 育 課 

 

令和４年度福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

「 地 域 と の 協 働 に よ る 高 等 学 校 教 育 改 革 推 進 事 業 （ グ ロ ー カ ル 型 ） 」 

第２回コンソーシアム協議会 記録 

  

日時 令和５年２月１４日（火）１５：００～１６：３０ 

会場 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校（オンライン） 

【出席者】 

 

１ 開会（１５：００） 

 

２ 主催者あいさつ（高校教育課 平澤洋介課長） 

 

３ 指定校長あいさつ（ふたば未来学園中学校・高等学校 郡司完校長） 

  

４ 説明（学校より） 

（１）令和４年度研究開発実施状況について  

（２）令和５年度以降の活動方針について 

  

５ 協議 「グローカル型」指定３年間の総括について 

 ○ 笠井 淳一氏（双葉郡教育復興ビジョン推進協議会代表）  

  ・８町村とうまく連携ができている。双葉郡の中学校も一緒に取り組んでいるふるさと創造学とも 

  連動している。教員の関わり型モデルは、小中学校の先生に提示していただくと大変参考になる。 

  新しいゼミ編成の「原子力災害・伝承探究」で「伝承」が入ったところが大変ありがたい。課題は、 

  新しく来る児童や教員にここで行われている学びの意義の共有や継承である。 

 

No 所属 職 氏名 備考 

1 双葉郡教育復興ビジョン推進協議会 代表 笠井 淳一  

2 福島大学人間発達文化学類 特任教授 中田 スウラ  

3 福島相双復興推進機構 常務理事 遠藤 和人 専務理事代理 

4 福島イノベーション・コースト構想推進機構 教育・人材育成部長 山内 正之  

5 ＮＰＯ法人カタリバ双葉みらいラボ 拠点長 横山 和毅  

6 ふたば未来学園中学校・高等学校 校長 郡司 完  

7 高校教育課 課長 平澤 洋介 教育次長代理 

8 ふたば未来学園中学校・高等学校 副校長 南郷 市兵  

9 ふたば未来学園高等学校 教頭 星  弓彦  

10 ふたば未来学園高等学校 教頭 佐藤 章  

11 ふたば未来学園中学校 教頭 大森 淳  

12 ふたば未来学園高等学校 教諭 林  裕文 企画・研究開発部主任 

13 ふたば未来学園高等学校 教諭 齋藤夏菜子 企画・研究開発部副主任 

 高校教育課 主任指導主事 志賀 勲  

 高校教育課 指導主事 赤岡奈津美  



 ○ 中田 スウラ氏（福島大学人間発達文化学類特任教授）  

  ・ジェネレーターとして、自分の役割を再認識していくというような教員の指導の分析は、大事な 

  ポイントである。また、ゼミ編成の学術的な再検討における課題は、ややもすると学問的な専門性 

  で分化してしまうので、課題解決のために専門の力を統合し直す作業が必要である。生徒だけでは 

  到達できない段階まで進化させるということと、教えるということがどういう関係になるのかには 

  悩まれると思う。生徒に教員がどんな関わりをしたのかを実践分析しながら、教員の変容を丁寧に 

  振り返ってみることも、方法としてはあるのではないか。双葉郡の義務教育学校含め小中学校がや 

  りたいことと、かなり重複しており、お互いの役割を果たしあえるチャンスが増えていると思う。 

 

 ○ 遠藤 和人氏（福島相双復興推進機構常務理事）  

  ・研究成果発表会の第２分科会の方に参加させていただいて、多くの方が地域とどうつながればい 

  いかというところに悩んでいるということがわかった。ふたば未来学園では、８町村との連携で、 

  深いテーマに取り組んでいると感じた。私共は、震災で避難された商工業者が双葉郡で事業を再開 

  する支援をしているが、お客さんがいなくて、事業は順風満帆ではない中で、ふたば未来学園に入 

  っていただくことでメンターになっていただけると思う。連携について意見交換させていただけれ 

  ばと思う。 

 

 ○ 山内 正之氏（福島イノベーション・コースト構想推進機構教育・人材育成部長）  

  ・素晴らしい生徒が育っているので、学校としては自信を持っていいのではないか。イノベ機構は、 

  双葉郡の８町村の教育長会と連携して、様々な活動の支援をしているが、ぜひともふるさと創造学 

  と未来創造探究がうまくつながると、小中高、そして大学へ向かっての一貫的な教育、福島ならで 

  はの教育ができるのではないかと期待している。探究指導は、小論文指導と同様、教員の教材研究 

  の大変さを感じたので、教員が準備する環境を整えることも大事だと思う。さらに、ふたば未来か 

  ら異動した教員は、その学校で、ふたば未来の経験を生かして探究学習の伝道師となってほしい。 

 

 ○ 横山 和毅氏（ＮＰＯ法人カタリバ双葉みらいラボ拠点長）  

  ・研究成果発表会の第５分科会を担当したが、教員へのアンケートやインタビューを通して、探究 

  に関わる教員の学びに着目した。主体的に生徒が学んでいく学習とはいえ、どこまで教員が介入し 

  ていいのかという悩みなどがあることがわかった。実際、それが解消されていくプロセスというの 

  が、日々の教員同士のコミュニケーションなどの小さな会議体だというのもわかった。課題解決が 

  されていくと教員の指導法も変わってくる。教員の協働が鍵だと思う。また、探究学習をやったか 

  らこそ、教科の時間も非常に大事だという指導観の変容があった教員もいる。課題としては、学校 

  としての体制作りが非常に重要だと思われる。昨日、ふるさと創造学の教職員による双葉郡子ども 

  未来会議が行われ、ファシリテーターを担当したが、とても意欲的にふるさと創造学の現状と課題 

  やアイディアが多く出されたので、来年度に向けて、動ければと思う。 

 

 ○ 平澤 洋介（高校教育課長）  

  ・探究の指導においては、教員のその時、その時ごとの役割があって、手厚い形の指導につながっ 

  ていくのがよくわかった。さらには、おそらく生徒たちの探究のベクトルの先は立体的な 360°の全 

  方位的な方向を向いていると思われるので、教員としての関わり方はこれからも研究していかなく 

  てはいけないと思っている。全国各地から参加者があった研究成果発表会を考えると、ふたば未来 

  学園が全国のライトハウス的な存在になりつつあるということは非常に嬉しく思っている。 

 

６ 閉会（１６：３０） 



探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

海洋放出の反対運動について考えよ
うプロジェクト

佐藤志保 始まりに交流の輪を 能勢友珠 多頭飼育の現状 佐藤遥香

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

富岡町に写真を通して何ができるの
か

遠藤利
沙

遠藤葵
3.11は僕らに何を残したのか 藤原知也 古着を活用 児山虹大

探究テーマ メンバー

フードロスを減らすためには？

箱﨑正義
武田志道
上野来旺
佐藤辰輝

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

福島県を綺麗にしようプロジェクト 鈴木蒼一朗 福島の魚の魅力を伝えよう
山内永

遠
片寄亙

障がいを伝えていくには。 三瓶竜也

令和４年度　７期生プロジェクト紹介一覧（2022.10.25プレ発表会時点）

原子力防災探究ゼミ

内容 内容 内容

私のプロジェクトは神社と交流を軸に活動していま
す。
きっかけは、子供の頃に町の人たちと交流した記憶
や、引っ越し、そして広野町の人の声を聞くなどの
経験をしたことによって地域での交流がその場所へ
の安心感や行動力につながると思ったからです。そ
の安心感や行動力を最近避難解除されたばかりで交
流が0に近い、自分の出身地である双葉町で作り出し
たいと思いました。
今までの活動としては、双葉町を調べたり、見学に
行ったり、神社の宮司さんや双葉でイベントを行っ
ている人にお話をお聞きし、イベントに参加させて
いただきました。
これからの主な活動としては双葉町の紹介マップや
双葉町内での対話イベントを行いたいと思っていま
す。

広野町が猫の保護活動や不妊手術活動をサポートして
いることがわかったので、広野町社会福祉協議会へ行き
根本さんという方にどのような事を行っているのかを聞き
ました。やはり、サポートをしているだけで、活動を行って
いるわけではなかったためどのような活動を行っているの
かは聞けませんでした。ですが、広野町に多頭飼育崩壊
になってしまった家があるというのを教えていただきまし
た。3年前にこども園の前にいたたくさんの猫も不妊手術
をして数を抑えたことも教えていただきました。今後は、多
頭飼育をしていた家を訪問するということを考えていま
す。

"なぜ海洋放出に反対運動が起こるのか？というテーマ
のもと、今起こっている反対運動について調べる。そこか
ら東電や政府の政策にどんな問題があるのかをさぐり、
よりよい形での海洋放出の姿を見つける。
そのために、まず、過去に起こった原発に対する海洋放
出について調べた。１F ,２F,小高原子力発電所の建設に
反対運動があったと知り、それについて詳しく書いてある
本を読んだ。
また、海洋放出は廃炉事業の一環であるため、廃炉につ
いて学ぶために「１F 地域塾」に参加した。
海洋放出に反対している団体について調べ、彼らが何を
懸念して何を求めているのかを分析した。"

内容 内容 内容

写真を通して富岡町の町おこしに繋がる探求活動に取り
組んでいます。双葉郡の中で津波の被害が大きかった富
岡町の、震災前、震災直後、震災後の写真を比較し、分
かりやすくマップにしてまとめたいと思っています。そして
様々な地域、世代の人にマップを見てもらい、震災前と震
災後でどのような改善点があるか、色々な意見を踏まえ
て考えていきます。最終的には出た意見を意見書として
富岡町の役場に提出する予定です。富岡町で起きた震災
について知ってもらい、他人事ではなく自分事として考え
るきっかけになったら良いなと思います。

震災に関しての取材などをさせてもらって母校に授業をし
に行くのにあたって企画書などを書いたり授業計画を書
いたりして、教育実習生のようなことをしていて、それと同
時に将来のためにどのようにしたらわかりやすい授業の
構成ができるかなどを考えています。そのために富岡
アーカイブミュージアムに行ったり、貴重な経験をされた
方々からお話を聞いたりしているところです。この内容を
元に授業を構成していき、人に教えるということはどんな
ことなのかということを学んでいきたいです。

アフリカ西部ガーナの首都アクラのごみの埋め立て処分
場で起きている古着問題についてまとめそこから身近に
ある古着に着眼点を置き去年のクラスTシャツはどうなっ
ているのか、もしかしたら今からクラスTシャツを捨てよう
としている人もいるのではないか、と考えどうせ捨てるなら
そのクラスTシャツを回収しなにかに活用しようと思ったの
で行動に移りました。まずクラスTシャツについてのアン
ケートを高校二三年生に取り、処分に困っている人はい
ないかを確かめます。今のところはアンケートを集めその
結果を見てどうするかの所まで進んでいます、そのアン
ケート結果で今後どうしていくか決めたいと思います。

内容

料理の際に普段は捨ててしまうような所をどうすれば捨て
ずに済むかを調べたくさんの人に知ってもらうためポス
ターなどを使い知ってもらう！また自分たちで食堂で残っ
た料理を自分たちで工夫をしてさらに美味しく作り生徒が
おかわりできるぐらいのものを作りたいと考えている！
PowerPointなどでスライドを作りまずは身近な生徒達に
理解してもらえるようわかりやすくまとめて伝えたいと考え
てます！今までに行ってきたことは広野町にあるお食事
処ふたばさんという飲食店にお邪魔しフードロスについて
どのような工夫をしてきました。そこでは動画をとり福島テ
レビやふるさとシェアというYouTubeチャンネルに放送さ
れました。これからの活動予定はふたば未来学園の食堂
で残されている学食を自分たちでもっと食べてもらえるよ
うな美味しいものに工夫して加工したいと思っています！

メディアコミュニケーション探究ゼミ

内容 内容 内容

"福島県のごみを減らすためにどうすればいいのかを考
え、行動し、いわき市をはじめとして福島県全体に広めて
いきたいと思っています。
いわき市や郡山などの大きい市はいろいろな観光客が多
いのでそう言う人たちがまた来たいや綺麗な町だと思うよ
うな街にしたいです。
いろいろな人たちやグループに手伝いを要求して、福島
県の現状を伝え、福島県全体で考えて県民全員がポイ捨
てやゴミの扱いなどを意識することを第一として探究をし
ようと思っています"

"自分たちが魚を釣るだけでなく、捌いたり、調理をして食
べるとこをメディアを通すしてみせる！
そのためにはいろんな人に見てもらわないといけないの
でそれをYouTube、Instagram、tiktok等のSNSを通して
だんだん認知していただくことをまず目標としています！
それにより福島県外の方にも風評被害を受けることがなく
なると思うので頑張りたいです！！！！

"まず、フィギュアスケート場についての探求をやってきま
した。アクションプランとしては、電話で質問をしました。少
ししか質問できなかったですが、いい経験になりました。
ですが、スケート場の場所が遠くて探究していくにあたっ
て不可能だとおもいました。
なので、自分の障がいについてもっと調べたいと思いまし
た。
障害について様々な種類について調べた。
今後に向けては、障害について話し合う「きゃべつの葉っ
ぱ」に参加していきたいと思い
ます。また、小さい頃お世話になった施設にお邪魔してい
きたいと思います。
目的としては、自分と同じ障がい者を身近に感じたい、気
持ちに寄り添っていきたいと思いました。"



探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

広野町、欧米料理少なくね？！
菅田風

之
絵を欲しい人に提供する 政井蒼太

韓国の美容法を使って自分に自信を
もとう！

篠原真悠
子

先崎陽菜

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

国際交流で世界を見る
小林明日

美 クリエイト×〇〇 大津怜奈 理解されにくい人とどう関わるべきか 齋藤菖

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

表現するファッション
脇山果

子
理解されにくい人とどう関わるべきか 齋藤菖 cafeふぅ売上あげあげプロジェクト

遠藤果
穂

絵を必要とする人に絵を提供する
ポスターや専用のネットアカウントを作り宣伝をする。
ですがネットから絵を拾ったり写真で済む時代なので、あ
まり絵を必要としてる人はあまりいないと個人的に感じた
ため同時進行で、『待つ』のではなく自分から絵を描き、町
のイベントや行事で見てもらい興味を持ってもらう。
最終的には絵で町の活性化や町の明るさに少しでも貢献
できればと思います。

韓国の美容法についてのテーマで行っていてそのテーマ
にしたいと思ったきっかけがもともとKーPOPや韓国が好
き、韓国のコスメについてもっと詳しく知りたいと思いこれ
までアンケート作成を行い、自分の悩んでいる部分や
使っているコスメなどを学年の人達に答えてもらいまし
た。そのアンケートを行うことで自分が思っていた事とは
違う意見や考え方を得られることが出来て自分だけでは
視野が広がらないことや色々な意見が大切だということが
よく分かりました。

内容 内容 内容

私は現在、探究活動において欧米料理をテーマに活動し
ています。
欧米料理といえば、ピザ、ハンバーガーなどが思い浮か
ぶと思います。しかし、今の現状、サイゼリヤなどといった
欧米料理は広野町に見当たりません。
そこで私は広野町に欧米料理を広めたいという大きな目
標に向かっており、日々取り組んでおります。
まず私は、キッチンカーを使って広めたいと思っておりま
す。まだ、キッチンカーのことをよく知らないので、来週の
土曜日にキッチンカーを行なっているすえつぎCafeさんへ
の訪問をする予定です。

内容 内容

内容 内容 内容

私は最初、海外と日本の教育についてを調べる探究にし
ていました。そこで留学に行ったりルールメイキングのイ
ベントに参加したりしました。そこでもっと"国際交流を増
やしたい""教育だけでなく多方面から海外について調べ
たい""たくさんの人に英語の楽しさ、海外と人と交流する
楽しさを知ってもらいたい"という思いが強くなり新たに、
国際交流を増やすには？という問が生まれました。この
探究をすることでまずは学校で国際交流を行い生徒を含
めたくさんの人に国際交流の大切さと楽しさを伝えたいと
思っています。その他については後々考えます。

何かを作る、と地域の事、勉強の事。大きく広げれば
SDGsに関連するものを何かと組みあわせながら作ること
でより分かりやすくなるようにしていこうとしています。
具体的には、まだハッキリとは決まっているとは言い難い
ですが、地域の歴史を絵を描くことで動画にして分かりや
すく表現したり、SDGsとゲームを組み合わせることで
SDGsに興味のない層が少しでもSDGsに興味関心を寄せ
られるように出来ればと考えています。

きっかけは、兄弟や身近な人に発達障がいやダウン症を
持っている人がいて、そういう人と関わる機会が多いか
ら。また、障がい者に対する誹謗中傷をよく見かける。誹
謗中傷する人は、障がいを持っている人をよく理解せず
にいるのでは？見た目では分かりにくい障がいを持った
人とどのように関わり、存在を広めていくべきかを探求し
ようと思った。
本で発達障がいやダウン症について概要をよく調べた。
アンケートを作りこれから実施。
発達障がいやダウン症の概要を学んだ。（後にアンケート
結果をまとめて、分かったことを発表する。）
今後は、アンケートを基に今後の活動を決める。障がいを
持っている人と関わりを持っている方にインタビューをす
る。障がいを持っている子と関わってみる。

内容

私はコムデギャルソンやリュウノスケオカザキのファッション
ショーレポートを見てデザイナーさんがファッションを通してジェ
ンダーレスを訴えたり、自然や形のない祈りを表現しているとい
うことを知りました。それを知った時すごくかっこいいなと思いま
した。元々ファッションが好きでしたがファッションを通して自分
の考えや訴えたいことや身の回りの環境を伝えられるなんてす
ごく魅力的だと思いました。そこから私もファッションを通してな
にかを伝えたいと思いました。それで「表現するファッション」と
いう私の探究が始まりました。
私にはまず、表現するとはなんだろう、という疑問が湧いてきま
した。そこで「13歳からのアート思考」という本を読みました。
ここから得られた新たな考えは自分だけの物の見方を大切に
するということと、表現するため道具は手段にすぎず、伝えるこ
とが出来るならなにを使っても構わないという事です。そして美
術展にも行きました。4つの美術展に行ったのですが1番心に
残っているのはChim+Pomのパッピースプリング展です。ここで
はChim+Pomメンバーのエリイさんの生き方と人生を知れまし
た。作品のひとつにただの潰れた空きがありました。これを見
た時、え、これも作品なんだ、、と思いました。それで新たな疑
問がうまれました。「作品と作品じゃないものの違いとは」という
疑問です。そしてこの疑問を解決すべく多摩美術大学の卒業
生の方とzoomでお話をしました。その方からは作品になるかな
らないかは、言語化できるぐらいの自分の思いや考えがあるか
どうかだと教えてもらうことができました。そして表現することは
アウトプットが大切だと言われたのでどんどん実践に移りまし
た。自分は、身近にあるけど震災を通してさまざまな見方をさ
れている「海」をドレスで表現したいと思っていたのでまずデッ
サンをしてみました。いい感じに描けたのでどんどん作ろうとい
うことでミシンで作っていきました。今はドレスの上の部分まで
完成しました。これからドレスを完成させてパンフレットを作りた
いです。

"【きっかけ】
１、兄弟や身近な人に発達障がいやダウン症を持ってい
る人がいて、そういう人と関わる機会が多いから。
２、障がい者に対する誹謗中傷をよく見かける。誹謗中傷
する人は、障がいを持っている人をよく理解せずにいるの
では？
↓
見た目では分かりにくい障がいを持った人とどのように関
わり、存在を広めていくべきかを探求しようと思った。
【活動内容】
本で発達障がいやダウン症について概要をよく調べた。
アンケートを作りこれから実施。
【分かったこと】
発達障がいやダウン症の概要
（後にアンケート結果をまとめて、分かったことを発表す
る。）
【今後の活動】
アンケートを基に今後の活動を決める。
障がいを持っている人と関わりを持っている方にインタ
ビューをする。
障がいを持っている子と関わってみる。
【新しい疑問】
診断をしている障がい者と、診断をしていない障がい者の
方の区別や関わり方をどうすればいい？"

"この探究のテーマにしたきっかけは将来カフェを経営したいからです。
2年生になってからカフェチームに入り、cafeふぅが赤字ということを聞き
ました。だから売上を上げたいという目標ができたので、このテーマにし
ました。
私が行った解決のためのアクションは2つあります。1つ目は職員室に
ブラックボードを設置したことです。よく先生にカフェが何時から空いて
いるのか分からないと言われます。だからブラックボードにカフェの営業
時間や一言を書くようにしました。ダジャレや新作商品の情報をかくと評
判がよく先生がさらにカフェに来てくれるようになり売上に繋がりまし
た。2つ目は動線の確認です。お客さんがどの道を通ってCafeふぅに来
てもらっているのか分からなかったため、事務室の隣の入口に看板と
営業時間が書いてある紙をおきました。看板にはこの看板をみてカフェ
ふぅに来てくださった方はシールを貼ってくださいと書き今データを取っ
ています。営業時間が書いてある紙はすぐなくなってしまうので、今後
はカフェふぅがある場所を分かりやすく書いておきたいと思います。
ふたばワールドに出店したアクションでは、始まる前は雨が降っていた
ため全く売れないだろうなと思っていました。しかし始まると午前中には
焼き菓子が売り切れになり、飲み物は3種類売り切れました。そこから
わかったことは、看板を大きくしたり真ん中に置くと飲み物が沢山売れ
るということです。午前中は全く売れなかったのですが焼き菓子が売り
切れてスペースが空き、飲み物の看板を真ん中に置いたところ、お客さ
んが近づいてきて買ってくれる人が増えました。また、コーヒーを売って
いるお店が少なかったためアイスコーヒーが沢山うれました。Cafeふぅ
は日によって営業時間が違うためインスタのQRコードなどが書かれた
紙を持っていってくださるお客さんが多かったです。新たな仮説はふぅブ
レンドコーヒーをその場で入れて売ったらどうなっていたのだろうという
ことです。ふたばワールドではコーヒーのドリップパックしか売っていな
かったため、アイスコーヒーをふぅブレンドだと思っている方や味が分か
らないから買わなかったお客さんがいるように思います。今度ならSUN
フェスに出店しふぅブレンドコーヒーを売るのでその時検証出来ればな
と思います。
自分の考え方の変化は自分から行動するのが苦手だったけれどカタリ
バの方達と仲良くなってからは、マイプロや探究のイベントとかに参加
したり探究に向けてカフェなどでお手伝いをしたりすることが楽しくなり
ました。
今後の解決のためのアクション計画は、休日のカフェ営業です。平日カ
フェに来れないお客さんがいるので、休日にカフェ営業をすることで知
名度や売上をあげることが出来ると思います。そして売上のデータを分
析していきたいなと思います。"



探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

伝説、神話、伝承で人を呼びこもうプ
ロジェクト

尾内寿人 福島の魚の安全性を広める【仮】
猪狩拓

希
みんなが積極的に英語でコミュニ

ケーションをとる世界を作る
木村遥人

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

演劇で地域を笑顔に
佐藤里

奈
アロマオイルで賑わう地域に

上田大
雅

佐藤玲
音

政治への関心
鴨川絃

音

メンバー

菅家菜々
子

内容 内容内容

"伝説、神話、伝承を詳しく調べつつ、現地におもむき、そ
の地の賑わいについて知る。
その後、賑わっているところと賑わっていないひっそりとし
たところを調べ、どうすればひっそりとしたところを賑わう
ようにできるかを考える。そして、その考えを、より明確
に、より現実的に、わかりやすくまとめ、その考えを、発表
し、人を呼び込むことができるかどうか、他の人の意見を
調べ、その意見に合わせて、考えを変える。"

"東日本大震災後に福島の魚は買いたくないといった風
評被害がネットの記事で多く見られるようになりました。原
因は放射性物質です。
震災から10年がたち風評被害は少しずつ減ってきまし
た。しかし、処理水を海に流すという決定により再び風評
被害は広まってきました。
そんな福島の風評被害を無くそうと思い今回の探求を
やってみようと思いました。これまでやってきたことはネッ
トで福島の風評被害について調べ、原因を探りました。ま
た、富岡廃炉資料館という場所に行き、処理水の海の生
き物、人体に与える影響について調べました。
今後の活動としてはどうやって安全ということをみんなに
伝えるかを決めていきたいと考えています。"

"「みんなが積極的に英語でコミュニケーションをとる世界
を作る」という私の探求テーマに1歩近づくために、11月
12.13のbeyondキャンプに向けて主催者の野地さんと話
し合いをした。その結果11月は参加者として参加し2月に
も同じキャンプがあるのでその時に私がレクリエーション
として実際に英語でコミュニケーションをとる楽しさを伝え
るためにちょっとしたゲームで交流することをしようと思っ
ている。
その後は、英語に関心がない人達も英語でコミュニケー
ションをとる楽しさを伝える。
それで、楽しいと思ってもらえるためにこれから色々考え
ていく。"

内容 内容 内容

これまでにアリオス演劇部U30に参加してワークショップを
行ったり、富岡町で行われた演劇キャンプでミュージカル
について学んだりした。また、語り人育成教室交流会で自
らがワークショップを運営する準備をしている。そのワー
クショップを運営するために事前に打ち合わせなどをし
た。今後は、これまでに行ったアクションを生かして自らが
主催者となり地域交流をもっと増やしていきたいと考えて
いる。

マイキワードは「特産品」でこのマイキワードに設定した理
由は、地域の特産品を使って双葉郡をPRして地域に来
てくれる人を増やしていって、多くの人で賑わう明るい地
域にしたいと思ったからです。地域の特産品を使って作る
ものはアロマオイルにして、その理由は日渡先生から3年
生の先輩がアロマオイルを使った探求をしていると聞いて
興味があり、特産品を使って簡単に作れるものだったか
らです。ゴールは、イベントをして地域の人達の交流の場
を作ったり、インスタグラムなどSNSを使って地域の魅力
を広めたりして、たくさんの人で賑わう明るい地域にした
いです。

周りの人たちの社会に対する関心・知識が足りないと感じ
ていた。社会に直接かかわることができる政治にはもっと
多くの人が関心を持ってもいいのではないか。自分は政
治家個人の魅力を知ったことがきっかけで政治を学んだ
り考えたりするようになったため、周りの人に「親しみやす
く」「正しい」切り口で政治家について知ってもらうことはで
きないか。→政治家紹介シートを作成し、皆に見てもらう
イベントを開き、関心が高まったかどうか確認する。

探究テーマ

少年法とわたしたち

内容

私は夏季休業後まで「未成年の実名報道は少年犯罪の抑止力になるのだろうか」というテーマのもと活動してきた。しかしながら探究を進めていくうちにいくつかの気づきや学びがあり、それを踏まえてテーマを再設定
した。
以下がテーマの概要である。

１）前テーマの設定理由
①被害者と加害者の権利が対等ではない
刑罰ではなく更生を目的とした少年法のため、加害者の可塑性を考慮した裁判が行われる。かつては被害者家族又は遺族に関与する余地がなかった。そのため武るりこさんが代表を務める”少年犯罪被害者当事者
の会”をはじめ多くの方々の地道な努力の積み重ねにより少年法の改正が行われてきた。しかしながらこれらは裁判時中のものであり、判決後のケアが進んでいないのが現代社会においての課題である。例をあげる
と、被害者の顔写真や氏名がメディアで公表されるにもかかわらず加害者は公表されない、被害者家族は地域の目にさらされ住む土地を追われる、事件の精神的苦痛など多くの問題がある。一方で加害者側もSNS
の特定騒動や社会復帰の困難、少年院を出た３人に１人の割合が再犯するという問題が山積している。
そのような現状から、私は強い抑止力があることで双方の権利を保てるのではないかと考えた。実名報道をすることによって第三者の勝手な介入を防止し、少年法従来の加害者の更生という目的を達成できるのでは
ないだろうか。
②”18歳から成人”の意味
民法が改正され18歳から成人となり、クレジットカードの利用や選挙権など多くの権利を取得した。それにならい少年法も特定少年という枠組みを作り、実質的に実名報道が可能となった。しかしながら個人的には政府
は躊躇しているような印象を受けた。18歳に責任能力を認められ自由や権利を与えられるのならば、なぜ少年法において特別な枠組みがつくられるのだろうかと疑問に思うからである。”18歳から成人”その意義を私
たち高校生が考える必要性があるのではないだろうか。
２）課題解決のためのアクション
①実名報道に関するアンケートの実施
夏季休業中オーストラリアの語学学校に短期留学したため、その学校でアンケートを実施した。ポスター等の掲示が承認されなかったため、私が1人1人に足を運び回答を求める形式となった。回答数は15人と少ない
数でありながらも、回答者それぞれとの対話の時間を確保することができた。
アンケートを集計し得た気づきは以下のことである。
・それぞれの背景が異なることから実名報道には多種多様な意見があり、一概に賛成反対で決められるものではない。実名報道に賛成とするならば、範囲の明確化を定める必要がある。
・自身が被害者となる場合は加害者の実名報道を望むが、立場が逆転すると望まないという意見になる。
・加害者になる想像をしたことがない。それだけ現代社会が充実している証明となると同時に犯罪意識の低下がある。
②「わが国の少年法の理念　木村裕三」等の論文を拝読
少年法の成り立ちや欧米諸国との違い、これまでに問題視され大きくメディアに取り上げられた少年犯罪などを拝読した。
３）夏季休業までの活動反省
調査を進めていくうちに実名報道と少年犯罪の煩雑さを実感し、今の未熟な私ではこの課題を解決するには力不足であると考えた。この探究を進めていくためには高度な法律（少年法以外にも）の知識が求められ、現
段階ではそのような知識不足が明確であった。そして法律の勉強を継続したとしても、このテーマに必要な量を身に着けることは大変難しい。1つの少年犯罪に焦点をあてるという案を考えたが、この行為自体が私が
危惧する被害者加害者間の問題に該当する可能性が高いと考えた。当事者間の問題に関与することを一概に悪いとは言えず、誰にとってもその権利はあると思う。しかしながら私自身は関与するべきではないと判断
し、その選択に後悔することはない。またこの探究は自身の知的好奇心の要素が多く、社会的貢献性が欠如している。自身のための探究であり、誰に何を貢献できるかという面を考えると曖昧なものばかりであり、そ
れでは探究活動本来の意味が失われてしまう。
以上を踏まえテーマの再設定を行った。
４）テーマ再設定にむけて
テーマを考え直すにあたってまず行ったことは、少年犯罪の現状把握である。六法全書や警察庁の犯罪白文書等事実に基づいた資料を読み、理解を深めた。そして少年犯罪を問わず、犯罪や法律がそもそも日常生
活と遠い世界にあるということに気づいた。意識してみれば法律は身近なものにあり、何をするにおいても絡んでくるものである。犯罪も同様にいつ私たちが被害者になるのか、あるいは加害者になるのか全く見当が
つかない。しかしながら興味や意識がなければそれらの事に関わらない人が多いだろう。法治国家の日本において一部の人のみが知識を持つ状態は大変危険である。
そして少年法においても同様に適用される私たちは全く内容を知らない。それに加え、少年法改正時には子供の意見表明権がなく、反映されない。この課題を解決するためにはまず少年自身が少年法について正しい
知識を持つ必要がある。そのため私はもっと少年法が身近な存在になるような活動をしたいと考えた。
現在のテーマ『どうすれば少年法を身近な存在にできるだろうか』
5）現テーマでの課題解決に向けたアクション
①「少年のための少年法入門　山下敏雅他」を拝読。
裁判までの流れ等の少年法の基礎知識を得るために活用させていただいた。
この本は私の探求テーマと似たような目的で作られたため、どうにか山下さんと関係を築けないだろうかと模索している。
②菅波香織さんとの対話
　10月11日、18日の総合的な探求の時間（6.7校時目）
このフォーム記入時には行われてないため、予定日を記入する。
そこから得た学びはプレ発表会までにはまとめておく。
6）今後の活動目標
・少年法に対しての印象調査（Googlefoamのアンケート）
・菅波さんとの対話を増やす
・カードゲームの製作



探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

スポーツしながら町をキレイに 門馬聖弥 生態系が支える自然環境
高岡龍

助　大越
斗輝

葛尾村に人を呼ぶために～葛尾村
の自然とツーリングを活用して～

松本栞奈

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

川内村の自然はどのようにして守ら
れているのか～川内村に人が来るに

は～

若松美
咲

海と人が上手に繋がるために 神山美咲 福島の海の魚（仮）
高野 睦斗
岡崎 純晶
三瓶 幸一

探究テーマ メンバー

数字からわかる世界の課題
横田彩

音

再生可能エネルギー探究ゼミ

内容 内容 内容

"学校の校内にある使われていない土地を利用して、池を
作り、間近で生態系を覗く。
あさみ川で生態系を観察してきました。
多様な貝類、カワムツ、オイカワ、アユなど様々な生態が
見られました。
また、学校の土地の環境はとてもひどく、ミミズが見られ
ませんでした。
ミミズがいないということは、かなり重大です。土の循環が
できていないのです。
そら木も育たないわけだし、葉をつけないだけです。"

震災前まで住んでいた葛尾村の探究をしています。今の
現状として、葛尾村の人口は４００人です。そのうち、葛尾
村に住んでいるのは２００人程度です。後期高齢者地域
です。人口の半分以上が７５歳です。私はテレビで、葛尾
村がなくなるかもしれないというのを見ました。自分が住
んでいた村がなくなるのは、寂しいのでこの探究で多くの
人に葛尾村を知ってもらいたいと思っています。葛尾村の
魅力は自然です。その自然と自分の好きなバイクを組み
合わせて探究をしています。

スポごみの計画、開催し身体を動かしながら楽しく町をキ
レイにする。そのごみを分別回収する。

内容 内容 内容

今のところのテーマは川内村の自然はどのようにして守
られているのか、川内村に人が来てもらうためにはの二
つを考えていますが、あまり具体的なアクションはできて
おらずテーマも正直迷走中です。なぜこういうテーマにし
ようと思ったかというと、最初は川内村が好きということで
何が好きなのかを考えてみたときに、一つが自然だった
ので川内村の自然は何か守られている秘密があるのか
なと思って、テーマに挙げてみました。もう一つのテーマと
して、私は川内村に人がたくさん来るようになってほしい
ので川内村に人が来るためにはというのも頭にありまし
た。アクション内容としてはネットで環境保全の条件や方
針、川内村出身の志賀風夏さんの元へ行き、いろいろな
お話を聞くというところまでしか今の段階ではできていま
せん。

"私は防災や環境保全、土地活用の観点から人と海の繋
がりを見つめ直し、より良いものにしていきたいと思い、こ
の探究を行っています。
自然環境に興味があったことや、私自身が現在の災害対
策への疑問点や不安感があったことなどから、このテー
マを制定しました。
請戸地区などの、津波の影響で災害危険区域に指定さ
れている地域に興味があるのですが、課題が大きすぎる
ため、現在は身近な問題である広野町の防災や自然環
境の変化についてを調査しています。
今後行いたいアクションは、寮内の災害時の対処の調
査・改善、双葉郡の土地の現在の使われ方と今後の方針
の調査などです。"

"双葉郡の海の魚について調べて
漁協 釣り船経営者など話を聞き実際に釣りを体験してみ
たいです
魚好き・釣り好きの人に広めていき、双葉郡の魚に興味
を持ってもらう 双葉郡の活性化につなげる海の魚を上げ
たい
魚を知ってもらいたくさんの人に食べてもらいたい そこで
問題として掲げるのは汚染水の放出についても漁協の方
や市場の人たちの話を聞いたりインターネットや漁港に行
き調べたり考えたい。

内容

私は“星”の探究から“数学”を使って“SDGs”の理解を深めら
れるような探究にガラッと変えました。まず自分は何が好きな
のか、どんなことだったら続けられるかを考えたとき“数学”とい
うワードが出てきたことがきっかけです。また、私はドイツ研修
に参加していて、そこで“SDGs”の重要さをすごく感じたため２
つのワードに決めました。そこで1人1人のSDGsは1人1人の意
識が大切、それを変えるためにはみんなが世界の課題を理解
して身近に感じなければならないと思いました。そこで身近な
課題を数値化して理解してもらおうという探究テーマにしまし
た。この探究は決まったばかりなのでアクションはまだ行なって
いません。アクションの予定としては、ついこの前ラボでSDGs
の本を見つけたので読んでみたいと思いました。また、数値化
する案として、ふたば未来学園はSDGsを意識している学校だ
から、他校とどのくらいの違いがあるのか（節電量、ゴミ分別、
紙の利用etc）それは一人当たり○日分の○○に値するなどを
したいと思ってます。そうすることで小さな行動も社会問題解決
につながる、他人事ではないということが伝わるのではないか
と考えました。



探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

大熊町のいちごを使って、風評被害
の払しょくを

宍戸涼果 広野のお米を使って 橋本ゆきな come to FUTABA！ 佐藤愛心

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

オリーブで広野に平和を 亀岡知広 美容で食料廃棄物をへらそう
新妻怜実
餌取琴羽

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

This is football

赤津陸
岩﨑翔哉
爲我井遥

磨

怪我ZERO 川田百華 日本野球史プロジェクト
尾島健太
佐藤一之

成

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

アスリート"極"
金土啓悟
渡部雄大 スポーツ貧血、無月経 村上七生 世界の羽ばたこうプロジェクト

須藤海
妃

堀小雪

"欧米発祥の異文化競技であるbaseballというスポーツが
江戸末期に日本に渡った。
バスケ、サッカー、ゴルフetc…数々の異文化競技がある
中でこのbaseballという競技は『野球』と改名され、なぜこ
の極東の小国で国民的競技となりうるまで根強い人気を
誇ったのだろう。
そこまでして我々日本人を突き動かし、感動させる事の力
を持つこの競技の正体とは。
我々はその要因や真髄に近づくべく探求を進めた。"

内容 内容 内容

僕達の通っているふたば未来学園のある双葉郡は、震災
によっての風評被害がまだ続いている。その中で僕達は
サッカーを今までやっており、自分達のやっているサッ
カーと、双葉郡を繋げてなにかできないかと考え、このア
スリートの補食という探求をやろうと思った。サッカーをや
るにあたって様々な補食があるがなにが適切なのか、ど
のタイミングがいいのかなど詳しく分からなかったため、
それを調べたいと思い、その調べた補食を双葉郡とかけ
あわせて、双葉郡の食材でアスリートに適切な補食をつく
ることができるのかと思いこのテーマにした。

"スポーツ貧血、無月経のことを知り、アンケート調査をし
て、その結果をもとにして一人一人の考え方や付き合い
方を参考にして、自分の体で試して、その結果をもとに、
自分自身のたいけんで、悩んでいる人たちと共有してい
きスポーツ競技で最高のパフォーマンスを発揮できるよう
な環境、知識をひろめていきたいと思います。

"今現在は、オリンピックや世界大会の結果を見て海外選
手の方が強いことがわかります。
日本人選手(私たち)が海外選手に勝つためにはどうした
らいいのか、海外選手の特徴を調べ、実際に海外の大会
で勝つためにこの探究を始めました。それを調べることで
海外選手の長所や短所が分かったり、自分のレベルアッ
プにも繋がると考えています。バドミントン部のmottoでも
あるWORLD STANDARD 、世界基準。世界でも戦える選
手を目指して行きたいです。インドネシアのコーチに聞い
たり、アンケートを取ったりして世界選手の特徴や練習に
ついて調べていきたいと思います。最終的に海外の大会
で勝てたらいいなと思います。"

"私が、このプロジェクトにした理由は私自身がいちごを
好きなことと、大熊町の出身ということもあり、大熊町のた
めになにか私が力になれることがないかと思っていまし
た。そこで、大熊町について調べてみると、いちごに力を
入れていることを知りました。大熊町のいちごを使い商品
販売をすることで、大熊町に対する風評被害の払しょくと
いちごのPRに繋がるんじゃないかと考え、このプロジェク
トを始めました。

探究テーマは元々小麦アレルギーの人でも食べれる米粉
パンを考えていました。しかし、１回作ってみたところ全然
上手くいかず悩んでいました。先生に相談したところパン
じゃなくて他の食べ物でもいいのではないかと言われまし
た。そこでお煎餅はどうかと相談したところお煎餅を作る
人はあまりいないという事だったのでお煎餅に決めまし
た。元々小麦アレルギーをテーマにしていたので広野の
お米を使ってみることにしました。フロンティア広野さんに
相談して1kgお米を無料で分けてもらえることになりまし
た。実際につくってみたところ美味しく作ることができまし
た。改善しないといけないところがあるのでこれから改善
していきたいです。

"双葉郡にはおいしい食べ物や果物がいっぱいあるのに
も関わらず特産品が少なかったり、風評被害で食べられ
てないと思い風評被害を改善するため新しい特産品を作
り、広めたいと思いました。
まず私が目につけたのは楢葉町です。楢葉には小学生
のときによく遊びに行っていてそれで何か恩返しをしたい
と思いこのプロジェクトを始めました。
私は楢葉町の新しい特産品でさつまいもをPRしたいと思
いました。

内容 内容

私たちはおからの食糧廃棄物を減らすことを考えました。
おからは美肌やがん予防になったりして美容にも特化し
た食品だとおもいました。そこで私たちはおからを使った
おからグミを作ることにしました。なぜグミかというとゼラ
チンは潤いや弾力のアップ、シワ改善などの美肌効果が
あることがわかりました。作ってみた結果まず私たちはお
からを入れないでグミだけを作りました。メニュー通り作り
ましたが上手く作ることが出来ませんでした。失敗点は硬
さが柔らかすぎるのと味がどうしても薄くなってしまうこと
です。

スポーツと健康探究ゼミ

広野のオリーブを使ったお菓子や料理を調理し、その調
理したものを販売したり、レシピを記録して、それを様々な
人達に見てもらいオリーブの様々な魅力を伝えていく過
程で、新しいオリーブの活用法やオリーブを広野でも栽培
しているという事、なぜ広野でオリーブを栽培するようなっ
たのか、また、オリーブには気候変動の対抗効果がとて
も高いという特徴があり、オリーブの畑にその栽培地域の
動植物が生態系を築いたり新たな植物種が発見されるな
ど、環境においても好影響を与え、日本においてもその
環境に与える影響が評価され、持続可能な開発目標とし
てSDGs推進本部が設置されるなど、SDGsにも関わりが
あるということにも興味を持ってもらえるように取り組んで
います。

内容 内容 内容

アグリ・ビジネス探究ゼミ

内容 内容 内容

僕たちがプレーするふたば未来学園グラウンドはプレー
環境はとても恵まれているが観戦するという面ではあまり
整っていなく駐車場からサッカー場までが遠かったり、ま
ずふたば未来学園グラウンドがあることを知らない人が
多く、町のみなさんと繋がっていなく、あまりサッカーを好
きな人が地域にいないんじゃないかと思い、この環境が
整ったグラウンドを自分たちだけで使うのは違うのではな
いのかなと思いこの探求をやろうと思いました。そこで出
てきた観戦する面での課題を解決していき、地域の人か
ら応援されるチームというチームの目標にも繋がると思っ
たのでこの探求をしました。

私達は怪我で苦しむスポーツ選手やスポーツをやってい
ない人でも怪我で苦しむ人を少なくしていきたいと思いま
す。そして軽い怪我の応急処置などの悪化を防ぐための
知識や、その怪我にならないようにするストレッチやトレー
ニングなども知ってもらいたいです。なぜなら自分が高校
1年生の時に腰を痛めてしまって、結構酷い状態だったの
で半年ほどバドミントンができない時期がありました。その
時は１日１日苦しくて自分だけがバドミントンができていな
い状況で本当に毎日が嫌でした。そんな思いをして欲しく
ないと思ってこのテーマを設定しました。



探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

障がいを持っている人との交流場所
を作りたい！

阿久津ひなた SKAメッソド

阿部錬平
栗原七瀬
鈴木拳心

郎

スポーツブランドを元に地域を盛り上
げる

十文字里
沙

齋藤優月

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

食事×高校生アスリート
阿部学斗
三本菅弘

憲
体づくりプロジェクト

川島詩音
箱崎龍聖
瀬谷蒼羽

ハートの強さで勝利をつかめ！ 石岡空来

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

アスリート食について 北條杏華 怪我なしプロジェクト
手島葵

岡田琉音
体の強化をするためにはどうしたら

良いのか？

谷岡大后
江田和博
山北奈緒

内容 内容 内容

障がいを持っている人も運動が嫌いな人もみんなが色ん
なスポーツに興味を持ってくれたり、スポーツをやりたくな
いやスポーツを苦手だと感じてしまう原因を明確にし、ど
うしたら改善できるのか、どうしたら楽しんで運動できるの
かなどを考え、スポーツや運動のプラスな部分を発表す
ることで、より運動を好きになってくれたり、苦手な人・嫌
いな人・みんなが楽しんでスポーツをしてくれたり、普段の
体育の授業いがいにスポーツに触れ合う機会を増やし、
よりたくさんの人がスポーツに触れ合う環境作りをしたい
と思ってます。

僕たちはサッカー部に所属していて3人共ロングキックが
できなかったのでこの探求をはじめました、まず自分たち
のフォームの動画を撮り、ロングキックがうまい人との
フォームを比較して自分たちのフォームと何が違うのかを
調べました、次にサッカー場に行きロングキックのフォー
ムの細かい部分の改善をしてどれぐらいボールの距離が
伸びたか調べました。そして自分たちが撮ったロングボー
ルのフォームの動画を見てもらい誰でもボールが蹴れる
ようになったか調べる。

"スポーツブランドに協力していただき双葉郡でイベントを
行いたいと考えています。
スポーツブランドに協力していただくために、お互いwin-
winな関係になるような企画を考え、提案します。
また双葉郡のイメージがどう変わったかを知るためにイベ
ント前後の双葉郡のイメージについてアンケートを行いた
いと考えています。
協力していただくスポーツブランドは普段ユニフォームな
どでお世話になっているアンダーアーマーを考えていま
す。"

内容 内容 内容

"目指している職業と結びつけられて、自分が運動をして
いるので関連したもので探究を進めることができるからこ
の探究テーマにした。
サッカーをする人のプレーに支障がでないような、食生活
について調べてベストパフォーマンスでプレーできるよう
にする。
そのために、必要な栄養素について調べて身近のサッ
カーをしている友人にプレゼンする機会を作りたいと考え
ている。
自分は寮生なので、自作の献立を寮食に取り入れたい。
"

"私たちは、前に怪我をして、練習できなくなる期間があ
り、とてもくやしい経験をしたので、ほかの人には同じ経験
をしてほしくないと思い、この探究テーマにしました。
私たちは、野球部とサッカー部に所属しているのでその二
つの部活に共通する怪我について、詳しく探究していきた
いと思います。
そのため、アンケート調査やアスレティックトレーナーの久
保さんにインタビューをしたいと思っています。"

自分たちは、寮の食事について疑問や不満を持ち改善するた
めにこの探求テーマにしました。
この、不満や疑問は自分たちだけでなくその他の寮生アスリー
トも同じ意見が挙がっていたため、周りの寮生アスリートや自
分たちのためにも役立つ理由を感じました。
自分たちアスリートは厳しい練習を行い、補給として食事は大
事な部分となっている所だと考えます。その中で味や見た目が
悪く、食欲がそそられないため残飯の量が考えられない様な事
態になっていました。そのため、自分たちは今の食事では栄養
が足りていないと感じ、周りでアスリート食を提供している料理
人などにインタビューしました。また、寮生が求めているものな
どもアンケート調査を行い「アスリート食×高校生が求める食
事」と言う題材でパワーポイントにまとめ、寮の食事を提供して
いるLEOCさんにプレゼンをします。許可がでしだい、LEOCさん
と一緒にメニューを考え寮に提供すると言うプロジェクトです。

"野球に必要な、筋力を向上させ、飛距離アップ、瞬発力
アップ、球速アップを目指す。
柔軟性を高め、関節の可動域を広げ、ちょっとした動きで
腕や腰の痛めるリスクを減らす。
ケガを減らし長期離脱を防ぐ。
パフォーマンス向上によっての体への大きな負担を減ら
し、レベルアップ、パフォーマンスアップしていくために、継
続的にトレーニングなどを積み重ねていくこと。
ケガをできるだけなくす。
自分自身の動きも見つめながら、パフォーマンス向上に
取り組む。"

"私は高校生になってメンタルの状況が不安定なことが続
いており、元気に明るく過ごせる時間が少なくなってしま
いました。
そんな自分を変えたくて今回心理学やもっと自分のことを
知りたい！と思いこのテーマを設定しました。
今は毎日元気に過ごすというのが目標ですが、バドミント
ンもやっているので今後はメンタルが競技やパフォーマン
スにどう関係しているのか探究し、競技力アップにも繋げ
ていきたいと思っています。"

内容 内容 内容

私たちの探究のテーマは「体の強化をするためにはどうし
たら良いのか？」というテーマです。
そのテーマの答えゴールに近づくためにまずは、行動を
おこしていこうと思いインタビューを何人かの人たちに協
力していただきました。
最初は毎日食べるご飯のことから調べていくことにしまし
た。ご飯は栄養などを一番摂取できるからです。インター
ネットなどでも調べはしましたがここふたば未来学園には
栄養士さんという一番食に詳しい人がいたのでインタ
ビューさせていただきました。インタビューをもとに自分た
ちなりにまとめました。
次に実際に選手として活躍している人にインタビューをさ
せていただきました。そのインタビューをさせていただいた
人は3人いて一人目は今世界で活躍していて世界ランク2
位の桃田賢斗選手、二人目は桃田選手と同じ企業に所
属していてダブルスで活躍している柴田選手、3人目は柴
田選手のペアの緒方選手にインタビューしました。
3人の選手にはバドミントンのために食事で何を気をつけ
ているかや練習の合間に何を食べているかや睡眠時間、
トレーニングで一番どこを鍛えているかなどのインタ
ビューに答えていただきました。その結果も3人でしっかり
とまとめました。
今からしていきたいと思うのは、町や地域のためになるこ
と、実際にインタビューで聞いたものを自分たちで実践し
ていきたいと思います。まだまだアクションは増やせてい
けると思うので3人でやりたいこと必要なことを話し合い実
践していきたいと思います。



探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

よりよいメンタルヘルスを 辻浦羽彩 私たちが子どもにできること
宮本朱梨
新谷蓮佳

パラスポーツの認知度を上げるため
には

緑川歩幹

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

野菜スイーツで健康に！

横瀬亜
美

鈴木心
寧

運動が苦手な子供は、どうすれば動
くことを楽しく感じてくれるのか

須賀悠太 LGBTQを身近に感じてみよう！ 赤井晴香

探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー 探究テーマ メンバー

ブラウスを作ってみた
吉田梨

紗
♡BIG LOVE♡

草野理香
子

渡邊縫
土屋樹

HSPを理解してもらいたい 尾内佳奈

探究テーマ メンバー

この世はカラフルだ!!
四條海璃

亜

健康と福祉探究ゼミ

内容 内容内容

職場、学校などの環境が原因で心が病む人が増加してい
ます。​
そのなかで、私は”うつ病”に目を向けました。うつ病の原
因のなかに、​
職場や学校でのストレスがあります。環境が悪いだけで、
心が病んで人生​
が台無しになるなんてもったいないと思いました。そして、
うつ病になる​
うつ病に気づきやすく対処ができるよう行動しやすい環境
に、職場うつにならな​
いよう対策ができる優しい社会にするにはどうしたらいい
のかについて考えています。​

私たちは子どもと音楽が好きという共通点から一緒に活
動することになりました。
今まで行ってきたのはまず、子どもの現状を調べた時に
コロナ禍での自律神経の乱れで自律神経失調症になる
人が増加傾向にあるとわかりました。そこで私たちは広野
子ども園「ひろぱーく」さんにて子どもたちの生活に関する
アンケートを実施しました。アンケートの結果を集計し、自
律神経に関わる主な原因をこれから解決に近づけていけ
れば良いと思って活動しています。

始めようと思った理由は、自分自身パラスポーツに興味
があり授業の中でパラスポーツを主とする授業を受けた
ことがあったからです。行った内容としては、まず初めに
王道のパラスポーツについて調べ、そのスポーツができ
た歴史について調べました。次に行ったこととしては実際
に体験してみたいと思い田村市陸上競技場にいきパラ陸
上の練習会に参加させて頂いた。その後事務局長の斎
藤さんに質問しました。アクション終了後パワーポイントに
まとめました。

内容 内容 内容

これまでの活動はALTの先生の結婚式の企画、運営。先
生方に国際結婚や愛についてのインタビュー。結婚式場
に電話やメールなどの取材を行いました。これからは幅を
広げて地域の方や双葉郡の新婚さんなどに取材をした
り、結婚式企画だったり、ホームページを作ったりして考
えを深めていきたいと思います。私たちは聞きに来てくだ
さる方みなさんに少しでも面白いと思ってもらえるような発
表をしたいと思っています。

最近HSPという言葉を聞くことが多く、自分自身もHSPであった
ため同じ状況で苦しんでいる人を助けてあげたい、HSPである
人自身も周りの人も理解をしてもらいたいためこのプロジェクト
にしました。これまでのアクションは、まずインターネットと本で
HSPについて調べました。意外とHSPに関する本があり、HSP
が広まりつつあるのかと思いました。また自分でも初めて知っ
たこともありました。次にアンケート調査をしました。アンケート
調査をする前、HSPについて知らない人がほとんどかなと予想
してました。アンケート結果を見てみると、HSPという言葉を聞
いたことがある人は約50％いましたが、詳しく知っている人は
ほとんどいませんでした。やはりまだ知らない人はたくさんいる
んだなと思いました。これからやってみたいアクションはカウン
セラーの先生方にアンケートを取ったり、HSP専門の先生の話
を聞いてみたりしたいです。また、HSPと地域の関係性を探し
たいです。

内容

探究テーマについての説明
・テーマが変わった経緯
・探究テーマの設定理由
・LＧＢＴＱ等の性的マイノリティについて学ぼうと思ったきっかけ
アクションした内容
・学校で「LGBTQ等の性的マイノリティについて」のアンケートを高校１～３年生に
実施した。
・さんかく交流会（いわき市でセクシュアリティやジェンダーについて話す会）に参
加し、年齢や性別にとわずお話をした。そして交流会ように作成した「性的マイノリ
ティについて」のアンケートを実施した。
・10代限定のさんかく交流会に参加し、お話や探究に役立つ本を拝見させていた
だきました。
・絵本を作るために、実際に性的マイノリティについて書かれている書物を読んだ
り、作るための情報を集めている
アクションをしたことで考えが変わったこと・気づいたこと
・今までは、問いをだして、それをどんどん解決するために、アンケートをとったり
交流会に参加しようと思っていたが、話を聞いたり対話をしていくうちに、形に残せ
るものを作って自分にできることをしたいと思うようになった。
SDGｓと照らし合わせたとき関連する項目
⑤ジェンダー平等を実現しよう（一人一人のジェンダーの違い等）
⓾人や国の不平等をなくそう（ジェンダーによっての不平等さ・国によってのジェン
ダーへの対応の違い⇒同性を好きになることは犯罪とする国がある等）
⑪住み続けられるまちづくりを（人の目を気にしてしまう・地方だと目立つ等）
私が思い浮かべる「地域・社会のあるべき姿」に近づけるためにできることと
・私が思い浮かべる「地域・社会のあるべき姿」は、性的マイノリティに限らず、国
籍や肌の色、価値観の多様性、それぞれの個性を尊重し、違いを理解できなくて
も、それも含めてその人だと受け入れることができる社会です。
⇩近づけるために
・言語、年代問わずLGBTQ等の性的マイノリティについて知ってもらい、理解でき
なくても受け入れようとしてもらえる人を一人でも増やすために絵本で伝えていく。
を受け入れる等）
⑧働きがいも経済成長も（生まれ持った性別によった、仕事・服装）

私たちは、まず福島県の子供の肥満に目を向けました。
どうして肥満児が多くなってしまうのか私たちで考えた結
果、栄養価の高い食材は子供たちに避けられがちなん
じゃないかと考えました。まずは、知識を増やすために本
やインターネットを使って調べ学習をしました。そして、栄
養教諭の水口先生にも話を伺いました。学校の栄養教諭
ならではの専門的な知識を沢山聞くことが出来て、すごく
勉強になりました。
今後は、子供に向けて食への関心を持って貰えるように
レシピを考案したいと思っているのでコンテストに応募しよ
うと思っています。

"福島県の肥満度が全国トップクラスを占める割合で、少
子高齢化と同時に肥満度の高さが問題視されている。
また、家庭用ゲーム機等の開発が進んでおり、屋内で遊
ぶ方が楽しいと感じることが多いと思う。
震災から１１年が経って、外での行動制限が無くなってき
た。だからこそ、復興を成し遂げ前より発展して帰ってき
たふるさとで未来を担う健康な人材を育むことが大切だと
思う。
運動といっても、ケガのリスクを伴うようなものではなく、ラ
ジオ体操の様な手軽かつ簡単なものが理想になってく
る。"

私は演劇の作品でLGBTQに興味を持ち、LGBTQの中で
も、同性愛という所に目を向けて、「皆が充実した環境を、
充実した環境で過ごすためにはどうしたらよいか」という
テーマに決定しました。夏休み期間中に自分の身近な人
の色んな考え方を知るために、高校２年生にアンケート調
査を実施し、LGBTQや同性婚について多様な意見を頂
きました。　アンケートにより多様な考え方を知った私は、
更に他の視点から色んな考え方を知りたいと思い、今度
は住んでいる地域に視点を当てて調べました。都会と比
べて田舎ではLGBTQの方々が集まる機会がないことが
課題だと思い、田舎にコミュニティーや都会との差の現状
を伝えるために、世代別に誰でも見られるものを作成した
いと思っています。

内容 内容 内容

"自分で一から服をデザインして作りたい、そして多くの人に自
分の服を手に取ってもらい、喜んでもらいたい、そう思うように
なったのがきっかけです。
私は夏休み前にブラウスを作りました。作ろうと思ったきっかけ
は自分が行きたいと思っている専門学校の最初の課題だから
です。型紙も自分なりに考え、そして運よ思い描いていたブラウ
スを作ることができ、ボタンホール以外は作り終えることができ
ました。
夏休み中は、祖母にインタビューをしました。あとは、服を作り
ました。自分の中で少しドレス作りに興味があったので挑戦し
てみました。型紙は自分で一から作るのは諦め、ドレスのビス
チェ部分の型紙だけ買って、スカート部分は型紙を使わずオリ
ジナルで作りました。ドレスを作るのに何度も何度も苦戦しまし
たが、最終的に作り上げることができました。
今後私がしていきたいことは、多くの種類の服を作ることに挑
戦すること、そしてファッションについて学ぶことです。"



メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー メンバー

太田栄養部

探究テーマ 探究テーマ

大和田紗希 小説を通して、福島の魅力を伝
えることは出来るのか？

村上翔悟 微細なものをマイクロプラスチッ
クと判断するにはどうすればい
いのか？

渡辺彩夏 アスリートに必要な栄養を効率
的に摂る方法はなんだろうか？

太田瑞希

探究テーマ 探究テーマ

食物アレルギーをもっていてもお
菓子で笑顔にできるのだろう
か？

松村美優 地元の食材を使ってアレルギー
に対応するスイーツは作れない
か？

髙橋衣織
藍原さやか

民話を通して地域について学べ
るのではないか？

探究の行う価値とは？ 長谷川優人 どうしたら本に興味を持ってもら
えるか？

小野楓花
白土愛実

風評被害を減らすにはどうしたら
いいか？

鈴木麻友 キャップアートで「ひろぼー」を広
めることはできるだろうか？

探究テーマ 探究テーマ

アレルギーでもお菓子で笑顔に 全米タルト 民話を通して地域を知る 小説で福島に人を 目に見えないプラスチック

どうしたらLGBTへの理解が広ま
るか？

鈴木愛優鑓水茜里　安
部真莉愛

水素をより身近なエネルギーとし
て、多くの人にその利便性や安
全性を知ってもらうにはどうすれ
ばいいか？

鈴木博士　門
馬新　横山海
斗　渡部拓斗

高齢者に健康な食事を届ければ
元気で長生きするのではない
か？

平子朝陽 女子サッカーの魅力や楽しさを
伝え、女子サッカーの人口を増
やすにはどうすればいいか？

福富心春
戸崎良有子

不登校の子共達に「安心」と「刺激」
を通してサポートを

補食のパワーチャージプロジェク
ト 不自由なく過ごすには？ 発達障害と療養 除去土の再利用と可能性を見つける 筋トレをして運動不足を解消しよう チャリで地域活性化

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

髙﨑菜々美 どうやって二酸化炭素削減をし
ていくか？

佐藤翔
平田遥翔

どうすれば運動が苦手な人でも
楽しめてみんなが健康体になれ
るだろうか？

渡部羽孔
緑川然

サッカー部を通して広野町を元
気にするにはどうすれば良い
か？

村上真斗　足
立賢彦　山澤
優和

処分されるはずの流木を有効活
用するためには？

大和田朝斗 居心地のいい場所とはなにか？ 阿部虹輝 福島県内の震災や社会教育に
関する意識・知識の壁をなくすに
は？

渡邉光季 なぜ、孤食が減らないのか？

探究とは？ 過去から今の防災へ 繋がる世界と福島 古着の活用 フルーツで双葉郡を元気にしよ
う！！ 肥満児を減らそう 野球を興味を持ってもらう

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

要配慮者が災害時に避難、避難
生活を安全に行うためには？

三村咲綾

運動と音楽で子供たちに笑顔を

探究テーマ

Let’s unify AED marks 0 0 浜通り×聖地巡礼 美容で双葉郡を魅力的に！ バドミントンで地域活性化 ケガゼロプロジェクト

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

新田萌
舘尾亜里紗

コーヒーかすはただ捨てられる
運命なのか？

佐川生華 スポGOMIなどのイベントを使っ
て持続的に町を綺麗にするには
どうすればいいのだろうか？

梅津心 みんなの怪我を減らすために
は？

双葉郡の新魅力『coffee
grounds』

スポーツを通して町を綺麗にしよ
う！

探究テーマ 探究テーマ

【健康と福祉ゼミ】

誰一人取り残さない防災

探究テーマ

【原子力防災ゼミ】 【メディアコミュニケーションゼミ】 【アグリビジネスゼミ】 【スポーツと健康ゼミ】

サステナブルな医療を！ AEDを通じた、住民
による健康コミュニティ形成の模索 震災を風化させないために 怪我をなくして笑顔が広がる世界を

創る生理によりそう探究 ふるさとを大切に

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

遠藤太勇
松﨑元輝

住民が主体的な医療が、未来あ
る医療なのではないか？

児玉花心 震災の記憶を風化させないため
にはどうしたらいいか？

草野真優
猪狩晴日

生理の貧困を解決するために、
身近なところから何ができるか?

川名春香　佐
伯香音　宇佐
見誉

ふるさとを大切にするために
は？

坂本涼 発達障がい児に対する地域サー
ビスとは？

easysportsデnotニガテ 〜愉快
活発〜

withふたば未来FC

【再生可能エネルギーゼ
ミ】

探究は地域や高校生にとって意
義があるのか？

大谷心亮
国井太陽

過去から今の防災へつなげるに
はどうしたら良いかまた、高校生
ができる範囲で行える防災は何
か？

大和田蒼空 外国に福島を伝えるためには？ 吉田優美 古着を使って人々の役に立てる
ようなことは出来るのか？

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

中高生が将来にわたって役立
つ、正しい食生活を身につける
には？

吉田るな

LGBTを理解しよう

探究テーマ

アンケートまとめ 本に興味を持ってもらうために 風評被害と心理 キャップアートで印象付ける 水素エネルギーを広める 高齢者に健康な食事を FMGS

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

どうしたら子供たちにゲーム以
外のことで楽しませられるか？

柴田千帆 海洋ゴミに対する人々の関心を
高めることは出来るのか？

高久明日花 どうしたら殺処分という問題が減
少するのか？

林日菜
吉田瑠佳

福島の印象が良くなるにはどの
ようにしていけばいいのか？

蛭田　萌々花 除染作業によって蓄積された汚
染土壌をどのように再生利用土
壌として活用できるか？　どんな
環境事業に貢献できるかを考え
る？

動いて話して繋げよう 海洋ゴミのことを次世代へ伝えたい 救いたい小さな命 福島と世界 ひろの彩りプロジェクト

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

不登校の子の悩みや不安を減ら
し、学校へ行きたいと思えるきっ
かけ作りができないだろうか？

猪狩羽琉 運動している人に栄養のとれる
補食でどんなサポートができる
のか？

松本安春己 どうしたらすべての人が不自由
なく過ごせるのか？

ダンスでストレスを軽減させるに
はどうしたらいいか？

大柿百加
星涼乃

介護に興味を持ってみよう！

探究テーマ

介護に興味を持ってもらうには
どうしたらよいか？

大山未来

堀川優斗 再エネを使って町に彩りを与える
ためには、なにができるのか？

鈴木一真　西
間木健太　貝
沼秀基　中島
一葉

スポーツを使って広野町を活性
化させるには？

磯上裕宇汰　管野匠
佐藤玲央　髙橋充左
遠宮功世　塩田流輝
山口龍之介

パークゴルフを使って肥満率の
低下と地域活性化させることが
できるのか？

庭瀬宙太
奈良原志道

遠藤聖太
小松藍人

どうすればみんな筋トレをしたく
なるのか？

柳沢紅冴
門馬洋平

自転車を通して双葉郡を元気付
けることができるか？

吉田涼　遠藤
悠斗　齋藤久
遠

広野Revolution パークゴルフで肥満率低下と地域活
性化 中高生「食育」プロジェクト

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

DANCEでたくさんのSMILEを！

探究テーマ 探究テーマ

流木の可能性

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ

居心地のいい場所を 話せばわかる、話せば変わる〜い
わきを越えた学びを通して〜 孤食～今の子供たち～ 二酸化炭素削減

Have a nice day together！

探究テーマ

双葉郡での世代間交流を増や
し、地元の人に地域の魅力を
知ってもらうにはどうすればいい
か？

小野寺眞白
松本花

下河邊望来 双葉郡のフルーツを使って復興
の状況を全国に伝えるには？

橋本樺子
穂積琴音

どのようにすれば肥満児を減ら
せるだろう？

半谷淳凱　比
佐優津希　持
舘大晟　坂本
耀太

どうしてら野球に興味を持っても
らえるのだろうか？

髙橋和暉　岩
佐翔多郎　我
孫子恵太

子供と高齢者、障がい者の交流
を増やすにはどうしたら良い
か？

有賀菜月
村上舞

高橋明日花 花を最大限に楽しむにはどうす
れば良いか？

鈴木杏　石井
楓恋　渡辺咲
桜里

どうしたら外遊びをしてくれる
か？

井堀優陽
草野彰仁

どうしたらスポーツ観客数を増
せるか？

横田慶太

AEDの認知度を上げる為には？ 久保田明日
香

子どもや若者が社会や地域に対
して参画・参画できる環境・仕組
みがあれば社会や地域を盛り上
げることができるのか？

浦山夏美 音楽で町を盛り上げることはでき
るのか？

齋藤康洋
八巻希美

浜通りに観光客を増やすにはど
うしたらいいか？

チアを表現教育として取り入れ
ていくことで、子どもたちが地域
や社会において双方向的な関係
を築けるようになるのではない
か？

和賀菜々香 海と人はどのような関係がベスト
か?

吉田百華 どのようにすれば男性保育士に
対する差別や偏見を減らせる
か？

青木廉汰 東日本大震災を絵本で伝承して
いくことはできるのか？

Let's cheer up ふたば!! 塩からみた未来
男性保育士に対しての差別や偏見
を減らす

絵本を作って東日本大震災を伝
承する

運動と音楽を通して子供たちの
笑顔を増やすためにはどうすれ
ば良いか？

大川原菜々
海
片山希良里

地域リング

探究テーマ

村山空留実 美容で交流は生まれるのか？ 山内菜々
馬目逸希

スポーツ人口を増やすにはどう
したら良いのか？

岩野滉也　齋
藤駿　崎野翔
太　藤田真矛
松本雛　渡邊
愛夕

スポーツをする人の怪我をしな
いための体づくりを支えるに
は？

吉田翔　添田
心斗　佐藤哉
汰　大矢獅聖

花を食べよう 外遊び減少を解決 スポーツ観客数を増やそう

探究テーマ 探究テーマ 探究テーマ
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